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「５次元意識への飛躍」について 

 

 

この本は、宇宙の光が開催した「高次元存在のチャネリングライブ」の記録です。 

この「高次元存在のチャネリングライブ」とは、宇宙の光の Ellie さんがトランス状態

に入って、私たちが存在している次元よりもはるかに高い次元に存在している方をチ

ャネリングして話をするイベントです。 

毎月第１、第３土曜日に Zoomを使用して開催されています。 

この会の目的は、皆さまが３次元意識から５次元意識に変わりアセンションしていく

ことをサポートすることです。 

地球は、今アセンションの只中にありますので、アセンションを心から望んでいる人は、

３次元という制限の多い世界で育まれた意識から自由で創造的な５次元意識になっ

て新しい世界を創造していくことになります。 

しかし、アセンションは私たちにとって初めての経験なので、私たち地球人は一体ど

のようにしたらアセンションできるのか、どのような方法で５次元意識に移り変わっ

ていくことができるのか分かりません。 

そのために、私たち地球人のことを見守りサポートしてくれる地球外種族の人たちの

好意により「チャネリング」という方法を使用して、私たちがアセンションしていくため

の大切な情報を得ることができました。 

その代表的な存在が「高次元存在ラナ」さんです。 

ラナさんは、通常のスターピープルたちよりもはるかに高い次元に存在しています。 

その次元は、私たちを生み出した「宇宙の根源の愛」と呼ばれる世界のすぐ近くにあ

る次元です。 

私たちは、ラナさんだけでなく宇宙連合に属する多くのスターピープルたちの助けを

借りて、５次元世界を体験するための意識状態へと変わろうとしています。 

この本は、２０２２年の６月まで行われていた高次元存在ラナさんのチャネリングライ

ブの記録です。 
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２０２１年の春からアセンションの動きが強くなり、地球にも高次元のエネルギーが降

り注いできましたので、アセンションを望む地球人にも様々な変化が起きてきました。 

ラナさんは、チャネリングライブでその変化を読み取り、私たちにそのような時代をど

のように生きていくのか詳しく教えてくれました。 

また、私たちがアセンションした後の世界の様子やアセンションするための生き方、考

え方なども教えていただきました。 

そして、私たちの意識が広がっていくように「宇宙の根源の愛」と呼ばれる世界に連

れて行ってくださり「宇宙の愛の中で生きる」感覚を私たちに体験させてくれました。 

さらに、高次元存在ラナさんは「宇宙の根源の愛」と「宇宙の創造の源」の光を私たち

地球人が自由に使えるようにその光を繋いでくださいました。 

それが「コズミック・ツインライト」と呼ばれるものです。 

ラナさんは、アセンションの重要なキーポイントとなるパラレルシフトを何度も私たち

に指導してくださり、私たちが望む世界に進んでいくことを力強くサポートしていま

す。 

私はこの本を通して、皆さまがアセンションの本当の意味をつかみ取られ、アセンショ

ンを成し遂げられることを祈っております。 

また、素人編集による本ですので誤字脱字はご容赦ください。 

 

1 年間にわたって高次元存在たちのチャネリングを行い、私たちに貴重な情報とエネ

ルギーをもたらしてくれた Ellieさんに、深い感謝と敬意を送らせていただきます。 

 

            宇宙の光 代表 TAKESHI（瀬戸 武志） 

 

高次現存在ラナさんの動画は 

Youtubeの宇宙の光チャンネル 

からご覧いただけます。 
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PART1 愛を基準とした日本と日本語 

 

 

今回、皆さまと初めてお会いいたします。 

私は、本来は名前など持っておりませんが、皆さまが呼びやすいように「高次元存在

ラナ」とさせていただいております。 

私は Ellieさんの未来世にあたる存在でもあります。 

私がいる世界は地球の言葉で言いますと１３次元にあたる場所です。 

宇宙に生きる多くの生命を生み出している「宇宙の根源の愛」の世界のすぐ近くにあ

る場所です。 

この場所では、存在する者全てが愛の意識でひとつになっております。 

この場所から、私の意識の波長を下げ、Ellie さんのお体をお借りして皆さまとお話

をしております。 

今日は、私がいるこの場所から見た日本の状況をお話ししたいと思います。 

現在、日本全体があらゆるエネルギーであふれております。 

混乱のエネルギーや不安のエネルギー、あるいは正反対の喜びのエネルギーやポジ

ティブなエネルギーもございます。 

あらゆるエネルギーが入り混じった状態となっております。 

そして、日本だけでなく世界全体も同じように不安や恐れ、怒り、あるいは喜びなど

のエネルギーが入り混じっているように感じられます。 

確かに、ポジティブなエネルギーもあるのですが、地球全体でみますとその割合はま

だ少ないかもしれません。 

それでは、どうしたら世界の混乱の原因となっている怒りや悲しみ、苦しみのような

ネガティブなエネルギーを落ち着かせることができるのか、というお話しをしようと

思います。 

それは日本がキーワードとなっております。 

なぜ日本かと言いますと、日本という土地は愛で満たされた土地だからです。 

また、皆さまが使用されている日本語という言葉には、とても強い愛が込められてお
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り「愛によって調和をもたらす」という働きが日本語にはあるのです。 

日本人の皆さまが日本語を話すことで、愛に基づいた調和のエネルギーが世界へと

広がっていくのです。 

皆さまが使われている日本語というのは、皆さまが思っている以上に素晴らしい言

葉なのです。 

地球の中に日本という国があり、そして日本という国で日本語が話されているとい

うことはとても大切なことなのです。 

日本語が日本の中で多く使われることで、愛に基づいた調和のエネルギーが日本に

満ちあふれ、やがて日本から世界へと広がっていきます。 

日本から愛に基づいた調和のエネルギーが地球各地へと広がっていくことで、地球

がネガティブに大きく傾くことを防いでいるのです。 

日本人の皆さまはとても重要な役目を担っているのです。 

皆さまの中には「自分はとても平凡な存在なので、あまり地球に貢献していないので

はないか」と思われている人が多くいらっしゃるように感じるのですが、決してその

ようなことはございません。 

皆さまが日本に生まれ、日本という土地で日本語を話されながら生きることで、地球

に「愛に基づいた調和のエネルギー」を広げているのです。 

皆さまおひとりおひとり、実はとても重要なことを毎日されているのです。 

日本の中に住んでいるとそのことに気付かないかもしれませんが、皆さまが外国に

行かれた時に気付かれることでしょう。 

日本語の中には愛が込められています。 

それも、あらゆる意味の愛が込められているのです。 

日本語が分からない人であったとしても、日本語を聞くだけで自分の中の深いとこ

ろにある愛が共鳴し、日本語を聞けば聞くほどその愛は大きくなっていくのです。 

そして、皆さまひとりひとりが愛に基づいた行動をするようになるでしょう。 

日本語は多くの人を愛に目覚めさせる強い力を持っているのです。 

皆さまがこの日本に生まれたというのは偶然ではありません。 

皆さまおひとりおひとりが、日本人として大切な役目をもって生きていらっしゃいま

す。 
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誰一人欠けることはできません。 

皆さまは大きな意味を持たれて日本人として生きていらっしゃるのです。 

もうひとつ重要なことは、日本人の皆さましか持っていない遺伝子がございます。 

他の国の方も持っていらっしゃるかもしれませんが、まだ目覚めるのは難しい遺伝子

です。 

それはテレパシー能力に関わる遺伝子です。 

日本人の皆さまには、テレパシー能力を高めるための遺伝子がほかの国の方に比べ

ると強く働いているようです。 

日本人の皆さまは気付いていないかもしれませんが、なんとなく「今このようなこと

をしたほうが良いのではないか」と思われるのは、実はテレパシー能力の遺伝子を少

し使っているからなのです。 

阿吽の呼吸というものも実はテレパシー能力の一種です。 

日本人の皆さまは、実は潜在的にこのテレパシー能力を使われているのです。 

災害が起きた時に、瞬時に困っている人のために動くことができるのも日本人が持

つ愛とテレパシー能力があるからです。 

他の人たちが望んでいることを瞬時に感じ取って行動できるのです。 

世界の人たちも愛に目覚めていきますとその能力が働くようになりますが、日本人

と比べて少し時間がかかるでしょう。 

初めに、日本人の皆さま方がテレパシー能力を開花させて、日本人同士が繋がりテレ

パシーで会話ができるようになった時、徐々にその影響が世界に広がっていきます。 

実は、テレパシー能力というのも愛に基づいた能力なのです。 

皆さまの愛が深くなければ、テレパシー能力も開花することはないのです。 

皆さまから「能力開発をしたい」という声が良く聞こえてくるのですが、能力開発をす

る一番良い方法は、自己愛に目覚め自分を深く愛してあげることです。 

自己愛が高まってくると自分以外の他の存在のことも深く愛したいと思えるように

なります。 

他の存在を深く愛したいと思ったときにテレパシー能力が目覚めてくるのです。 

そして、その他の必要な能力も徐々に目覚めてきます。 

やはり、全ては愛なのです。 
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愛に目覚めなければ、全ての能力は開いてきません。 

愛に目覚めていない状態では能力が開いたとしても完全な状態ではないでしょう。 

自分の中にあるどんな自分でも愛するように心がけてみましょう。 

自分の中にどうしても「好きになれない自分」というものがある人は、その自分から

目を背けることなく、どうしてその自分が好きになれないのか、しっかりと分析され

てみてください。 

そして、その理由を紙に書かれるとよいでしょう。 

その自分をどうして嫌いなのかという理由を紙に書かれたうえで冷静に分析されて

ください。 

そして客観的な視点で見るようにしてください。 

そうしますとその裏に隠れている本当の理由というものが浮かび上がってくるでしょ

う。 

 

〇質問者 

日本語についての質問です。 

日本語には母音と子音があり、母音というものを左脳で処理しているために動植物

とのコミュニケーションができるということを聞きました。 

西洋の言葉のように、子音を基本としている言語だとそれが難しいという話を聞い

たのですが、いかがでしょうか。 

 

〇ラナさん 

皆さまが住む地球は、様々な音を発する言葉が存在しておりますので、とてもユニー

クな星だと思います。 

言葉が違うからこそ違いが生まれ、そしてその違いがあるからこそ、皆さまは違う言

語の人々を理解し受け入れるという経験をすることができます。 

世界各地に住まわれる皆さまは、それぞれの必要があって自分たちの言葉を使われ

るのです。 

日本人が話す日本語という言葉はとても感受性に影響を与える言葉です。 

日本語の中には深い愛が込められており、そして人間が持っている本当の優しさや
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その部分を刺激する言葉でもあります。 

日本の皆さまはどうか日本語で世界に情報を配信されてみてください。 

外国の方は日本語の意味を理解されないかと思いますが、日本語というものを音で

伝えることがとても大切です。 

日本語を耳にすることで日本語を使っていない国の人たちが、自分自身が持ってい

る愛の部分、優しさの部分が刺激され目覚めていきます。 

そして、地球に住む皆さまが愛で繫がり、本当の調和、本当の和というものが生まれ

てくるのです。 

後々は、地球に住む皆さまが同じような意識になり、集合意識でも深く繋がるように

なりますと、やがて愛の集合意識が生まれ、皆さまはその意識とひとつになっていく

でしょう。 

たとえ長い時間をかけたとしても、地球人の皆さまはそのようになられるのではな

いかと思います。 

地球に住む皆さまは、地球が持っている愛から生まれましたので、地球の愛をしっか

りと受け取っております。 

皆さまはこれから必ず愛を思い出します。 

そして、その愛を目覚めさせ、広げていくために、日本語が重要な役割を担っており

ます。 

 

〇質問者 

今まで日本語のものはあまり世界に広がらなかったものですから「映画や歌を作った

りするのも日本語ではダメなのではないか」という考えが私たちにあったと思います

が、これからは日本語が広がっていく可能性があるのかなと思っております。 

 

〇ラナさん 

はい、これからますます日本語という言葉を皆さまが好むようになっていきます。 

日本語の言葉の響きはとても心地よく安心できますので、いつまでも聞いていたい

と世界中の方々が思われるようになるでしょう。 

日本の皆さまはどうか遠慮することなく日本語でお伝えしてください。 
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〇TAKESHI 

テレパシー能力に関わっている遺伝子とか日本人特有の遺伝子は、どのような形で

日本人に受け継がれたのですか、教えてください。 

 

〇ラナさん 

これは宇宙からの贈り物と伝えておきましょう。 

それ以上はまだ話すことはできません。 

 

〇TAKESHI 

それらの遺伝子を活性化することによって、日本人が地球のアセンションに貢献する

ことができるということでしょうか。 

 

〇ラナさん 

遺伝子は自然に目覚めてきます。 

そのように設定しているからです。 

 

〇TAKESHI 

それではラナさん、これから日本人はどのような役割を担っていけばよいか、教えて

ください。 

 

〇ラナさん 

はい、全ての日本語は愛が基準になっております。 

日本語の中には、自然や自然界の生き物たちを愛し、大切にするという思いも込めら

れております。 

また、同じ人間を尊び愛する、というような意味合いもございます。 

あるいは、いつも便利に活用している道具に対して、愛を注ぎ感謝を込めるという思

いも含まれております。 

日本語というのは、言葉に愛が込められており、愛が基準になっているのです。 

日本語はとても美しい言語です。 
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これは日本人の皆さまが「愛を世界に伝える」という役割を持ち、日本という国自体

がこの地球の中でそのような役割を担っているからなのです。 

 

〇TAKESHI 

日本人がアメリカや西洋の人と違う民族であると考える人たちもいますが、ラナさん

から見たらどのような違いがありますか。 

 

〇ラナさん 

あらゆる国の人たちというのは、遺伝子自体が異なる存在としてこの地球に生きて

おられますので、それぞれ違いがございます。 

また異なる遺伝子を持つ存在だからこそ刺激を受け合い、その刺激によって更なる

進化を遂げるということでもあります。 

そして、その違いの中でも、日本あるいは日本の皆さまが担っている役割というもの

は愛です。 

日本人は愛を伝える民族なのです。 

愛を伝える担当として日本人が存在しております。 

各国の人たちはそれぞれ担当することが違います。 

これは、どの役目が良いか、悪いか、ということではまったくございません。 

受け持った役目が違う、ということだけなのです。 

違う役目をそれぞれの国が担っていることで、皆さまはお互いを尊重しあい調和の

ある世界へとつながっていくのです。 

今、地球は新たな世界へと向かっております。 

今までのあり方を卒業し、今度は愛を持ってあらゆる存在が繋がる世界を地球は作

り上げようとしております。 

そこで中心となってくるのは日本人なのです。 

日本人の遺伝子には、愛に基づいて行動するという働きが込められております。 

これから、日本人の皆さまが「愛に基づいて繋がる」ということを、世界各地で実践さ

れ、世界が愛でひとつになるための貢献をしていくことでしょう。 

もうすでに海外に住まわれている日本人の方々もいらっしゃるかと思います。 
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そのような方々は、日本が持っている愛のエネルギーを、その場所で広げようとされ

ております。 

そして、そこに住まわれている皆さんが持っている愛に刺激を与え、目覚めさせるこ

とを既に行っております。 

これからもっともっとその力が強くなってくることでしょう。 

 

〇TAKESHI 

愛の力が広がることによって新しい世界が開かれていくということでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、そうです。 

 

〇TAKESHI 

「人を愛する」ということと「人を癒やす」ことの違いは何ですか。 

 

〇ラナさん 

同じです。 

「愛する」ことで「人を癒やす」こともできます。 

また「癒やし」というもののベースは「愛」だと思います。 

愛があるからこそ癒やされ、愛がなければ癒やされません。 

同じなのです。 

 

〇TAKESHI 

私たちは自分自身を癒やすと共に、この地球を癒やすことを考えなければならない

と思いますが、自分自身を癒やすことと地球を癒やすことは同じことですか。 

 

〇ラナさん 

もちろんです。 

自分自身を愛に基づいて癒やすことで、その癒やしのエネルギーが地球の大地に染
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み込み、地球を癒やすこともできます。 

また地球を癒やすための行動もできるようになっていきます。 

何をしたらよいのか、何をしたら地球が癒やされるのか、という認識もされてくるこ

とになるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

ラナさんの世界には、地球のような物理的な世界というものは存在していないので

すか、全ての世界が愛によって生み出されたエネルギーからできあがっているので

すか。 

 

〇ラナさん 

はい、そうです。 

ただ今は、私がいる世界の状態のことは深く考えられる必要はありませんし、私たち

と同じ目線で皆さんの世界を見る必要もないでしょう。 

皆さまは意味があってこの物理世界に存在しております。 

この物理世界でしか皆さんが体験できないことや得られない情報というものがござ

いますので、その体験や情報を得ないままに３次元世界を走り抜けてしまうと、走り

抜けた先に後悔が残るかと思われます。 

今の皆さまにとって大切なことは、大地にしっかりと足をつけた状態で上の世界を見

るということです。 

しっかりと大地に根を張るようにクラウディング力をつけることで、初めて高次元の

エネルギーや情報を受け取ることができるようになります。 

そのためには、まるで自分自身が大樹になったようにイメージし、しっかりと大地に

根を張り、上に上に枝を伸ばして、たくさんの葉っぱで光を受け取るようにイメージ

をされてください。 
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PART2 高次元のエネルギーに対する対処法 

 

 

皆さまも体感されたかと思いますが、日本時間でご説明しますと２０２１年の３月２０

日、春分の日と言われている日の前後に、地球に今までかつてない高次元のエネル

ギーが滝のように多く降りそそがれました。 

春分の日に降りてきた高次元のエネルギーは、２０日の前日である１９日と２１日に大

きな影響を皆さまに与えたようです。 

そして、高次元のエネルギーを受けとった地球に大きな好転反応のような影響が１週

間程続いたようです。 

今まで地球が受け取ったこともない高次元のエネルギーが、たくさん降り注いだこと

によって皆さまの肉体バランスが崩れてしまったのです。 

さらにいうならば、多くの方が今まで感じたこともない高次元のエネルギーを受け取

られたことで、グラウディング力が一時的に薄れ、肉体がふわふわとした軽い状態に

なってしまったために、皆さまは怪我をしやすい状況になられたのではないでしょう

か。 

実際に怪我をされてしまった人もいらっしゃると聞いております。 

私はそのような状況を改善するために、皆さまが高次元のエネルギーを受け取った

としてもしっかりと地に足を着けることができ、地に足をつけた上で高次元のエネル

ギーを活用する方法というものをご説明したいと思います。 

春分の日の３月２０日、高次元のエネルギーがたくさん降り注がれたために、皆さま

のグラウディング力が弱くなってしまい肉体のバランスが崩れてしまいました。 

そして、高次元のエネルギーを地球に存在する人たち全員が受け取ったことにより、

皆さまの心の中にあるネガティブな感情や今まで隠されていた部分が一気に表に出

てきていることと思います。 

皆さまの中にも、そのような状況が起こったと思われる人がいらっしゃるのではない

でしょうか。 

ネガティブな感情がわき起こってきたり、珍しく自己否定してしまったりするような
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状況が起こっているかと思います。 

このようなことがなぜ起きたかと言いますと、例えば水道ホースなどを使用して、泥

がたまった場所に一気に水を流すと、溜まっていた泥が水で掻き出されて表面にプ

カプカと浮かんでくるのではないでしょうか。 

詰まっていたパイプに思いっきり水を流すと、詰まっていた汚れが一気に押し流され

るのと全く同じ原理です。 

かつてないほどの高次元のエネルギーを受け取った皆さまは、自分の中にある手放

した方がよいこだわりや光に返した方がよい感情など、自分がこれからいく世界にと

って必要のない物たちが全て浮かび上がってきたと思われます。 

「私はしっかり自己浄化ワークをしたはずなのに、どうしてまだこのような感情が出

てきたのだろう」「私はまだまだなのかしら」と思われた人もいらっしゃるかと思いま

すが、そのようなことを心配する必要は一切ありません。 

たくさんの高次元のエネルギーを受け止めたことで、皆さまが認知していない無意識

下にあった部分や隠れていた部分が表に浮かび上がってきただけですのでどうかご

安心ください。 

このようなことに対して、皆さまがニュートラルな視点で見ることができ、しっかりと

向き合い、そして自分に統合させていく方法もお伝えいたします。 

皆さまは、決して自分を責めることはしないでください。 

今の時代は情報もたくさん出ているかと思います。 

どの情報を信じたらよいか、迷われている人も多くいらっしゃると思います。 

そのこともどうか自分自身の人生経験を踏まえた上で、自分の心の目で見て、心で

感じて判断されてください。 

自分にとって必要な情報というのは必ず心が共鳴致します。 

恐怖心から決断しなければならない情報なのか、それとも中立な立場から判断する

情報なのか、またはポジティブ視点から見る情報なのか、それらは全て心が知ってお

ります。 

皆さまは自分の心を信じられてください。 

自分にとって必要な情報というのは、必ず心が反応致します。 

頭で考えなければいけないこともありますが、最終的には心が共鳴致します。 
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心が共鳴致しました情報を取り入れるようにされたらよいかと思います。 

それでは皆さまからのご質問を受け付けたいと思います。 

 

〇質問者 

仕事をしている時や休憩をしている時に、自分の体が頬のところを中心としてピリピ

リとしたものを感じるのですが、これはなぜでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、それは肉体的な疲労によって栄養が不足している状態になっているようです。 

どうして疲労により栄養が不足してしまった状態になってしまったかと言いますと、

現在地球単位でエネルギーが揺れ動いておりますので、皆さまの感情も揺れ動いて

おります。 

自分自身を愛で満たすことを心がけていない人やそのことに注目されていない人は、

このエネルギーに振り回されてしまっております。 

そのために「自分はどうしてこのようになっているのだろう」「どうしてイライラするの

だろう」「どうして悲しいのだろう」などと感情のアップダウンが激しいために、皆さま

は精神的に疲れております。 

そして余裕が無くなってしまい、誰かに頼りたい気持ちや依存したい気持ちが出てき

ているようです。 

そこであなたに負担がかかってしまっているようです。 

そのような人の感情エネルギーやその場のエネルギーを受け取ってしまうことで、自

分自身のエネルギーが不足して、肉体も栄養不足になってしまい疲労してしまってい

るようです。 

そしてそれが体に現れているのです。 

どうか体に適した食物や体が必要としている栄養素をしっかりと摂ってあげてくだ

さい。 

そうすることで、肉体がリフレッシュし心もリフレッシュすることでしょう。 

特に頭が疲れているようですので、頭がリフレッシュするような栄養素を取りいれて

ください。 
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〇質問者 

はい、ありがとうございます。 

 

〇質問者２ 

私の職場においての質問なのですが、最近周辺でトラブルがたくさん起こって職場

の人たちの雰囲気が悪くなってきています。 

誰かに振り回されたり、落ち着かなくなったりしている人たちが増えていますので、

そのような人たちと接していくときのアドバイスを頂きたいと思います。 

 

〇ラナさん 

職場の方々が不安定になっている理由は先ほどお話しいたしましたが、その不安定

になっているエネルギーにどのように対処したらよいか、という説明をしたいと思い

ます。 

まずは深呼吸して、胸の真ん中に手を当てて自分自身に「ありがとう」という言葉を

何度も言ってあげてください。 

小声でもよいですので実際口に出されて言ってみてください。 

「ありがとう」という言葉を何回も言うことで、あなたの心が落ち着いてきます。 

そして自分自身の心が落ち着いてきたら、職場にいる皆さまをイメージして、皆さま

に対して何度も「ありがとう、ありがとう」と言ってみてください。 

そうすることで職場の皆さまも落ち着いてくるでしょう。 

 

〇質問者２ 

はい、ありがとうございます。 

それではネガティブな感情を持っている家族の者にはどのように対応したらよろし

いですか。 

 

〇ラナさん 

家族の人に対しては、毎日生活を共に過ごされている人ですのでとても良い方法が

あります。 
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「ホ・オポノポノ」ということを行ってみてください。 

御家族をイメージされて「ありがとう、愛しています、ごめんなさい、許してください」

この四つの言葉を繰り返し言うだけでよいです。 

余計なことは考えずに、御家族をイメージされてこの言葉だけを気持ちが落ち着くま

で言ってみてください。 

きっと変化が現れてくることでしょう。 
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PART3 テレパシー能力を高める方法 

 

 

〇TAKESHI 

ラナさん、家族のことについてですが、ラナさんの世界ではこういった家族というも

のはあるのですか。 

 

〇ラナさん 

宇宙全体が家族です。 

 

〇TAKESHI 

地球は物理世界ですので家族単位で暮らしていますが、人間関係が結構難しいと思

われます。 

私の周りにも、家族関係や家族の中での自分の役割について悩む人たちが増えてい

るのですが、そのことについて何かメッセージはありますか。 

 

〇ラナさん 

他の星に住んでいる人たちは、もうすでに集合意識体として存在していますので星

全体がひとつの意識になっていることが多いのですが、地球では地球の中にある国

同士もお互い結びつくのではなく個々で成り立っています。 

それをまた小さくしている日本の中でも、まだまだ個々で成り立っています。 

そして日本の中のひとりひとりの人間もまた個々で成り立っております。 

お互いが見えないベールで包まれて壁があるかのように感じられ、お互いを別々の

存在として考えていらっしゃいます。 

皆さまが地球単位で愛に基づいて集合意識になるためには、まず目の前の御家族を

認めることから始めるとよいでしょう。 

「自分と違う意見を持たれていても別の人間だから当然だ」ということをまず理解さ

れてください。 
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家族であっても、血が繋がっていたとしても、個々で存在している限り別の存在です。 

違って当然なのです。 

家族であっても、血が繋がっていたとしても、別々の存在だから別々の意見を持って

いてもよいのだと、尊重してあげてください。 

無理に自分の考えを浸透させようと思わないでください。 

別の意見を持っていて当然なのです。 

別の意見を認めてあげることをどうかされてみてください。 

その上で、ご自身の考え方も大事にされてみてください。 

皆さまのお子さんであってもそうです。 

お子さんが１２歳になる頃は、自分の考えをしっかりと持ち、自分で歩もうとされる時

期なので、ひとりの人間存在として認めて見守ってあげてください。 

家族として生まれている人は「お互いの違う部分を認め合った上で愛し合う」という

ことを身につけるために、家族として生まれてきたのです。 

家族の人に対して違いを認めて、愛するという状態になられるとよいでしょう。 

それができるようになってくると、皆さまの愛がどんどんと外側に広がっていきます。 

そして外側に広がっていくと今度は地球規模になっていくのです。 

焦らなくてもよいのです。 

今の皆さまが認めてあげられることを、認めてあげるようにされてみてください。 

 

〇TAKESHI 

これからアセンションしていく世界では、私たちと動物や植物あるいは精霊などとの

関わりはどのようになりますか。 

 

〇ラナさん 

はい、初めから精霊たちの言葉がいきなり聞こえるということはないでしょう。 

まずは精霊と信頼関係を築く必要があります。 

精霊たちと信頼関係を築くためには、道端に落ちているゴミを拾ったり、植物を植え

て大事に育てたり、という身近にできることや無理なく自然と関われることを行われ

たらよいかと思います。 



26 

 

精霊たちは「大地を大切にする人」をとても好ましく思われますので、自分が住んで

いる地域や地球をきれいにすることを無理のない形でされたらよろしいかと思いま

す。 

自分が住む地域の大地を大切にされてみてください。 

そうしましたら、精霊たちが心を開き、言葉を話し始めると思います。 

そして少しずつ頭の中に精霊たちの言葉が響き、精霊とお話ができるようになって

きます。 

植物たちもそうかと思います。 

植物たちを毎日大切に扱い育てていくことで、つぶやきや声のようなものが少しず

つ聞こえてくるようになります。 

やがて「ありがとう」という植物たちの声も聞こえてくるでしょう。 

もちろん動物たちも同じです。 

地球人の皆さまが心を軽くし、自分の心に従って生きるようになってきますと、動物

たちも日々心に従って生きていますので、皆さまと動物たちは同じ波長になり、テレ

パシーのように会話が徐々にできるようになっていきます。 

実は今、動物たちと話ができないというのは、皆さまと動物たちの周波数にズレがあ

るからです。 

ラジオを受信される時に周波数を合わせるのと同じように、動物たちと周波数を同

じにする必要があります。 

動物たちと同じような生活スタイルや考え方を持つことで周波数がぴったりと合い、

動物たちと会話ができるようになってきます。 

皆さんも心を軽くして、心に従って生きるようにされますとよいかと思います。 

アセンション後の世界というのは、心と愛に従って生きる世界になっていきます。 

皆さまが愛に基づいて生きていくようになりますと、もともと自然に任せて生きてい

る動物たちや植物たち、精霊たちと波長が合い、会話ができるようになりますので、

あらゆる知識を彼らから学べるようになってくるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

動物や植物と会話をするためには、テレパシーという能力を私たちは身につけなけ
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ればならないと思いますが、いかがでしょうか。 

これからアセンションした世界で目覚めてくるテレパシーや能力について教えてくだ

さい。 

 

〇ラナさん 

テレパシー能力を再び目覚めさせるためには、体をまず健やかにされないといけま

せん。 

体を健康にされてみてください。 

栄養分の高いお野菜やたんぱく質をしっかりと取り、グラウディング力を高める必要

があります。 

食べ物に注意を払い、体に本当に良い食べ物を規則的に摂ることで体が健康になっ

ていきますので、その上で大地に手をつきながら静かに愛を伝えてください。 

皆さまのご自宅にあるお庭の土に、手と膝をつかれてもよいでしょう。 

公園や大自然の中に行ったとき、両膝と両手を地面につけて「いつも私たちを健やか

に保ってくださりありがとうございます。私たちをこの地に住まわせてくださりあり

がとうございます」と心の中で言われてもよいですし口に出して言ってもよいと思い

ます。 

その思いを大地に伝えることが大切です。 

このことを何回も何回も行っていると、次第に大地からの声を受け取ることができる

ようになります。 

健やかな植物や健康で安全な食事を取り、栄養をしっかりと体に取りこんでいくとい

うこと、そして「大地に感謝を捧げるワーク」を繰り返し行うことがとても大切です。 

そうすることで、皆さまの感覚が研ぎ澄まされ、直感力も芽生えてテレパシー能力が

開いてくるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

他に大切なことはありますか。 

 

〇ラナさん 
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３つ目の大切なことは「自己愛」を高めることです。 

やはり自分自身がどんな自分であったとしても、全ての自分を認めて愛してあげてく

ださい。 

どうしても愛せない自分が出てきたときは「どうして自分を愛せないのか」というこ

とを徹底して分析されてみてください。 

「どうして自分を愛せないのか」ということを思いつく限り箇条書きにされてみるの

もよいでしょう。 

どうかそこから目を背けずに、理由が分るまで向き合われてみてください。 

向き合った時に「ああこういう理由だったのか、そうなんだ」と答えが分かってくるで

しょう。 

答えが分かったら先に進めます。 

そしてしっかりと理由が分かったら、その理由を解決する方法やそのような自分を愛

する方法なども分かってきます。 

どのような自分自身も愛せるようになったとき、自分の中で大きな愛が生まれ、自己

愛が満たされるようになってくるでしょう。 

そうなりますと、自分以外の存在もいとおしくてたまらなくなってきますので、自然

と自分以外の存在たちの声が聞こえてくるようになります。 

その声というのがテレパシー能力で受け取った声です。 

そして皆さまは自然界の存在たちと会話をすることが可能になってきます。 

ただこのテレパシー能力で会話をするということも大変個人差がありますので、どう

か焦ることなく、楽しみながらその能力を開花させてみてください。 

またテレパシー能力を開花することだけに力を注がれないようにされてください。 

全てをバランスよく行うことでテレパシー能力も自然に開かれて行きます。 

どうか偏りというものを作らないようにされてみてください。 

バランスが大事です。 
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PART4 ３次元意識から地球意識へ 

 

 

〇TAKESHI 

私たちは、現在物理的な意識というものが強くていろんな感情を受け取り、憎しみや

苦しみ、悲しみの感情に振り回されたりします。 

そのような状態を脱却して地球の意識と同調したり、宇宙の意識と同調したりするこ

とが必要だと思いますが、そのことについて教えて頂けますか。 

 

〇ラナさん 

それは、皆さまが今「３次元の世界を体験する」という目的があってされていらっしゃ

います。 

皆さんは、３次元の中で形があるものしか信じられない、またそれらしか信じてはい

けないと言われている世界を生きていらっしゃいます。 

そこで学べること、経験できること、というのは、後々とっても大切な経験だったと

理解できるのですが、５次元世界や６次元世界をまだ観ていない状態のときは、３次

元の世界のことしか分からないために「こんな世界はもう嫌だ、制限ばかりでとても

苦しい」と思われることでしょう。 

しかし、皆さまが５次元世界、６次元世界に入った時、またその視点から３次元世界を

見られるようになった時、とても３次元の世界が愛しく思えるようになってきます。 

ただ、そうはいっても TAKESHI さんがおっしゃるように、皆さまが様々な感情に振

り回されているのも事実です。 

では、目の前に起きている出来事にどう対応していくかと言いますと、想像力を持つ

ことがとても大事です。 

自分が見ている視点だけで一方的に物事を見てしまうと、ネガティブな感情が沸き

起こってくるかと思います。 

例えば、誰かに嫌なことを言われたことでイライラする、とても感情がかき乱される、

ということが起こったときに、それを反対の立場で見られてみてください。 
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意地悪なことを言った人、嫌なことを言った人の視点に立ち「その人が自分だったら、

どうしてそのようなことを言ったのだろう」ということを想像されてみてください。 

もしかしたら、その人はとても体調が悪かったかもしれません。 

ご家庭の中で嫌なことがあり、心に余裕がない状態だったかもしれません。 

あらゆる状況が考えられるかと思います。 

そしてその言葉は、自分に対して本当のことを言ったのではなく、その人が心にもな

いことを、ただその時の体調や色んなことが理由で言ってしまったかもしれないと分

かってくるのです。 

その言葉そのものを受け止めるのではなく、どうかその言葉が発せられた原因、また

裏に隠された事実というものを見てあげてください。 

きっと「そういうことだったんだ」とスッキリされるでしょう。 

自分の視点だけであらゆることを見てしまうとネガティブな感情をいだいてしまいま

す。 

どうか立場を変えてみて「その人が自分だったら」という視点を持たれてください。 

今までとは違った目線で、その状況やそのことを見ることができるようになってくる

でしょう。 

そうすることでイライラしたり、怒りが沸き起こってきたりする、ということにも振り

回されなくなってくるでしょう。 

想像力はとてもとても大切です。 

想像力を十分に働かせて、あらゆるものをあらゆる視点で見られるようにされてみ

てください。 

 

〇TAKESHI 

私たちが物理的な意識から地球意識、宇宙意識へと変わっていくプロセスをこれか

ら体験すると思いますがそのことについて詳しく教えてください。 

 

〇ラナさん 

焦ることはありません。 

そのことも大変個人差がありますのでシンクロに任されるとよいでしょう。 
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今の自分の「今、この瞬間」と向き合ってさえいれば必ず必要なことが起こってきま

す。 

また地球意識になるということはとても簡単なことです。 

なぜならば、皆さまはもうすでに地球の上で暮らしておりますし、地球の中で生まれ、

地球の中で生きております。 

大地に手をつけて、大地に感謝をして「地球さん、大地さん、今あなたはどのようなこ

とを思っていますか」と聞かれてみたらよいでしょう。 

そうしますと地球から必ず返答が返ってきます。 

地球とそのように会話ができるようになりましたら、あなたは地球意識になっていき

ます。 

実はとてもシンプルで簡単なのです。 

地球と深く繋がることができましたら、今度は自然と宇宙に目がいくようになります

ので「地球に深く自分自身の意識をつなげたまま大宇宙を見る」ということができる

ようになっていきます。 

特別、何かをしなければいけないということではありません。 

全て必要なことは必要なタイミングで起こってきますので、どうかそのシンクロに任

されてみてください。 

ゆったりと流れる川の流れに身を任せるように心を穏やかにしてください。 

「あれをやらなければいけない、これをやらなければいけない、そうしないと目覚め

ないのではないか」ということを考えなくてもよいでしょう。 

今すでに、皆さまは目覚めの段階を歩んでおられますので心配されなくても大丈夫

です。 

今、この瞬間を味わうことに重点を置かれてください。 

 

 

〇質問者 

瞑想の練習を重ねて２ヶ月ほどになりますが、ハイヤーセルフとつながれている気も

しますが、まだまだ弱い気もします。 

それは自分の観念やブロックなどを手放していないからということでしょうか。 
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ラナさんから見て、今の地球人がハイヤーセルフや高次元の存在と繋がっていない理

由、あるいは繋がる方法を教えてください。 

 

〇ラナさん 

はい、それはとても簡単なことです。 

まずは考えることをやめて「ありがとう」という言葉を何度も言ってください。 

「ありがとうございます」でもよいです。 

何度も何度も呪文のように「ありがとう」「ありがとう」「ありがとう」と目をつぶって

言っていると「ありがとう」と感じた出来事が次々と頭の中に浮かんでくるようにな

ります。 

「ありがとう」と言うと、そういえば「こういうときに思ったな」「このことをしていただ

いて嬉しかったな」などと「ありがとう」という言葉を言うたびに自分が体験して嬉し

かったこと、感謝の気持ちが浮かんだ出来事などが次々と頭の中に浮かんできます。 

そうすると気持ちがどんどん高まり天にも昇るような気持ちになってきます。 

そうしますと自然とハイヤーセルフとひとつになることができます。 

難しいことは考えなくてよいのです。 

「私は何かいけないのではないか」そのようなことは一切ありません。 

感謝をする気持ちを思い出すだけでよいのです。 

思い出すためには、実際に感謝の言葉である「ありがとう」を何度も何度も言ってみ

てください。 

気持ちが高まっていきます。 

感謝の気持ち、嬉しい気持ちで満たされていきます。 

そうすると自然とハイヤーセルフとひとつになることができるのです。 

 

〇質問者 

私たちがスムーズにアセンションするために必要なことはなんでしょうか。 

 

〇ラナさん 

それも実はとてもシンプルです。 
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感謝することを見つけてください。 

小さなことでもよいです。 

「ありがとう」と思えることを敏感に感じられてください。 

そして「ありがとう」と思えることを感じたら、実際に口に出して「ありがとう」と言っ

てください。 

そうしましたら自然と幸せで満たされ、気付いた頃にはアセンションした世界にいる

でしょう。 
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第２章 

パラレルシフト 

２０２１年５月２２日 

 

 

第２章目次 

 

ラナさんの２回目のチャネリングライブでは、ラナさんがパラレルシフトを行

うための誘導瞑想を行ってくださいました。 

またパラレルシフトをサポートするために「宇宙の根源の愛の光」と「宇宙の

創造の光」を受け取るワーク、自分自身をクリアリングし、宇宙とひとつにな

るためのワークなども行われました。 

実際の瞑想ワークは YouTube の「宇宙の光チャンネル」で体験していただ

くことができます。 

 

PART1 パラレルシフト 

PART2 「宇宙の根源の愛の光」と「宇宙の創造の光」 

PART3 自分自身のクリアリング 

PART4 宇宙とひとつになる 
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PART1 パラレルシフト 

 

これから皆さま自身が望む世界へパラレルシフトできますように誘導瞑想を行いた

いと思います。 

それでは皆さまの目の前に大きなスクリーンがあると想像されてください。 

自分自身が立った時に、自分の体が映り込むほどの大きなスクリーンをイメージされ

てみてください。 

イメージできましたね。 

それではそのスクリーンの向こう側に、皆さま自身が理想とする世界が広がっている

とイメージをされてみてください。 

「こんな世界だったらよいな」と思われる世界が、スクリーンの向こう側に広がってい

ると想像されてください。 

スクリーンがぱっと明るくなり、そのスクリーンに自分自身が理想とする世界がリア

ルに写し出されているとイメージされてみてください。 

まるでガラス越しに見ているような、とてもリアルで鮮明な世界が広がっているとイ

メージされてみてください。 

そしてその世界を良く見られてください。 

理想とするパラレル世界の自分自身は、どのような表情でどのような雰囲気で生き

ているのか、理想とする世界はどのような世界なのか、見られてください。 

 

皆さまがそのスクリーン越しの世界をじーっと見ていましたら、スクリーンの向こう側

にいるもうひとりのあなたがやってきました。 

理想とする世界のあなたが、今現在のあなたに気付き微笑みかけています。 

そして２人は向かい合わせで立ち、お互いがとてもにっこりとしています。 

向かい合わせで立っている理想の世界のあなたが、スクリーンを飛び越え手を差し

伸べています。 

皆さまの世界に相手の手が出てきて「さあ、こっちへ」というふうに手を差し伸べて

おります。 
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差し伸べられた手をちゅうちょすることなく掴んでみましょう。 

皆さまが恐る恐る手を差し伸べたら、理想とする世界の自分自身の手が力強くあな

たの手を握り、あなたをパラレル世界へと引き込んでいきます。 

 

皆さまは勢いよく掴まれた手をスクリーンの中に引きこまれたことで、一瞬にしてス

クリーンの向こう側の理想とするパラレル世界へと入りました。 

パラレル世界の自分自身が「私がいる世界はこのような世界だよ」と見せてくださっ

ています。 

その世界の人々はどのような表情をされているのか、どのような雰囲気の世界なの

か、よく見てください。 

周りを見渡しているあなたに向かって、理想とする世界のあなた自身がこう言いまし

た。 

「この世界に来たいですか、この世界の私とひとつになりたいですか」 

皆さまは心の中で答えてあげてください。 

「はい」と答えた人は、そのパラレル世界の自分自身があなたをギュッと引き寄せ、抱

きしめられたと思ったら、その理想とする世界の自分自身の中に吸い込まれるように

入り込んでいきます。 

パラレル世界の自分自身と今現在の皆さまがひとつになりますと、理想とする世界

の自分自身の意識で今度はその世界を見てみます。 

 

パラレル世界の自分自身とひとつになったあなたに、理想とする世界の自分自身が

何を考え、何を思って暮らしているのかよく伝わってきます。 

その感情やその思考をしっかりと味わってみましょう。 

パラレル世界のあなたが皆さんに向かって尋ねています。 

「私とひとつになってどのような気持ちですか」 

「私が考えていることを読み取ることはできましたか」 

「毎日の私の生活を見ることができましたか」 

理想とする世界の自分自身の思考をしっかりと受け取ってください。 

それでは理想とする自分自身の世界から、また元の皆さまが認識している自分の世
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界へと戻りましょう。 

理想とする世界の自分自身にお礼を伝え、スクリーンのこちら側にある皆さまが認識

していた世界に戻っていきましょう。 

名残惜しいかもしれませんが、皆さまが今まで認識していた世界に戻ります。 

 

そしてまた、スクリーン越しに理想とする世界の自分自身が立っていますので、あな

たも向かい合わせで立ちましょう。 

理想とする世界のあなたがこう言います。 

「この世界はあなたのものでもありますので、いつでも私とひとつになり、私の世界

で暮らすことができるのです。 

あなたが今見たこの理想とする世界は真実で、この世界に移行できると心から信じ

るのであれば、一瞬にしてでもあるいはゆっくりとでもこの世界とひとつになること

ができます。 

いつでも待っております」 

このような言葉を言っております。 

 

皆さまは自分が理想とする世界の自分自身と一瞬でもひとつになったことで、理想

とする世界の自分が何を考え、どのように世界を生きているのか、ということをしっ

かりと脳にインプットすることができました。 

皆さまが「この世界が実際にあって真実だ」と信じている限り、この世界は消えること

はございません。 

そして、皆さまひとりひとりのペースにもよりますが、この世界に自分自身を統合す

ることも可能です。 

要はパラレルジャンプをすることで可能だということなのです。 

自分が信じることが秘訣です。 

それでは目の前のスクリーンがスーッと消えていきます。 
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PART2「宇宙の根源の愛の光」と「宇宙の創造の光」 

 

 

皆さま、今度は今現在の自分自身に注目を致しましょう。 

皆さまが地球の大地にしっかりと足をつけて立っていると想像されてください。 

そして、両手を大空に向かって天高く上げているイメージをしてみましょう。 

皆さまが大地にしっかりと脚をつけ、上半身は空高く伸びているとイメージすること

で「宇宙の根源の愛」のエネルギーや「宇宙の創造の光」と言われている光を受け取り

やすくなります。 

 

それでは実際に、この２種類のエネルギーをしっかりと受け取ってみましょう。 

皆さまの頭上にある扉がパッと開き、そこに向けて「宇宙の根源の愛」の世界からと

てもパワフルなオレンジ色がかったゴールドの光が皆さまに降り注いでくるとイメー

ジされてください。 

光が滝のようにたくさん降りそそがれているイメージをされてみてください。 

「宇宙の根源の愛」のゴールドの光が皆さまの頭上にどんどん入ってきています。 

そしてもうひとつ「宇宙の創造の光」といわれるダイアモンドが散りばめられたような

キラキラとしたシルバーの光が、皆さまの頭上に滝のように降り注いでいるとイメー

ジをされてください。 

 

この宇宙に存在するあらゆるものが生まれ、そして帰っていく「宇宙の根源の愛」の

世界のエネルギー。 

宇宙のあらゆる創造の力をサポートする「宇宙の創造の光」。 

皆さまの中にこの２色の光がどんどん入ってきますので、このとてもパワフルな光を

思う存分受け取りましょう。 

そして、皆さまの体を通じてこのパワフルな２色の光が地球の大地へも広がり、地球

のコアまで到達致します。 

地球のコアは「宇宙の根源の愛の光」と「宇宙の創造の光」で満たされもっともっとパ
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ワフルになっていきます。 

そして地球のコアからまた２色の光が皆さまに送られてきています。 

地球のコアから送られた光は、皆さまの足から入り、そしてまた頭上を通って宇宙に

向かって送られていきます。 

「宇宙の根源の愛の光」「宇宙の創造の光」その２色の光が皆さまを通じて循環してい

きます。 

皆さまを通じて入ってきた光は地球に送られ、そしてまた地球から宇宙に向かってこ

の光が送られていきます。 

皆さまにこの２色の光が送られてくるたびに、この光とエネルギーは循環し続けます。 

この２色の光を皆さまが受け取られたことで、皆さまはとてもパワフルな２色の光の

存在となりました。 

いつでも皆さまは「宇宙の根源の愛」のエネルギーと「宇宙の創造の光」を使うことが

できます。 

 

この２色の光の使いかたは後ほどご説明いたします 

今は存分にこの２色の光を受け取られ体全身で感じられてください。 

「宇宙の根源の愛」のエネルギーはあらゆるものを愛に変える力を持っています。 

そして「宇宙の創造の光」は、皆さまが自分の世界を作り上げることをパワフルにサ

ポートしてくださるエネルギーです。 
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PART3 自分自身のクリアリング 

 

 

今度は、皆さま頭に注目をされてください。 

皆さまが普段懐いている「自分が自分らしくいられないと思っている感情」「自分にと

って嫌だと思われる感情」がございましたら、それらの感情が頭に浮かび上がってき

ているイメージをされてみてください。 

また自分自身がこれは手放したいと思っている感情や思考等もございましたら、それ

らも頭に浮かび上がってきているとイメージされてみてください。 

好きなだけ思い出してみてください。 

 

それでは今度はその思考や感情を色として表してみましょう。 

黒い煙や灰色の煙のようにイメージされても結構です。 

好きなお色でイメージされてみてください。 

そして、その煙が頭の中心やおでこのあたりにモクモクと浮かび上がっているとイメ

ージしてみてください。 

できるだけたくさん浮かび上がらせてください。 

自分が軽やかになれないと思う思考や想いも同じように浮かび上がらせてください。 

 

皆さまイメージできましたでしょうか。 

それでは皆さまの目の前から、とても心地よい風が思いっきり吹いてきたとイメージ

してみてください。 

そして、その風が、今皆さまが思い浮かべた思いや感情、またそれらを形にした黒い

煙や灰色の煙をふーっと取りはらっているイメージをされてみてください。 

目の前から、それらのものが取り払われて消えていきます。 

煙が風によって取り払われ、皆さまの頭の中がとてもすっきりしたとイメージをして

みてください。 

吹いてきた風によって、皆さまの不要となった感情や思考も残らず取り払われてい



41 

 

きます。 

 

皆さまある程度スッキリされたようですので次のワークに進みたいと思います。 

皆さまが受け取っていらっしゃる２色のエネルギーを思い浮かべてください。 

ゴールドの「宇宙の根源の愛」のエネルギーとシルバーのダイアモンドが散りばめられ

たようなキラキラとした「宇宙の創造の光」この２色の光は止まることなく皆さまに降

り注がれ循環されております。 

 

その２色のエネルギーが皆さまの体の中に入ってきて、特に皆さまのハートチャクラ

や胸の真ん中あたりで大きくなっている様子をイメージされてみてください。 

ハートチャクラにこの２色のエネルギーが満たされ、そしてどんどん大きくなり、円を

外側に描くような形で皆さまの外側にまで広がっていきます。 

 

皆さまの体はこの２色のエネルギーで満たされ、皆さまの細胞も「宇宙の根源の愛」

のエネルギーを受け取り活性化していきます。 

自分の内側からエネルギーがみなぎってきているとイメージされてみてください。 

「宇宙の根源の愛」のエネルギーが皆さまの細胞を活性化し、元気がなかった細胞に

も活き活きとしたエネルギーが満たされ生命力で満ちあふれてきています。 

 

このハートチャクラの部分にたまっていた「皆さまが皆さまらしく輝けなかった思い」

や「言葉にはならないけれど心の内側にたまり続けていた感情」が「宇宙の根源の愛」

のエネルギーと「宇宙の創造の光」のエネルギーによって満たされ、そして溶かされて

いくイメージをされてみてください。 

２色の光を皆さま自身が受け取ることで、皆さまが「宇宙の根源の愛」から生まれた

「愛そのものの存在」であることを思い出していきます。 

そして「宇宙の創造の光」を受け取ることで、皆さまは「無限の創造をすることができ

るエネルギーを持っている」ということを思い出すことができるでしょう。 
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PART4 宇宙とひとつになる 

 

 

今度は頭に注目してみてください 

皆さまの頭の脳の部分に、星々が煌めく宇宙が広がっているとイメージされてみてく

ださい。 

沢山の星々が美しく輝き光を放っているとても美しい宇宙を思い浮かべてみましょ

う。 

皆さまの中には、本当はこのような宇宙が広がっているのです。 

この宇宙を作るのは皆さま自身です。 

光り輝く星々を作り上げているのも皆さま自身です。 

皆さまの中は実は宇宙なのです。 

脳の中に宇宙が広がっているとイメージをすることで、皆さま自身が実は宇宙なの

だということを思い出すことができるでしょう。 

 

皆さまは宇宙ですので、いくらでも世界を作ることができますし、いくらでもいろん

なことを創造することができるのです。 

３次元の世界に住んでいる皆さまの意識では、皆さまが同じ世界を見て、同じ世界を

作っていると信じられていました。 

その３次元の世界に新たな扉が開き、４次元、５次元、６次元の世界を見ることができ

るようになったことで、皆さまは自分自身が実は宇宙だったということを思い出して

いくのです。 

 

繋がりが薄くなっていた皆さまの故郷である「宇宙の根源の愛」の絆を思い出すこと

で、皆さまは尽きることのない永遠の愛をもう一度思い出すことができました。 

そして、皆さまは宇宙ですので無限の創造力を持っています。 

今回「宇宙の創造の光」を受け取られたことで皆さまはそのことに気付いたのです。 

このように４次元、５次元、６次元に向かうための扉は決して閉じることはございませ
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ん。 

特に今回のアセンションは皆さま地球人全員が行うのではなく、個人単位で個人のペ

ースで行うアセンションとなっております。 

期限も限られていませんし、この日までに扉が閉じてしまうということも決してあり

ません。 

どうぞご安心くださいませ。 

皆さまは宇宙ですのでいくらでも色んな世界を作り出すことができるのです。 

 

それでは、また自分自身が認識している世界の意識に戻りましょう。 

今回、皆さまは自分自身の本当の姿を見ることができました。 

そして皆さまと繋がっている理想の世界、あるいはパラレル世界が皆さまには無限

に広がっております。 

その世界にジャンプしようと思えばいくらでもジャンプできるのです。 

自分自身を信頼することがそのジャンプの秘訣となります。 

皆さま自分自身を信じてください。 

皆さまは無限の宇宙なのです。 

そして深い深い愛を持っている「宇宙の根源の愛」の存在なのです。 

以上が私のワークとなります 

 

 

 宇宙の光 Youtubeチャンネル 

コズミック・ツインライト＆愛によるパラレルシフト 
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第３章 

コズミック・ツインライト 

２０２１年６月１９日 

 

 

第 3章目次 

 

２０２１年の６月１９日に行われました第３回目のチャネリングライブでは、ラ

ナさんは私たちに「宇宙の根源の愛の光」と「宇宙の創造の光」からなる「コ

ズミック・ツインライト」を自由に使用できるようにしてくださいました。 

そして「コズミック・ツインライト・ヒーリング」の方法なども解説してください

ました。 

 

PART1 不要な思考を手放す 

PART2 「宇宙の根源の愛の光」と「宇宙の創造の光」 

PART3 「コズミック・ツインライト・ヒーリング」 
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PART1 不要な思考を手放す 

 

 

私の世界から物理次元の地球をみましたところ、以前よりも周波数が上がり、とても

軽やかになっているように思えます。 

Ellie さんを通じて「物理次元ではどのようなことが起こっているのか」ということも

しっかりと私の方に届いております。 

物理次元ではやはり大変な状況のようです。 

エネルギー的にはとても軽やかになっているように私には見えるのですが、ただ物理

次元となると周波数が少し上がったことで、今まで浮き彫りにされていなかった地球

が抱えている重たいエネルギーやネガティブな出来事が噴出してきているようです。 

そのことでコロナウイルスが具現し、またコロナウイルスを落ち着かせようという意図

でコロナワクチンというものが出てきているようですが、この２つのことに対してど

う捉えるかは皆さま次第です。 

物事は何でもニュートラルですので、そこに強い感情を入れることなく、情報として

受け取られたらよいかと思います。 

そして、このことを利用して皆さまがより軽やかになり、自分らしくなられていったら

よいかと思います。 

特にコロナワクチンについては皆さまも不安を抱えているかと思います。 

ただコロナワクチンに関してもあらゆるパラレル世界が存在しますので、皆さまが「こ

んな世界だったらよいな」ということを強くイメージされ、そのパラレル世界が必ず

存在すると心から信頼されましたら、自然と皆さまの理想に近いパラレル世界に移

行されます。 

目の前に現れた情報や出来事をあくまでもニュートラルに捉え、それらを自分に生か

し、どのように自分を軽やかにしていくかということは皆さま次第です。 

また、現在の地球には高次元のエネルギーが絶えず降り注いでおり、そのエネルギー

を地球に住まわれている皆さまは全員受け取られていますので、高次元のエネルギ

ーを使って自分自身が軽やかとなり、光輝くために活用されたらよいかと思います。 
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また高次元のエネルギーが地球に降り注いでいることで、皆さまの思考も現実化し

やすくなっております。 

あらゆる思考がすぐに現実化いたしますので、よくよく思考を見張られてください。 

いままでの３次元の世界であれば、あらゆることを考えられましても、それは強く意

図しない限り現実化することはありませんでした。 

今はアセンションの扉が開き、高次元の光もたくさん入ってきておりますので、皆さ

んの思考が現実化しやすくなっております。 

何気なく考えていたネガティブなことも現実化してしまいますので、皆さんの思考を

良く見張ってあげることが大切です。 

ついつい癖でいろんなことを考えてしまうかと思いますが「思考が現実化する」とい

うことを絶えず頭の中にとどめ忘れないようにすれば、思考をしっかりと見張ること

ができ、ポジティブな思考を絶えず行うようになると思います。 

これは癖をつけなければできないことですので、皆さま意識されて現実を過ごされ

てみてください。 

これからアセンションする世界に向かおうと思われている人たちは、自分の中にある

自分らしくない部分が浮き彫りになってきているのではないでしょうか。 

「もう手放しが終わり、自分は軽やかになっている」と思われている人でも「最近また

ネガティブなことが浮かんできた」という人もいらっしゃると思います。 

そのような人は、自分自身の無意識下に残っていた手放したいものや手放す必要が

あるものが表に浮かび上がってきたのです。 

浮かび上がることで「そのようなものが残っている」ということを自分自身で認識で

きますので、それを手放すことができます。 

普段と違う感情やネガティブな感情が浮かび上がって来ましたら、感謝の気持ちを

込めて「もう必要ありませんので手放します」と宣言し、自分から離れていくイメージ

を作られてください。 
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PART2「宇宙の根源の愛の光」と「宇宙の創造の光」 

 

 

それでは今日は初めてご参加いただいた人もいらっしゃるので「宇宙の根源の愛の

光」を皆さまに受け取っていただこうと思います。 

皆さまの中に「宇宙の根源の愛」のエネルギーをつなぎとめ、まるで光の柱になった

かのように光を絶えず招き入れられるようにしたいと思います。 

それでは、頭上から「宇宙の根源の愛の光」であるゴールドでキラキラとした光をイメ

ージされてみてください。 

オレンジ色がかったゴールドの暖かくてキラキラとした光です。 

そのゴールドの暖かいキラキラとした光が、皆さまの頭上に降り注いでおります。 

そして皆さまの頭上から体の中にゆっくりと入り、皆さまの体をとうして地球の奥深

いコアの部分にまで届いたとイメージされてみてください。 

皆さまの体をとうして地球のコアまで届いた光は、地球のコアから皆さまの頭上に帰

っていきます。 

まるで光が皆さまと地球の間を循環しているようにイメージされてみてください。 

 

そして次にシルバーの「宇宙の創造の光」と呼ばれている光を取り込んでいきましょ

う。 

まるでダイアモンドをちりばめたようなキラキラとした光が、皆さまの頭上から皆さ

まの体の中に入っていき、そして皆さまの体をとうして同じように地球のコアまで到

達します。 

地球のコアに到達しましたらまた皆さまの頭上に帰っていくとイメージをされてみて

ください。 

 

このオレンジ色の「宇宙の根源の愛の光」とダイアモンドをちりばめたようなシルバー

の「宇宙の創造の光」、この２色の光が皆さまの体をとうして地球のコアにまで届き、

そして地球のコアからまた皆さまの頭上にもどり、皆さまの体の中に再び入っていき



48 

 

ます。 

皆さまの体に入っていく２つの光が、２つの円を描くように循環されているとイメー

ジしてみてください。 

 

「宇宙の創造の光」は、宇宙に存在する全ての者たちの思いが込められた光です。 

特にワクワクとした気持ちや創造性豊かな気持ちが込められた光です。 

この光を受け取ることで「自分自身は宇宙の一部であり、宇宙そのものである」とい

うことを思い出し「無限の創造性と可能性を自分は持っている」ということに気付く

のです。 

２色の光を、皆さまをとうして地球に送り、また地球から皆さまに帰っていく光の循

環を起こしていきましょう。 

 

皆さまがこの「宇宙の根源の愛の光」と「宇宙の創造の光」を受け取ってくださり、そ

して地球に送ってくださることで、地球はより愛にあふれ、創造性に満ちた星になっ

ていきます。 

このように地球を活性化させることは、地球に住んでいる皆さましかできないことな

のです。 

 

それでは「宇宙の根源の愛の光」についてご説明いたしましょう。 

この「宇宙の根源の愛の光」というのは、宇宙にあります「宇宙の根源の愛」の世界か

ら送られてくる光となります。 

この「宇宙の根源の愛」の世界というのは、この宇宙上に存在している全ての存在が

生まれた故郷、あるいは生まれた場所でもあります。 

皆さまも「宇宙の根源の愛」の世界から生まれた完全なる愛の存在です。 

この「宇宙の根源の愛」の世界は、皆さまが「闇の存在」と呼んでいる存在も生まれた

世界でもあるのです。 

「宇宙の根源の愛」の世界では、光も闇もなく、高次元も低次元もなく、また男性も女

性もございません。 

皆ひとつの大きな愛に包みこまれ、愛の世界の中で一体となるのです。 
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宇宙に存在している存在は全てこの世界で生まれ、やがて「宇宙の根源の愛」の世界

から飛び出して「個」の存在になり、宇宙のどこかにある星に降り立つのです。 

 

皆さまが、宇宙に存在する前はこの「宇宙の根源の愛」の世界の中で過ごし、ワンネス

の愛の状態となっておりました。 

「宇宙の根源の愛」の世界は、皆さまが「個」としてあらゆる経験をしつくしてもう「個」

として十分な経験を積んだと思われたなら帰っていく世界となります。 

「宇宙の根源の愛」の世界に帰ったら「宇宙の根源の愛」の世界に溶け込み全体の一

部となります。 

大きな愛とひとつになるのです。 

皆さまがこの「宇宙の根源の愛」の世界に帰る時期は、まだまだ遠い未来だと思いま

すので、今日は皆さまの故郷でもある「宇宙の根源の愛」の世界の光を受け取ってい

ただこうと思います。 

「宇宙の根源の愛」の世界に入らなくても「宇宙の根源の愛の光」を皆さまが受け取る

ことで、皆さまはワンネスの愛を思い出すのです。 

皆さまが個性を持ち、「個」として存在しながら、大きなワンネスの愛を受け取ること

で、皆さまの気持ちもワンネスの状態になることができます。 

もちろん、今すぐワンネスの愛の状態になることはできないかもしれませんが、皆さ

まのペースでワンネスの愛の状態になっていかれたらよいかと思います。 

「宇宙の根源の愛の光」が今日から止まることなく皆さまに送られていきます。 

そして、皆さまをとうして地球にも送られ、循環されております。 

皆さまが「宇宙の根源の愛の光」を受け取っているとイメージをされたとき、光を受

け取っている実感が出てくるでしょう。 

また、おひとりおひとり受け取られる量も違いますので、皆さまに適した量が送られ

てくるようになっておりますので、エネルギーが大きすぎて負担になるということは

ございません。 

どうか安心されてください。 

またもうひとつの光である「宇宙の創造の光」を皆さまが受け取られることで「自分

自身は無限の可能性を秘めている宇宙なんだ」ということにも気付かれることでしょ
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う。 

今すぐ気付かれることはできないかもしれませんが、絶えず「宇宙の創造の光」を受

け取られることを実感されることで、徐々に気付いていくことでしょう。 

皆さまのペースでそうなられたらよいかと思います。 

 

皆さまはしっかりとエネルギーを受け取ることができたようです。 

それでは目をゆっくりと開けられてみてください。 

今皆さまが受け取っていただいた２色の光は地球にとっても必要な光となります。 

また、今混乱の中にいらっしゃる人たちに送ることで平穏な気持ちを取り戻し、忘れ

てしまっていた愛を思い出して愛に基づいた考え方をするようになるでしょう。 
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PART3「コズミック・ツインライト・ヒーリング」  

 

 

それでは今度はこの２色の光を使ったヒーリングを行う方法をお伝えしたいと思いま

す。 

この２色の光を使ったヒーリングを「コズミック・ツインライト・ヒーリング」と名前をつ

けたのですが、この「コズミック・ツインライト・ヒーリング」の行い方をお伝えしたいと

思います。 

それではこの「コズミック・ツインライト・ヒーリング」を送りたいと思われている人をイ

メージされてみてください。 

イメージされましたら、左右の手の親指と人差し指の指先をつけ、両手の親指と人差

し指で３角形の形を作るようにしてください。 

そして、送りたい相手がその３角形の先にいるように想像して光を送ります。 

送るときは２色の光が皆さまの手をとおして相手に送られていると意図しながら、自

分の思考をワンネスの愛の状態にするために「ありがとう、愛しています」と言いなが

ら光を送られてください。 

この２つの言葉を言うことで、余計なことを考えることなく「宇宙の根源の愛の光」と

「宇宙の創造の光」のエネルギーをそのまま送ることができるようになってきます。 

「ありがとう、愛しています」という言葉を口に出して言うことで、頭の中が「ありがと

う、愛しています」ということだけになります。 

これはとても重要なことですので省くことなく、小さい声でもよいので「ありがとう、

愛しています」と言われてください。 

 

次のワークは、このツインライトを使って自分自身に対してヒーリングをおこなう方法

です。 

先ほどは送りたい人や送りたい場所にツインライトを送る方法をお伝えしました。 

今度は自分自身を癒やすためにツインライトを使ったセルフヒーリングの方法を皆さ

まにお伝えしたいと思います。 
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自分自身に送るときには、ハートチャクラや自分の胸に手の平を向けて３角形を作り、

ハートチャクラや胸に向かってツインライトエネルギーを送られてみてください。 

そして、自分自身の思考に対して送りたいときは、思考はおでこのあたりに集まって

いますので、おでこのあたりに手を当ててツインライトの光を送られてみてください。 

また、自分自身の体でけがをされている場所、また痛みが出ている場所、病気をされ

ている場所などがある人は、その場所に手を当てられツインライト送られてみてくだ

さい。 

 

では試しに自分自身に送ってみましょう。 

皆さまの体の中で光を送りたい場所に手を当てられてください。 

「宇宙の根源の愛」のゴールドの光と「宇宙の創造の光」のシルバーでダイアモンドが

ちりばめられたような光が皆さまの手をとおして自分の体の中に入っていきます。 

自分自身に送られるときも「ありがとう、愛しています」「ありがとう、愛しています」

と言われてください。 

 

次のワークはこの地球にツインライトを送るワークとなります。 

今、皆さまが感じられているように、地球全体に大きな変化が起こっています。 

そのなかで皆さまひとりひとりがあらゆる思いを抱かれているかと思います。 

地球の歴史をみるとこのような混乱を経験されたことはあるのですが、ただアセンシ

ョンを成功させる中での混乱というのは初めてのことなのです。 

ここまでアセンションが順調に進み、完全にアセンションを成功させることができる

道筋ができたということは地球にとって初めての経験なのです。 

皆さまは今その記念すべき時に存在しております。 

多くの存在がこの時期に地球に生まれ変わりたいと申し出ていたのですが、あまりに

も多くの人が希望されていたために、ある意味抽選のような形で地球に生まれ変わ

るための選抜が行われました。 

地球に存在されている皆さまは、物理次元の言葉でいうとゴールデンチケットと言っ

たらよいのでしょうか、特別なチケットを手にされこの瞬間に存在しております。 

今、地球はあらゆることが起きて混乱している状態ですが、この混乱のエネルギーを
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落ち着かせるためにもコズミック・ツインライトのエネルギーはとても有効です。 

今日は多くの方にお集まりいただいておりますので、この機会に日本にコズミック・

ツインライトを送ってみたいと思います。 

 

皆さま宇宙空間をイメージされてみてください。 

皆さまはその宇宙に存在して、地球を上から見下ろしているというイメージをされて

みてください。 

自分の体を大きくイメージされても結構です。 

皆さまイメージできましたでしょうか。 

それでは地球に向かって手を三角に作り、皆さまの手から「宇宙の根源の愛の光」と

「宇宙の創造の光」であるシルバーの光が地球に向かって送られているとイメージし

てみてください。 

皆さまと一緒に送っていきたいと思います。 

 

＊＊＊しばらくの間、瞑想が行われました。＊＊＊ 

 

〇TAKESHI 

ラナさん、この「ありがとう」っていう言葉の意味を教えていただいてもよろしいです

か。 

 

〇ラナさん 

はい、日本語の「ありがとう」という言葉はとても素晴らしい言葉です。 

この言葉には「愛しています」という意味も含まれていますし「ごめんなさい」という

意味も含まれています。 

また「許してください」という意味も含まれています。 

この「ありがとう」という言葉の語源は「あることが難しい」「めったにないこと」とい

うことでもあるようです。 

物事というのは当たり前にあるものではございません。 

素晴らしいシンクロがいくつも重なって、物事は皆さまの前に訪れているのです。 
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ある意味、あらゆることは奇跡の連続と思われてもよろしいかと思います。 

目の前にパソコンがあるのも、目の前に電気器具があることも、目の前に机があるこ

とも、目の前に椅子があることも、本当はなかったかもしれないのに「ある」という選

択をしたことで実際に目の前に存在しています。 

「なんてありがたいことなのだろう」ということなのです。 

このような気持ちを込めて「ありがたい」から「ありがとう」という言葉になったよう

です。 

全てが集約された素晴らしい日本語の言葉です。 

この言葉を言うことで、この地球が平穏を取り戻すことでしょう。 

もうひとつ「ありがとう」という言葉の大切な意味をお伝えいたします。 

「ありがとう」という言葉は、皆さまと考え方、生き方が違う人であったとしても「私は

あなたのことを認め尊重します」「あなたがそこに居るだけでとてもうれしいことなの

です」ということを表す言葉でもあります。 

「あなたがここに存在するだけでありがたい」「目の前にあなたが存在していることを、

私は讃え、尊重します」という意味も込められております。 

「ありがとう」という言葉はとても素晴らしい言葉なのです。 

短い言葉ですがたくさんの意味を持った素晴らしい言葉なのです。 

 

そしてもうひとつの言葉「愛しています」は文字どおり「愛しています」という意味で

す。 

「愛しています」という言葉を発するだけでワンネスの世界とつながり「宇宙の根源の

愛の光」もより強く感じられることでしょう。 

実際にこの言葉を言うことで、頭の中がワンネスの愛の状態となり、純粋な状態で

「宇宙の根源の愛の光」を送るようになれるのです。 

この二つの言葉があることで皆さまの心もクリアになり、自分自身も愛の状態へとな

っていくのです。 

そして「宇宙の創造の光」も「愛しています」という言葉に共鳴し、純粋な「宇宙の創造

の光」として皆さまの地球に送られてくるようになるのです。 
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〇TAKESHI 

「ありがとう」「愛しています」という言葉を言いながら、コズミック・ツインライトを送

る意味というものをラナさんから説明していただきました。 

私たちは３次元の世界にいますので、自分の意志や自分の望み、願いなどをすぐにこ

ういった高次のエネルギーに反映させたいと考えてしまいます。 

しかし、コズミック・ツインライトを送る時に「どうか健康になってください」あるいは

「病気が治るように」「仕事がうまくいくように」というような自分の意思をのせて光

を送ってしまうと、この光が歪曲されたものになってしまい、コズミック・ツインライト

本来の効果が出ないということを聞いております。 

そのために自分が無になって「その人にとって本当に必要なこと」「その存在にとって

本当に素晴らしいこと」が起こることを邪魔しないようにしなければなりません。 

「ありがとう」「愛しています」という言葉を言いながら光を送ることは、そのために非

常に役に立つようです。 

 

〇質問者 

ツインライトを送られた相手は何かを感じられるのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

すぐに何かを感じる人もいらっしゃるかと思いますが、すぐに感じられずに徐々に感

じられる人もいらっしゃると思います。 

また、特別な感じはしないけれど、なぜか自分の人生がポジティブな方向に向かって

いると感じられる人や体が軽くなっていろんなことがすぐできるようになったという

人もいらっしゃるかと思います。 

何かしらの変化は起こると思います。 

自分に対してコズミック・ツインライトを送られたことがございますか。 

 

〇質問者 

はい、過去の自分に対してすごくイライラしてどうしようもない時があって、その時の

ことを思い出した時にツインライト送ったら、涙が出てきて軽くなってすごくすっきり
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したことが何度もありました。 

 

〇ラナさん 

はい、とても素晴らしいですね。 

インナーチャイルドに対しても、このツインライトのエネルギーはとても有効ですので

送られたらよいかと思います。 

特にこのツインライトのエネルギーを使うことで多くの手間を省き、簡単に愛を送り

癒やすことができると思います。 

 

〇質問者 

思考がすぐに現実化するために、自分にとってふさわしくない思考はすぐに手放すよ

うにと言われたのですが、自分の感情や思考などに気付いた時には「何かを必要あり

ませんので手放します」と言葉にして言えばよいのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

３次元で暮らしてきた習慣で出てきてしまったネガティブな思考があるとします。 

その自分らしくない思考が浮かび上がってきたときには、これは３次元で暮らしてき

た時の習慣だなと思われるものは「私は、この習慣はもう必要ありませんので感謝の

気持ちを持って手放します」と言われてみてください 

あるいは、「この習慣よ、ありがとう、私は充分楽しむことができましたのでもう手放

します」と言ってみてください。 

そのような言葉を言ったことによって、思考や感情が消えていくイメージをされてみ

てください。 

 

〇質問者 

具体的にその思考や感情に気付いた場合は、それらを明確にした上で消えていくイメ

ージをした方がよいってことでしょうか。 

 

〇ラナさん 
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はい、ご自身がしっかりと分かっていらっしゃる感情や思考でしたら、どのような思

考なのか明確にした言い方でよいかと思います。 

また、どうしても落ち着かない、イライラする、不安になる、ということでしたらツイン

ライトのエネルギーをその思考に対して頭に手を当てて送ってみてください。 
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第４章 

高次元存在の 

チャネリングライブ 

２０２１年７月１７日 

 

 

第 4章目次 

 

高次元存在ラナさんのチャネリングライブでは、７月のライブからは、私たち

がアセンションしていくための考え方や５次元意識になるために必要な情報

などを教えてくださることになりました。 

 

PART1 皆さまは愛で繋がっています 

PART2 ワンネスの意識状態と感情の処理 

PART3 ガイアの意識、動植物の意識について 

PART4 日本人の特質について 

PART5 ３次元意識と５次元意識 

PART6 いくつものパラレル地球で生きる 
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PART1 皆さまは愛で繋がっています 

 

 

初めに私（高次元存在ラナ）がいる１３次元という世界のお話をいたします。 

この１３次元という世界は上も下もなく、右も左もない世界です。 

「宇宙の根源の愛」の世界にとてもよく似た世界となります。 

私たちの世界の中では光も闇も、また時間もありません。 

皆が愛ある存在として個々に存在しているのです。 

好きなときに、好きな場所に現れることができる、とても自由な世界なのです。 

この世界から皆さまの地球を見てみますと、とてもいとおしく感じられるのです。 

皆さまにとっては、今は大変な時期だと思います。 

いろいろなことを考えられ、いろいろなことに悩まれ、いろいろな喜びを感じる、と

いう人生を生きていらっしゃいます。 

様々なことを経験され、頭の中でいろいろなことを考えられている皆さまはとても

素晴らしく、まるで賢者のように叡智にあふれています。 

私たち１３次元の者から見ると全てがいとおしく、全てが愛で成り立っているように

見えます。 

そのような皆さまから様々な声が私の元に届いております。 

特に今まで経験したことが無い、世界で同時多発的に起こっている出来事に、皆さま

がいろんな意見や思いを抱いていらっしゃるのが、私にも理解できます。 

ある意味、今しかできない大変貴重な出来事だと思うのですが、実際に経験されて

いる皆さまからすると「早く終わって欲しい、早く先が見たい」と思われていることと

思います。 

しかし、皆さまの命は永遠ですし皆さまが過ごす時間も永遠です。 

はるか先の遠い時間まで続く「魂」からするとほんの一瞬かもしれないのですが、今

肉体をもって３次元の世界を経験されている皆さまには、とてもとても長く感じられ

る毎日だと思います。 

３次元意識から５次元意識に移行中の皆さまは、あらゆることが外側で起こり、また
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内側でも起こっていることと思います。 

これは今皆さまが初めて経験されていることですので、毎日戸惑いの連続だと思い

ます。 

私の世界まで皆さまが上がってきた時、今皆さまが経験している時代、皆さまが地球

で生きているこの時代が、非常にいとおしく必要な経験をする時代であったと分か

るのですが、今は到底そう思えないのも私は理解しております。 

大変な時期だと思いますが、皆さまどうか自分のことをもっと大切にされてくださ

い。 

そして愛とはどのようなものか、愛で繋がるとはどのようなことか、決して夢物語で

はなく現実のこととして思われ考えられてください。 

そうすることで、今皆さまが持たれている疑問も晴れることでしょう。 

私も、皆さまも、すべて愛で繋がっています。 

たとえ私と皆さまが存在する次元は違っていたとしても、ひとつに繋がっているので

す。 

皆さまも「地球に住む全ての存在が、愛によって繋がっている」ということを信頼さ

れてください。 

特に日本人の皆さまは、他の国の人たちと比べましても普段から繋がりが強いよう

に思われます。 

もう少し意識を広げれば、すぐに日本人全員が家族だと心から思えるようになるでし

ょう。 

そして社会の仕組みも「皆さま全員が家族である」という視点から考えられ、新しく作

り替えられるでしょう。 

皆さまおひとりおひとりが「日本人は全員が家族である」と思い、行動に移すことが

大切なのではないかと思います。 

他人事ではなく本当に日本人全員が家族だと思い、その考えをもとに行動すること

が大切なのです。 

必ずそこに答えがあります。 

そして今起こっている現実の先にある答えも見つけることができるでしょう。 

私には皆さまの中にある愛が見えていますし、信じております。 
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PART2 ワンネスの意識状態と感情の処理 

 

 

〇TAKESHI 

ワンネスの意識状態と３次元の意識状態とは一体どこがどういうふうに違っていの

でしょうか？ 

ワンネスの意識状態になると、この社会がどのように変わっていくのか、教えてくだ

さい。 

スターピープルの皆さまは、ほとんどの皆さんがこのワンネスの意識状態になってい

ると思いますが、物理世界の中でワンネスの状態を達成すると、どうなっていくのか

教えてください。 

 

〇ラナさん 

ご質問ありがとうございます。 

私たちは長年ワンネスの状態でしたので、皆さまと触れ合うことで、私たちもかつて

このような状態であったと懐かしく思い出すことができました。 

今皆さまは、自分は自分、目の前にいる人とは別々という感覚が、とても強くあるか

と思います。 

子供であっても別、親であっても別、もちろんパートナーであっても別、皆違う人間、

違う考えを持ち、個として存在しバラバラという感覚を持っていると思います。 

その感覚も大事です。 

私たちは、その部分をとても素晴らしいとポジティブに捉えているのですが、皆さま

はその部分を「繋がりがない」「孤独を感じる」「絆が感じられない」というふうにネガ

ティブに思われているようです。 

それは、皆さまの中で「個」ということを強く意識されて「他」という存在を強く「他」と

思っているからです。 

皆さまが生きている３次元ではその感覚はとても大切なものです。 

そうような感覚を持つことで「他」という存在を理解するために、いろいろと思いを
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巡らされていたのです。 

初めから、皆さんが「個」の存在だけれど深く繋がっており、他人の考えも理解するこ

とができ、心も思いも共有しているという状態でしたら、皆さまの中に変化というも

のが生まれなかったことでしょう。 

皆さまはこの絆をあえて絶ち「個」としての存在を強く意識して「他」という存在を見

てきたからこそ、一生懸命に相手のことを考え「相手の人は何を考えているのだろう、

相手の人は何を望んでいるのだろう、私はどうしたら良いのだろう」ということを、

あらゆる角度から考えられてきたのだと思います。 

その経験があるからこそ、皆さまは「個」として存在しながら「他」と繋がる大切さ、素

晴らしさに気付いてきたかと思います。 

皆さまが、初めから他の皆さまと繋がってひとつの意識でいたのでは「個」の大切さ

に気付かなかったことでしょう。 

皆で繋がり、意識を共有し合って、思いをお互い感じることができるという状態は、

とても心地よく安心感が得られる状態であることを、皆さまはご理解なされたことと

思います。 

皆さまは、今までとても長い間、他者との繋がりを絶ち「個」として存在してきました

ので、相手が考えていることや思っていることなど、全てが分からない状態にしてき

ました。 

まるで目隠しをして耳をふさいだような状態でお互いが関わるとしたら、どういうこ

とが起きるのか、ということを十分に経験されてきたと思います。 

その経験を十分に体験し、そして元の状態に戻ろうと選択された人から、ひとつの意

識に戻るために歩み始めているのです。 

皆さまは、ひとつの意識に戻るためには何が必要だったのか、ということを少しずつ

思い出したり、皆さまをサポートする存在たちからヒントを得たりして気付き始めて

いるのです。 

皆さまは、もともとひとつに繋がっている存在でしたので、必ずひとつの意識、愛に

もとづいた意識に戻ることができます。 

やがて、皆さまは私たちと同じ意識になり、私たちと共に「ひとつ（ワンネス）」という

ことを体験される世界に行かれるでしょう。 
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３次元の世界から、全ての人ではないのですが、希望された人から５次元意識の世界

へ向かっておられます。 

５次元意識の世界は「ワンネスの愛」、つまり皆さまがひとつという意識に基づいた

「愛」を初めて体験する世界となっております。 

その世界では、ひとつの愛に皆さんが繋がり、そのうえで世界をどう作っていくか、

ということを考えていく世界です。 

そして、皆さまが「みんな家族なのだ」と心から理解できる世界でもあります。 

「みんなの思いは私の思い、私の思いはみんなの思い」ということが心から思える世

界なのです。 

誰かが悲しんでいたらすぐに手を差し伸べて、みんなで自然と助け合うことができる

世界です。 

ひとりの人が喜びで満ちていたら、みんなも伝染したかの如く喜びで満たされていく

のです。 

湖に一滴のしずくが落ちてサーッと水の波紋が広がるように、全てが広がっていく世

界が５次元意識の世界になります。 

この世界で、もし曇りを見つけたら、みんなでその曇りを輝きに変えようとする世界

なのです。 

決して目を背けることはないでしょう。 

「気になって気になってしかたがない」という状態になる世界でもあります。 

そして皆さまが愛で繋がっているということを深く理解できる世界でもあります。 

その世界に行くためには、今からその意識にシフトする、またはその状態を意識する

ことが大切なのです。 

「あなたはあなた、私は私」という意識から「私はあなた、あなたは私」という意識にな

るためには、今からその考え方やそのような意識とはどんなものだろうと考え、でき

ることから実行していくことが大切かと思われます。 

私は、決して強制は致しません。 

皆さまがどのような考えを持ち、どのように行動するかは、皆さま次第です。 

どの様な選択をしたとしても、良い悪いは決してございません。 

ただ、皆さまの頭の中で考えていらっしゃる「このような世界に生きたい」「このよう
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になりたい」「このような暮らしをしたい」ということを実現させるためには、やはり

愛でひとつになった方がそうなれるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

私たちは、ラナさんから「宇宙の根源の愛」の世界に連れていっていただきワンネス

の世界を経験させていただいたのですが、現実世界においてはいろいろな感情、例

えば憎しみや怒りや心配、不安などの感情が出てきます。 

そういった感情をうまく整理してワンネスの状態を常に保つためにはどうしたらよい

か教えて頂けますか。 

 

〇ラナさん 

それは、まず自分自身を認めてあげて、そして他者も認めてあげるということが必要

かと思います。 

やはり皆さまの中には「自分以外の人を自分と同じ思いに引き込みたい」という、相

手をコントロールする気持ちがあるように感じられます。 

人は決してコントロールできる存在ではございません。 

まずは自分以外の人を認め、そして信じてあげることが大切です。 

その人は、そのような生き方をしたいと思い、またそのような日々を送りたいと思わ

れてその状態になられているのです。 

それをそっと見守るということが大切です。 

自分と意見が合わない、また自分と一緒にいることで傷つくということがあった場合

には、そっとその場から離れられてください。 

「その人が見ている世界」と「あなたが見ている世界」が違うために反発や摩擦が起き

ているのです。 

それぞれの世界の価値観や見方を尊重して、自分自身が望んでいる世界を理解して

いる人たちと共に生きていくことがよろしいかと思います。 

お互いの世界を邪魔しない、ということも愛なのです。 

そして皆さまが「もうこれ以上苦しい思いをしたくない、自分の意見を押し殺したくな

い」と思っているのであれば、少しずつ自分の意見を表に出して「この人たちとだった
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ら自分自身を自由に表現できる、のびのびとできる」と思われる人たちのもとに向か

われるのもよいでしょう。 

それは「自分を尊重する」という意味ですのでわがままではありません。 

これは波長の問題ですから、ある意味「宇宙の法則」でもあります。 

今までのように、合わない考え方の人に無理に合わせ、自分を押し殺すことをされな

くてもよいのではないかと思います。 

それぞれの世界を尊重して認めてあげること、そして自分を認め、自分自身が安心で

きる世界、そして自由になれる場所に移り変わることもよいと思います。 

 

〇TAKESHI 

ということは相手に対してコントロールしたいという思いや、相手が自分の思ったと

おりにしてくれないから嫌だ、というような思いを手放して、相手に対して自分の気

持ちを押し付けないようにすることで、自分の感情も安らかになっていくということ

でしょうか。 

 

〇ラナさん 

皆さまの中には「やりたくないことをやるように強いられたときに、私はこれをしたく

ありません、と立場上言えません」とおっしゃる人がいるのですが、その立場を作って

受け入れているのも、あなただと理解されてください。 

今は３次元の意識から５次元の意識に移り変わっていく、とても柔軟性のある状態で

す。 

全てを決めているのは、実は自分自身なのです。 

自分自身で決めた「決まり事」を手放すことで、自分自身が楽になり解放されるでしょ

う。 

 

〇TAKESHI 

そうですね、私も相手に対して気を遣い、自分が言いたいことを言えないことがよく

ありますが、そのようなとき自分自身を責めてしまい自己否定をよく行ってしまいま

す。 
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そのような自分自身に対してどのように対処していったらよいですか。 

 

〇ラナさん 

まず言葉で言いきってしまった方がよいと思います。 

皆さまの言葉は「言霊」といって、力を持っています。 

「私は愛です」 

「私は自由です」 

「私は光です」 

「私は無限の可能性を持った存在です」 

このような言葉を、繰り返し呪文のように言ってみてください。 

そうすると、その言葉を聞いた脳が変化してきます。 

「私は愛なんだ」 

「私は自由なんだ」 

「私は光なんだ」 

「私は無限の可能性を秘めた存在なんだ」 

脳がそのように理解すると、理解したことを行動に表そうとするのです。 

ぜひ行ってみるとよいかと思います。 

 

〇TAKESHI 

ということは自分自身を否定するような言葉「やっぱり駄目だったんだ」 

「自分はこのことを行う能力がないんだ」という言葉を絶対に発しないということが、

自分の気持ちをポジティブに変えていく大切な方法だということでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、動画でも写真でも構いません。 

実際目で見ても構いません。 

星がたくさん瞬く広い夜空を見上げながら、 

「私は愛そのものです」 

「私は自由です」 
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「私は光です」 

「私は無限の可能性を秘めた存在です」 

そのような言葉を言うことで、目に飛び込んできている美しい映像と言葉が脳に響

き、自分は本当に「愛そのものの存在だ」と強く思ってしまいます。 

このことを繰り返し行うことで、自分自身に対してネガティブな言葉をかけなくなっ

てくることでしょう。 

なぜならそれは行動に表れるからです。 

 

〇TAKESHI 

そのようなことを行い、自分を変えようとしているときにその行動に反発するような

根深いものを感じてしまうことがあります。 

ササニ文明のサファイアさんは「もうカルマはないから気にしなくてもよい」とおっし

ゃるのですが、自分の深い意識や潜在意識に叩き込まれた感情や思いに関してどの

ように対処していけばよいですか。 

 

〇ラナさん 

はい、そのようなときこそ「コズミック・ツインライト」を活用されてください。 

自分の胸に手を当ててツインライトの光を送ると意図しながら「ありがとう、愛してい

ます、ありがとう、愛しています」と言ってみてください。 

そうすることによって「宇宙の根源の愛」の世界から愛と創造の光が送られてきます

ので皆さんのハートに光を送ってください。 

するとハートの中が「宇宙の根源の愛」と「宇宙の創造のエネルギー」で満たされてい

きます。 

根深い感情があったとしても、あなたの心が「完全なる愛」や「完全なる創造の光」に

満たされていけば、そのような感情は少しずつ消えていきます。 

全てが愛に満たされていくのです。 

 

〇TAKESHI 

この「宇宙の根源の愛の光」と「宇宙の創造の光」の区別をもう少しはっきりと知りた
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いのですが、教えて頂けますか。 

 

〇ラナさん 

「宇宙の根源の愛の光」は完全なる愛の世界から生まれた純度の高い愛の光です。 

このゴールドの色の「宇宙の根源の愛の光」は、皆さまが愛に戻ることを手助けしてく

ださいます。 

ただ「私はここに存在するだけで価値があり愛なのだ」ということをこの光は思い出

させてくれるでしょう。 

ただ「愛の状態」になる、それが「宇宙の根源の愛の光」です。 

そしてシルバーの色の「宇宙の創造の光」は、宇宙に存在している者たちの喜びや自

信などが含まれた創造性であふれた光なのです。 

宇宙に存在している者たちのポジティブな思いの結晶と言ってもよいでしょう。 

この光に触れることによって、とても楽しい気持ちになり「自分は何だってできる」

「何でも作れる」という思いを持つことでしょう。 

そして「どこにでも行ける」という思いが込み上げてきます。 

実際に宇宙に存在している者たちが、あらゆることをワクワクで達成し、喜びであふ

れた状態になった思いがこの光になったからです。 

宇宙に存在する者たちは地球の人も家族と思い、そして皆さまをサポートしたいと心

から思っているのです。 

宇宙に「個」として存在している者たちの祈りの光でもあるでしょう。 

この「コズミック・ツインライト」の光はそのような光なのです。 

 

〇TAKESHI 

私たちがワンネスの意識や５次元の意識に変わっていくことによって、私たちの持っ

ている能力や資質、あるいは私たちの生き方というのはどのように変わっていくと

思われますか。 

特にワンネスの意識や５次元の意識になると、テレパシー能力が高まり、新しい感覚

が芽生えてくると言われますが、そのような変化というのは私たちの体にもこれから

起きてきますか。 
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〇ラナさん 

ワンネスの意識となり５次元の世界が理解できるようになると、皆さまは創造性であ

ふれ「自分は愛そのものの存在なのだ」ということに対して、ひとかけらの疑問さえ

も持たない存在となるでしょう。 

完全に５次元意識になられますと、５次元世界を見ることができるようになります。 

そこでは、皆さまはテレパシーで話されていますので、皆さまもテレパシーなどが使

えるようになります。 

ただ３次元の世界では、皆さまは自分と他人を完全に区別しているためにテレパシー

を使用することは難しいと思います。 

テレパシーを使うために必要なことは「愛と信頼」です。 

テレパシーで会話するということは、相手のエネルギーを感じ、そして想いを受け入

れるということになります。 

お互いの深い信頼関係が必要となります。 

皆さまが自分を疑っていたり、他人を疑っていたり、自分と他人は違うと思っている

時点ではテレパシーは難しいでしょう。 

テレパシーというのは「想い」の交流になるので、信頼関係が必要になるのです。 

５次元意識になると皆さまの間に信頼関係が生まれ、共通の意識を持ち始めるため

に、皆さま全員がテレパシーを使い始めることができるようになるのです。 

また、オーラが見えるようになったり、五感がとても鋭くなったりするので自分にと

って必要な食べ物や必要な物がはっきりと分かるようになるでしょう。 
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PART3 ガイアの意識、動植物の意識について 

 

 

〇TAKESHI 

私たちは、現在ラナさんに導かれて直接ワンネスの意識を体験させてもらっています

が、私たちがラナさんと会う前は、私たちの物理意識を３次元の意識から、地球意識、

宇宙意識と少しずつ広げていこうと考えていましたが、その考え方というのは皆さま

からするどのように思われますか。 

 

〇ラナさん 

それもとても素晴らしいことだと、私の世界から見ると思われます。 

そのようなやり方も大切なプロセスではないでしょうか。 

ただ地球の皆さまから、それだと「大変に遅い」「手遅れになってしまう」という声が

多くあがりましたので「ワンネスの感覚」「愛でひとつになるという感覚」をより早く感

じられる方法というものを、皆さまの声に私たちがお答えしてご提案することになり

ました。 

私たちは皆さまから強くお願いされない限り動くことは決してございません。 

 

〇TAKESHI 

私は以前、ササニ文明のサファイアさんから「地球人がアセンションすることを助ける

のは、地球の集合意識からお願いされたからだ」ということをお聞きしましたが、地

球の意識は、私たちや地球の現在の状況に対してどのように考えているのか教えて

頂けませんでしょうか。 

 

〇ラナさん 

地球も大変中立的な考え方を持っている「生きた星」です。 

地球がこれからどうなるかは、地球に住んでいる人たちに全て委ねている、というと

ても寛大で大きな愛を持った星なのです。 
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この星に住んでいる皆さまが「これではいけない」「これでは私たちが望んでいる方

向とは違う方向に進んでしまう、何とかしなければ・・」という考えを多くの人々が持

つことで、それが集合意識となって浮かび上がり私たちのもとに届きました。 

地球はどちらでも構わないのです。 

皆さまに全てを委ねております。 

 

〇TAKESHI 

地球のガイアの意識というのは、人間の意識だけでなく多くの動物や植物、生命体の

意識を統合したものだと考えておりますが、そうであるならば地球人以外の動植物

や生命たちの意思というものも地球のガイアはくみ取っているのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

動物や植物というものは、地球の意識と大変近いものがあります。 

あるいは地球の意識と同調しております。 

動植物の皆さまは「自分たちがただあるべき姿」で存在しております。 

自分が必要とされる状態にいて、必要なことだけを行うという考えで毎日を過ごさ

れております。 

植物や動物たちは「あーしたい、こうしたい」ということは決してございません。 

地球の中で、自分は「あーしたい、こうしたい」と思われているのは地球人だけかと思

われます。 

 

〇TAKESHI 

私たちは地球の中で絶滅していく動物や植物を見ますと、動物や植物たちが悲鳴を

上げていると考えています。 

動植物たちの苦しみや悲しみの声を受け取って、どうにかしてあげなければいけない、

絶滅を止めていかなければいけないと考えて行動しますが、それは正しいのでしょう

か。 

 

〇ラナさん 
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地球人の皆さまの中で「動物や植物たちに対して悪いことをした」という意識がある

から、そのように感じ、そのように見えているのです。 

動物や植物たちは苦しんでもいませんし、もがいてもおりません。 

ただ、自分自身がそこにいる必要がなくなったから、必要とされる場所に移行したと

いうだけなのです。 

地球人の皆さまが「悪い事をした、自分たちが何か失敗をしたのではないか」と思わ

れているから、そのように見えただけなのです。 

その出来事に対して心当たりがあるからなのです。 

 

〇TAKESHI 

私は牛や豚を食べないのですが、その理由として叡智を持った生命体を、自分たちの

食料として使用することに抵抗を感じるからです。 

そのような考え方というのは皆さまから見ていかがでしょうか。 

 

〇ラナさん 

今まで自分と他の存在が別の存在、自分以外のことはわからない、関係ないと思っ

ていたことから、全く異なる存在でも自分と繋がっていて、自分と共通点があるので

はないかと気付いた瞬間なのです。 

そのために、皆さまが牛のことや豚のことを考えるようになったのです。 

 

〇TAKESHI 

地球人は、これからアセンションする世界に移り変わり、自分が望む道を歩んでいく

ことができますが、動物や植物たちはどうなのでしょうか。 

人によっては、動物たちは死ぬことによって、アセンションすることができると言われ

ていますが、いかがでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、そうです。 

そのまま３次元に残る動物たちもいるでしょう。 
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中には５次元の世界にいち早く移行していく動物たちもいます。 

動物や植物は、そこに行きたいから行くというのではなく、自分自身が求められてい

る場所に行くのみと考えられ、動物や植物たちはそこに向かっているのです。 

「宇宙の法則」に完全のっとり動植物たちは動いているのです。 
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PART4 日本人の特質について  

 

 

〇質問者 

日本人は特に繋がりが強いということをおっしゃっていましたが、それを聞いて感じ

たのは「日本人は同調意識が強い」とか「同調圧力が強い」などのようにネガティブな

意味で言われていることが多いと思います。 

日本人のそういう性格も愛がある方向にいけば、すぐに共鳴して変化しやすくなる、

ということなのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

まず同調意識というのは、相手を思うからこそ起こるのだと思われたらよいかと思

います。 

そこに愛がなければ、同調しようなどとは決して思わないはずです。 

「私はあなた」「あなたは私」と思うからこそ、動きがぴったりと合って、今言おうとし

ていることを感じられて行動できるということが、日本人の皆さまはできるのです。 

これは「私はあなたを愛しています」という意識に基づいているのです。 

「愛」がなければ同調なんてできません。 

「私は私」「あなたはあなた」というように、他人のことを全く別の関係ない人と思っ

ていると、相手のことを感じようとさえ思いませんので同調は生まれません。 

「同調したい」という思いこそが愛から生まれているのです。 

日本の皆さまは、元からその愛が備わっているのです。 

どうか自信を持たれてください。 

 

〇TAKESHI 

日本人はよく世界の中でも、「自然と同調したり、自然を愛したりすることができる民

族だ」というふうに言われていますが、何故日本人がそのようなことができるのか教

えてください。 
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そして、そのような日本人が、このアセンションをリードしていくのだと、おっしゃって

いる人もいますがその理由を教えて頂けますか。 

 

〇ラナさん 

説明できる範囲の中でお答えしたいと思います。 

これは、やはり皆さまの中にある「日本人特有の遺伝子」が関係しているのではない

かと思います。 

皆さまの中に「愛」を強く感じる遺伝子があります。 

そして感じるだけでなく、広げるという遺伝子があるからだと思われます。 

これは、日本人にしかない特技のようなものでしょう。 

日本人全員、あるいは日本に住む人たち全員が「私はあなた、あなたは私」という「愛」

でひとつになった考えに変わられますと、この愛の繋がりが世界に伝染していくので

す。 

そして地球に住んでいる人たちは「宇宙の根源の愛」の世界から生まれた存在ですの

で、遠い遠い記憶の中にある「宇宙の根源の愛」の世界に暮らしていた時の記憶を思

い出し、全ての人たちが家族だった、ということを皆さまは思い出すのです。 

そうしましたら国など関係なく「地球全体が家族だった」と分かるのです。 

まだまだ多くのことを説明できないのですが「日本人はそのような力がある」という

ことをお伝えしておきましょう。 

自信を持たれてください。 

皆さまが地球を愛でひとつにするための鍵を握っているのです。 

 

〇質問者 

瞑想しているときはワンネスの状態なのですが、自律神経のバランスが整っていない

ときは物質世界にフォーカスすることが多くなるので、３次元の世界にいるというこ

とになりますか。 

 

〇ラナさん 

皆さまはエネルギーで作られた神秘的な存在です。 
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スピリチュアルボディやエネルギー体でこの物理的な肉体が作られているのです。 

そのために「宇宙の根源の愛」を受け取って、精神が落ち着いているときは全てが整

うのです。 

反対に「宇宙の根源の愛」を感じられていないときはエネルギー不足になってしまい、

体が乱れて自律神経などに問題が起きることになるのです。 

自律神経が乱れたから、高次元の世界に繋がれないのではなく、エネルギー不足にな

ってしまったことや「自分が愛の存在なんだ」ということに対し、疑いや不安を持たれ

てしまったことが、体に表れてしまったということなのです。 

もちろん規則正しい生活をして、栄養バランスが良い物を取り、睡眠もしっかりとる

必要があります。 

そのようなことを基本としてしっかり行われた後、愛のエネルギーを受け取ることを

されていれば、体が乱れることもないでしょう。 

思いを押し殺したままですと大変不安定になります。 

高次のエネルギーは、今地球上に降り注いでいます。 

誰隔てなく受け取ることができるような状態で、今降り注いでいるのです。 

その高次のエネルギーを受け取ることで、今自分の中にある自分らしくない自分が目

立ってきているので不安定になられるのです。 

しっかりと自分らしくない自分を見つけることができ、それを掃除するようにしっか

りと手放しを行っている人はどんどん穏やかになり、自分が望む世界に向かっている

ことでしょう。 

自分を押し殺さない、自分をまるで圧縮するように制限をかけないようにするのが

よいかと思います。 
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PART5 ３次元意識と５次元意識 

 

 

皆さまの意識は今３次元から５次元世界へ向かうトンネルをくぐって、５次元の意識

へ移行している途中です。 

５次元意識であるために必要なこと、また５次元意識で生きていくために必要な考え

方などを、このトンネルをくぐっている間に学んでいるのです。 

日によって気持ちがとてもポジティブになったり、とてもネガティブになったり、体調

が優れなかったりなど、いろいろなことが起きているかと思います。 

皆さまは今地球始まって以来の出来事に遭遇し、大変貴重な経験をされております

ので、あらゆることが起きてもおかしくはありません。 

ネガティブなことはあまり起きないと思われますが、初めての体験、初めての感覚と

いうものが、これからどんどんと起こってくるでしょう。 

５次元意識の世界は、そこに生きる人全てが家族だと感じられる世界です。 

今までの３次元世界では、皆さまは気の合う人としか一体感を感じられなかったかと

思います。 

それも大変必要なことでした。 

自分という存在が「個」としてはっきりと存在しており、自分以外の人とは違うという

ことを理解することも必要な事でした。 

そのような中で相手の気持ちを読み取ろうと一生懸命努力されてきたかと思います。 

このような体験もとても貴重な体験です。 

皆さまの「絆」がある意味分断されて「繋がりを感じられない」という、とても貴重な

経験なのです。 

５次元の意識になるともう体験できないことなのです。 

皆さまの意識が５次元の世界に入ったとき、その経験がどれだけ大切な経験であっ

たのか、ということに気付くことができます。 

今はまだ３次元の世界を感じられる場所にいらっしゃいますので、３次元を思う存分

楽しめる今の時期に十分に体験されるとよいかと思います。 
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また３次元の意識から５次元の意識に向かっている人たちは、皆それぞれ自分に合っ

た速度で進んでおります。 

誰ひとりとして全く同じタイミング、全く同じスピードで進んでいるということはござ

いません。 

皆さまおひとりおひとりが、自分にしかないペースで進まれております。 

そのこともどうか不安に思われないでください。 

また３次元の世界では、今まで隠されていた問題がますます浮き彫りになってきます

ので、様々なことに対しておかしいと思い、疑問を持たれることも多くなってくるか

と思います。 

そのような疑問、おかしいと思うことを見つけたのなら、すぐに修正されるとよいか

と思います。 

皆さまには、今その力が戻ってきているのです。 

皆さまおひとりおひとりが神であり創造主なのでいくらでも世界は創れるのです。 

皆さまは、自分自身に対してもっと自信を持たれてください。 

皆さまは、誰ひとり紛れもなく「宇宙の根源の愛」や「完全なる愛の世界」から生まれ

た「愛そのものの存在」なのです。 

どんなに「この人は愛の存在ではない」と思われる人でも、その本質は「愛の存在」な

のです。 

ただ「自分が愛の存在であること」をはっきりと体現するか、しないかという違いです。 

今はまだ皆さまの個性が大きく表れている世界です。 

自分が「どのように自分を表現したいのか」という思いによって、皆さまおひとりおひ

とりが違うように見えるのです。 

皆さまおひとりおひとりは「完全なる愛の存在」であり、神でもあり創造主でもあるの

です。 

このことを信頼されてください。 

誰ひとり例外はありません。 

そして、今とても「思考の現実化」が早くなっております。 

この「思考の現実化」を利用され、本当に自分自身が望んでいる世界を創られたらよ

いかと思います。 
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今までできなかったことも、これからもっと早くできるようになるでしょう。 

またそのようなことが起こってきます。 

しっかりと自分自身の思考を見張り、自分自身が本当に心から望む世界になるよう

な思考を持たれたらよろしいかと思います。 

 

〇質問者 

私たちには、未来世や過去世がそれぞれあると思うのですが、それらを知ることによ

って、今生きている自分に何が起きるのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

皆さまの魂は今世限りではなく、あらゆることを経験されて現在に至っております。 

皆さまが今の皆さまとして生まれたのは初めてではなく、あらゆる人になり、あらゆ

る人の人生を経験し、そして次の人生へ、という形で繋がってきております。 

皆さまは、今までにたくさんの数えきれない経験をされてきたことでしょう。 

今の自分ではなく、別の自分として生きていたときのことを思い出すことによって、

そのときに得た経験や知識を今の自分に活かし、今の自分の人生をさらに広げてい

くことができるのです。 

皆さまの意識が５次元、６次元、７次元と次元を上げていくと、以前の別の人間として

生きていた記憶を失うことなく、記憶を持ったまま生まれてくるようになるでしょう。 

過去を知り、未来を知るということはある意味アセンションしていく上では大切なこ

とになると思います。 

また大切な感覚でもあります。 

アセンションの一歩が過去を思い出し、未来を感じることができるということでもあ

るかと思います。 

皆さまの意識が３次元を出て５次元の世界に向かっているからこそ起きたことなの

です。 

 

〇質問者 

５次元へ移り変わることを自分が１００％信じられるとき、あるいは６０％ぐらいしか
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信じられないとき、あるいは信じたくないと思うときがあるようですが、それは先ほ

どラナさんがおっしゃっていたように、自分の気持ちを恐れなどで圧縮してしまって

いるからそのようになるのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、あなたが３次元で生きていた時間の方が長いので、今新しい感覚が入ってきた

ことで、新しい世界に行っても良いものか、今までの世界の方が、なじみがあって居

心地が良いから留まるべきか、揺れている状態なのだと思います。 

５次元意識になったときは、５次元の世界から３次元を見ますので、３次元の世界だ

けで過ごしていたときとは感覚は全く異なっております。 

ただそこに恐れはないかと思います。 

なじみのないエネルギーだからこそ恐れを抱くのですが、５次元世界は怖いものでは

ないと知ったとき、とてもスムーズに５次元意識に移り変わり、５次元世界の素晴らし

さにも気付かれることでしょう。 

 

〇TAKESHI 

ラナさん、今の話なのですが、今はまだ３次元の世界に体を置いて、４次元、５次元の

世界を見ている感じなのですが、これからは、どちらかにしか存在できなくなる、と

いうことになるのですか。 

 

〇ラナさん 

５次元の世界からは３次元の世界を見ることができるのですが、３次元の世界に留ま

る人、３次元の世界をもう少し体験していたいと考えている人と、３次元の意識から

５次元の世界の意識になられた人は、やはり考え方の違いやエネルギーの違いという

ものが生まれてきますので「一緒にいたい」「一緒に過ごしたい」と思っていても、あ

る意味すれ違いのようなことが起こってくることでしょう。 

また３次元の世界の人からすると、３次元の世界を思いきり楽しみたい、体験したい

と思っているのに、５次元の世界のエネルギーが入ってくると、ある意味邪魔のよう

なエネルギーになってしまうのです。 



81 

 

そのために意識が５次元にある人たちは「３次元の世界にいる人たちの邪魔をしては

いけない」と思い見守ることになるのです。 

 

〇TAKESHI 

基本的なことを考えていたのですが、私たちは肉体を持って５次元の世界に行くこと

になると思いますが、肉体を持っているということは、肉体はまだ３次元の世界にあ

るということになりますか。 

 

〇ラナさん 

５次元の世界の意識になったら肉体の周波数が上がり、エネルギー的にも変化します

ので、同じ物理世界に肉体があったとしても肉体の状態が変化していきます。 

肉体の振動数が変わるのです。 

 

〇TAKESHI 

肉体の周波数が変わると、例えば３次元世界の意識の周波数を持っている人からす

ると、私たちが見えなくなる、存在しなくなるということもありますか。 

 

〇ラナさん 

意識しなくなる、と言ったほうが分かりやすいかもしれません。 

今でもそうかと思います。 

皆さまにとって興味がない人、気が向かない人に関しては、皆さまの前にいないも同

然の人として扱われているのではないでしょうか。 

 

〇TAKESHI 

現実世界でも、波長が合わない人たちのライングループに入ると、誰も自分の話に対

してコメントをしない、あるいはまったく反応しないという状態になり、仲間外れにな

っている感覚になりますが、そういうことなのでしょうか。 

 

〇ラナさん 
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はい、まさにそのようなことです。 

その人たちは決して悪気があって返事をしないわけではないのです。 

波長の違う人の言葉は、その人がどのようなことを言ったとしても、見えない、聞こ

えないというような状態になるわけです。 

 

〇TAKESHI 

これが進んでいくと、同じ町内に住んでいたとしても、自分たちのことが気付かれな

い、街ですれ違ったとしても町内の人には私たちが感じられないということになるわ

けですか。 

 

〇ラナさん 

もちろん、そのようなことが起こってきます。 

皆さまは、その街に住むことが居心地悪く感じられ、ここにこれ以上住みたくないと

考えるようになるかもしれません。 

そして、自分自身が行く必要がある場所に気持ちが惹かれ、その場所に移り住んでい

くことになるのです。 

実際、皆さまが心惹かれる場所に移り住んだり、そのような場所に引き寄せられたり

するシンクロが起こってくることでしょう。 

 

〇TAKESHI 

そうなると、今私たちが考えているコズミック・ビレッジのような小さな共同体のよう

な場所に５次元意識になろうとする人々が集まってきて、３次元世界にフォーカスし

ている人との間に具体的な住み分けが起こるようになるのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、そうなってくるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

私たちは今肉体を持っています。 
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この肉体というのは基本的に３次元のものだと思いますが、これから私たちが４次元、

５次元に移り変わっていくということは、肉体を持っている３次元に肉体を置いたま

ま４次元、５次元の意識に変わっていくということでしょうか、そのことについて教え

てください。 

 

〇ラナさん 

皆さまは、今までは完全に３次元の世界に３次元の肉体を持って生きていました。 

ただし、今はアセンションが始まり、皆さまの意識が３次元から５次元に向かわれてい

るところです。 

その過程で皆さまの肉体も５次元の意識に合う周波数や振動数に徐々に変わってき

ています。 

変化しているということです。 

例えば１０年前の皆さまの肉体と今では全く違う周波数を持っており、肉体も変わっ

てきております。 

今もなお５次元の意識に合う肉体に進化し続けているのです。 

そのために、皆さまは物理的な肉体を持ったまま５次元意識になられることが可能と

なるのです。 

皆さまの中には以前に比べると、自分自身の肌が随分と白くなったと感じられてい

る人もいるかと思います。 

これは肉体のクリスタル化によって白く見えているのです。 

輝きが増しているということなのです。 

 

〇TAKESHI 

私たちの意識が５次元の世界に入っていくと、３次元の世界から私たちの肉体も無く

なっていきますか。 

 

〇ラナさん 

移動されていると言った方がよいかもしれません。 

無くなるのではなく移動されております。 
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〇TAKESHI 

私たちの意識がこれから４次元、５次元の世界に入っていくと私たちの肉体の変化や

能力の変化、感覚の変化などというものが起きてくると思いますが、そのことについ

て詳しく教えてください。 

 

〇ラナさん 

はい、まず皆さまの意識が５次元の世界に入っていくと、五感が大変敏感になってき

ます。 

音が以前よりも良く聞こえるようになり、肌で感じる感覚もとても敏感になってくる

かと思います。 

匂いにも敏感になるでしょう。 

目が急に良くなるという人もいらっしゃることかと思います。 

また人によってはオーラの色がはっきりと見え、よく感じられるようになる人もいら

っしゃるでしょう。  

皆さまの感覚が変化することは間違いありません。 

 

〇TAKESHI 

５次元の波長になることで開花する能力のひとつにテレパシーがあると思いますが、

そのことについても教えてください。 

 

〇ラナさん 

５次元の世界からは全て感覚の世界になりますので、説明もあまり必要ではなくなっ

てくるでしょう。 

そして皆さまの能力も開花されていきますので、言葉数も減ってくるかもしれません。 

皆さまの気持ちがひとつになってくれば「そうだね」「うん、そうだ」で完結できてしま

う可能性もあります。 

テレパシー能力が開花すると、ビジョンの共有も行うことができます。 

例えば、旅行から帰ってきた友人から旅行の感想を聞くとします。 

３次元の世界では事細かに説明しなければ伝わらなかったのですが、５次元の意識に
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なられますと旅行に行ったときの感覚やそこで何を体験したかということも全てテレ

パシーで送ることができるようになりますので、聞いている人も旅行の疑似体験とい

うものがすぐにできるようになります。 

皆さまにとってはとてもユニークな世界になるでしょう。 

 

〇質問者 

私は電話とかメールをすると「私はあなたの声が聞きたかった」とか「連絡しようと思

っていたんだ、丁度良いタイミングで電話をしてくれてありがとう」と言われることが

よくあるのですが、それは自分が無意識的にその人のテレパシーをキャッチして電話

をかけているということなのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

あなた自身の五感が鋭くなり、そして第３の目も開花し始めているので、その人の気

持ちをくみ取り自然と行動に出ているのです。 

これが５次元意識になりますともっと意識的にできるようになってくるでしょう。 

５次元意識になるとテレパシーだけでなく、相手の気持ちを共有するということもよ

く起きてくると思います。 

そうすると必要なものを買ってきて欲しい、自分にとって必要なことをして欲しい、

という思いも伝わり、そのことを意識的に行ってあげることもできます。 

３次元世界ですと相手の気持ちを意識的に受け取ることができませんが、５次元世界

に意識が入ると、受け取る方も意識的にその要望を受け取ることができますので、自

分が無理することなく、相手のお手伝いをしてあげることができるようになるでしょ

う。 

 

〇TAKESHI 

私が、子供たちのためにお菓子やおもちゃを買っていくと、よく妻から「それを子供

が欲しがっていたのよ」と言われることがあるのですが、これも子供たちから私に送

られたテレパシーでしょうか。 
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〇ラナさん 

TAKESHI さんが、お子さまの要望に合ったものを買ってくるのは、TAKESHI さ

んが無意識的にお子さまの要望を受け取り、無意識的に行動を起こしているからで

す。 

これは TAKESHI さんの能力が開花し始め、テレパシーを受け取るということがで

きているからです。 

しかしこの能力がさらに開花すると、テレパシーが送られたときに誰がどのような形

で送ったのか理解することができますし、そのビジョンを共有することができるよう

になります。 

そうするとそのことを自分が行うかどうかということも、自分自身で決めることがで

きるようになるかと思います。 

もうすぐかと思います。 

 

〇TAKESHI 

これから私たちが５次元意識に移り変わるために「このような食物を食べた方が良い」

ということはありますか。 

 

〇ラナさん 

食事に関しても多く取らなくなってくるでしょう。 

皆さまが５次元世界の波長に近づいていくと、食べる量をあまり必要としなくなるの

です。 

皆さまが食べる物に関しては、地球上に存在するあらゆる存在が食べたとしても無

害なものがやはりよいでしょう。 

動物や昆虫が食べたとしても害のない物、それどころかとても栄養になるという物

が地球人の皆さまにとっても良い食べ物となるでしょう。 

皆さまの体もそのような食べ物を強く欲するようになるでしょう。 

また味覚も大変敏感になりますので、少しでも体に害があると感じるものをおいしく

ないように感じられるようになります。 

そうすることで、自分にとって良い食べ物、自分にとって不要な食べ物がはっきりと
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分かるようになります。 

 

〇質問者 

私たちの次元が変わると体の状態も変わっていくと思いますが、病気や疾患、身体の

疲労などはどのようになってきますか。 

 

〇ラナさん 

病気などの原因が自分で理解できるようになります。 

例えば手が荒れているとしたら、手が荒れている理由が瞬時に分かるようになり、す

ぐに改善できるようになるのです。 

このような食べ物を食べたら良い、このようなケアの仕方をした方が良い、というこ

とを絶えずインスピレーションで受け取ることができるようになりますので、全て自

分で答えを見つけることができるようになるのです。 

皆さまは、宇宙の流れに乗っておりますので、宇宙の最大の豊かさである「知る必要

があることを、知る必要があるときに知ることができる」という法則に完全に乗るこ

とができます。 

そうなると答えを外に求めなくなります。 

 

〇TAKESHI 

これから私たちが向かう４次元世界と５次元世界の違いについて教えてください。 

 

〇ラナさん 

４次元世界というのは、まさに今この瞬間が４次元世界です。 

皆さまの意識が４次元世界に入ることによって、私たちの声を聞き、また私たちと共

に存在することができます。 

それはどういうことかといいますと、今、私とこのようにお話ししているということが

答えです。 

今までの皆さまでしたら、私を感じることもできませんでした。 

なぜなら、私は３次元の世界にはいないからです。 
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３次元には、確かな形を持ったものしか存在できません。 

私のように肉体を持たずに存在するものは、３次元の世界に存在することはできませ

ん。 

皆さまは私のような存在を感じることができる第一歩の世界である４次元世界に入

ってきているのです。 

皆さまが４次元世界に入ってきたために、私たちも含め肉体を持っていない存在た

ち、半肉体の存在たちを感知することができ、触れ合うことができるようになったわ

けです。 

４次元の世界というのは、目に見えない者たちが存在している世界です。 

例えば、自然界の精霊やご先祖様、かつては肉体を持って地球上に生きていた者た

ちで肉体を失ってからマスターとして存在しているアセンデッドマスターたち、そして

私たちのような宇宙的存在、そのような肉体を持たない存在を感じることができる

世界が４次元の世界です。 

これから皆さまの意識が向かう５次元の世界はそのような目に見えない存在、形を

持たない存在たちともっと交流が深まり、一緒に暮らせる世界となるのです。 

５次元の意識で皆さまが生きられるようになりますと、自由に私たちと会話をするこ

とができるようになり、私たちと同じ空間ではないにしろ次元を越えて触れ合うこと

ができるようになるのです。 

それが５次元の世界です。 

５次元の世界は、感覚が全ての世界になってきます。 

今までは頭でしっかりと考えないと前に進めない、また生活できない、生きられない

という世界だったのですが、４次元、５次元の世界は頭でしっかり考えるということ

が、ある意味必要ではなくなる世界です。 

宇宙や高次的存在、皆さまのハイヤーセルフからやってくる情報やインスピレーション

をもとに毎瞬毎瞬動いていく、という生活になっていきます。 

とても軽やかでとても楽に生きられる世界になると思います。 

 

〇質問者 

私と共に活動している仲間たちや私の家族、職場の人たちは、私と一緒に触れ合った
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り活動をしたりしていますが、彼らも同じように４次元の世界に入ってきているので

しょうか。 

 

〇ラナさん 

周りの人たちのことについてですが、今はまだ皆さまと同じ世界にいらっしゃるよう

に見えるかと思いますが、これから様々な変化が起こります。 

今はまだ、皆さまはお互いに触れ合うことができる場所にいらっしゃいますが、気持

ちが合わない人とは、徐々に徐々に遠ざかるような感覚になるかと思います。 

同じ様な世界をこれから共に体験していく人たちもいらっしゃるかと思いますが、気

持ちが合わない人たちが住む世界とあなたが住む世界はこれからさらに離れていき

ます。 

そして、もう少しして皆さまが設定されている到着地点へ着きますと、皆さまはその

世界の中で歩むことになるかと思います。 

それでは、その時期に関して、皆さまの現在の思考や状態を考えて、皆さまが新しい

世界に到着する時期というものをお伝えしましょう。 

今の皆さまの状況ですと２０２５年には、はっきりと自分が歩む世界が感じられるよ

うになるかと思います。 

ただこの時期もまだ変化する可能性がございます。 

あまり後のことは心配されずに、今この瞬間を大切にされてみてください。 

「今この瞬間」というのは「今この瞬間」にしかございません。 
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PART6 いくつものパラレル地球で生きる 

 

 

〇質問者 

アセンションするときはいくつもの地球が生まれてきて、アセンションする人の地球

とそうでない人の地球が別れるのですか。 

異なるパラレル地球に私たちがシフトするときは、私たちに何が起きるのですか。 

 

〇ラナさん 

それはパラレル地球というものが、この宇宙にいくつも出来上がってくるということ

です。 

パラレル世界においては、地球もひとつではなく、いくつもの地球に細かく分けられ

ております。 

そして、そのひとつひとつの異なる地球に生きる皆さまは、同じ皆さまであっても決

して同じ存在ではありません。 

たとえ名前が同じであっても、その人が生きている地球に合わせて少しずつ異なる

存在となっております。 

その変化というものは本当に微細なものですから、その変化に気付いていない、とい

うことだけなのです。 

現在、たくさんのパラレル地球が既に作られております。 

皆さまは、いくつもあるパラレル地球に毎瞬毎瞬移動されております。 

ただその世界が似ているために、その変化に気付いていないだけなのです。 

皆さまが、今まで存在していた世界から異なる世界に移動する時には、皆さまの感情

や思考が影響を受けることがあります。 

皆さまの肉体の周波数は、その時々の感情に影響されますので、現在と異なるパラレ

ル地球にシフトするときは、皆さまの感情にあわせた周波数の世界に入っていくこと

になります。 

皆さまの感情によって、皆さまが入る世界は微妙に異なってきますが、ただその差は
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あまり大きくありませんので周波数が大きく異なる世界に入ることはありません。 

皆さまは、少しだけ変化が起こった周波数に適合したパラレル地球に瞬時に移動さ

れているだけなのです。 

 

〇質問者 

私たちがパラレル地球に移るときは、私のハイヤーセルフが望んでいる世界に行くこ

とになるのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

どのようなパラレル地球に行くか、ということについては、皆さまのハイヤーセルフ

や魂、スピリットも関係いたしますが、どちらかというと皆さまが体験している感情や

意識がその行き先を決めるということになります。 

また、皆さまの感情と気象も大きな関係があります。 

皆さまの感情が気象に反映されることもあります。 

皆さまは毎瞬毎瞬パラレル地球を移動しているのですが、その移動してきたときの

感情というものが、その世界の気象に影響を及ぼすのです。 

 

〇質問者 

それでは、そこに住んでいる人たちが穏やかでリラックスした状態で生活しているの

であれば、気象も穏やかになるということでしょうか。 

 

〇ラナさん 

もう少ししたら、皆さまの世界が固定されるかと思われます。 

そうなると気象も安定してくるかと思われます。 

また皆さまが５次元以上の世界に入ってくると、自分が意識的に世界を選び、その選

んだ世界に移動するということも可能になります。 

そうなったときには、天気も非常に安定してきます。 

皆さまが、雨が降ってもらいたいと思えば雨が降りますし、皆さまが晴れてもらいた

いと思えば天気も晴れるようになります。 
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皆さまは世界を創る創造主ですので、自分が望む世界を創ることも可能なのです。 

 

〇質問者 

ということは、やはり自分自身がしっかりと生活を送り、自分が望む世界を強く認識

しながら、自分で望みの世界をビジョン化してシフトしていかなければいけないとい

うことでしょうか。 

 

〇ラナさん 

そのことを強く意識する必要はないでしょう。 

どちらかと言いますと、より身軽になり、気持ちを楽にして、心がいつも愛で満たさ

れている状態になることを心掛けられた方がよいでしょう。 

そうすることで本来の自分の姿となり、宇宙エネルギーとマッチした現実を自分自身

が選べるようになっていきます。 

 

〇質問者 

今、私は都会に住んでいるために四角い直線的な建物が多く、その建物に違和感を

感じて目がチカチカします。 

５次元意識の世界になると自然をモチーフにした建物や柔らかい建物が増えてくる

のではないかと楽しみなのですが、これから地球が新しい素敵な地球になったとき

に建物の形や私たちが今住んでいる都市は一体どうなるのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

皆さまは、これから五感がどんどん鋭くなっていきますので、エネルギーを敏感に感

じられるようになります。 

そうなりますと今までの建物の作り方や材料などにも違和感を持つようになってき

ます。 

そして、自分の体が心地よいと感じられる建物の形や素材に変化していきます。 

元々あった建物は、自分の体に合った壁紙を使ったり内装を変化させたりして、自分

たちの感性に合ったものに変えられていくことでしょう。 
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そして今までに作られた建物は老朽化とともに壊され、これからは徐々に環境と人

間の体に合った建物が作られていくことでしょう。 

 

〇TAKESHI 

例えばこの地球にはたくさんの人が住んでいますが、地球の人口の数だけパラレル

地球が存在するということになるでしょうか。 

そして全てのパラレル地球に、私が存在しているのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

この宇宙は無限の広さを持っていますので、地球の人口よりもさらに多い地球がそ

こに存在することになるかもしれません。 

宇宙は無限大の大きさを持ちますので、どれほど大きくなったとしても何の問題も

ありません。 

そして、その全ての地球に TAKESHI さんが存在しているかというと、そうではあり

ません。 

あなたと波長の近い地球にしかあなたは存在していません。 

既に６６億個の地球があったとして、確かにその人たちの地球に日本という国がある

かもしれませんが TAKESHI さんと波長の違う地球には、すでにあなたは存在して

いません。 

あなたが存在できるのは、あなたの波長と近い地球、そしてあなたが少しばかり異な

る波長を持った自分になる可能性があるという地球だけです。 

あなたが「成り得ない」と判断されるような自分に、あなたは成ることはできません。 

そのようなあなたは、あなた自身に統合されていきます。 

あなたがいなくなった地球は、あなたの認識からは消えて無くなります。 

 

〇TAKESHI 

例えば、アメリカに住んでいる誰かが創った地球の中には日本も存在していると思い

ますが、その日本の中に私は存在していないということになるのですね。 

 



94 

 

〇ラナさん 

今までの地球では、そのような人の地球にも TAKESHI さんは存在していましたが、

これからはあなたの波長と大きく異なる地球にはあなたが存在する必要が無くなり

ますので、そのような地球ではあなたの存在は薄らいでいくように思われます。 

あくまで今の自分自身から見て、移り変わる可能性がある自分のみが存在すること

ができるのです。 

全くかけ離れた自分には移り変わる必要がなくなるので、そのような世界の自分は、

その世界から消滅するような形であなたに統合されていきます。 

 

〇TAKESHI 

例えば、私が主催するグループに参加している３人の女性が、今、ラナさんと話をし

ていますが、この女性たちは私と波長が近い所にいる人たちですので、彼女たちの

世界にも私という者が存在しているということになると思いますが、この３人の女性

たちの世界に存在している私は全く同一のものでしょうか。 

それとも、ひとりひとりの女性の中に存在している私というものは別の存在なのでし

ょうか。 

 

〇ラナさん 

それぞれの世界における TAKESHIさんは、少しずつ異なります。 

TAKESHIさんが感じている TAKESHIさんと Yさんが感じている TAKESHIさ

ん、Fさんが感じている TAKESHIさんは少しずつ異なる存在です。 

それは この３人の女性が考える TAKESHI さんは、実際の TAKESHI さんとは少

しずつ異なるからです。 

もしこの女性の中のひとりが TAKESHI さんと全く同じ思考を持ち、同じ遺伝子を

持つとするならば、TAKESHI さんが考えている TAKESHI さんとこの女性の人が

考えている TAKESHIさんは同一の人物である可能性もあります。 

しかしながら現実的にはそのようなことは起こりませんので、それぞれの TAKESHI

さんは別人となります。 
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〇TAKESHI 

例えば、その中のひとりの女性が、私に自分の世界から出て行って欲しいと願えば、

私は彼女の世界から消えていくということになるのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

その人が「TAKESHIさんと関わりたくない」と願えばそれも現実となります。 

それは、たとえ家族であったとしても同じようなことが起こると思われます。 

 

〇TAKESHI 

それは家族であれば、離婚したり別居したりというような形で起こりますか。 

あるいは交通事故や病気などで誰かが死んでしまう、というような形で分離が起こり

ますか。 

 

〇ラナさん 

必要であればそのようなことも起こるでしょう。 

ただアセンションというのは、今すぐ手のひらを返すように起こるのではなく徐々に

起こっていきます。 

一瞬で起こることではございません。 

人によっては一瞬で起こる場合もございますが、そこまで多くはありません。 

多くの人たちがゆっくりと徐々に移動されていきます。 

そのために一瞬にして家族が別れ離れになるということはありません。 

この地球で起きているいくつものパラレル地球が存在する現象というのは、決して地

球だけの現象ではありません。 

他の星でも同じようなことが起きています。 

皆さまが肉体を脱ぎ捨てて、別の星に行ったとしても、その星にもたくさんの平行世

界が存在しているということになります。 
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PART1 ８月８日以降の地球の状況とアセンションす

る方法 

 

 

それでは私の視点から、今皆さまがいらっしゃる地球がどのような状態になっている

かお話ししたいと思います。 

地球は２０２１年８月８日のライオンズゲートを通過したことにより、さらに高次元の

光が降り注がれ、地球の周波数は今まで以上に上がっております。 

地球の周波数が上がると、今までは心の中に押し留めておくことができた言葉でも

我慢ができなくなり思わず発してしまったり、自分の中で抑えていた気持ちも我慢で

きずに心のままに行動してしまったり、というようなことが起きているのではないか

と思います。 

また８月８日以前はとてもスムーズに軽やかに物事を進めていたけれど、８月８日を

過ぎたあたりから急にペースダウンをして、体が重たくなったり、眠気が止まらなく

なったり、また不運が続いたりして、うまくいかないことが多くなってしまい、気持ち

がとてもネガティブな状態になっている人もいらっしゃるかと思います。 

これは、地球に高次の光が降り注いだことにより、自分自身の心の奥底にある「もう

手放した方がよいエネルギー」が浮かび上がり具現化しただけのことなのです。 

例えネガティブなことが続いてしまったとしても、また感情的に落ち込んで元気にな

れない状態になってしまっても、それは自分の心の奥底や体の奥底にあった手放した

方がよいエネルギーが浮かんでそれを消化しているだけなのです。 

どうかお気になさらないでください。 

眠たい時は決して怠けていると思われるのではなく、その言葉を聞き入れて横にな

られゆっくり過ごされてください。 

皆さまは３次元という世界で、あらゆる制限、あらゆる困難を、今世だけではなくい

くつもの人生で姿形を変え、輪廻転生を繰り返し、長い間経験されてきました。 

３次元での輪廻転生で作ってきた魂の傷や苦しみ、悲しみが、今までは魂に蓄積され
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ていたのですが、それらのものが今浮かび上がってきているのです。 

ネガティブな状況が続いてしまったことによって「私はディセンションに向かっている

のではないか」と思われる人もいらっしゃるように感じるのですが、決してそのよう

なことはありませんのでご安心ください。 

これは、魂が長年溜め込んだ悲しみや苦しみ怒り、そのような「頑張ってきた証し」が

浮かび上がってきているだけなのです。 

現在「魂の癒やし」が起こっていると捉えられてください。 

今は、高次の光によって魂が深い部分まで癒やされ休んでいる最中なのです。 

その際あらゆる感情が浮かび上がってきますが不安になられたりしないでください。 

この癒やしが終わりましたら、皆さまは驚くほど軽やかになられ、そして光を感じて

まるで新しい自分に生まれ変わったかのごとくなれるかと思われます。 

もうすぐです。 

もうすぐ、本当に実現していきます。 

今、そのように皆さまは変化の時にいらっしゃられますので、あらゆることが起こっ

てきます。 

ひとりでは潰れてしまいそうになり、耐えられないようになったら周りの人たちに頼

られてください。 

皆さまは、誰もが愛の存在です。 

あなたのために心から祈ってくださることでしょう。 

共に５次元の世界の意識に向かう人たちであれば、誰かの苦しみ、誰かの悩みであっ

ても自分の苦しみ、自分の悩みであるかのごとく捉えることができます。 

そのために、あなたに対しても心から愛ある祈りができるのです。 

そして共に助け合い５次元の世界の意識に変わっていくのです。 

今、地球全体で起こっているいまだかつて起こったことがないこの問題も、皆さまの

愛が試されているときなのです。 

本当に大切なことは何か。 

本当の自分とは何なのか。 

どのような世界に生きていきたいのか。 

それらのことを全てはっきりさせるために起こっていることなのです。 
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いわばツール（道具）なのです。 

今の状況は本当の自分自身に戻るためのツールなのです。 

過度に恐れる必要もございません。 

「私はこんな世界でこのような生き方をしたい」と迷うことなく思えるようになります。 

そのような思いが定まりましたらちゅうちょすることなく、そのような自分で生きる

ためには何が必要か、そのような自分になるために何が必要かという情報をシンク

ロで受け取られてくると思います。 

「必ずそのような情報を受け取る」と強く宣言されてください。 

必ず宇宙からやってきます。 

頭でこれをやった方が良いのではないか、あれをする必要があるのではないか、いろ

いろな思考を繰り広げる時代は終わりました。 

皆さまの脳は、あくまでも宇宙からの情報を受信する精密で優秀な受信機なのです。 

決して記憶を留めるためだけの記憶機能を果たしているわけではないのです。 

とても精密に作られた受信機なのです。 

自分にとって必要なあらゆる情報を受け取るためだけのものなのです。 

皆さまのたくさんの記憶はどこに記録されているかといいますと、この宇宙には皆

さまの記憶が事細かく保存されている保管庫がございます。 

その記憶の保管庫の中に皆さまの記憶は保管され、そして皆さまはそれを瞬時に受

け取ることができるのです。 

皆さまは必要な時にその場所にアクセスし、自由にその記憶を取り出しているだけな

のです。 

そして今の時代は、思考の現実化が大変早くなっております。 

ネガティブなことを考えるとネガティブな現実が皆さまの前に現れます。 

またポジティブなことを考えた場合、ポジティブなことが現実になるようになってお

ります。 

その現実化が早いということをうまく活用され、より自分自身が理想とする生き方や

世界、あるいはなりたい自分になられてみてください。 

思考の現実化をうまく活用すると、想像をはるかに超えた本当の自分自身になるこ

とができるでしょう。 
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頭の中で「このような自分になりたい」「このような世界で暮らしたい」というイメージ

を繰り広げ、実際にその世界に生きている感覚を味わってください。 

どのような気持ちか、どのような感じか、その世界でどのように生きているのか、十

分に想像し、その感覚を味わわれてください。 

とてもゆったりと気持ちがよく、そして何て幸せなのだろうという世界を感じられて

ください。 

頭の中でただ映像を見るような形でイメージするだけで現実化いたします。 

そして早く現実化させるためには、そこに御自分の感覚を乗せることが大切です。 

それを味わっている感覚が宇宙に届き、その現実を宇宙が皆さまに届けてくださる

のです。 

「その場所にいて幸せだな！」 

「とても充実しているな！」 

「とても楽しいな！」 

という気持ちを宇宙に届けてください。 

そうすれば必ずイメージしたことは現実になります。 

また自分がイメージしたこと、感じられた体感を現実になると信じることも大事です。 

自分の理想の世界を味わったけれど「どうせ理想だからかなわない、夢のことだから

すぐには実現しない」と思ってしまうと「どうせ夢のことだ」という感情が宇宙に届け

られ、宇宙は「その夢がかなわない」という現実を皆さまに届けてしまいます。 

「必ず現実になる」と信頼されてみてください。 

そのうえで、実際にそのような世界にいるとどのような気持ちか、どのような雰囲気

なのかということをイメージの中でしっかりと味わい、その感覚が宇宙に届けられる

ことで現実になっていきます。 

「思考が現実化する」ということを実際に体験していくうちに、自分の自信にも繋がっ

ていくのです。 

そして、だんだんと自分自身がやりたいことを理解し、魂の使命に気付き、本当にい

るべき場所に導かれていくのです。 

「思考を現実化し、願いをかなえていく」ということは「自分の心を満たす」ということ

でもあります。 
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その願いが、愛に基づいたものであれば、魂は反発することはございませんので現実

化していくことでしょう。 

自分が願ったことでも愛と反発してしまうことであれば、魂自体が違和感を持ちます

ので現実化しないのですが、現実化しないことも魂レベルで理解しているのです。 

そして「どのような願いが一番自分自身に合っているのか、自分自身に必要なのか」

ということが、これからは感覚で分かるようになってきます。 

そうなると、皆さまは自分に必要な願いやかなう必要があることを願うようになり、

頭でもイメージするようになるのです 

これからは皆さまのハイヤーセルフから自動的に情報がやってくるでしょう。 

思考の現実化もうまく活用され、どんどんと軽やかになり、本当の自分になっていっ

てください。 

そしているうちに５次元の意識に変わっていくでしょう。 
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PART2 ４番目の扉と自分の使命 

 

 

〇TAKESHI 

８月８日は３次元の意識から５次元意識に向かう３番目の扉が開いたと聞いておりま

す。 

４番目の扉は９月の中旬以降に開く予定となっているようですが、この４番目の扉が

開くと私たちの精神状態や社会の状況はどのように変わっていく可能性があります

でしょうか。 

 

〇ラナさん 

この４番目の扉が開くことで、より本当の自分自身に皆さまが気付いていきます。 

今まで皆さまが暮らしていた３次元という世界は、自分を出すことなく自分を押し殺

して、他の人たちと足並みを揃えて生きていた世界でした。 

あなたが本当に言いたいことや思っていることがあっても、その言葉を伝えることな

く飲み込み、みんなにとって差し支えのないことを言い、あたかも自分がそのように

思っているかのごとく行動していたかと思われます。 

中には言葉と心の思いが正反対の人もいたでしょう。 

ただ、すでに５次元意識に向かうための３番目のゲートが開き、５次元意識にさらに

近づいてきたことで、心と言葉がバラバラであることが難しくなってきています。 

心で思っていることをつい言ってしまったり、自分が良いと思って行動していること

が、他の皆さまにとって違和感のある行動であったりするようなことが、これからも

増えてくるかと思います。 

それは、あなたの心の思いと行動を一致させるためだったのです。 

高次の光は、皆さまを本来の自分に戻し、そして心の思いのままに行動することがで

きるように致します。 

自分の心が愛で満たされ傷がない状態、愛があふれ健やかな状態でいますと、心の

中を他の人が見たとしても全く違和感のないとてもクリアな状態になっているので
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差し支えないと思われますが、心と行動、心と言葉が一致していないとさらに苦しい

思いをすることになるでしょう。 

５次元意識に変わっていく人たちは、心と言葉そして行動が一致するような出来事が

起こりますし、傷ついていた心も癒やされますので、心も軽やかになり、心のままに

行動したり、言葉を発したりすることができるようになるのです。 

そのようになれられた人は、心の底から人々やたくさんの生命を愛せるようになって

いくでしょう。 

そして皆さまが５次元意識に変わる最後の扉を開いたとき、完全に心がオープンにな

り愛であふれた皆さまになっておられます。 

その頃には、愛に基づかないことがしだいに無くなっていき、社会のシステムも含め、

全てのことにおいて愛に基づいた仕組みが考え出されるようになっていきます。 

また真実も様々なことが明るみに出てきますので、皆さまはあらゆる場面で嘘がつ

けなくなりますし、また嘘をつく必要もなくなるのです。 

真実のみが存在する世界になっていきます。 

 

〇TAKESHI 

これから私たちが住む環境も自分たちの気持ちに基づいて移り変わっていくのでし

ょうか。 

 

〇ラナさん 

「自分は行くつもりがなかったのに、なぜかその場所に行く方向に動かされ、全く知

らない土地だけれども移り住むことになった」そのような場合は魂の使命が発動し、

使命に基づいてその場所に呼ばれたと思われてもよいかもしれません。 

これから多くの人たちが「この地球に来たのは本来何をするためだったのか、何をし

ようと思っていたのか」ということを魂レベルで思い出し、その役目に気付かれるこ

とでしょう。 

はじめは理解できないことであったとしても行っていくうちに「これは確かに私にし

かできないことだった」と深い部分で納得いたします。 

今地球にいらっしゃる皆さまひとりひとりが、この地球に来られる前にあらゆる思い
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を抱き、そして役目を担いこの地球にやってきました。 

しかし、この地球にやってきたことで、地球以外で暮らしていた時の記憶を全て失い

忘れてしまったのです。 

「何をしに地球にやってきたか」ということを、輪廻転生を繰り返すうちに忘れてしま

っただけなのです。 

そして地球がアセンションしていくこのときこそ、皆さまは自分の使命や地球に来た

目的を思い出すという作業を行っているのです。 

そしてアセンション後の地球では、はっきりと自分自身がどのような思いでこの地球

にやってきたのか、どのようなことをこの地球でしようとしていたのか思い出される

ことでしょう。 

本当の自分自身に皆さまは帰っていきます。 

そしてそれが５次元という世界なのです。 
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PART3 輪廻転生やカルマについて 

 

 

〇TAKESHI 

３次元特有の輪廻転生やカルマというものは５次元世界にも存在しますか。 

 

〇ラナさん 

存在いたしません。 

なぜなら、皆さまは愛に基づいて行動しますので、他の人に迷惑をかけるということ

がほとんどなくなるからです。 

例えば、ある人が誰かに迷惑をかけてしまったとしたら瞬時に気付き、それを修復す

る行動をとることができます。 

それでは、皆さまに３次元特有の輪廻転生やカルマの仕組みについてお話しましょう。 

３次元という世界は皆さまも十分に体験したように、目に見えないものは見ることが

できず感じることもできない世界でした。 

また、愛も感じることができない世界でした。 

常に「相手はどのようなことを考えているのだろうか」「どうしたら喜んで頂けるのだ

ろうか」と頭で考えて皆さまは行動されていたかと思います。 

３次元世界では、それぞれの人たちやそれぞれの生命体が分断されていました。 

エネルギーの交流は常に行われているのですが、それを感じない、見えないとされる

ことで、皆さまは目隠しをされ、耳も塞がれたような状態となり、全ての感覚を閉ざ

されて手探りで生きてきたのです。 

そのために「見えない、聞こえない」という状態で壁にぶつかるがごとく、皆さまは失

敗をしてしまい、どなたかを傷つけてきたのです。 

また、他人を傷つけているということも理解できないまま傷つけてきたのです。 

そして自分の肉体を失い、全ての目隠しが取られた状態になって初めて「自分は皆さ

まに大変な迷惑をかけてしまった」と気付かれるのです。 

皆さまはその失敗を補おうと思って新しく生まれ変わりますが、またその世界でも目
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も見えず耳も聞こえず、手探りのような状態で生きていきますので、失敗を同じよう

に繰り返してしまいます。 

それが輪廻転生及びカルマの仕組みです。 

５次元の世界は目隠しもなく耳栓もありませんので、目も見える、耳も聞こえるとい

う状態です。 

そのような状態ですと、愛も強く感じられます。 

そして、他の人の心も感じられますので間違いを起こすことがないのです。 

そのような世界を生きていきますと、テレパシーを皆さまが使用できるようになりま

すので、人々の気持ちを瞬時に理解することができるようになり、必要なことを行う

ことができるようになります。 

また人間だけでなく、動物たちが何を言っているのかも理解し、動物たちに必要なこ

とをサポートしたり、与えたりすることができるようになります。 

同じように植物たちが望んでいることを行ってあげるなど、あらゆることができるよ

うになってくるのです。 

そして、あらゆる存在たちと協力してより良い世界を作り上げることができるように

なりますので、皆さまが生きている世界はさらにアセンションして上昇していくので

す。 

３次元世界では、自分が行っていることや他人に対して行っていることが目に見えな

かったために、輪廻転生という仕組みが生まれてその仕組みの中で過ごしてきたの

です。 

心の声も聞こえず、愛も感じにくかったために、皆さまはお互いに迷惑を掛け合うと

いう生き方をされてきたのです。 

そして、その迷惑をかけてしまったことを償うために、さらに生まれ変わり、またより

心を豊かにするために一生を過ごされたりしてきたのです。 

 

〇TAKESHI 

この輪廻転生は仏教的な考え方でありますが、それを生み出した仏陀そのものは輪

廻転生をどのように考えられていたのでしょうか。 
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〇ラナさん 

仏陀が、生まれながらにして貧富の差があったり、生き方の差があることに疑問を持

たれ、どうしてこのようなことが起こっているのか、ということを実際に思考したり旅

をしたりしながら考えているうちに行き着いた考え方が輪廻転生なのです。 

例えば、同じ赤ちゃんであっても、とても食べ物が少なく、水も汚い場所に生まれた

赤ちゃんもいれば、とても豪華で広い部屋に住み、いつも新しいお洋服に身を包まれ

て清潔な生活を送り、食べ物も豊富で、病気の心配もない生活を送っている赤ちゃん

もいます。 

仏陀は、同じ赤ちゃんなのに、どうしてこのような差があるのだろうかと考えたので

す。 

そして、あらゆる人を見ていくうちに気付いたのです。 

もちろんハイヤーセルフからもメッセージを受け取られ、気付かれたということもあ

るのですが、輪廻転生というものがあることを理解されたのです。 

 

〇TAKESHI 

人々の中には、輪廻転生という考え方に縛られてしまって、自分の人生がうまくいか

なければ「輪廻転生のせいだ」というふうに考えてしまう傾向もあるのですが、それは

輪廻転生をしっかりと理解していないから起きたことでしょうか。 

 

〇ラナさん 

輪廻転生をネガティブに捉えてしまったために、そのような考え方になるのです。 

輪廻転生は、全く別の自分自身になることで、新たなことに挑戦し、新たな気付きを

得ようという仕組みでもあります。 

もちろん過去から引き継いだものもございます。 

過去から引き継いだものを解消すれば、全く新しい、何も決められていない人生を送

ることができるのです。 

そのようなために輪廻転生という仕組みがあるのも真実です。 
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PART4 アカシックレコード＆宇宙船の認証コード 

 

 

〇TAKESHI 

アセンションする時期になるとアカシックレコードが書き換えられたり、無効になった

りすると言われていますが、このアカシックレコードの仕組みを教えて頂けますか。 

 

〇ラナさん 

アカシックレコードはあくまで記録を綴るものでしかありません。 

皆さまが、地球人として存在し始めた時からの記録を事細かく記されたものなので

す。 

アカシックレコードは、皆さまがこのような生き方をしたいという希望にもとづいて

記されております。 

それが未来の予定として記されているものです。 

ただ実際に生きてみたら、予定というものは変わるものです。 

そのために「書き換え」というものを皆さま自身が行っているのです。 

先ほど私が言った記憶の保管庫が、皆さまの言葉に直すとアカシックレコードになり

ます。 

アカシックレコードには、皆さまの未来が書かれていますが、その未来というのは「今

の皆さまがこのままの人生を歩むとこのような未来になっているでしょう」という予

定が書き込まれております。 

 

〇TAKESHI 

それでは、これから私たちがアセンションしたりパラレルシフトしたりすると、その未

来というものは大きく変わる可能性もあるということですね。 

 

〇ラナさん 

もちろんです。 
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アカシックレコードにおいては、特に未来の予定は自由に書き換えることが可能です

し、ほとんどが書き換えられております。 

 

〇TAKESHI 

ひとりのキーポイントとなるような人と出会い、自分の人生が変わるというようなこ

とでもアカシックレコードの内容が大きく変わることがありますか。 

その人と出会って「自分の人生が１８０度変わった」という人がいますが、そのような

人との出会いによって自分の未来が変わる、あるいはその人と出会うという予定の

上で未来が作られている、どちらなのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

皆さまの人生に大きな影響を与える人のことですが、出会う人によって違います。 

例えば、皆さま自身の「ＤＮＡ」を共に残すことに協力していただくパートナーとの出

会いや出会う時期は、皆さまが生まれてくる前に、お互いが魂だけの存在の時に話し

合いが行われます。 

そして、そこで決められたことはアカシックレコードに記録されておりますので、物理

次元に転生する時に定められた場所に転生してきます。 

その人と出会う時期というのは、多くの場合、多少早かったり遅かったりすることが

あるかもしれませんが、大幅な修正というものはございません。 

ただ、それ以外の場合、ある人と出会い、ある人から言葉をかけていただいた後、自

分が大きく変わるというような出会いは、その人との出会いが早まったり遅くなった

り、または出会わないという選択をすることもございます。 

ただし、皆さまの生命や自分の遺伝子に関わる大きなきっかけとなるような場合は、

事前に決められ、アカシックレコードにも記されておりますので、出会う時期も大幅に

変更するということはあまりございません。 

 

〇TAKESHI 

５次元意識になると自分の未来を自分で創造することができるようになると思いま

すが、アカシックレコードの内容を自分で自由に創造することもできるようになりま
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すか。 

 

〇ラナさん 

５次元以上の意識になりますと、多くの人がこれからどのような自分になるか、とい

うことも大まかに分かるようになります。 

そして次に転生される時は、過去世の記憶を持ったまま転生されるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

５次元意識になった後は、自分が生まれ変わるときに、地球以外の他の星に行くこと

を自由に選べるようになるのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

もちろんです。 

多くの人たちが地球での輪廻転生を今世で終えて、別の星に生まれ変わろうと思わ

れていらっしゃいます。 

また、別の星に住まわれている多くの人たちが、今度は地球に生まれ変わろうと思っ

ていらっしゃいます。 

これから地球という星は、とても多種多様な星になっていきます。 

地球以外の星の人たちがたくさん移り住み、別の星の人たちと共存していくことにな

るのです。 

とてもユニークな星になっていくことでしょう。 

もちろん違う星の方と自分の子孫を残すことも可能になってきます。 

 

〇TAKESHI 

天の川銀河の中には、いくつもの星の種族の人たちが自由に行き来して共同で文明

を作っている星もあるのですか。 

それらの星ではどのようなことが起きているか教えて頂けますか。 

 

〇ラナさん 
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はい、たくさんございます。 

この地球と同じようなことが起こっている星もありますが、地球の言葉で表現できな

いような全く想像もつかない暮らし方をされている星もございます。 

また、そのような星々のこともこれから皆さまは知ることができ、また実際に目で見

ることができるようになってくるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

宇宙船に乗るための認証コードのことを教えてください。 

手の甲や足のところに腫れものができると、それが宇宙船の認証コードであるという

ことを私たちは最近聞いたのですが、そのことについて詳しく教えて頂けませんか。 

 

〇ラナさん 

例えば、体のどこか、特に手の甲や足の甲などに、皆さまが宇宙船に乗るときに、皆

さまを識別するＩＤチップのような認証コードが埋め込まれることがあります。 

突然、手の甲や足の甲にそのようなものができ、特に痛みはないにしても違和感があ

ることで「何か病気ではないか、腫瘍が出来たのではないか」と思われる人がいらっ

しゃいます。 

もちろん、全てのしこりについて宇宙船に乗るためのＩＤチップが入っているためと

は限りません。 

中には本当に病的なしこりがある場合もございます。 

ただ、病的なしこりの場合は手が絶えず痺れて不具合があるかと思いますので、そこ

で判断されたらよいかと思います。 

突然柔らかいしこりのようなものが浮かび上がってきた場合、まず痛みがあるかな

いかを確認してください。 

そして今までなかった手の痺れや足の痺れが出ていないかどうかも確認してくださ

い。 

そして触ってみて痛みを感じない、ただぷよぷよしている物が浮かび上がっていると

いう感触だけがある場合は、やはりＩＤチップ、 ＩＤコードの可能性がございますので、

このまま様子を見られてください。 
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ＩＤチップの場合はとても神経と密着し、皆さまの体に馴染んでしまっているので、そ

れを取ろうとして手術をしたことで神経を傷つけてしまう可能性もありますので、無

理に取られないことをお勧めいたします。 

痛みがなければそのまま観察されてみてください。 

その人が宇宙船に乗る可能性がある場合は、このＩＤチップに宇宙連合の特殊なグル

ープの人が本人であることがはっきりと分るような情報を入れており、それを宇宙船

の入り口にかざすと宇宙船の入り口が開く、というようなシステムになっております。 

このＩＤチップはその人の情報をしっかりと認識するためのものであって、皆さまから

何か特別な情報を抜き取るためにあるのではありません。 

ただ、他の者が皆さまに偽装して宇宙船に乗らないように、皆さま自身をはっきりと

認識できるようなＩＤチップやＩＤコードが埋め込まれているのです。 

特に皆さまのようなファースト・コンタクトを予定されている人たち、宇宙船に乗る可

能性がある人たち、あるいは地球人と宇宙人の橋渡しをする人たちには、このような

ＩＤチップが存在している可能性があります。 
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PART1 第４のゲート後の生き方について 

 

 

はじめに皆さまもご存じのとおり、２０２１年９月２３日に第４のゲートが開きました。 

そして新たなエネルギーが地球に流れ込み、５次元の意識へ移り変わっていく人たち

は、５次元世界の集合意識につながっていきましたので、今皆さまの意識は５次元と

つながっている状態です。 

これから徐々に、皆さまの肉体の意識も５次元の世界へ入っていきます。 

その間に、皆さま自身がどのような世界をイメージし、その世界を歩んでいきたいの

か、はっきりとさせる必要がございます。 

また第４のゲートをくぐられた人は、自分の心に正直に生きていくことになります。 

今までの３次元の世界は、自分の心に従うことなく、自分の心に目を背けて生きるこ

とができました。 

自分の心よりも、３次元世界を生きる人々の集合意識に気持ちを合わせて、皆さまが

同じ方向を向き、同じ目標を立てて進んできたという世界であったからです。 

自分自身の心が「こうしたい」と言ったとしても、その気持ちに背き進むことができた

のです。 

このような状態から、２０２１年に入って５次元意識へと変わるための第１のゲート、第

２のゲート、第３のゲートが開きました。 

各ゲートをくぐることによって、自分の心に正直に生きなければ息苦しさを感じるよ

うになってきたのです。 

今回の第４のゲートをくぐった後は、さらに自分自身を大切にし、自分の心を優先し

なければ、さらに息苦しさを感じざるを得なくなってくるでしょう。 

自分がどの方向を向き、どの世界へと向かうべきかをしっかりと指し示してくれる正

確なコンパスを皆さま自身が持つことによって、皆さまの心が正しいと感じている方

向に進んでいきます。 

これから自分の気持ちをしっかりと定めた人は、自分自身が本当に進むべき道を歩

むことができるのです。 
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しっかりと自分軸を持って第４のゲートをくぐった今、自分を大切にして、自分の心が

進みたいと思う方向に進むことで、今まで見たこともない理想とする世界に進むこと

ができるのです。 

もう自分を偽ることはできなくなりました。 

自分に正直に生きること、心を大切にすること、そして自分自身を主人公として歩む

日々が来たのです。 

３次元という世界では、自分自身を主役とせず脇役として生きることができました。 

この第４のゲートをくぐった後では、自分は決して脇役になることはできません。 

自分の世界は、自分で全てを決めていく必要があるのです。 

自分に責任を持ち、あらゆることをしっかりと吟味し、確実に進んでいく日々となっ

ていくでしょう。 

そして５次元意識に到達した人たちは、自分を尊重し大切にして、誰に依存すること

もなく、全てのことを自分自身で決められる人たちです。 

つまり、自分に対して責任を持って生きることができる人たちです。 

そのような状態が「自分軸が立つ」ということなのです。 

しっかりと自分を大切にできる人たちが集まり、そしてお互いを尊重し合いながら何

事も決めていく世界となります。 

人任せにすることはなく、全てのことをお互いに協力して、しっかりと作っていく世界

になっていくのです。 

第４のゲートをくぐられた皆さまは、もうそのような状態が始まっております。 

現在、あらゆる情報が飛び交っているかと思います。 

それらの情報を全て鵜呑みにする必要はありません。 

自分にとって、とても有益で素晴らしいと思われるような意見であっても、その意見

を１００％信じるのではなく、あくまでもひとつの情報として受け取ってください。 

そしてあらゆる情報を手にして、それぞれの情報をもとに自分がどう進んでいくべき

か、責任を持って決断して生きていくのです。 

５次元という世界は、そのような世界なのです。 

この４番目のゲートをくぐられた人たちは、宇宙にとっては、いわば成人式を迎えら

れた人たちとなります。 
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精神的にも無事成人を迎えられた皆さまは、あらゆることを人任せにすることなく、

大人として責任を持って自分の人生を生きることができるのです。 

大人という存在はそのような存在です。 

もう子供ではありませんので、高次的存在とも対等に接し、彼らの意見も全て鵜呑み

にするのではなく、あくまでもひとつの情報として捉えしっかりと吟味し自分の人生

に生かしていくのです。 

この第４のゲートをくぐるという意味は、今までの皆さまはあらゆることを他人から

準備していただき、その準備していただいたものを全て受け取る人生を送られてき

たのですが、これからは与えられたものを自分で選択し、自分で人生を組立て、皆さ

まが歩みたい道を自分で選ぶ時が来たということなのです。 

宇宙においては、成人を迎えられた皆さまは、これからはしっかりと自分に自信を持

ち、そして自分を愛し、自分軸を立てて生きていくこととなるのです。 

私の方から簡単に第４のゲートをくぐった後はどのような世界になるのかということ

を御説明いたしました。 
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PART2 第５の扉と結婚制度 

 

 

〇TAKESHI 

ただいまラナさんから第４の扉のことについて詳しい話を伺うことができました。 

では次に第５の扉は、今度はいつ一体どのような目的で開かれるのかということに

ついてお聞かせ願います。 

 

〇ラナさん 

アセンションに向けて最後の扉である第５の扉が開かれる時期は、２０２１年の冬あた

りかと思われます。 

今皆さまは扉が開くたびに順調に進まれておりますので、次の第５のゲートも無事に

くぐれるのではないかと見ております。 

また扉をくぐったから良い、扉をくぐらなかったから悪い、ということもありませんの

で御安心ください。 

いつ扉をくぐりたいのか、皆さまに選択権がございます。 

好きなときに自由にくぐられればよいのです。 

最後の扉である第５のゲートが開きますと、もうその扉の前まで来られている人たち

は、既に５次元意識を体感していることでしょう。 

第４のゲートをくぐられた後、自分が進みたい道に進むためのシンクロが次々と起こ

り、そして世界がどんどん変わっていきますので、今までかなえることができなかっ

たこともかなえることができ、理想の自分になっていくことになります。 

そして本当の自分の姿になられ、第５のゲートが開いたときは、もう５次元の世界を

感じており、５次元の世界に意識で入ることを自分自身もしっかりと理解している状

態になっていることでしょう。 

 

〇TAKESHI 

第４のゲートをくぐることによって私たちの意識は５次元世界に入っていく、という
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ことを先ほどラナさんから教えていただきましたが、第５の扉をくぐることによって、

私たちは３次元世界と切り離されていくのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、そうです。 

ただ、この第５のゲートを自分でくぐり抜けられますと、もう２度と３次元の世界に戻

ることはできません。 

もしかしたら多くの人が第４のゲートをくぐった後に、もう少しの間、３次元の世界を

可能な限り体験しようと思われるかもしれません。 

完全に３次元の世界を体験することはできないのですが、３次元の雰囲気を味わうこ

とはまだ第４のゲートをくぐった後もできます。 

５次元の意識に移り変わる最後の扉である第５のゲートをくぐってしまうと、３次元

の雰囲気を味わうことができませんので、３次元世界を最後に味わうために、少しこ

こで足を止める選択をする人もいるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

３次元の世界を楽しむということは、例えば商業施設に遊びに行ったり、おいしいレ

ストランに行ったり、３次元世界を象徴するような娯楽などを楽しむということが３

次元世界を垣間見るということになりますか。 

 

〇ラナさん 

そのようなことも３次元を象徴するひとつでしょう。 

または人間関係でもあの人は好きだけれどこの人は嫌い、というような考え方も３次

元的な考え方となります。 

 

〇TAKESHI 

あるいは、この制限された世界や誰かによってコントロールされた世界に残る、とい

うことも３次元世界を垣間見るということになりますか。 
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〇ラナさん 

そのとおりです。 

もうひとつ３次元の世界を象徴していることは、皆さまにとって馴染み深い結婚制度

というものでしょう。 

結婚制度があることによって、皆さまは「個」として尊重されず、結婚という契約を交

わした者同士だと、お互いがまるでお互いの所有物であるかのような所有意識が生

まれております。 

皆さまは本来、誰に所有されることもなく自由です。 

「個」として尊重され、どんな選択をしたとしてもその人の自由なのですが、結婚とい

う制度を利用されている間は、自分が制限され、自分の考え方や行動までも全て制

限されてしまうでしょう。 

皆さまもこのことについては深く理解しているかと思います。 

結婚制度は３次元の象徴のひとつなのです。 

多くの人たちが、まだこの結婚生活制度を思う存分楽しまれたいと考えていらっしゃ

るようです。 

そのために第４のゲートをくぐられた人であっても、この制度を思う存分楽しもうと

思われる人も多くいるのではないかと見ております。 

もちろん、それもとても素晴らしい経験です。 

５次元世界にはない感覚ですので、結婚制度を味わうことは３次元の世界でしかでき

ません。 

 

〇TAKESHI 

結婚制度はとても重要で難しい問題でありますが、結婚して子供がいる場合には「親

が子供を育てなければならないという義務感」もある意味、結婚制度ということにな

りますか。 

 

〇ラナさん 

はい、そうです。 

結婚制度があることで、子供さえも親の所有物として見られてしまうのです。 
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このことも本来「魂」的には不自然なことなのですが、３次元を味わう世界ではとても

大切な経験となります。 

本来子供であっても「個」として存在している限り「個」として認められ、そして自由な

選択肢が与えられているのです。 

この結婚という制度に基づき生まれた子供たちは、遺伝子上の親の所有物のように

扱われ、全てを制限されます。 

この感覚も３次元でしか味わえないものです。 

 

〇TAKESHI 

５次元意識に変わると、結婚している人たち全てがすぐに離婚するということはない

と思うのですが、この結婚制度の中にありながらもお互いを認め合う、そして子供た

ちを認め合う、というような意識に変わることによって、この３次元世界が作った結

婚制度の呪縛というものから解き放たれていくことはできますか。 

 

〇ラナさん 

もちろんです。 

この結婚制度がなくなっていくためには、皆さま自身が、本来自分は自由で誰にも所

有されていない「個」として尊重され認められた存在であるということをしっかりと

認識することが必要です。 

現在は結婚制度を利用していたとしても、お互い所有されていないという意識が育

ち、相手を尊重し、自分も尊重され、また「個」としてお互い支え合い協力して世界を

作ろうという意識になられれば、自然と結婚制度というものは不要になっていきま

す。 

子供たちも遺伝子上の親である両親の所有物のように扱われるのではなく、ひとり

の人間、ひとりの存在として認められ大事にされますので、小さなコミュニティの中

で、仲間たちで子供たちを大事に育てていくこととなります。 

遺伝子上の親である両親が責任を持って子供たちを育てるということではなく、そ

のコミュニティの中で子供たちを大事に、そして自由に育てていくという形になって

いきます。 
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PART3 アセンション後の主流はコミュニティ 

 

 

〇TAKESHI 

そのようなコミュニティというものは、家族を超えたコミュニティになるかと思います

が、小さな共同生活体あるいは地域の村のような単位で私たちの生活というものが

行われていくということになるのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

まず自分軸がしっかりと立ち自立している人たちは周りの人たちを大切にします。 

自分に責任を持って愛に基づいて生きている人たちは、自分も大切にしますが、周り

の人たちも尊重し大事にすることができます。 

そのために困っている人がいたら、協力できることがあればちゅうちょすることなく

動き、お手伝いすることができるのです。 

皆さまがお互い必要なことを提供し合いますので、自然と子育てにおいても、生活に

おいても皆で力を合わせて行うようになるのです。 

つまり、支え合って生きていくことになります。 

 

〇TAKESHI 

この第５の扉が開くと、社会構造も変わっていくと思いますが、どのようなプロセス

で変化していくのか、教えていただきたいのですが。 

他の星のことを例に挙げて教えてください。 

 

〇ラナさん 

たくさんの星があるとするならば、その星ごとにたくさんのアセンションの形がござ

います。 

どれひとつとっても、全く同じアセンションは存在しません。 

皆さまの地球も、地球のオリジナルの方法でアセンションいたします。 



122 

 

私が今皆さまを通じて、この地球という星を見ていて思うことは、初めは小さなコミ

ュニティを気が合う者同士で作り上げ、皆さまが支え合いながら気兼ねなく暮らすこ

とから始めるでしょう。 

そしてそのような小さなコミュニティが日本各地にたくさん出来上がると小さなコミ

ュニティ同士が他のコミュニティと交流を始め、小さなコミュニティが合体し組み合わ

されていくことでしだいに大きなコミュニティになっていくでしょう。 

初めから大きなコミュニティを作るのではなく、気が合う者同士で作る小さなコミュ

ニティから始まり、その小さなコミュニティがお互いの愛に基づいて絆を深め、そして

コミュニティ内の人たち全員が家族のような意識体になっていきます。 

そしてそのような状態で他のコミュニティをサポートすることを始めるでしょう。 

そうすることによって、どんどん愛の輪が広がってそのうち日本全体が大きな家族と

なります。 

皆さまは、ひとつの愛の意識に繋がっていくことになります。 

 

〇TAKESHI 

そのときは、お金という貨幣制度も大きく変わると思います。 

小さなコミュニティの中では物々交換というか、お金のやり取りをしなくなると思い

ますが、コミュニティとコミュニティの間でも信頼関係が生まれれば、お金による交換

ではなく物々交換というか、人間の愛や労力をお互いが分かち合うという形になっ

ていきますでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、小さなコミュニティ内では、物を交換することは日常的に行われてきます。 

また自分ができることを提供することで、支え合うということもできるようになりま

す。 

例えばお皿洗いが得意な人は、お皿洗いが苦手な人のところに行ってお皿洗いをし

てあげるという形です。 

洗濯をしてあげたり、お掃除をしてあげたりということもあるでしょう。 

そのように物ではなく、できることを提供し合い、社会を支えていくことになってい
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くでしょう。 

そのような小さなコミュニティで循環が生まれた後、他の小さなコミュニティの中で

同じように困っている人がいれば、自分ができることを提供したり、あるいは物を差

し上げたりすることもあるでしょう。 

そして、どんどんと輪が広がっていくのです。 

同じように、皆がお金ではなく、自分ができることを無理が無い形で提供していくこ

とで、誰ひとり貧富の差や違いを感じることなく、平等に豊かさが分け与えられ、心

が満たされて大きな愛の意識になっていくでしょう。 

誰ひとり無駄ということがなく、人がいるからこそ社会が回っていくという世界にな

っていくでしょう。 

人や命こそが何よりも価値のある存在だ、と思う社会になっていくのです。 

 

〇TAKESHI 

私たちが５次元意識になったとしても、今の３次元の現実というものがすぐに変わる

わけではないと思うのですが、今の経済を支えている大きなデパートや大きな工場、

大きな企業というものはこれからどのように変化していきますか。 

 

〇ラナさん 

社会が求めることにそぐわなくなっていきますので段々と消滅していくでしょう。 

皆さまはより愛に対して敏感になりますので、料理にしても洋服にしても物にしても

全てに愛が込められているか、ということが基準になってきます。 

愛を込めて作ったもの、愛情をもとに生み出されたものしか皆さまは興味がわかな

くなっていくことでしょう。 

無機質な大量生産品に対して魅力を感じなくなってくるのです。 

 

〇TAKESHI 

ということは、大量に物品を販売するデパートがあっても、そのデパートを利用する

人たちがどんどん減っていき、これからの時代に合わせた販売の仕方に変わってい

くということになりますか。 
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〇ラナさん 

はい、フリーマーケットのような物々交換が各地で行われるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

飛行機や新幹線などのような交通機関も大きく変化しますでしょうか。 

 

〇ラナさん 

今すぐに変わることはありませんが、飛行機を運転することが好きな人が、自分が持

っている自家用ジェットを皆さまに自由に使っていただくような時代が来るかもしれ

ません。 

自分の得意なことを、皆さまに提供することで喜びを感じ、それが最も価値あるもの

だということになっていくでしょう。 

 

〇TAKESHI 

そうなると、コロナ禍の中で急速に拡大してきたインターネットショップやインターネ

ットを通して物を買い、それを配達してもらうというシステムも大きく変わり、自分が

知っている人たちが心を込めて作った物を自分のサービスの対価として受け取ると

いう形に変わっていきますか。 

 

〇ラナさん 

はい、そのようになっていくでしょう。 

誰が作ったのか分からない物に対して興味がなくなっていきます。 

なぜなら５次元意識になられた皆さまは、エネルギーを感じることができますので、

物に込められたエネルギーや愛情を感じることができます。 

愛が込められ大事に作られた物は、やはりエネルギーが違うと皆さまも分かり、その

ような物を使って健康を維持したいと思われるのです。 

愛が込められていない無機質な物は、健康面に良い影響は与えないと考えるように

なります。 
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PART4 パラレル世界と人間の魂 

 

 

〇TAKESHI 

３次元世界で生きている私たち人間の体、これはどのようなものから成り立ち、また

どのような仕組みになっているのか、そして私たちが魂やスピリットと呼んでいるも

のの本質は何なのか、分かりやすく教えてください。 

 

〇ラナさん 

まずは、皆さまが肉体と認識しているもの、そして見ている現実全ては、皆さまの魂

が作り出しております。 

魂がどのような自分自身を生み出し、どのような経験をしたいのか、全てを考えて皆

さまを創り出しているのです。 

そのような自分自身が無数に何百、何千と存在しており、それをパラレル世界（ワー

ルド）と呼びます。 

魂があらゆるパラレル世界の自分自身を作り出し管理しております。 

たくさんのパラレル世界の皆さまがいらっしゃるのですが、魂はただひとつです。 

ただひとつの魂からたくさんのバージョンの自分自身が作られ、それがパラレル世界

となって存在しているのです。 

そして各パラレル世界の自分自身に合わせたメインのスピリット及びサブスピリット

も生み出されております。 

皆さまは各パラレル世界の自分自身に合ったスピリットとサブスピリットを持ってい

るのです。 

皆さまはおひとりずつ全く異なったスピリットを持っていることになります。 

なぜなら、それぞれのパラレル世界の皆さまが、まったく別々の人生を生きるために、

別々のスピリットが必要なのです。 

全く同じスピリット、全く同じサブスピリットを持った自分自身が無数にいたとしたら、

全ての世界が同じような選択をし、同じような世界を作り出してしまいます。 
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もちろん、今の皆さまが現実として認識している肉体と実際に見ている世界に似通

ったパラレル世界では、皆さまは似たようなスピリットを持ち、似たような世界を作り

上げています。 

その内容が少しだけ違うということだけです。 

他のパラレル世界の皆さまとの意識が異なれば異なるほど、全く違う自分が存在す

るパラレル世界となります。 

なかには全く違う星に同じ時間軸で生きている皆さまもいらっしゃいます。 

皆さまが想像もできないことをしている自分自身もいるということなのです。 

 

〇TAKESHI 

例えば、私のパラレル世界が１００個あるとすれば、１００人の私は異なる魂を持って

いるのではなく、同じ魂から生み出されたということになるわけですね。 

それでは、１００人の私を取りまとめている魂の判断によって、特定のパラレル世界が

不要になったら、その世界は消滅することになるのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、魂がその世界が不要になったと思ったら、その世界を消滅させるための出来事

が起こってきます。 

その世界を完結させる必要があるからです。 

 

〇TAKESHI 

私は以前、自分の波動が変わって別の世界に入っていったときに、古い世界の自分

が病気で亡くなったり、事故で死んだイメージを何度か見たことがありますが、それ

ぞれの世界で私は病気になったり事故で死んでいくことで、そのパラレル世界が終了

するということになったのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

そのとおりです。 

自分の不要となったパラレル世界が終了した瞬間を感じられたのです。 
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〇TAKESHI 

それと同時に、私が新しい選択をすることによって、新しい可能性が広がり、それに

見合ったパラレルワールドが新しく生まれることもありますか。 

 

〇ラナさん 

はい、そうです。 

魂の選択によって、例えば Aから Zまでの平行世界があるとしましょう。 

A のパラレル世界に Z のパラレル世界を組み合わせてみたら、さらに貴重な経験を

することができると魂が判断したら A の世界と Z の世界がミックスされる可能性も

あります。 

 

〇TAKESHI 

魂というのは、それだけたくさんのパラレルワールドを作り出す必要があるのでしょ

うか。 

 

〇ラナさん 

ひとつひとつの人生においてより多くのことを体験し、そこから得られた知識によっ

て、自分の魂を成長させるためです。 

 

〇TAKESHI 

魂はどのようなものから生み出されましたか。 

 

〇ラナさん 

皆さまの魂は、皆さまの本体である大きな宇宙意識から生み出されました。 

宇宙意識は自分を成長させるためにあらゆる体験と知識を必要としているのです。 

大きな宇宙意識は自ら経験を得て、自らを成長させるために、魂を使って多くの人生

を生み出し、そのひとつひとつの人生から生み出された経験や知識を受け取ること

によって、大きな宇宙意識そのものが成長し続けるのです。 
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〇TAKESHI 

私たちは、私たちを生み出した魂と意識を同調させることによって、他のパラレルワ

ールドを見たり、他のパラレルワールドを体験したりすることもできますか。 

 

〇ラナさん 

もちろんできます。 

 

〇TAKESHI 

それでは、今私たちが行っているパラレルワールドを移り変わっていく「パラレルシフ

ト」について、魂との関係を踏まえて詳しく教えて頂けませんか。 

 

〇ラナさん 

魂はあらゆる世界の自分自身を持っていることで、皆さまはあらゆる世界の自分自

身とも繋がっている、ということにもなるのです。 

遠く離れたパラレル世界の自分自身とも繋がっているのです。 

そのために、皆さまは全く考えたこともないことが急に頭の中にひらめき実行すると

いうことも可能なのです。 

あらゆるバージョンの自分自身が存在するからこそ、あらゆるアイデアが生まれると

いうこともございます。 

そして魂が無数のパラレル世界の自分自身と繋がっていることで、魂を通じてパラレ

ルシフトを行うことが可能となっております。 

皆さまが頭の中で理想とする生活をイメージしたとき、そのイメージとおりに生きて

いる自分がいるからこそ「あのようになりたい」「あのような生活をしたい」と思うよ

うになるのです。 

「なりたい自分」「やりたいこと」「願っていること」というものは実際に願いをかなえ

た世界を現実として生きている自分自身がいるからこそ、憧れたり願ったりするので

す。 

そのようなパラレル世界の自分自身がいない場合は、願いや憧れもありませんし、な

りたいとも思わないでしょう。 



129 

 

皆さまの平行世界の中には、皆さまが魅力的と感じる生き方をしている自分自身が

いるからこそ、こうなりたいと思われるのです。 

そして皆さまが憧れを抱いた生き方を実際に生きている自分自身がいらっしゃるの

です。 

その世界に存在している自分自身にパラレルシフトするだけで、理想とする世界を生

きることができるようになるのです。 

 

〇TAKESHI 

例えば、私はラナさんのワークのときに、近未来をイメージすると多くのスターピープ

ルと共にこの地球で「コズミックリゾート」というものを作って、ハイブリッドチルドレ

ンたちの教育をしたり、地球人と宇宙人の技術提携をしたり、地球人が宇宙に向かっ

て一緒に旅立っていくようなイメージをよく見ますが、実際そのようなことがすでに

実現している平行世界があるということでしょうか。 

 

〇ラナさん 

もちろんです。 

地球は何度もアセンションする機会がありました。 

そのアセンションの機会が訪れたとき、実際にアセンションに成功したバージョンの地

球とアセンションに失敗したバージョンの地球がありました。 

そのときすでにパラレル世界が作られているのです。 

いち早くアセンションに成功したバージョンの地球のパラレルワールドに生きている

TAKESHIさんもいらっしゃるということです。 

皆さまにとってはまるで未来の自分であるかのように思える TAKESHI さんは、も

うすでにアセンションした地球にいるあなたです。 

その世界は、次元も６次元、７次元かもしれませんので、異星人との交流も頻繁に行

われております。 

同じ２０２１年９月の別バージョンの TAKESHI さんでは実際にそのような地球に生

きている TAKESHIさんもいらっしゃるということなのです。 
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〇TAKESHI 

私がそのような人生のビジョンを見ることによって、おそらくこのまま進めば大体２

０５０年から２０６０年ぐらいにはこの地球もそのような状態になるのではないかと思

うのですが、私がそのビジョンを見てそこにパラレルシフトをすることによって、今の

人生の未来をより早く手元に近づけることもできますか。 

 

〇ラナさん 

TAKESHIさんが心からそうしたいと思えば可能です。 

 

〇TAKESHI 

確かに、私はこれから地球外種族の方とファースト・コンタクトしたり、宇宙村を作っ

て畑で野菜を育てたり、セミナーなどをすることを、ひとつひとつ体験したいと私の

スピリットや魂が望んでいるようなので、私はそのような経験を行いながら未来に入

っていくのではないかと思うのです。 

そのような経験を自分の魂は望んでいるのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

魂というよりも、今の TAKESHI さんの物理次元の意識がそのプロセスを体験した

いと思われていますし、TAKESHI さんの魂も、そのことにとても興味を持たれてお

ります。 

 

〇TAKESHI 

ということは、私だけでなく他の人の魂も、その人が寄り道をしながらいろいろな体

験を得て成長していくことを望まれているのですね。 

 

〇ラナさん 

もちろんです。 
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PART5 スピリットの秘密 

 

 

〇TAKESHI 

人間の魂やスピリットの話のなかで、スピリットの中には、メインスピリットとサブスピ

リットがあるという話を聞きましたが、そのことについて詳しく教えてください。 

 

〇ラナさん 

まず皆さまのメインとして存在しているスピリットは、皆さまの揺るぎない精神に当

たる部分です。 

例えば人々の先頭に立ち、皆さまを先導してあらゆるものを作り上げていくリーダー

的な存在がいらっしゃるとします。 

その人はパイオニアの精神を持ち、そのように人々を導くというスピリットを持って

おられます。 

ただ導くというスピリットだけでは、皆さまは本当の意味で「こちらの世界ですよ」と

案内することはできません。 

皆さまの意見をしっかりと受け止め、生かすための寛容な心や深い愛情、母性がなけ

ればいけませんので、マリア様の愛のスピリットや天使のスピリットを持っていたりす

る必要があるのです。 

サブスピリットは、多くの場合、メインのスピリットと正反対の役割を持つ場合が多い

ようです。 

正反対のスピリットを持つことで本来行いたいと思うことをスムーズに行うことがで

きるのです。 

 

〇TAKESHI 

スピリットには天使のスピリットやフェアリーのスピリット、魔法使いのスピリットがあ

るということを私はよく考えたりするのですが、そのような存在たちとの関係性を持

ったスピリットもありますか。 
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〇ラナさん 

もちろんです。 

戦士のスピリットがメインのスピリットだとしますと、正反対の妖精のサブスピリット

を持っている人たちもいらっしゃいます。 

なぜなら本当の戦士になるためには、やはり繊細で優しい心を理解する必要があり

ますので、全く性質的に異なったスピリットを持つ必要があるのです。 

 

〇TAKESHI 

例えば、天使や精霊たちの働きをするサブスピリットがあるとすれば、実在する天使

や精霊との関係性というものはありますか。 

そしてこのスピリットというものは、誰が作り出しているのですか。 

 

〇ラナさん 

精霊のスピリットや天使のスピリットは、本当の精霊や天使たちからそのエッセンスを

頂いているのです。 

スピリットそのものは、皆さまの本体ともいえる大きな宇宙意識が作り出しています。 

皆さまの魂と同様に、スピリットやサブスピリットというものも宇宙の大いなる意識

が作り上げているのです。 

 

〇TAKESHI 

それぞれの種族のスピリットの集合体に対して「オーバーソウル」という言い方があり

ますが、天使や妖精たちのスピリットなどをまとめている存在があるのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

３次元の世界では、皆さまをしっかりとサポートするために、様々なスピリットたちが

グループごとに細かく分けられた状態となっております。 

３次元の世界は、あらゆる世界や次元がごちゃまぜに存在している世界です。 

そのような世界では、様々な存在たちが勝手に行動してしまうと、皆さまをしっかり

とサポートすることができないために、天使は天使たちのオーバーソウル、精霊は精
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霊たちのオーバーソウルというように同じ性格を持っている者たちが集まって細か

く区分けをする必要がございました。 

５次元以上の世界は、より世界を発展させる必要がございますので、そのような役割

を持つオーバーソウルたちが区分けすることなく、天使も精霊も一緒に存在し、一緒

にあらゆることに取り組むということになっております。 

なぜなら５次元以上の世界は、しっかりと自分軸が立ち、自分自身に対して責任をも

って管理することができる人たちが集まった世界だからです。 

皆さまが大きな愛の意識でひとつにまとまっている世界でもあります。 

そのような状態になると、同じ性質を持った者同士で集まる必要がなくなるのでオー

バーソウルも不要となります。 

５次元以上の世界になっていきますと対立ということも滅多に起こることがありませ

んので、あらゆる存在がひとつの大きな意識になったとしてもぶつかり合うことがな

いのです。 

 

〇TAKESHI 

では次に「魂がスピリットを生み出す」ということをお聞ききしたのですが、スピリット

はどのような過程で作られてきますか。 

 

〇ラナさん 

魂はひとつであらゆるパラレル世界を生み出し、皆さま自身とは異なるバージョンの

皆さまを無数に作っております。 

全く違う考えを持っている自分自身を何百何千と作ることで、全く異なる経験をする

ことができます。 

そのために、その世界の皆さまに合わせてスピリットとサブスピリットを変え、あらゆ

るバージョンの自分自身を作っているのです。 

 

〇TAKESHI 

あるスピリットは地球以外の星、例えばシリウスやアルクトゥールスでの人生を経験し

て地球に来ているスピリットもあれば、他のスピリットはこの地球の中で何度も何度
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も転生して生まれ変わってきている、このようにスピリットはひとつずつ性格や性質

が違うと思いますが、それはどのようなシステムになっているのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

パラレル世界の皆さまは、ひとりひとりがしっかりと自分の意思を持ち、自由に生き

ている存在ですので経験している人生はパラレル世界ごとに全く異なっております。 

そのために、パラレル世界の皆さまひとりひとりの歩みが違うのです。 

今の皆さまから、とても遠い場所に存在しているパラレル世界の皆さまは、もうすで

に地球以外の星に存在し、地球以外の星で暮らしているかもしれません。 

地球以外で過ごしている皆さま自身が、地球で今過ごしている皆さまと同じスピリッ

ト、同じサブスピリットを持っているとしたら、その世界で生きることはできません。 

そのために、その世界に適したスピリットやサブスピリットを持つ必要があるのです。 

今の皆さまでは全く想像がつかない生き方をしている皆さま自身も存在しています。 

 

〇TAKESHI 

それでは様々な宇宙種族と関り、他の星で生きている私がいるとしたら、その自分に

ふさわしいスピリットが作られるということですね。 

では宇宙種族と交流している私や宇宙船に乗っている私自身がいるとしたら、その

私自身を作るために必要な過去世もその人生に合わせて作られるということになり

ますか。 

 

〇ラナさん 

皆さまが選んでいると言った方がよいでしょう。 

無数にある平行世界、無数にある平行世界の自分自身を自由に組み立てて、現在の

自分自身を作り出しておられます。 

 

〇TAKESHI 

私たちはどうしても時間軸というものに捉われてしまい、過去があって現在があり、

現在があって未来があるというような考えに制限されているのですが、パラレルワー
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ルドの中では、そのような制限が全く無くて自由な発想、自由な生き方をしている私

たちもいるということですね。 

 

〇ラナさん 

過去世もあなた自身のパラレルワールドのひとつにしかすぎません。 

もちろん未来世も同じです。 

全ての世界は皆さまにとってパラレル世界なのです。 

 

〇TAKESHI 

３次元世界では、私たちはいくつもの過去世がありその過去世によって、現在の自分

が影響を受けているという考え方をしてきましたが、５次元世界ではそれは全く無意

味なものとなるのですね。 

３次元世界にいる間は、自分のパラレルワールドをまるで過去世であるかのように扱

っていたということになりますか。 

 

〇ラナさん 

はい、そのとおりです。 

 

〇TAKESHI 

魂やスピリットについて話を聞かせていただきましたが、私たちが３次元世界から５

次元、６次元世界へと意識が拡張していくのにしたがって何らかの変化というものが

起こりますか。 

 

〇ラナさん 

これから５次元意識になられる人に関しては、このスピリットを強く意識できるよう

になってきます。 

自分自身がどんなスピリットを持ち、どんなサブスピリットを持っているかということ

が、自分自身で理解できるようになってきます。 
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PART6 時間軸について 

 

 

〇TAKESHI 

時間軸について教えて頂けますか。 

今の３次元の考えでは、過去世が有った後に現在世が有り、そして未来世が有ると私

たちは考えておりますが、そうではないというようなことをおっしゃっていたのです

が、そのことについて教えてください。 

 

〇ラナさん 

先日、私が御説明したとおり、同じ２０２１年でも全く異なるバージョンの TAKESHI

さんのパラレルワールドが存在しているということです。 

皆さまが認識されている自分の過去世に関しても、皆さまは絶えず無意識のうちに

パラレルシフトをしておりますので、皆さまが過去世と思われているものも変わって

きます。 

それは、それらの過去世というものが、全て皆さまのパラレル世界のひとつであるか

らなのです。 

未来もそうです。 

数ある何千というパラレル世界のひとつにすぎないのです。 

皆さまは今、現在の自分自身の生活や自分自身の苦労や性格などについて「過去世

がこうだったから、その影響でこのようになっている」ということをおっしゃるのです

が、それは実は違います。 

皆さまはたくさんの過去世を持っていますし、沢山の平行世界の自分自身も存在し

ますので、過去世は有ってないようなものなのです。 

過去世も自由に選ぶことができるのです。 

これが本当の仕組みです。 

 

〇TAKESHI 
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今まで私たちが、過去世であると思っていたものは、過去世のように思えるようなパ

ラレルワールド、あるいは今の自分にとって必要とされるパラレルワールドを過去世

として見ているということですか。 

 

〇ラナさん 

３次元の世界では、皆さまの考え方やシステムの上でその必要がございました。 

自分の本来持っていた可能性を忘れ、自分自身が大きな存在であるということも忘

れる必要がございましたので、忘れるための材料として過去世というものが利用さ

れてきたのです。 

 

〇TAKESHI 

また、私たちは未来世という考え方も良く使用しております。 

例えば、個人的なセッションの中で、その人の未来世であるササニ文明の誰々さんか

らメッセージを受け取る、ということもあります。 

この未来世というものも同じ時間軸の中にあるひとつの平行世界であるという場合

もあるのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

その人は、現在の皆さまに極めて近い場所にある平行世界の自分自身にすぎません

が、同じ時間軸とは限りません。 

例えば、Ａさんの未来世にエササニ星の方がいらっしゃるとすると、それはパラレルワ

ールドの考え方からするとパラレル世界のもうひとりの自分自身にすぎないという

ことなのです。 

 

〇TAKESHI 

もうひとりの自分というものは、３次元的な時間軸の考え方をするとわからなくなり

ますが、今よりも後の時代にいる人が自分のパラレル世界のひとつになるということ

でしょうか。 
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〇ラナさん 

その考え方自体も正しくありません。 

パラレル世界は、それぞれある意味バラバラに存在していますので、どこの時間軸か

ら来たのか、というのは不明です。 

現在のあなた自身と波長が近い世界のあなた自身がただ引き寄せられてきただけに

過ぎません。 

魂には時間というものは存在しません。 

時間というものを作り出しているのは、あくまで３次元の世界だけです。 

皆さまが完全に５次元の世界に意識も肉体も全て入りますとその理由がはっきりと

分かるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

今はまだ私たちの思考の中に３次元的な思考があるために、時間の本質というか時

間軸がないということをまだしっかりと理解できないということですね。 

私たちに教えられる範囲でよいので時間の本質について教えて頂けますか。 

 

〇ラナさん 

時間とは、３次元の世界を思う存分楽しむためにできたルールのようなものです。 

時間というものが存在することによって、皆さまは同じように行動することができま

すので、３次元のレールから外れるということがありませんでした。 

皆さまは、お昼ご飯を食べる時間も大体同じ時間だと思いますが、皆さまの行動を

全て同じにするために時間というものが必要でした。 

時間がなければ、皆さまは「個々」の感覚で自由に生きることになりますので、ある意

味すぐに５次元意識で生きるようになるのです。 

皆さまの意識が上昇しないように、重しの役割を果たすために時間という概念が３次

元世界に用いられることになったのです。 

皆さまの中で時間というものを作ることによって、まずはそこに自分を合わせなけれ

ばならないと皆さまは思われます。 

そこで皆さまは、まずひとつの自由を失うことになるのです。 
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これも３次元を楽しむために必要な重しです。 

 

〇TAKESHI 

私たちの意識が５次元世界、６次元世界に進むと、時間の概念というものが完全に変

わってきて、時間に束縛されないような生き方を体験するようになるのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

もちろんです。 

地球以外の星の方は、時間というものを持ちません。 

全て感覚で受け取り、感覚で生きていますのでそのときにやる必要があると思った

ことをちゅうちょすることなく行なっております。 
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PART7 ３次元の愛、５次元の愛 

 

 

〇質問者 

５次元からさらに６次元、７次元という高次の世界に進むために必要なことは、愛が

深まるということでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、やはり愛がキーワードです。 

愛をより深く理解することで次元が上がっていきます。 

同じ愛でも次元によって全く解釈が違うのです。 

皆さまが５次元意識になりますと、地球人だけでなく地球の中に存在している動物や

植物に対しても心から愛し尊重できるようになりますので、地球以外の星の方に対し

ても尊重し深い愛を向けることができるようになります。 

おそらく地球人の中でも５次元意識に変わってくると、愛に対する考え方に変化が生

まれますので、先ほどの結婚制度もそうですが、もっと自由で相手を信頼できるよう

な愛の状態におのずから変わっていくと思われます。 

それでは、皆さまが理解しやすいように、３次元の愛からもう一度説明したいと思い

ます。 

皆さまが３次元の中で認識している愛の形というのは、困っている人がいたら、皆さ

まが「この人にはこれが必要だ」と思うことを提供し与えることが愛だと思われてい

ると思います。 

空腹の人を見かけたらご飯を与えるでしょう。 

お金がなくて困っている人に遭遇したら、自分自身が出せるだけの金額を与えること

も愛だと思われています。 

また、助けを求めている人に求められている助けを提供することが愛だと思われて

います。 

病気で苦しんでいる人を見たら、その病気がよくなるように願うことや痛みが軽減さ
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れることを行うことが愛だと思われていると思います。 

それが３次元の愛でした。 

５次元意識の愛は、どのような状況であったとしても「相手の人が自分にとって必要

なことを経験するために必要なことが起きている」ということを完全に信頼すること

ができます。 

そして相手の人の力を信頼することができますので、その人を心から応援するという

ことを行います。 

お金がなくて困っている、生活ができなくて困っているという人に出会ったら「その

世界から抜け出す力が、あなたにはある」ということを伝え応援するでしょう。 

皆さまが今まで「愛」だと感じていたことをよく考えてみますと「その人がその状況か

ら脱することができない」と皆さまはその人を判断し、その人を諦めてしまっている

ということに繋がります。 

「この人は、自分自身の力では、これ以上自分を改善させることができない、自分を

改善させるためには私がサポートする必要がある」と思われているのです。 

５次元以上の意識になってきますと、そのような考え方はいたしません。 

どのような状況であったとしても相手を心から信頼しておりますので、その人は無限

の力を持っており、その状況から脱する力を備えているということを疑うことなく、

あくまでも応援するということを行います。 

その人を助けるために、その場をしのぐようなサポートは決していたしません。 

「あなたには、その窮地から脱出する力があるから大丈夫！」と声をかけることをす

るのです。 

そうすることによって、その人は本来の自分自身を思い出し、自らの力で大変な状況

を乗り越えることができるでしょう。 

５次元以上の愛というのはそのような愛です。 

また５次元以上の世界は、宇宙から見て大人として認められた人たちが集う世界で

すので、そのような愛になるのです。 

もう皆さまは全ての人が大人ですので、大人として尊重し接するのです。 

 

〇TAKESHI 
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私たちが５次元意識になってくると、今までの３次元世界の生き方と変わってくる点

はありますか。 

 

〇ラナさん 

５次元意識になられた人は、３次元意識で生きられていたときと違って、まずは目の

前にいる人々をしっかりと尊重することができるようになりますので「あれをしなさ

い」「これをしなさい」と指示されることがなくなってきます。 

何をするにしても相手に選択が全て委ねられており、尊重することができるからです。 

そしてお互いがする必要があることを瞬時に感じ取って行動することができますの

で、自然とまとまりが出てくるのです。 

相手の人には、相手の過ごし方やその人にしかない時間がありますので、そのことを

尊重することもできるようになってくるのです。 

もちろん自分自身に対しても、自分の過ごし方を自分自身が心から尊重し信頼するこ

とができるのでとても自由度が増してきます。 

子供たちに対してもそうです。 

子供たちを信頼し、尊重することができるようになりますので、子供たちも早いうち

から自分がどうするべきか、自分がどのように過ごすべきか、ということをしっかり

と受け止めて行動することができるようになってくるのです。 

 

〇TAKESHI 

私たちの意識が５次元から６次元、７次元に移り変わるために、愛以外に必要な要素、

例えば決断力や行動力など必要なものがありますか。 

 

〇ラナさん 

５次元の意識になられた人は、皆さまが自分自身の本体でもある大きな宇宙意識と

もひとつになりますので、自分が何をする必要があるのか、どのように行動すべきか、

ということを瞬時に受け取り、行動に移していくことができるようになってきます。 

全て宇宙のシンクロで動くようになりますので「何々しなくてはいけない、次はこうす

べきだ」ということも全く考えなくなります。 
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何をすべきか、その都度全て頭でひらめきますので、そのひらめきを素直に行動に移

すことを皆さまは行っていくのです。 

「この計画でこうあるべきだ」ということは、全て３次元の中だけで作られたものです。 

５次元以上の世界では、計画というものは必要ありません。 

全て宇宙が行ってくれるからです。 

そしてシンクロでのみ皆さまは動くようになりますので直感力も大変優れ、各チャク

ラも活性化されてきます。 

さらに第５感、第６感も今まで以上に働き始めます。 

すると第７の感覚である「宇宙と繋がる」という感覚も新たに目覚め、宇宙存在の言

葉をいつでも受けとることができるようになってきます。 

あらゆる情報を得たいときに瞬時に得ることができるようになりますので計画は一

切必要でなくなってきます。 
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PART8 宇宙意識体によって作られた魂とパラレル

ワールド 

 

 

〇TAKESHI 

私たちは、この３次元世界を生きるために肉体を持っています。 

ササニ文明のサファイアさんは、その本質は光の粒子であると言われていますが、３

次元世界を生きていくためのシステムとしての肉体、魂、スピリット、これがどのよう

なものから作られているのか教えてください。 

 

〇ラナさん 

まず魂なのですが、魂はもっともっと大きな皆さまの本体ともいえる宇宙意識から

生み出されたものです。 

この魂は、３次元世界である物質世界や半物質的な世界で肉体を持って存在するた

めに必要なものです。 

あるいは、非物質的な世界に存在するためにも必要なものです。 

皆さまが３次元、４次元、５次元、６次元、７次元と幾つもの次元に自在に存在するた

めには、皆さまは「個」として存在しなければなりませんので魂が必要となります。 

そのために１０次元以上の世界に存在する大きな宇宙意識が、皆さまが「個」として存

在するために魂というものを生み出しました。 

そして魂は、魂が３次元世界で存在するためには何が必要か、ということをいろいろ

と考えて肉体などを生み出しているのです。 

まずは、宇宙意識の大きな意識から「個」として存在するために必要な魂が生み出さ

れ、そして魂がさらに３次元という物理世界を生きていくために肉体というものを作

っているとお考えください。 

そして肉体を作った後、どのような精神性で、どのような指針を持ち、どのような方

法で生きていくか、ということに対してスピリットとサブスピリットを作ったのです。 
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そうすることによって、皆さまは物理世界で自由に生きることができるようになった

のです。 

また、皆さまを生み出した魂はひとつなのですが、あらゆるパラレル世界にたくさん

のバージョンの肉体とスピリット、そしてサブスピリットが存在いたします。 

皆さまの魂が作り出した多くのパラレル世界に存在するあなたは何百何千とあるか

もしれません。 

皆さまの魂がたくさんの肉体に合わせたスピリット、サブスピリットをそれぞれの平

行世界に作っているために、皆さまは自由自在にパラレルシフトして異なるバージョ

ンの自分自身になることができるのです。 

しかし、魂から見て、この肉体やこのスピリット、サブスピリットはもう使う必要がない

と思ったものは、パラレル世界ごと消滅していきます。 

そして、あなたがこれから存在する可能性があるパラレル世界が新たに生み出され、

スピリットやサブスピリットが新たに世界を広げているのです。 

皆さまにとって、この情報は理解が難しいかもしれませんが、大いなる宇宙意識が魂

を作り出し、魂が自分の経験をより豊かにするために、何百、何千というパラレル世

界を生み出し、その世界のあなたに行動の自由を与えるために肉体を作り、さらに皆

さまの精神となるスピリットとサブスピリットを配置した、と考えられるとよいでしょ

う。 

 

〇TAKESHI 

魂には、いろいろなタイプの魂があると思いますが、その源となっている宇宙意識は

ひとつだと思います。 

宇宙意識からいろいろなタイプの魂が生まれてくる理由を教えてください。 

 

〇ラナさん 

大きな宇宙意識もあらゆる知識と経験を必要としております。 

あらゆる知識と経験を得るために無数の魂を生み出し、そしてその魂が何百、何千と

いうパラレル世界を作り、知識と経験を集めるのです。 

皆さまは「大きな宇宙意識に協力をされている」ことになります。 
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魂はひとつひとつが異なっておりますので、他の魂とは異なる傾向の人生を創造し

ます。 

また、魂が生み出した多くのパラレル世界の皆さまも、異なるスピリットやサブスピリ

ットを持っていますので、傾向は似通っていたとしても少しずつ異なる人生を生きて

います。 

皆さまたちの人生が全く同じものだとしたら、無数の知識を集めることができません

ので、あらゆるバージョンの知識や経験を集めるために全く異なる魂を無数に作る

必要があるのです。 

 

〇TAKESHI 

魂は宇宙意識の指示のもとにいろいろな人生を生み出し、いろいろな経験や体験を

して、それを宇宙意識にフィードバックしているのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

宇宙意識は、魂に対して指示は全くいたしません。 

皆さま自身が自分で考え行動することによって、その経験と知識だけが大きな意識

体に吸収されるようになっております。 

宇宙意識と魂は深く繋がっているために、魂で経験したことは瞬時に宇宙意識が得

る情報となるのです。 

 

〇TAKESHI 

これらの魂は、おもに何万年ぐらい生存しているのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

何光年という長さで存在している魂もあります。 

 

〇TAKESHI 

地球には人間だけでなく動物、犬や猫、鯨、イルカなども存在していますが、それらの

存在も魂が作ったのではないかと思いますが、いかがでしょうか。 
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〇ラナさん 

はい、動物や植物たちは皆さまとは異なる宇宙意識から生み出された存在たちです。 

皆さまのように、自分自身で考えて、足を使って行動し、あらゆるものを創造して生

きていく存在たちは、そのような存在たちを作るための宇宙意識体から生み出され

ております。 

もちろん、皆さまもその宇宙意識体から生み出されております。 

それは地球人だけでなく、他の星の存在たちも同じように生み出されています。 

皆さまが「スターピープル」と呼んでいる存在たちもそうです。 

また地球における鯨やイルカたちは、大変に高い知能と精神性を持っていますので、

皆さまと同じグループの宇宙意識体から作られております。 

牛や豚、鶏などの、自分たちの意思を持ちながらも、自分自身で考え行動しない生命

などに関しては、皆さまとは別の宇宙意識体が作っております。 

植物や花も、皆さまを作っている宇宙意識体とは別の宇宙意識体が作っています。 

 

〇TAKESHI 

ではこの宇宙の大元には、このような宇宙意識の集合体が何体かあり、この宇宙意識

によって人類や動物、植物たちの魂が作られ、この３次元世界を舞台として共に生き

ているということになりますか。 

 

〇ラナさん 

はい、そうです。 

大きな宇宙意識体同士が、どのような組合せでどのような存在を生み出したらよい

か、と話合いながら作られております。 

 

〇TAKESHI 

この３次元の地球という舞台の中で、多くの魂たちから生み出された存在たちが

様々な役割を演じ、そしてそこで得られた知識や体験を宇宙意識が得ているという

ことですね。 
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〇ラナさん 

はい、そのとおりです。 

 

〇TAKESHI 

肉体を持たない魂たち、例えば「スターピープル」の魂というのは、地球人とは異なる

働きをしていると思うのですが、そのようなスターピープルたちが得る経験や知識と

いうもの宇宙意識体が吸収しているのですか。 

 

〇ラナさん 

あらゆるバージョンの知識が必要ですので、次元を分けて存在させているだけです。 

それ以外は、地球人の皆さまと何ら変わりのない存在です。 

 

〇TAKESHI 

では次に、魂が様々な経験を得るために肉体を作った、ということをお聞きしました

が、この肉体というのは魂からどのようにして作られましたか。 

 

〇ラナさん 

魂はまるで設計図を書くように、あらゆるバージョンの肉体をプログラミングします。 

そして各パラレル世界に存在させるのです。 

 

〇TAKESHI 

肉体の設計図は、サファイアさんがおっしゃっている光の粒子の体ということになり

ますか。 

そのときにＤＮＡや人間の遺伝子というものはどのような役目を果たしますか。 

 

〇ラナさん 

はい、そうです。 

光の粒子の体が元となっており、まるでホログラムのようにその上から肉体のイメー

ジを重ね合わせております。 
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ＤＮＡと呼ばれる人間の遺伝子の役目は、例えば映画のフィルムの中に書かれている

ひとつひとつの物語と同じです。 

小さなフィルムのコマごとに場面が書き込まれているために、そのコマを連続して流

すことで映像が浮かび上がってきます。 

それと同じようにＤＮＡには、どのような体を作り、どのような体の動かし方をするの

かという細かい情報が書き込まれ、その書き込まれた情報によって皆さまの肉体が

存在し、その肉体を認識することができるのです。 

 

〇TAKESHI 

もし遺伝子が不活性だったり欠損がある場合は、魂は本来得たかった体験や知識と

いうものが体験できなくなったりするのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

ＤＮＡが不活性だったり、欠損していたりするとＤＮＡが生み出すドラマというものが

スムーズに進まなくなります。 

場面が一瞬途切れたり、次の場面に続く話が欠けたり、つじつまが合わなくなったり

するような不具合が出てくるのです。 

しかし、そのことはさほど問題ではありません。 

なぜなら、魂は無数に異なるバージョンの肉体を用意しているからです。 

例えば、あるひとつの世界でＤＮＡが欠損しているために物語がスムーズに進まなく

なってしまったら、物語がスムーズに進んでいる場所に移動すればよいだけのことで

す。 

そのためにパラレル世界があるのです。 

 

○TAKESHI 

このパラレル世界というものを全て見渡しているのは魂ということになりますか。 

 

〇ラナさん 

はい、全てのパラレル世界を管理して、ひとつひとつの世界がスムーズに運営されて
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いるか、どうなのか、見ているのは楽しいことです。 

何千とあるパラレル世界の皆さまがひとつの魂を共有しておりますので、ひとつの場

面（人生）が終わったからといって、皆さまの魂が消滅するということはありません。 

次のパラレル世界や別のパラレル世界に移ると再びスムーズに生きることができる

のです。 

今とても面白い現象が皆さまの目の前に起こっていると思います。 

あるときはＡという情報を目にしたのに、次の日になったらＡという情報がＢの情報

に変わっていることに気付くことが起こります。 

そして、周りの人たちもＢの情報が正しいと思っているという現象が起きてきます。 

これは、皆さまの地球の言葉で言うと「マンデラエフェクト」というものです。 

昨日見た情報が、次の日は全く違った情報に変わっているということです。 

もっと分かりやすい例えでいうと、昨日は〇〇さんが亡くなられたという情報を確か

にテレビで見たのに、次の日テレビを見たら〇〇さんが生きていて全く違う行動して

いる、という情報を目にするというようなことが起こっています。 

これはまさしく「パラレル世界が存在している」ということが証明された瞬間でもあり

ます。 

ある世界の〇〇さんは亡くなられたとしても、〇○さんが生きているパラレル世界も

存在しております。 

〇○さんが生きている世界に、皆さまがパラレルシフトしたために〇〇さんが生きて

いるという情報を目にしただけに過ぎません。 

 

〇TAKESHI 

パラレルシフトのことについてお尋ねしますが、魂が全てのパラレル世界の自分自身

を知っているとするならば、自分自身がこの魂とひとつになり自分自身のパラレル世

界を選ぶということも可能になってきますか。 

 

〇ラナさん 

もちろんです。 

例えば、自分は全く何も考えていなかったのに急に良いアイデアが頭に浮かんだとき
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は、まさに魂が全てのパラレル世界を管理しているために、その魂を通じて長年かな

えたいと思っていたことのヒントになるようなパラレル世界の情報を受け取ることが

できたのです。 

魂はひとつです。 

あらゆるパラレル世界の自分自身がひとつの魂を共有しているために、全く異なった

パラレル世界の皆さま自身が、皆さまと繋がったのです。 

そして、異なるパラレル世界の皆さま同士が影響し合っております。 

 

〇TAKESHI 

以前サファイアさんは「そのような生き方をする可能性がない自分が生きている世界

は既に消滅していった」と言われましたが、それはどういう意味ですか。 

 

〇ラナさん 

皆さまの人生は全て「魂」が決めております。 

「ある一定の経験を十分得られた」と魂が決断したならば、もう経験する必要がない

パラレル世界の自分自身の肉体は消滅させ、必要な経験を体験している肉体だけを

残すようにしているのです。 

 

〇TAKESHI 

私は以前イメージで他の世界で生きていた私が交通事故で死んだり、病気で死んだ

りした様子を見たことがあるのですが、それはその世界に生きていた私が消滅し、そ

の世界が無くなったということを意味しますか。 

また、私たちが波動を高め新しい世界にいくと、さらに新しいパラレル世界というも

のが作られていくということになりますか。 

 

〇ラナさん 

はい、その世界が必要でなくなったときに、つじつまを合わせるためにそのようなこ

とが起きたのです。 

そして、新しいパラレルワールドも魂が必要だと思えば、新たに作り出されてきます。 
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〇TAKESHI 

例えば私たちは、まだ宇宙種族と出会ってはいないのですが、これから私たちがファ

ースト・コンタクトを行い、宇宙種族と交流するようになると、さらに多くの宇宙種族

と出会い、この地球を出て他の星を訪ねるようなパラレル世界が付け加えられてい

くことになりますか。 

 

〇ラナさん 

はい、そのとおりです。 

それは全て「魂の選択」として起きてきます。 
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PART10 パラレルシフトの要点 

 

 

〇TAKESHI 

パラレルシフトをするときのコツは「自分がパラレルシフトした世界にいるという喜び

や感情を宇宙に伝えることだ」と言われていましたが、そのことをもう少し詳しく教え

てください。 

 

〇ラナさん 

それではパラレルシフトを成功させるための要点についてお話しましょう。 

１つ目は、自分自身が何百何千と無数に存在しているパラレル世界があるということ

を理解することです。 

そして２つ目は、あらゆるパラレル世界は、魂を通して繋がっているということを理

解することです。 

そして３つ目は、自分自身が「こうなりたい」「こういう生活をしたい」「こうだったら良

いな」と思うことは、全て実際にそのように生きている自分自身が存在するから、そ

の世界の自分に憧れ「良いな」という思いを抱くのです。 

実際に理想とする自分が存在するからこそ、自分が理想を求める、また自分は理想を

持つことができるということを理解することです。 

そして４つ目は、実際に理想とするパラレル世界に生きている自分がいるから、その

世界にシフトすることで、その現実が実現するということを知ることです。 

このパレレルシフトの４つのステップを深く理解していれば、皆さまはパラレルシフト

を簡単に行うことができます。 

また、パラレルシフトを実際に行ったときに「その世界に完全に移行するためには、そ

の世界を感情で味わう必要がある」と伝えたことについて、どうしてそのようなこと

が必要なのか、お答えします。 

現在、皆さまが一番感じているのは、今皆さまが自分の現実として信じられているパ

ラレル世界です。 
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この世界では、起こる出来事をしっかりと五感で感じることができますので、皆さま

にとって大変にリアルです。 

この世界が絶対的なもの、揺るぎないものと思っている段階では、このパラレル世界

から出ることはできません。 

しかし、実際はこの世界もひとつのパラレル世界にすぎませんし、いくらでも別のパ

ラレル世界に移動しシフトすることができるのです。 

そのためには、現在皆さまが感じているこのパラレル世界がとても柔軟で、そしてい

くらでも変容させることができるということを理解することが大切です。 

皆さまにとって、現在生きているパラレル世界が、これは現実でかたくなに動くこと

がない世界と思われているうちは、この世界が皆さまにとってリアルで動かしようが

ない世界となります。 

この世界はひとつのパラレル世界に過ぎないと思われてください。 

皆さまの考え方が変われば、皆さまは別のパラレル世界に簡単に移動することがで

きるのです。 

「この世界が嫌だ」と思われれば、別の自分の理想とするパラレル世界に移動し、その

世界を堪能しようと思われるだけでよいのです。 

パラレルシフトを確実に成功させるために、その世界をしっかりと味わい固定させる

必要があるのです。 

そのために、パラレルシフトしたい世界の様子を皆さまに感情で味わってくださいと

お伝えしました。 

ただ見て、ただその世界に存在するだけでは、すぐに皆さまにとってリアルと感じて

いる今までの世界に戻されてしまいます。 

子供たちは毎瞬毎瞬、自分たちの選びたい世界を選びパラレルシフトしています。 

そのために子供たちは、毎日毎日楽しそうに見えるのです。 

なぜなら子供たちというのは自分が生きている世界に執着していないので、自分が

そのときに体験したいパラレル世界を選びシフトすることを簡単にできるからです。 

人間として経験日数が長い皆さまでも、子供のように今現在のこの世界に執着しな

ければ簡単にパラレルシフトをすることができます。 
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〇TAKESHI 

「宇宙が受け取るものは喜びの感情や感動であり、宇宙が受け取ったものを宇宙が

皆さまに提供する」ということを以前お聞きしましたが、そのことと今のお話は関係

がありますか。 

 

〇ラナさん 

宇宙というのは、皆さまの本体である大きな宇宙意識のことです。 

大きな宇宙意識体は、皆さまの感情しか受け取りません。 

皆さまの感情にあったパラレル世界を選び、そして魂に伝えます。 

そして、魂は皆さまがそのパラレル世界にシフトできるようにするのです。 

 

〇TAKESHI 

以前スターピープルたちから「怒りや憎しみ、不安や恐怖といった感情を地球人がた

くさん持っているためにアセンションできず、恐怖や怒りの感情に満ちた現実世界し

か体験できない」ということをお聞きしたのですが、そのような地球人は恐怖や怒り

に満ちたパラレル世界しか体験することができない、ということでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、皆さまが一番強く感じている感情が現実世界に影響を与えます。 

皆さまが強く感じている感情に見合ったパラレル世界を、皆さまが現実と認識する

わけです。 

そのために、そのようなパラレル世界から離れることができないのです。 

 

〇TAKESHI 

現在テレビでは、コロナの感染者の増加やコロナで何人が死んだ、というような人々

に対して不安や恐怖を引き起こすようなニュースばかりを放映していますが、そのこ

とによって多くの地球人が不安や恐怖の感情を持つと自分自身の現実が不安や恐怖

によって作られたものになってしまうということでしょうか。 
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〇ラナさん 

それは、テレビを見たりラジオを聞いたりして情報を受け取り、その情報に基づいた

世界で生きていきたいと強く思われている人たちの気持ちです。 

その人たちは、そのようなパラレル世界を選んでいるに過ぎません。 

そのような情報を耳にしたり目にしたりしたとしても、自分の前に広がっている世界

には、全く関係のないことだと思われている人は、自分の前に広がっている世界や感

じている世界が現実となる世界に身を置くことができるのです。 

 

〇質問者 

私は現在の世界と少しばかり異なる世界の様子やその世界にいる自分の感情をしっ

かりと味わっているビジョンをよく見ることがあるのですが、現実世界においてもそ

のことに必要な情報や人が現れたり場所が現れたりして、まるでパズルが組み合わ

されてビジョンに見たことが実現していくという経験を何回もしているのですが、こ

れはパラレルシフトをしているのか、あるいは思考の現実化なのか、教えてください。 

 

〇ラナさん 

現在、あなたが認識している世界であなたの意識がやりたいこと、経験したいことに

近いパラレル世界を選び、そのパラレル世界に一時的に見学に行き、そしてその世界

を実際に見て、その世界を作りたいと思われているのです。 

寝ている間に魂の意識とひとつになり、どんなパラレル世界が自分にあるだろうと

見て選んでいるのです。 

そして現在のあなたがやりたいと思っていることを実際に行って現実化している自

分の意識の中に入り、その現実化している世界の様子の感覚を味わっているのです。 

そして今認識しているあなたの肉体に意識が戻ったとき、その世界にパラレルシフト

しようと強く思われるために、その世界に移動するためのシンクロが、あなたが認識

している世界でどんどん起こってきているのです。 

 

〇質問者 

実際にどのようにしてパラレルシフトしていくのかということが具体的によく分かり
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ました。 

今の私の職場は私自身が作っている職場なのですが、私の意識が上がるとともに、

その職場が４次元から５次元意識に変わっていく感覚があるのですが、同時にスタッ

フたちの意識もそれぞれのペースで上がっていくのを感じるのです。 

共同創造する場所においては、そのような人たちが集まってきたり、あるいは元々い

る人たちの意識が上がっていったりということが実際に起こっているのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

それは、あなたがパラレルシフトをすることによって、意識が変化したバージョンのあ

なたと同じ世界にいる人たちと出会っているのです。 

皆さまも皆さまであらゆるバージョンの自分自身が存在しますので、皆さまと共にパ

ラレルシフトをすることができるのです。 

もちろん無意識にパラレルシフトしている可能性もございます。 

 

〇質問者 

第４の扉が２０２１年の９月２３日に開いたということで、その１日か２日前に私自身が

とても自由になった感覚がものすごくあるのです。 

何物にもとらわれない自分が全てを創造していける感覚というか「何でもできる」と

いう自由な感じになったのですが、それが５次元の感覚なのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、そのとおりです。 

初めにご説明しましたように、５次元の世界で生きていきたいと強く思われた人は、

意識だけ先に５次元の世界に入られました。 

先に５次元に入られたあなたの意識が、実際に体験している５次元の世界で自由を

感じ、自分の思考が現実化することをしっかりと理解されたことで「全てを自分でで

きるのだ」と思われ、自由だと感じられたのです。 

 

〇質問者２ 
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パラレルシフトについてなのですが「今認識している現実もひとつのパラレル世界だ」

という話を聞きながら、今の現実と距離ができてこの現実を俯瞰したような状態に

なったのですが、このような状態で自分が行きたいパラレル世界の感情を味わうこ

とで、別のパラレル世界に移ることができるのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

そのような状態になられますと、別のパラレル世界を選ぶことがとても簡単になりま

す。 

今、皆さまが見ているこの世界もパラレル世界のひとつにしか過ぎません。 

そのために別のバージョンのパラレル世界にも「皆さんの気持ちひとつで行くことが

できる」ということを理解されると、これからはとても簡単にパラレルシフトすること

ができるようになります。 

 

〇質問者２ 

「自分の魂を通じて様々なパラレルワールドと繋がっている」という話があったので

すが、魂というのはひとつの現実に執着しているわけではなくて、本当にたくさんの

パラレル世界があるので、きっとそれらを俯瞰している感じで見て、いくつものパラ

レル世界を楽しんでいるのかなと想像したのですが、いかがでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、そのとおりです。 

魂はあらゆるパラレル世界を見わたし、「たくさんの世界にたくさんのバージョンの

自分が存在する」ということを愛と喜びを持って見ております。 
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PART１ 第４のゲートをくぐった後の地球 

 

 

今日は２０２１年の９月２３日に開いた第４のゲートをくぐられた後の皆さまの状況を

お伝えしたいと思います。 

この第４のゲートをくぐられてからは、皆さまおひとりおひとり自分と向き合う期間

に入りました。 

３次元世界では、皆さまの中に自分自身以外のエネルギーや思考が入ってきていた

ために、どうしても自分自身としっかりと向き合うということができにくかったと思

います。 

この第４のゲートをくぐられた後は、そのような自分自身には関係のないエネルギー

や思考などは取り払われ、自分のエネルギーや自分の思考しかない状態でしっかりと

自分自身と向き合うことができるようになります。 

更に高次のエネルギーを受け取ることで隅々にまで光が行き渡り、今まで隠されて

いたネガティブな感情エネルギーが表に浮かび上がりやすくなっているのです。 

そのために自分では気付いていなかった自分自身の苦しみや悲しみ、そのようなも

のをしっかりと見ることができ、癒やすことができるようになるのです。 

皆さまにとって、御自分を内観することがとても行いやすくなる時期といえるでしょ

う。 

内観をしながら、自分自身の本当の気持ちに気付き、愛を満たしてあげる必要がある

ときには、しっかりと「宇宙の根源の愛」を満たして包んであげることで本来の愛の状

態に戻ることができるのです。 

皆さまは長い間、３次元の世界で生きてきました。 

根深く染みついた３次元的な思考を無理なく手放し、そして５次元の思考になるため

に、自分らしくない全ての部分にフォーカスして愛で満たしてあげる必要がございま

す。 

ある意味、第４のゲートをくぐった現在の時期は、皆さまにとって魂の休憩の時間で

もあり、空間でもあるのでございます。 
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この空間でしっかりと休みながら、自分を愛で満たし、そして内観をすることで、自分

自身をとてもシンプルにすることができるのです。 

本当に進むべき道がはっきりと見えてくるのです。 

もちろんこの第４のゲートをくぐった後、この空間にいる間は今までなかった体調の

変化や感情の浮き沈みを体験されている人もいるかと思います。 

それは潜在意識下にあった、今まで見ることができなかった感情や思いが浮上して

きたために体調の変化や感情の変化が現れているのです。 

このことも、嫌なものを手放したいと思うのではなく、愛で温かく包み込んであげる

必要がございます。 

「よく頑張りましたね」と自分にねぎらいの言葉をかけながら「宇宙の根源の愛」で満

たしてあげてください。 

そうすることで、大きな温かい「宇宙の根源の愛」で癒やされて宇宙意識に統合され

ていきます。 

浮かび上がってきた感情を嫌なもの、不要なもの、として手放すのではなく、皆さま

が３次元という世界で自分を制限し、自分を押さえつけて頑張ってきたことで生まれ

た感情やエネルギーなどは、皆さまが頑張ってきた証しでもありますので「自分自身

の頑張った証し」として浮上させ、そしてねぎらいの言葉を掛けながら、愛で包み込

んであげると自然と愛に溶け込んでいきます。 

そして潜在意識も愛で満たされると、潜在意識そのものが無くなっていくのです。 

皆さまの中で裏表が無くなり、ただただ愛の存在となっていくのです。 

愛で統一された皆さまは、あらゆる出来事、あらゆる存在に対して、全てのものを尊

重しニュートラルな視点で見ることができるようになるのです。 

そしてそのような状態になったら、最後の第５のゲートをくぐって５次元意識の世界

へと皆さまは入っていくのです。 

 

今のこの時期が、大変苦しい時期でもあるでしょう。 

自分と孤独に向き合うのではなく、同じ世界を目指す仲間たちもいらっしゃいますの

で、仲間と共にツインライトの光を送り合い、支え合いながら、５次元意識に向かわれ

るとさらにスムーズになっていくでしょう。 
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皆さまは、決してひとりではございません。 

同じ地球人であり仲間でいらっしゃいます。 

そして地球以外の存在たちも、皆さまのことをサポートしております。 

皆さまは、地球以外の存在たちの愛も受け取ってさらに軽やかになっていくでしょう。 
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PART2 ３次元世界と５次元世界の顕在意識 

 

 

〇TAKESHI 

先月のチャネリングライブでは、大いなる宇宙意識から魂が作られ、魂が自らの経験

を得るために無数のパラレルワールドを作り、ひとつひとつのパラレルワールドの自

分自身にスピリットやサブスピリットを与えて様々な経験をさせていることを学びま

した。 

今日は私たちの意識について、ラナさんからお話を伺いたいと思います。 

私たちは意識について様々な区分けをしています。 

通常使用している顕在意識や私たちが宇宙意識と繋がるための高次の意識とハイヤ

ーセルフ。 

また私たちの中にある潜在意識や人間としての集合意識、そのような様々な区分け

が行われていると思います。 

もちろん５次元世界にはそのような区分けはないかもしれませんが、今日はラナさん

に私たちに分かりやすいように、３次元の概念を使って説明していただきたいと思い

ます。 

よろしくお願いいたします。 

では最初に、私たちの顕在意識、高次の意識、ハイヤーセルフについて教えてくださ

い。 

 

〇ラナさん 

まずは皆さまの顕在意識について説明いたします。 

顕在意識というのは、現在皆さまが使用している表面上の意識のことです。 

この意識には様々な思いがのっていることでしょう。 

この顕在意識は、皆さまが現在生きている世界を反映しております。 

３次元世界に強くフォーカスして生きている人は、３次元の世界のルールに則った顕

在意識が作り上げられているでしょう。 
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そして、３次元世界にフォーカスしている場合は、３次元の集合意識と繋がり、３次元

の集合意識に繋がられている人たち全体の意識を受け取り共有しますので、その影

響が顕在意識にも現れてくるのです。 

５次元意識になるための道に進まれている人は、３次元の集合意識から外れ、３次元

から５次元世界に向かう人たちによって作られた仮の集合意識に繋がり、そして自分

自身を見つめることができる空間にいらっしゃいます。 

 

〇TAKESHI 

顕在意識というのは、私たちが生きている物理的な３次元の世界で、様々なことにフ

ォーカスして考えたり、いろいろな計画を立てたり、いろんな仕事をするために使用

される意識であるというふうに考えてもよいでしょうか。 

 

〇ラナさん 

これは、３次元の世界で生きている時の顕在意識になります。 

５次元意識になる途中の皆さまは、もうすでに３次元世界からフォーカスが外れてお

りますので、３次元と５次元の間の世界に存在している意識に変化している途中なの

です。 

 

〇TAKESHI 

私たちが３次元意識から５次元意識に移行するにつれて、自分たちの判断基準が物

理的な視点から愛の視点に変わるということが顕在意識の中で起こってくるとお聞

きましたが、どのようにして起きてきますか。 

 

〇ラナさん 

皆さまは今すでに、変化をしている途中なのです。 

３次元の集合意識から外れ、５次元意識へと向かわれている人たちで形作られた一

時的な集合意識に繋がられております。 

そしてあらゆるエネルギーの干渉がない状態でしっかりと自分を向かい合わせ、顕在

意識を変化させている途中なのです。 
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〇TAKESHI 

今回第４のゲートが開いたことによって、私たちの意識が５次元世界の集合意識と繋

がるとどのような変化が起きてきますか。 

 

〇ラナさん 

はい、皆さまは今まで、「これをかなえるためにはこのような努力をして、このような

ことをして、このようにお金が必要だ」などと、あらゆることを考えてこられたと思い

ます。 

その中心となるものは、やはり自己否定です。 

自分自身が満たされていない、自分自身が欠けているという意識です。 

ネガティブな要素が中心だったと思います。 

それが今、ネガティブではなくニュートラルな視点に変化をし、さらに５次元意識に変

わっていくと、ニュートラル視点に愛の視点が加わって大きな愛の意識の中で物事を

ニュートラルに見るという意識に変わっていきます。 

ありのままの自分を認め、愛し、尊重し、そして全てが満たされ、満ち足りていくとい

う意識になることができます。 

そしてその上で、自分以外の存在を尊重し、認め、愛することで、他の存在や出来事

をジャッジすることなく、ニュートラルに見ることができるのです。 

そのような状態になると、愛を持って周りの人を信じることができるようになるので

す。 

顕在意識も大変シンプルになって、全て頭で考えるのではなく「やる必要があること

を、やる必要があるタイミングで行う」ことができる自分自身への絶対的な信頼が生

まれ、何事も全てシンクロで進んでいくようになるのです。 

思考も働かなくなるでしょう。 

思考が働く必要がなくなるからです。 

毎瞬、毎秒、やる必要があることが、やる必要があるタイミングでやってきますので、

ある意味考えるヒマはないのです。 

全てはタイミングよく宇宙の流れに沿って進んでいきます。 
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PART3 パラレルワールドを繋ぐハイヤーセルフと高

次の意識 

 

 

〇TAKESHI 

宇宙の高次の世界と繫がるために、私たちは自分たちの高次の意識やハイヤーセル

フというものを使用していると考えておりますが、高次の意識とハイヤーセルフにつ

いて詳しく教えて頂けますか。 

 

〇ラナさん 

ハイヤーセルフは皆さまと魂、および宇宙を繋ぐ橋渡しをしている存在です。 

皆さまと魂を繋ぎ、そして宇宙にも繋がっております。 

ハイヤーセルフがなければ、高次元の情報を理解することはできないでしょう。 

高次元の情報を、皆さま自身が分かるような情報として通訳をしているのがハイヤー

セルフです。 

そしてハイヤーセルフがあることで宇宙のことやアセンションのことなども皆さまが

深く理解することができるのです。 

ハイヤーセルフはあらゆる世界とも繋がっておりますので、あらゆる世界から皆さま

に必要なインスピレーションを届けることができるのです。 

 

〇TAKESHI 

ハイヤーセルフというのは、私たちひとりひとりに備わっているものですか、それとも

魂が作り出した全てのパラレルワールドの人間に共通してひとつというようになって

いますか。 

 

〇ラナさん 

ハイヤーセルフは、魂と同じようにひとつです。 
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ハイヤーセルフは、あらゆるパラレル世界の自分と繋がっております。 

ハイヤーセルフも魂と同じように、魂が作った全てのパラレルワールドの私たち自身

を見ることができるのです。 

そして今、皆さまが「何かをしたい」と思っているのならば、その希望に応じた情報を

他のパラレルワールドの皆さまから導き出して、皆さまに教えるのです。 

例えば皆さまが「このような自分になりたい」「このような生活をしたい」と思ったと

きに、その思考や願いをハイヤーセルフが読み取り、その思考や願いが実現している

人生に近いパラレル世界の皆さまを探し出し、そのパラレル世界にシフトするための

ヒントを皆さまに与えます。 

そしてヒントを受け取った皆さまは、そのヒントを元に頭の中でそのような人生を想

像してパラレルシフトをするのです。 

そうすることで簡単に願いがかなうのです。 

なぜならパラレルシフトをすることで、もうすでにその願いがかなっている自分自身

の世界に入ることができるのです。 

そうなると、いとも簡単に願いがかなうという形になるのです。 

現在の自分自身が１から夢をかなえていくのではなく、もうすでに夢がかない、その

ような世界を現実として生きている自分自身に、現在の皆さまの意識が入ることで

ひとつになることができるのです。 

そして、その自分として今日から生きていくことができるのです。 

 

〇TAKESHI 

ハイヤーセルフというのは、私たちのパラレルシフトをサポートしてくれるという役割

もあるのですね。 

 

〇ラナさん 

はい、そのとおりです。 

高次元の存在の言葉やアイデア、考え方というのは物理世界では理解できないこと

が大変多くございます。 

そのような情報であったとしても、物理次元の皆さまが理解できるように解釈して分
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かりやすく伝えるということも、ハイヤーセルフだからこそできることなのです。 

例えば皆さまが、今４次元の世界にいるとしましたら、６次元、７次元、８次元の情報

をそれぞれ聞いたとしても理解することができないのです。 

そこでハイヤーセルフが、皆さまがいる次元にあった情報として通訳をすることで皆

さまが初めて高次の世界の情報を理解することができるのです。 

 

〇TAKESHI 

私は２０年以上前から、天使やマスターたちの言葉をチャネリングして皆さまにお伝

えしてきましたが、これは私に関わっているハイヤーセルフが行ってきたことでしょう

か。 

 

〇ラナさん 

高次元の存在の言葉を、ハイヤーセルフを通じて物理次元仕様にして TAKESHI さ

んが皆さまにお伝えしていたのです。 

ハイヤーセルフは、どんな世界とも繋がることが可能ですので、私が今存在している

１３次元という世界の情報も見事に通訳することができるのです。 

 

〇TAKESHI 

ということは、Ellie さんとラナさんの間にも、Ellie さんに関わっているハイヤーセ

ルフが存在しており、Ellie さんとラナさんの仲介をしているというふうにも考えら

れますか。 

 

〇ラナさん 

はい、そのとおりです。 

 

〇TAKESHI 

人によってハイヤーセルフの能力や特色というものは異なるものでしょうか。 

例えば、私はチャネリング能力というものを主に使ったりしていますが、他の人たち

は行動力やヒーリング力などのために使ったり、というように私たちが使いたい能力、
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私たちが得たい能力をハイヤーセルフがサポートすることもありますか。 

 

〇ラナさん 

人それぞれのハイヤーセルフの違いはあまりないでしょう。 

今、現在の TAKESHI さんがチャネリングをしたい、ヒーリングをしたいと思ってい

らっしゃるのでチャネリングなどの情報ややり方に関する情報などをハイヤーセルフ

が探し出して TAKESHIさんに伝えているだけなのです。 

例えば、TAKESHI さんがオリンピック選手になりたいと思えば、オリンピック選手に

なるための情報をあらゆる世界から取り寄せ TAKESHI さんにお伝えするでしょう。 

ハイヤーセルフは大変ニュートラルです。 

ある意味、色を持ちません。 

どのようなバージョンのどのようなことも対応できます。 

 

〇TAKESHI 

これから私は、農業や野菜作りをしようと思っているのですが、これからさらに農業

に関する適切な情報も得られるということですね。 

 

〇ラナさん 

もちろんです。 

TAKESHI さんが得たいと思う情報をあらゆる世界から探し出すコンシェルジュの

ような役割をしてくれる存在とも言えるでしょう。 

優秀なアシスタントでもあります。 

 

〇TAKESHI 

はい、分かりました、ありがとうございます。 

次にハイヤーセルフと似たような意識なのですが、特に私たちが高次の存在と繋がる

ために「高次の意識」というものを使いますが、これはどのような役割や目的を持っ

ているか教えてください。 
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〇ラナさん 

これは高次元の世界に存在する自分自身のパラレルワールドのあなた自身です。 

 

〇TAKESHI 

ということは、私の中に数多くあるパラレルワールドの中で、私よりもはるかに高い

次元に存在している私が、今のこの私をサポートするために「高次の意識」として存在

しているということでしょうか。 

 

〇ラナさん 

「高次の意識」はあなたをサポートするために存在しているわけではありません。 

パラレルワールドのひとつとして存在しているだけです。 

あなたがその高次の世界の情報を知りたいと思っているからこそ、ハイヤーセルフを

通じて「高次の意識」があなたの中に流れ込んできているだけなのです。 

 

〇TAKESHI 

「高次の意識」というのは、私の高次元存在の意識が持つ情報をハイヤーセルフが私

に伝えてくれているということになるわけですね。 

 

〇ラナさん 

はい、そうです。 

 

〇質問者 

ハイヤーセルフのことでお伺いしたいのですが、以前、他の人からハイヤーセルフと自

分自身の融合度という話を聞いたことがあるのですが、ハイヤーセルフと自分自身の

繋がりについて教えてください。 

 

〇ラナさん 

ハイヤーセルフというのは、魂と宇宙そして皆さまを繋げるための橋渡し役です。 

ハイヤーセルフは、元から皆さま自身とひとつになっております。 
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ハイヤーセルフと繋がっていない人など一切いらっしゃらないのです。 

ハイヤーセルフがいらっしゃるからこそ、ひらめきやアイデアというものも浮かんでき

ます。 

ハイヤーセルフが、あらゆるパラレル世界の自分自身と皆さまを繋げてくれているか

らこそ、夢も浮かんでくるのです。 

感覚で捉えられるとよいでしょう。 

もっと軽やかに、ワクワクの気持ちを大事にして、ハイヤーセルフといつでも繋がって

いると信頼することで何の心配もしなくなるでしょう。 

なぜなら、ハイヤーセルフはあなた自身でもあるからです。 

あなたと繋がっていないということは一切ございません。 

「今、自分がどうあるべきか、どうありたいか」というあなたの意思に基づいてハイヤ

ーセルフが情報をただ選んでいるだけなのです。 

今のあなた自身に合わせてハイヤーセルフはあなたに伝える情報を選び、姿を変え

たりもします。 

離れている感覚になるのは、今現在のありのままの自分を押し殺し、３次元にフォー

カスしているからです。 
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PART4 潜在意識と集合意識 

 

 

〇TAKESHI 

次に、私たちの潜在意識や人間の集合意識について教えてください。 

今まで私たちは３次元の集合意識に繋がっていましたが、これはどういうことだった

のか教えてください。 

 

〇ラナさん 

はい、今皆さまは３次元の集合意識から外れ、新たに作られている５次元世界に向か

うための集合意識に繋がられていますので、３次元の集合意識に影響されることなく、

自分の意識だけであらゆることを決断したり行く道を決めたりすることができるよう

な状態になっております。 

そのように３次元の集合意識から外れたことで、考え方もニュートラルな状態になり、

あらゆる角度からいろいろな情報を見ることができるようになっていると思います。 

一歩下がった視点から、今の状況や世界の様子を見ることができるようになると、本

当に自分自身が望む選択ができるようになっているのです。 

 

〇TAKESHI 

今まで私たちは、３次元の集合意識からなかなか抜け出すことができなかったので

すが、今は３次元世界の集合意識の影響を受けることがない場所まで抜け出してき

ました。 

私たちはどうして３次元の集合意識から抜け出すことができたのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、それは皆さんの意識が５次元世界へ向かうためのゲートが開く時期が来たから

です。 

２０２１年の３月に５次元意識に向かうための第１のゲートが開かれた時、３次元意識
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から解き放たれ、自由になりたいと願われていた人たちが、初めて自由になられたの

です。 

 

〇TAKESHI 

この第 1 のゲートが開かれるまでは、私たちは３次元の集合意識に強く繋がれてい

たと思いますが、この３次元の集合意識に繋がれた地球の状況の中で、アセンション

できた人たちというのも多数いらっしゃるのですか。 

 

〇ラナさん 

３次元の集合意識に繋がれている間は、地球人はアセンションしないでしょう。 

このゲートが開かれる前にアセンションした人たちは、３次元の集合意識から自ら離

れて、自分だけの意識になられるか、さらに上の次元の集合意識に新たに繋がられア

センションを独自に行った人たちです。 

ただ、アセンションを予定している多くの人たちは、３月に第 1ゲートが開かれてから、

さらにいくつかのゲートが開かれてきましたが、そのゲートをくぐることによって、ア

センションの階段を登ってきたのです。 

 

〇TAKESHI 

この３次元の集合意識から私たちが抜け出すことができなかった理由は、この地球の

ルールによるものですか、教えてください。 

 

〇ラナさん 

これは、皆さまの決断です。 

 

〇TAKESHI 

それは、この地球の中で何度も何度も輪廻転生をして、地球の中で学びを行おうとい

う決断ですか。 

 

〇ラナさん 
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地球に生きる皆さまが、経験を充分に得たいと思われたからです。 

学びを行うというよりかは、経験を積みたかっただけなのです。 

３次元であらゆる経験をするということは、この宇宙にとっては大変貴重な経験です

ので、皆さまギリギリの時まで経験し尽くしたいと魂が思ったからなのです。 

決してネガティブな理由からではございません。 

 

〇TAKESHI 

私たちが３次元の集合意識から、自分の選択で解放される時代が来たとしても、この

３次元の世界に残りたいと考えている人は、今までどおりこの３次元の集合意識に繋

がったまま生きていかれるということですね。 

 

〇ラナさん 

はい、もちろんです。 

この３次元の経験というのは、大変貴重な経験です。 

この３次元世界に生きていなければ、また３次元の集合意識に繋がったままでないと

３次元という世界を経験することはできないからです。 

一度外れてしまうと３次元の世界から離れることになり、そして自動的に５次元、６次

元、７次元と上がっていってしまうのです。 

そのために皆さまは一生懸命３次元の世界にとどまり、３次元の集合意識に繋がって

いるのです。 

３次元世界に繋がることの方がこれからは大変労力がいることになります。 

 

〇TAKESHI 

私たちは、頭の中では、３次元世界を卒業して５次元世界の意識になることを決めて

いますが、自分の心の中ではまだまだ３次元に残りたい、３次元のことを楽しみたい

という思いがあるようなのですが、このような葛藤というのは当然起こってくること

なのでしょうか。 

この葛藤をどのように解決していけばよいでしょうか。 
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〇ラナさん 

この葛藤を解決するためには、顕在意識を使うのではなく、魂の意識と繋がる必要が

ございます。 

魂の意識と繋がるためには「私は私を必要としている場所に行き、私は私にしかでき

ない役割や仕事につきます」という言葉を宣言するのがよいでしょう。 

そうすることで魂の意思と繋がることができ、そして宇宙の流れにも乗ることができ

ます。 

 

〇TAKESHI 

私たちの気持ちを引き止める潜在意識がどのようにして作られ、これからどのよう

に変化していくのか教えて頂けますか。 

 

〇ラナさん 

はい、皆さまは長い間、３次元という世界で自分を押し殺して、自ら制限を作り、個性

を無くしながら生きてきました。 

他の皆さまと同調し、皆さまと同じ意見に無理に合わせて進んできたことで、何度も

何度も心が傷ついてきました。 

そして、心に受けた傷を心の奥底にため込んで生きてきたことで、その傷が潜在意識

に蓄積されてしまったのです。 

そして、潜在意識がもうこれ以上ため込むことができないと思われた人は、魂や自分

の意識に限界がきたので５次元の意識になると決意されたのです。 

そして５次元の意識になる時期になりましたので、今、５次元意識に向かって歩まれ

ております。 

第４のゲートをくぐられた人たちは、この潜在意識に溜まってしまった自分の傷をし

っかりと癒やしているのです。 

潜在意識にため込まれてしまったネガティブな感情や心の傷を表面に浮かび上がら

せ、具現化しているのです。 

そして、そのような感情を現実世界で体験しているからこそ、自分自身を愛で包み込

み、潜在意識の隅々まで愛で満たしてクリアにしようとしているのです。 
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〇TAKESHI 

バシャールさんが「膿出しの期間」とおっしゃっているようですが、このことと同じで

しょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、そのとおりです。 

皆さまは、長年自分自身を押し殺し、自分の心に蓋をして生きてきました。 

そして、全ての苦しみを請け負ってきたのが皆さまの潜在意識なのです。 

そしてもう限界を感じた人は、３次元であらゆる経験をすることをストップさせ、５次

元の意識になるための準備に入られております。 

 

〇TAKESHI 

潜在意識から排出される膿を、効率的に解放する方法はございますか。 

 

〇ラナさん 

はい、とても簡単な方法がございます。 

皆さまもよく御存知だと思いますが「宇宙の根源の愛の光」と「宇宙の創造のエネル

ギー」の光をゴールドとシルバーの光として、心の隅々にまで送ることで、愛と創造の

エネルギーに満たされた潜在意識がとてもクリアになりそして軽やかになっていくの

です。 

 

〇TAKESHI 

宇宙の光のコズミックサロンのメンバーたちは、相互に「コズミック・ツインライト」送り

合い、いろんな感情の問題や現実の変化を感じているようですが、潜在意識にためら

れた膿を出すことによってそのようなことが起きているのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、そのとおりです。 
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〇TAKESHI 

この潜在意識というのは５次元世界に入るとどのように変化しますか。 

 

〇ラナさん 

潜在意識は無くなります。 

潜在意識というのは、皆さまが３次元の世界で生きるにあたって口にできなかった

思い、言葉にできなかった気持ちを飲み込んでしまい、我慢してしまったものが蓄積

されたものです。 

５次元の世界は、裏も表もない全てがオープンな世界になっていきますので、皆さま

が我慢することも無くなり、自分の思いを飲み込むこともありません。 

皆さまの感情が、潜在意識に溜まるということがございません。 

もちろん、今まで目に見えなかったことが目に見える世界でもございますので、自分

自身の潜在意識をしっかりと見ることができ、いつでも愛で満たすことができるよう

になるのです。 

そうすると潜在意識も無くなり、クリアなものとなります。 

 

〇TAKESHI 

私たちの意識が５次元意識に変わっていくことで、潜在意識の中に蓄えられたネガテ

ィブな思いや感情が愛によって消えていき、やがて潜在意識そのものも消えていく。 

顕在意識は物理世界にフォーカスして様々な計画を立てたり、理論的なことを考えた

りする脳から愛を基軸とした直観の意識に変わっていく。 

そしてハイヤーセルフや高次の意識とも深く繋がり高次の世界を垣間見ることができ

るようになる、と考えてもよろしいでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、そのとおりです。 
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PART5 過去世とパラレルワールド 

 

 

〇TAKESHI 

私たちが５次元意識に移行していく中で、どのように意識は変化しますか。 

 

〇ラナさん 

どのような存在に対しても絶対的に信頼できるようになります。 

なぜならば、皆が「愛の存在」だからです。 

嘘偽りのない、表裏もない、全てが愛に基づいているために疑う余地がないのです。 

そして皆さまを含め、あらゆる存在が自分の役割をしっかりと分かっておりますので、

愛に基づいて自分の役割を果たしとても軽やかな人間関係にもなります。 

また、そのような世界はお互いが存在しやすい世界となるのです。 

 

〇TAKESHI 

私はよく他人に対して期待し過ぎて、その人がうまく動いてくれないと「ダメだった」

と言って落ち込むことがあるのですが、やはり他人に対して期待をしたり自分の思考

をその人に当てはめたりするのではなく、ただニュートラルにその人のことを尊重し

大切にするような意識に変わっていかなければならないということでしょうか。 

 

〇ラナさん 

人に対して期待し過ぎて落ち込んだり、こうして欲しいという願いがかなえられなか

ったりするのは、その人をしっかりと見ることができていないからです。 

自分以外の存在をしっかりと見ていないということは、反対に自分のこともしっかり

見ていないということにもなるでしょう。 

自分自身を愛し、そしてしっかりと向き合うことで、まず自分自身に対して絶対的な

信頼を向けられるようになるのです。 

そうなると、自分以外の人に対してもありのままの姿を認め、尊重し、信頼するよう
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になりますので、あらゆることが全てシンクロによって動いていくようになります。 

「その時にいる必要がある人が、いる必要があるときにいる」ということを信頼でき

ますので期待することもないのです。 

 

〇TAKESHI 

人間関係でよくトラブルを起こすような人たちは、自分自身を愛することや信頼する

ことができていないということになりますか。 

 

〇ラナさん 

そのようなことになるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

私たちが５次元意識になるための基本的なルールというのは自分を愛し自分を信頼

するということになりますでしょうか。 

 

〇ラナさん 

もちろんです。 

どんな自分であったとしても必要であるからこそ、このような自分として存在するの

です。 

全ては理由があってそのようになっております。 

その理由を認めて愛することで、全てがとてもシンプルになっていきます。 

 

〇TAKESHI 

自分を愛することができない理由、自分を信頼することができない理由の多くが潜

在意識の中に隠されているのではないかと思いますが、そこに光を当てていけばよ

いのですか。 

 

〇ラナさん 

そうです、そして思い出すだけでよいのです。 
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皆さまは、何度も私と共に「宇宙の根源の愛」の世界に向かったと思われますが、そ

のときのことを思い出してください。 

皆さまは、どんな存在であったとしても「宇宙の根源の愛」の世界から生まれた「完全

なる愛の存在」なのです。 

光であっても闇であっても、天使であっても悪魔であっても、男性であっても女性で

あっても、低次元であっても高次元であっても、皆この「宇宙の根源の愛」の世界から

生まれた存在なのです。 

この「宇宙の根源の愛」の世界から皆さまが出られた後、皆さまが「個」として存在を

始めたときに、それぞれ役割を持ってその役割を演じ、役割を果たしているだけなの

です。 

この仕組みは、今は深く考えられなくてもよいです。 

今の世界では、全てを説明するための言葉がありません。 

５次元以上の世界に皆さまが入られますと理解できるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

ありがとうございます。 

３次元の世界では「潜在意識の中に過去世からのカルマやトラウマが残っていて、そ

れが今の人生に影響を与える」という考え方をよくしてきました。 

パラレルワールドの考え方と異なるかと思いますが、そのことについて教えて頂けま

すか。 

 

〇ラナさん 

過去世と呼ばれている自分自身もあくまでもパラレル世界の自分自身、パラレル世

界のもうひとりの自分なのです。 

皆さまの中で過去世と呼んでいる世界は、もうひとつのパラレルワールドの自分にす

ぎないのです。 

皆さまは、この３次元という世界で「時間」という概念の中で生きていますので、スト

ーリーを組立てるために過去世というものが必要なのです。 

パラレルワールドの自分自身を、現在の自分自身の時間軸に当てはめ、過去世として
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いるだけに過ぎないのです。 

そして皆さま自身のストーリーを組み立てているのです。 

自分の過去世も、パラレルワールドのひとつとして捉えますと、過去世からのカルマ

の影響などというものは無いのです。 

 

〇TAKESHI 

逆に潜在意識の中にある様々な感情、例えば自己否定の感情や他人を恐れる感情が

有るとしたら、そのような感情を正当化させるために、自分を否定するような過去世

や他人を恐れるような過去世を、パラレルワールドを使って作り上げたということに

もなりますでしょうか。 

 

〇ラナさん 

あくまでもストーリーを作り上げ、完成させるために必要なパラレル世界を選び当て

はめているだけなのです。 

 

〇TAKESHI 

例えば、５次元、６次元の世界から見ると、時間軸というものは存在しないので過去

世というものは基本的には無く、その過去世が私たちの潜在意識や顕在意識に対し

て自己否定や他人への不信感や恐れなどの感情を植え付けることはありえないとい

うことになりますか。 

 

〇ラナさん 

５次元世界に入りますと、全てのパラレル世界をバラバラに見まがら、気分に合わせ

て好きなパラレル世界に好きなタイミングでパラレルシフトすることができます。 

そして、それぞれのパラレル世界は繋がっているようで繋がっていないと見ることも

できますので、それぞれのパラレル世界がネガティブな状況に影響しないようになっ

てくるのです。 

影響を受けたいと思うパラレル世界を自分に繋げ、そしてその情報やエッセンスを受

け取るということを自分で選択してできるようになります。 
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PART6 第５のゲートと５次元意識で生きる要点 

 

 

〇質問者 

この５次元意識に向かう最後のゲートが開く前に、自分たち独自の集合意識に入って

いくということを、もう一度お聞きしたいのですがお願いします。 

 

〇ラナさん 

３次元の世界にいるときは、皆さまは残らず３次元の集合意識に繋がっていたからこ

そ、３次元を体験することができました。 

そして２０２１年の３月、第 1 のゲートが開いた後、５次元意識に変わりアセンションを

すると決めた人たちがこの第１のゲートをくぐったことで、まず３次元世界の集合意

識から外れました。 

そして外れた後、同じように５次元意識になると決断され、実際に第 1 のゲートをく

ぐられた人たちを集めて一時的に形成された集合意識に繋がることで、皆さまは３

次元世界の集合意識から自由になられたのです。 

 

〇TAKESHI 

ほかの説明では、第４ゲートをくぐられた後は、５次元世界の集合意識に繋がってい

るということを説明されていますが、なにか違う意味がありますか。 

 

〇ラナさん 

はい、５次元意識になろうと思われている人たちは、第４のゲートをくぐられた後、５

次元意識になりやすくするために、もうすでに形成されている５次元世界の集合意識

に、私が許可を出して一時的にお繋ぎいたしました。 

ただ、これは一時的な繋がりでしたので、今はもう皆さまは５次元意識に向かうと決

められた人たちで仮に形成された集合意識に繋がっております。 
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〇TAKESHI 

この５番目のゲートをくぐることによって、初めて５次元世界の集合意識に繋がるこ

とができるということになるわけですね。 

では、この第５のゲートの意味や第５のゲートをくぐるためには、どのようなことが必

要か教えてください。 

 

〇ラナさん 

はい、第５のゲートをくぐるためには、自己否定や自分を信頼できないという気持ち、

自分を愛せないという気持ち、そのようなものを全て満たす必要がございます。 

自分を「宇宙の根源の愛」の完全なる愛で満たし、ありのままの自分を愛し認めてあ

げる。 

そして「今、全てが揃っている」という意識になったときに、５次元の世界を見ること

ができるようになります。 

なぜなら５次元の世界は、まさにそのような意識の世界だからです。 

波長の法則が有りますので、５次元世界と同じ波長を持っていない人たちは、第５の

ゲートをくぐることは難しいのではないかと思います。 

ただ焦ることはございません。 

第５のゲートは一度開いたら閉じることは決してございません。 

皆さまがそれぞれのペースで行きたいときに向かわれればよいのです。 

個人差がございますので、今すぐに自分を１００％の愛で包み込み、自己否定をなく

さなければならない、急がなければならない、という思いを抱かなくてもよいのです。 

あくまでも自分のペースで、進まれたらよいのです。 

 

〇TAKESHI 

私たちは、第３のゲートまではエレベーターに乗るかのように自動的に登ってきたと

思いますが、第４のゲートに関しては「これから自分自身でアセンションしていく」とい

う意思を持っている人「５次元意識になる」という意思を持っている人でなければく

ぐれないと言われました。 

この第５のゲートに関していうならば「自分自身を愛で満たし、否定的な概念、否定的
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な感情をクリアリングした人でなければ入れない」ということになりますでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、そのとおりです。 

 

〇TAKESHI 

多くの地球人が、３次元世界から出てきたばかりの自分にとっては「第５のゲートは

ハードルが高いな」と考えられているのではないでしょうか。 

今「時間をかけて、ゆっくりと進んでいけばよい」と教えていただいたのですが、多く

の地球人が第５のゲートを超えていくにはどうしたらよいでしょうか。 

 

〇ラナさん 

ただ、愛に戻りさえすればよいのです。 

もともと皆さまは「宇宙の根源の愛」の完全な愛そのものなのです。 

愛から生まれた存在が、再び愛に戻るのは簡単なことです。 

難しく考えずに、自分は愛され、そして認められ、尊重されるべき存在だと認めてあ

げればよいのです。 

焦ることもないのです。 

なぜなら、全てシンクロで物事が進んでいくからです。 

 

〇TAKESHI 

はい、ありがとうございます。 

宇宙の光のメンバーたちは、ラナさんから「宇宙の根源の愛」の世界に連れて行って

もらい、このようなことを適切に教えていただいていますので、とても幸せだなと思

います。 

まるで第５のゲートをくぐるための参考書をもらっているようなものですので努力し

たいと思います。 

 

〇ラナさん 
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努力する必要はないのです。 

努力しようと思っているからこそ難しくなるのです。 

ただただツインライトの光を使って自分自身を愛と創造の光で満たし「絶対的な完全

なる愛」で包み、そして無限にあふれる創造の光を自分に満たすことで軽やかに５次

元意識へと拡張していくことができるのです。 

「頑張らなければいけない、努力しなくてはいけない」と思っているからこそ、ことが

難しくなってしまいます。 

物事はシンプルで宇宙もシンプルです。 

 

〇TAKESHI 

それでは５次元世界について、どのような世界なのかお話を聞きたいのですがよろ

しくお願いいたします。 

 

〇ラナさん 

はい、５次元世界はあらゆる存在が愛を中心として存在しております。 

そして命が最も大切とされ、お互いを信頼し尊重し認め合いながら世界を創っていく

という世界になっております。 

そして皆が皆「シンクロ」で生きていますので、全てが大変スムーズに事が運びます。 

 

〇TAKESHI 

今、５次元世界の特徴について私たちが理解していることは、まず理論や論理的な思

考ではなく、愛を基軸とした直感力によって自分たちの生き方や自分たちの関係が

作れるということ。 

テレパシーなどが使えるようになり、お互いの気持ちを理解したり、お互いの心を感

じ取ったりすることによって、言葉に頼らないコミュニケーションが可能になるという

こと。 

それから今までの物質世界にフォーカスしたやり方ではなく、小さなコミュニティな

どから愛のある関係を基軸として新しい社会を創っていく、ということなどを私たち

は学んでおりますが、５次元世界の特徴について他にもございますか。 
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〇ラナさん 

様々なことを頭で考えなくなります。 

これからは、優秀な受信機として脳を使用することになりますので思考というものを

使わなくなります。 

必要なことは全て宇宙から「シンクロ」で届けられますので考える必要がないのです。 

ただひらめきと意図だけあればよいのです。 

 

〇TAKESHI 

はい、わかりました。 

５次元世界での成長や学びはどのようになっているでしょうか、教えてください。 

 

〇ラナさん 

５次元世界では愛を中心として生きていく世界になりますので、より愛を大きくし

「宇宙の根源の愛」の状態に戻っていくという日々になっていきます。 

学びは一切ございません。 

何故なら、皆さまはすでに学ぶ必要があることは学んできたからです。 

これからは、大きな宇宙の愛に戻るという作業をするのです。 

ある意味、学びというのは３次元世界での解釈や考え方です。 

５次元以上の世界では学びは存在せず、大きな愛に戻っていくという日々になって

いくのです。 

そして後々、皆さまは肉体を失い、非物質体、あるいはスピリチュアル体となって存

在します。 

そして非物質体となって存在していく日々の中で、さらに大きな愛の意識とひとつに

なって、やがては宇宙意識になっていくのです。 

そして今後は宇宙意識とひとつになり宇宙を創っていく者もいれば、再び「宇宙の根

源の愛」の世界に戻り大きな愛とひとつになって存在し、再び他の世界を創るために

準備をされる人もいます。 

ある意味、学びはこの３次元で終わりなのです。 

他の存在たちも学びを得ているのではなく、完全なる愛の存在に戻るための日々を
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過ごしているのです。 

 

〇TAKESHI 

はい、ありがとうございます。 

おそらくこの話を聞かれている皆さまも３次元的な思考が残っているので、自分の思

考を切り替えることに一生懸命になっていらっしゃると思います。 

 

〇ラナさん 

力を抜かれるとよいでしょう。 

これからの世界は「いかに力を抜きながら、流れに任せて生きていくか」ということ

が大切になります。 

頑張るのではなく、力を抜き宇宙の流れに身を任せ、まるで川の流れのように生きて

いけばよいのです。 

そうすれば全てシンクロで物事が起こり「やる必要があることが、やる必要があると

き」に現れてきます。 

これからは計画なども不要になり、やる必要があることが自動的に目の前にやってく

る、というような時代に皆さまは入っていきます。 

もっとリラックスして肩の力を抜き、深く呼吸をされ、ありのままの自分になって宇

宙と呼吸を合わせてみてください。 

そして「私は私を必要としている場所に行き、私は私にしかできない役割や仕事に就

きます」と、ただこの言葉を言ってみてください。 

そうすれば皆さまのハイヤーセルフが皆さまの行くべき場所を見つけだし、そしてそ

の場所に導かれ、その場所で皆さまにしかできない仕事や役割に就くことになるの

です。 

その役割に就きましたら、もうあとは自動的に事が運んでいきます。 

無理なくそのことができ、そしてワクワクで取り組むことができるようになるのです。 
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PART1 アセンションに向かう第５の扉について 

 

 

皆さま、こんばんは。 

２０２１年１１月１９日に起こりました皆既月食の際に、さらに高次元の光がこの地球に

降り注ぎ、地球のエネルギーが一旦リセットされ、皆さまは行きたいと思っている世

界に移行されました。 

自分の目の前に、自分自身が思い描いた世界がまだ反映されていないと考えられる

人もいらっしゃると思いますが、徐々に皆さまが信じる世界が皆さまの目の前に反

映されていくことになるでしょう。 

世界は大きく変わります。 

先日の皆既月食の際に、皆さまは一斉に以前の世界から新しい世界へとパラレルシ

フトされたからです。 

おひとりおひとり思い描いている世界は違うのですが、皆さまは御自分が思い描い

ている世界に瞬時にパラレルシフトしたのです。 

今、皆さまが見ているこの世界は今までと同じような世界であっても全く別の世界

になります。 

同じように見えたとしても全く異なる世界なのです。 

皆さまが心の中で思っていることが、どんどん目の前に現れてくるようになります。 

今までの地球は、地球に住む皆さまが一緒に作り上げていた世界でしたので、皆さま

はその世界のやり方に従って生きてきたのですが、これからはおひとりおひとりの自

分自身が作り上げる世界の中で生きていくこととなるのです。 

これも地球始まって以来のことです。 

今、皆さまは地球が歩んだことがない世界をもうすでに歩み始めております。 

これからは、皆さまの心がますます反映された世界になっていくでしょう。 

そして同時に１１月の皆既月食の際に、５次元意識に変わる最後のゲートである第５

のゲートも開いたのですが、今はまだこの第５のゲートをくぐられた人はおひとりも

いらっしゃらないようです。 
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皆さまは、この第５のゲートをくぐる前に、もう自分が手放した方がよいという思い

や思考を手放して整理をしているようです。 

そして準備ができた人から、この第５のゲートをくぐられるようです。 

この第５のゲートをくぐられた後はもう二度と３次元の世界を見ることはできません。 

もちろん、４次元の世界を振り返ることもできなくなるでしょう。 

なぜなら、第５のゲートをくぐられた後は、皆さまは、５次元のエネルギーを感じて５

次元意識にふさわしい世界を作り上げるためのイメージを毎日することになるから

です。 

５次元意識を具現化するためのイメージを作ることがとても忙しくて、もう３次元や４

次元世界を振り返っている暇はなくなるのです。 

第５のゲートをくぐられ、５次元意識に移り変わっていくための場所に入られた人た

ちは、とても軽やかになり自分を偽ることも無く自由に生きることができるでしょう。 

そして、より軽やかになっていただいた後、５次元意識となり５次元世界を見ること

ができる世界に入ることになるでしょう。 

この第５のゲートをくぐる時は個人差がありますので、皆さまそれぞれ違った時期に

くぐられるかと思います。 

早い時期にくぐったから良いというわけではございません。 

第５のゲートも、1 度開いたら閉じることはございませんので、皆さまおひとりおひと

り自分のペースで進めばよいのです。 

もちろん「進まない」という選択もございます。 

この選択もとても尊い選択です。 

「５次元意識にならない」という選択をされたとしても、悪いということは一切ござい

ません。 

全てが自由選択であり、そして皆さまの選択は尊重されます。 

これからの地球はますます自由度が増え、皆さまの心のままに生きることができるで

しょう。 

そして、思考の現実化もとても速くなっておりますので、思考を整理し本当にかなっ

てほしいこと、本当に望むことだけを頭の中に残し具現化されたらよいかと思います。 

具現化してほしくないことまで考えてしまったときには、すぐにその考えを取り消し
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ますと具現化はしないでしょう。 

ただ、その思考を残したままにしておくと具現化してしまいますのでお気をつけくだ

さい。 

以前よりも具現化のスピードがとても速くなっております。 

具現化するのであれば、具現化してほしいことだけを考えられるようにされたらよい

かと思います。 

もちろん本当に具現化が起こるかどうかを試したいという人は、あらゆる方法を試

されたらよいかと思います。 

そうすることで、思考の現実化が信じられるようになってくるでしょう。 
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PART2 ５次元意識になるためのキーポイント 

 

 

〇TAKESHI 

５次元意識に変わるための最後の扉である「５番目の扉」について詳しくお話しして

いただきたいと思います。 

 

〇ラナさん 

はい、皆さまが存在している地球では、アセンションを成功させるのは今回が初めて

のことです。 

もちろん皆さまも、今初めての日々を過ごしているわけです。 

初めてのことだらけですので、やはり段階を登って前に進む必要がございます。 

皆さまは急激な変化に対応できないからです。 

第１ゲート、第２ゲート、第３ゲート、第４ゲート、第５ゲートと細かく分けたことで心の

準備もしやすくしているのです。 

いきなり５次元の世界に入ってしまったら、皆さまも心の準備ができておらず、５次

元のエネルギーに圧倒されてしまうでしょう。 

５次元のエネルギーに慣れていただくという意味でも第１ゲートから第４ゲートを用

意し、５次元の意識に近づけば近づくほど、エネルギーが濃くなっていくように設定

されております。 

５次元世界のエネルギーに心や体がビックリしないように、少しずつ慣れていただき

たいために第１ゲートから第５のゲートを用意いたしました。 

 

〇TAKESHI 

今回開いた第５のゲートというのは、私たちにどのような変化をもたらすのか教えて

ください。 

 

〇ラナさん 
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３次元から５次元の意識に拡張しようとされる皆さまにとっては、今までの世界は目

に見えない存在たち、目に見えないエネルギーを感じて、それらのエネルギーに慣れ

ていただくためのトレーニングルームのような場所でした。 

そして皆さまは、第４ゲートをくぐられた後、新たな世界に入り、目に見えないエネル

ギーを感じられ「目に見えないエネルギーは確かに存在する」ということを感じとっ

ていただいたかと思います。 

また、目に見えないものに対して、皆さまはある程度慣れてきたかと思います。 

「目に見えないものは確かにある、確かに存在している」ということに違和感が無く

なった人から、そして、自分の中の思いや思考を自分自身の願いと一致させることが

できた人から第５のゲートをくぐることでしょう。 

第１から第５のゲートを用意したのは、それぞれの世界で皆さまが準備をするために

必要だったからなのです。 

 

〇TAKESHI 

今までの第１ゲートから第４ゲートまでは、私たちの肉体はまだ３次元世界に残って

いるために３次元世界を見ること、感じることができたと思うのですが、第５のゲート

をくぐると、今までとは全く異なる視点から物理世界を見るために、３次元世界に興

味がわかなくなるということですが、この５番目のゲートをくぐることは、私たちにと

って大きな決断である気がしますがいかがでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、いよいよ自分自身が物理次元の肉体に収まる存在ではなく、宇宙に大きく広

がり、そして実は形を持たない存在だと理解する時が来たということなのです。 

第５のゲートをくぐった後、宇宙を感じ、宇宙に存在している自分を感じることで、自

分は無限大の存在だと深く知ることができます。 

また５次元の世界はそのような世界でもありますので、皆さまが宇宙意識に目覚め、

宇宙意識とひとつになった日々を過ごすことになるのです。 

 

〇TAKESHI 
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私たちが意識の制限を取り除くことによって、５次元世界をさらに知ることができる、

ということになるのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

皆さまが第４ゲートをくぐられた後の世界にいる間に、皆さまは自分自身の制限を外

していただく機会を得ることができました。 

「自分自身はもっともっと大きな存在で、無限の存在なのだ」ということを理解され

たことでしょう。 

 

〇TAKESHI 

先日、私たちの心が考えていること、頭で考えていること、もしくはハートで感じてい

ること、そのことが違うことによって私たちの意識がバラバラになっているとおっし

ゃっていましたが、そのことについて教えてください。 

 

〇ラナさん 

これは、３次元世界特有のことなのですが、多くの人が頭で考えていることと心で思

っていることがバラバラなように思われます。 

心では「こうしたい、ああしたい、こうやって生きたい」と思っていても、頭では「こう

いうふうに生きるべきだ、こういうふうな世界にいるべきだ」と正反対のことを考え

ていることが多いかと思います。 

３次元の世界は考えていることと心で感じていることが一致しなくても差し支えない

世界でした。 

しかし、５次元の世界は、思考と心の思いが完全に一致している世界ですので、心で

思っていることと頭で考えていることがひとつになります。 

５次元世界での心と頭の働き方を説明しますと、心で考えたことを頭で受け取り、頭

がどうしたら心が思っているように生きることができるのか、日々を過ごすことがで

きるのか、ということを知るために、頭はその思いを宇宙に発信します。 

そしてハイヤーセルフは、頭が発信した問いを受け取り、宇宙からその生き方をする

ための方法を探し出して、皆さまに届けるということを行っております。 
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５次元での生き方は「心」が中心となります。 

心が感じていること、心が思っていることを頭がキャッチし、頭がその思いを宇宙に

届ける、そのような仕組みになっております。 

そうすることで、心が思うような生き方やそのような生き方をするための方法を宇宙

から手に入れ、その方法をもとに毎日を作り上げていくのです。 

それが５次元以上の世界のスタンダードとなるのです。 

 

〇TAKESHI 

頭で考えていることと心で思っていることがひとつになっていくということが５次元

意識になるための大切なポイントとなるのでしょうか。 

では、それをひとつにするためにはどのようにしたらよいでしょうか。 

 

〇ラナさん 

コズミック・ツインライトの光を受け取ることです。 

自分の中に「宇宙の根源の愛」と「宇宙の創造の光」を満たすことによって、自分の思

いと自分の意識をひとつにしていくことができます。 

「自分自身はまぎれもない愛から生まれた存在であり、自分自身は常に宇宙と繋がっ

て宇宙からたくさんのアイデアを受け取っている存在なのだ」ということを、ツインラ

イトの光を受け取ることで理屈なしで感じることができるようになるのです。 

 

〇TAKESHI 

第５のゲートが開くことによって、地球の物理世界の中でも５次元世界というものを

形にすることができるようになったというふうに私はメッセージを受け取っておりま

すが、そのことについて詳しく教えて頂けますか。 

 

〇ラナさん 

はい、それは思考の現実化です。 

皆さまの心と思考が一致して、その思考を現実化したいと思ったときに理想的な世

界を創り出すことができるのです。 
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しかし、心と思考が一致していないバラバラの状態ですとそれが具現化されてしまい

ますので、目の前に広がる世界が矛盾だらけの世界になってしまうのです。 

現在どのような考えや思いであっても、とても速いスピードで具現化するようになっ

ておりますので、自分の目の前に広がる世界がどのような世界になっているかによ

って、自分自身の状態を反対に見ることができるようになるでしょう。 

もし目の前に広がっている現実が、皆さまが考えているものと違うものであったり、

理不尽なものであったりする場合には、自分の心と思考が一致していない、というこ

とですので、自分の思考と思いを一致させて、本当に具現化したいことだけを残し世

界に反映されるとよいでしょう。 

 

〇TAKESHI 

第５のゲートが開いた後、アセンションに向かう私たちは、これからどのような変化を

体験していくことになるのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、心と思考が思ったままの世界が創り上げられ、その世界を体験していくことと

なるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

例えば、都市部に住んでいる人たちは、都市に住みながら５次元意識を実現していこ

うと考えている人たちが多いかと思いますが、そのことを実現するためにはどのよう

なことが必要か教えてください。 

 

〇ラナさん 

はい、目と耳から入ってくる情報を選別する必要があるでしょう。 

耳から入ってくる情報をそのまま信じることなく、本当に取り入れたい情報をしっか

りと選ばれて活用されてください。 

情報を選択することなく、自分の中にどんどん取り込んでしまった場合には、その情

報が自分の思いと結びつき、不安が生まれたり恐れが生まれたりします。 
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その不安や恐れが思考の現実化と繋がり具現化されていくこととなるので、入ってく

る情報を自分が知りたい情報かどうかということを選ぶことが必要です。 

全ての情報を自動的に聞いているのではなく、耳に入ってくる情報をひとつひとつし

っかりと選別し、本当に耳に入れたい情報だけを耳に入れてあげる、ということが必

要になってくるかと思います。 

 

〇TAKESHI 

第５のゲートをくぐった人たちを中心に、新たなコミュニティや小さな社会が地球上

に生まれ、そしてそれが５次元世界に発達していくという話を以前にされておりまし

たが、そのことに関して最近話されることは何かございますか。 

 

〇ラナさん 

はい、５次元世界では「世界は自分ひとりでも創ることができる」と気付いた人たち

が、自分が創りたい世界を創っていくこととなるでしょう。 

そして、自分が創りたいと思っていた世界を同じように創りたいと思っている人たち

が集い、そして人数が増え、コミュニティができ、街ができ、そして自分たちが思うよ

うな世界を皆さまが努力して創っていくというふうに発展していくでしょう。 
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PART3 地球以外の星から来た生命や植物について 

 

 

〇TAKESHI 

次のテーマはアセンションをして５次元意識になるための要素として、自然界との調

和、自然界と共鳴する、ということがございますが、そのことについて私たちがどの

ようにしていけばよいのか、教えてください。 

 

〇ラナさん 

はい、皆さまが愛に目覚めていきますと、自分だけでなく自分を支えている生命たち、

そして大地、地球に対して自然と目がいくようになるのです。 

「自分自身が、今こうして存在しているのは、自分だけの力ではなく、自分を支えてい

る多くの存在たちがいるからこそ、自分自身が存在することができる」ということに

気付き、自然や昆虫、動物たちといった自分たち以外の存在たちに目が向けられる

ようになるのです。 

「みんながいるからこそ、私が存在することができる」そして「みんなが無条件の愛で

私たちを愛しているからこそ、私たちは毎日あらゆる恵みを受け取り存在することが

できる」ということに気付くのです。 

そうすることで自然に植物や昆虫、動物たちを尊重するようになるのです。 

協力し合ってこの地球の中で生きていこうと思うようになるのです。 

 

〇TAKESHI 

昼間のライブで「自然と調和していきたいのですが虫がとても苦手なんです」という

質問が有ったときに「自然界は自分の心の反映である」というお話をされましたが、

そのことをもう１度お話ししていただいてもよろしいでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、虫たちの姿や植物たちの姿、これらは全て地球に住む人たちの心が反映され
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ているのです。 

皆さまの中で見た目がとても受け入れることができない、拒否をしてしまう、という

ような姿をしている植物や昆虫たちが目の前にいたとき、それは皆さま自身の心が

とても攻撃的で荒々しかったために植物や昆虫がそのような姿を取っているという

ことなのです。 

自分自身の心が穏やかで愛に満ちあふれている状態であれば、目の前に存在してい

る植物や昆虫たちも見た目はとても美しく、見ているだけで落ち着く穏やかな姿をさ

れるのです。 

お互い影響し合っていますので、植物も昆虫も地球人である皆さまの心が発するエ

ネルギーを受け取ってそのエネルギーをただ具現化しているに過ぎないのです。 

もし、皆さまの周りでとても不快な思いをするような昆虫や植物が存在している場合

は「自分自身の心が攻撃的で穏やかでなかった」と気付かれるとよいかと思います。 

皆さまの心が開いて愛で満たされ、とても平穏な状態であれば植物や昆虫は同じよ

うな愛であふれた姿になるのです。 

 

〇TAKESHI 

私も庭でお花を育てているのですが、よく蜂が出てきます。 

普通の人は蜂が出てくると「キャー！」と言って逃げるのですが、私は蜂に対して「お

花の蜜をたくさん作るから、私を刺さないでね」という約束をしているものですから、

蜂がきてもあまり怖くはないのですが、そういったことが他の虫や動植物に対しても

行えますか。 

 

〇ラナさん 

もちろんそうです。 

皆さまの心が穏やかで愛に満ちた状態であれば、動物や昆虫たちは皆さまを傷つけ

ることをしなくなるでしょう。 

彼らは軽やかに飛び、他の存在を傷つけることは一切行わなくなるのです。 

 

〇TAKESHI 
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自然界の中にはイルカや古い樹木などのように、私たちよりもとても素晴らしい叡智

を持っている存在たちがたくさん存在していますが、そのような存在との関わり方や

コミュニケーションの取り方なども教えて頂けますか。 

 

〇ラナさん 

皆さま地球人は、今あらゆることを吸収し成長し続けている存在です。 

この広い宇宙から見たときに、まだまだ若い存在として見られています。 

皆さま地球人が、あらゆることを吸収し新しい発見ができるようにサポートしようと

思い、この地球にやって来た存在として「イルカ」という存在、また「鯨」という存在が

いらっしゃいます。 

イルカたちは地球以外の星の考え方や過ごし方をこの地球の中にもたらしている存

在です。 

皆さまにいつも新しい考え方や新しい角度での物の見方を伝えることでサポートし

ているのです。 

 

〇TAKESHI 

イルカや鯨というのは、私たちにとって馴染みの深い存在だと思います。 

「おおすみ宇宙村」に来られた人は「志布志大黒イルカランド」にお連れして、イルカと

触れ合ったりすることをお勧めしているのですが、イルカというのは私たちにとって、

とても大きな「癒やし」の力や私たちのエネルギーを調整する力を持っていると思う

のですが、そのことについて教えてください。 

 

〇ラナさん 

はい、地球人の皆さまが疲れてしまったとき、あるいは行き詰まってしまったときに、

イルカは皆さまのそのような思考をクリアにして心地よい脳波の状態にするサポート

を行っております。 

イルカたちは、皆さま地球人がより毎日を過ごしやすくするためにお手伝いをしてい

るのです。 

少し考え過ぎてしまったとき、行き詰まったとき、考え方に限界を感じられたとき、イ
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ルカがいらっしゃるところに足を運び、イルカと意識を合わせるようにイメージをす

ることで、イルカたちが皆さまの脳波を調整してくださるでしょう。 

また、深く傷ついた心をお持ちの場合には、イルカたちはその心に寄り添い、その傷

に優しく触れ、イルカが持っている愛と考え方を皆さまに送ることでその傷が癒える

ということが起こってきます。 

イルカはこの地球上にとって最高のセラピストでしょう。 

 

〇TAKESHI 

イルカというのは、３次元の世界にも存在しますけれど、５次元、６次元の世界にも存

在している存在ですか。 

 

〇ラナさん 

もちろんです。 

彼らは多次元に存在することができる存在ですので「自分自身がこの世界にいる必

要がある」と思う世界に自由に行くことができるのです。 

 

〇TAKESHI 

もともとイルカというのは、どのような星から来ているのですか。 

 

〇ラナさん 

プレアディス星団やシリウス星系から来たイルカもいらっしゃいます。 

イルカは来られた星によってそれぞれの種類が異なりますし役目も異なります。 

 

〇TAKESHI 

地球に生えている植物の中で地球以外の星から来た植物はありますか。 

 

〇ラナさん 

地球でも非常に有名なバラは、高次元のエネルギーを象徴する存在として地球以外

の星から地球に持ち込まれました。 
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他にもトウモロコシ、竹、麻そして松、それらは全て地球以外の星から持ち込まれたも

のです。 

まだ他にもあるのですが、今宇宙から運ばれてきた植物として代表的なものをお伝

えしました。 

これらの植物が地球に持ち込まれた理由は、地球人が健やかに成長し生命を維持す

るために必要だったために宇宙からこの地球に持ち込まれたのです。 

 

〇TAKESHI 

私たちは、松を松葉茶として有効に利用しておりますが、松は体の解毒や体の状態を

良くすることに役に立っているということでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はいそうです。 

 

〇TAKESHI 

私も今、麻で作られた服を着ているのですが、５次元意識に近づくにつれて自分の感

覚が鋭くなり、通常の化学繊維で作られた服はあまり着たくないと思っているのです

が、やはり麻とか綿のような植物で作られている服が合うような気がします。 

 

〇ラナさん 

麻にはいろいろな用途がありますが、地球人の生活に必要な物を麻が提供している

のです。 

竹は空気の清浄化やウイルスの除去、そしてエネルギーの波動調整のために大変役

に立っております。 

おおすみ宇宙村にも広い竹林がありますのでエネルギーの浄化をしたい人は、竹林

の中で瞑想してみるのもよいかもしれません。 

竹林の中で遊んでいるうちに心身の浄化もできるでしょう。 
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PART4人工的に作られた地球の役割について 

 

 

〇TAKESHI 

地球が「人工的に作られた星」であることを以前お聞きましたが、この地球がどのよ

うな理由で創られ、どのような経過をたどり、そしてこれからどの様になっていくの

かということについて教えて頂けますか。 

 

〇ラナさん 

はい、地球という星は、皆さまが存在している天の川銀河の平和のために作られた

人工的な星なのです。 

一般的な星は、単一の種族しか住んでいない星が多いのです。 

例えばプレアディス星団であればプレアディス人しか存在しない星、シリウス星であ

ればシリウス人しか存在しない星というように、その星の単一の種族しか存在しない

星が宇宙にはたくさん存在しているのですが、単一の種族しかいないからこそ星の

中では平和を保つことができるのですが、ただ異なる星の人たちとは考え方や生活

習慣、文化などが違うために対立することが多かったのです。 

そのために、天の川銀河では星と星の争いが絶えませんでした。 

そして、星と星の争いを終結させるためにはどうしたらよいか、ということを、天の

川銀河内の各星々の代表の者たちが話し合って決めたことが、あらゆる種族の者た

ちが集まる星を作れば、いくつもの異なる星の人たちが移り住み、一緒に星の中で暮

らすことでお互いの違いを認めるようになるのではないか、ということでした。 

その星に移り住んだ人たちは、お互いを認めなければひとつの星を運営することが

できなくなるので、半ば強制的にお互いのことを理解しようと思うのではないかと思

ったのです。 

そこで、そのことを行う星として地球が創られました。 

地球はあらゆる星の者たちが移り住み、たくさんの種族が存在している多種多様な

星です。 
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今まで、地球の歴史の中では違う星の者同士の争いは絶えませんでした。 

現在、異なる種族同士の争いが大変落ち着いてきたことで、地球もアセンションを迎

えることができたのです。 

あらゆる星の人たちの遺伝子を持ち寄って作られた地球人の皆さまは、天の川銀河

にとって希望の存在であり宇宙の光なのです。 

皆さま、地球人という存在は、皆さまが思っている以上に大きな役割を担っており、

そして希望であふれた存在なのです。 

地球人の皆さまがいらっしゃるからこそ、この天の川銀河の平和が約束されていると

いっても間違いではないでしょう。 

 

〇TAKESHI 

ただ、そうなるためにも私たちが３次元の世界から意識を拡張して５次元意識の世界

に入り、ファースト・コンタクトを行ってこの地球上で幾つもの種族が仲良く暮らす、

ということを実現しなければならないと思いますがいかがでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、もちろんそのとおりです。 

地球人の皆さまは、必ずそのことを行っていくでしょう。 

ただ、そのことをどうか重荷に感じることなく、軽やかに心躍らせる気持ちで行われ

てみてください。 

 

〇TAKESHI 

はい、分かりました。 

また、そのようなことをどのような存在が計画し、どのような存在が地球人の進化を

見守っているのですか。 

 

〇ラナさん 

はい、宇宙連合の中でも天の川銀河内の第一評議会と呼ばれる人たちです。 

第一評議会は、各星の代表の人たちが集って作られた評議会です。 
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〇TAKESHI 

今まで地球というのは、とても大きな争いや侵略が有り、力のない子供や女性たちが

傷つけられることがおこなわれてきましたが、そのようなことも地球人が進化するた

めに必要であったのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

地球人だけでなく、この天の川銀河が成長するために必要なことでした。 

お互いが傷つけられ、苦しみ悲しみを知ることで、もうそのような争いをやめてお互

いを見つめ合い尊重し合って世界を創り上げた方が良いと皆さまが気付くための道

のりでした。 

 

〇TAKESHI 

これからの時代は、今までと同じような世界に残る人とこのような世界から卒業して

新しい世界を創るという地球人に分かれていくのですが、これはそのように計画され

ていたのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

全ては自由選択ですので皆さまを尊重した結果です。 

 

〇TAKESHI 

そこに、地球人以外の種族による地球人の意識のコントロールというか洗脳というも

のが入っている可能性はありませんか。 

 

〇ラナさん 

この地球の中で、洗脳というものが存在するという情報も出ておりますので、洗脳か

ら解かれ自由になることを選択している人もいらっしゃいます。 

 

〇TAKESHI 

そういったことも全て地球人の学びのために行われているのでしょうか。 
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〇ラナさん 

学びというよりも皆さんの選択です。 

あらゆることを選択することが可能である、ということです。 

洗脳されていたい人たちであれば「洗脳されていたい」という選択も尊重されます。 

また洗脳から解かれ、自分自身の意志で毎日を歩みたいと思われている人の選択も

尊重されます。 

全ては自由選択です。 

 

〇TAKESHI 

分かりました、ありがとうございます。 

次に、地球人が天の川銀河にとって果たす役割についてもう少し教えて頂けますか。 

 

〇ラナさん 

はい、先ほどもお話したとおり、天の川銀河内の争いというものを失くすために、た

くさんの種族の遺伝子を持つ地球人を宇宙連合は生み出しました。 

地球人の皆さまがいるからこそ、天の川銀河の各種族の人々はお互いが親戚になれ

るのです。 

違う星の存在であったとしても、地球人がいるからこそ皆さまは兄弟になることがで

き、家族になることができました。 

共通の子孫を持つことで、天の川銀河の人々がひとつになるのです。 

 

〇TAKESHI 

私たちがアセンションした後の世界で、これからそのことが具体的に始まるというこ

とですね。 

 

〇ラナさん 

はい、そうです。 

今まで、皆さまは大変若い存在でしたので、あらゆることを導く親のような存在が必

要でした。 



207 

 

しかし、皆さまは精神的にも成熟し、もうひとりで歩みを進めても差し支えのないと

ころまで来ましたので、今回アセンションを選ぶことができたのです。 

まさにアセンションというのは、皆さまにとって成人式なのです。 

 

〇TAKESHI 

宇宙連合と一緒に活動するためには、この地球がひとつの国家にならなければなら

ないと聞いておりますがそのことについて教えて頂けますか。 

 

〇ラナさん 

はい、皆さまが地球の中で細かい「国」という制限を作ることで、また国の中でも細か

く地域が分かれ、地域ごとにはっきりとした違いを作ることで、地域ごとの意見のぶ

つかり合いが行われております。 

現在、それらの制限や違いが曖昧になることで、皆さまは北海道から沖縄まで全員が

日本人としてひとつの意識になろうとされています。 

そして日本人という意識になられた人たちは、今度は「自分自身が地球に存在してい

る存在だ」と気付き、日本人としてだけではなく「他の国の人たちとも違いがない地

球人だ」という意識に目覚めるようになります。 

そうすることで他の国の人たちも地球人という意識が芽生え、そして国という違いも

曖昧になってきますので、皆さまはその違いを考えることもなくなり「地球に存在し

ている者たちは全員地球人なのだ」という意識になってくるでしょう。 

そうすることで自然にお互いが協力しあって、この地球をより良い星にしようと皆さ

まが立ち上がってひとつになっていくことでしょう。 

皆さまがそのような意識状態になられることで、初めて宇宙評議会の一員になるこ

とができるのです。 

難しく考える必要はございません。 

まずは、皆さま日本人として日本人の意識に目覚めさえすればよいのです。 

そうすれば自然と地球人の意識が目覚めてきます。 

 

〇TAKESHI 
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はい、分りました。 

現在は世界的なレベルで国際連合というものがありますが、それをさらに発展させ

て政府の連合体という形で宇宙評議会に入ることはできないのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

今の意識のままでは難しいでしょう。 

 

〇TAKESHI 

地球のアセンションが成し遂げられた後には、新しい社会のシステムや経済のシステ

ムが生まれてくると思いますが、それに合わせて政治を運営していくためのシステム

が生まれ、それが地球を覆うようなシステムになったときに地球がひとつの統一国家

になるというようなイメージでしょうか。 

 

〇ラナさん 

自然とそうなっていくでしょう。 

５次元の世界になりますと記念日が大変多くなってくるかと思います。 

ルールではなく一緒に何かを祝おうという気持ちが強くなってくるのです。 

例えば、太陽の恵みを受け取り豊かな緑を得られた記念日、多くの生命を誕生させる

ことができた記念日、出生率が高くなって多くの赤ちゃんが無事に生まれた記念日、

そして多くの人が長く生きることができた記念日、というような細かい記念日が増え

てくるかと思います。 

皆さまの中にお祝いをしたいという気持ちが高まってくるのです。 

それは、皆さまの心に感謝の気持ちが宿ってきて、感謝の気持ちを形にしていくこと

を皆さまが望んでいるからそのようなことが起こるのです。 

「みんなで祝いたい」という気持ちが強く出てきますので、自然と記念日を皆さまで

決めるようになるでしょう。 

 

〇質問者 

地球がアセンションするのは、今回が初めてと言われましたが、地球のパラレルワー
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ルドにおいてもアセンションは、初めてなのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

今、皆さまが認識している世界においては初めてアセンションを迎えるのです。 

皆さまの意識がアセンションを選択したことで、すでにアセンションが完了しているパ

ラレルワールドの地球と繋がることができたのです。 

全ては現在の皆さまを基準にして話をしておりますが、現在の皆さまからフォーカス

を外して多次元にわたって皆さまを見て説明するのであれば、実は地球のアセンショ

ンは初めてではございません。 

現在ここにお集まりいただいている皆さまの意識にフォーカスして、その意識に伴っ

た情報をお話ししております。 

 

〇TAKESHI 

ラナさん、ありがとうございます。 

５次元意識になると、頭で考えて計画を立てるよりも「自分がやりたいことをやりた

いときにやる」ことが普通になると言われていますが、それによって混乱などは起き

てきませんか。 

 

〇ラナさん 

「やりたいことをやりたいときにやる」ということではなく「やる必要があることをや

る必要があるときに行う」ということが大切になってきます。 

「やりたいことだけをやる」と言いましたら、皆さまの世界で誤解が生じるかと思いま

すが、そのとき「やる必要があることをやる必要があるときに行う」というふうに行動

しますと混乱は生じてきません。 

５次元の意識になられる人々は、宇宙とのシンクロで動いていかれますので、物事が

宇宙の法則に基づいて起こるようになり、混乱することなく簡単にそのようなことが

行えるようになるでしょう。 

そして、５次元の意識で生きられる人々は、五感が大変優れてきますのでお互いの気

持ちを瞬時にくみ取って、やる必要があることを皆で受け取ることができ、そして自
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然に取り組むことができるのです。 

今までは「これはするためには、これとこれをやってください」というように説明した

かと思いますが、その説明をしなくともフィーリングやテレパシーのような形で皆さ

まがその情報を受け取り、それぞれの人がお互いできることで取り組むようになる

のです。 

例えば、そのとき「家具を作る必要がある」と皆さまが同時に受け取った場合には、金

槌で釘を打つことが得意な人は金槌を手に持ち、鋸で木を切ることが得意な人は鋸

を手に持ち木を切っていくでしょう。 

そのように、それぞれが得意な分野を生かしてひとつの物を作り上げることができる

ようになってくるのです。 

今まではひとつひとつ「あれをしてください、これをしてください」と頼んだかと思う

のですが、その「頼む」という工程が必要無くなってくるのです。 

いい加減にやりたいことをやるのではなく「そのとき、やる必要がある」と感じたこと

を皆が瞬時に感じ取り、命令をするのではなく、指示をするのでもなく、皆さまひと

りひとりが率先して自分から動いていく、ということになるのです。 

 

〇TAKESHI 

第５のゲートをくぐられる人は、第５のゲートをくぐっていない人たちとこれから交流

することはできますか。 

 

〇ラナさん 

はい、しばらくの間は交流することは可能ですが、お互い違和感を持つようになるで

しょう。 

そして自然と喧嘩したわけでもなく、仲違いをしたわけでもないのに会う必要がなく

なってくるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

アセンションに関して、私たちにメッセージはございますか。 
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〇ラナさん 

これから皆さまは、５次元意識に向かって歩みを進めていかれますが、皆さま地球人

は、天の川銀河や皆さまの宇宙にとって希望の光です。 

皆さまは、多くの者たちの期待の中で生まれた存在なのです。 

その期待を重圧に感じることなく軽やかに捉えていただき、地球人としての使命を

楽しみながら果たして頂ければと思います。 

また、使命を果たさなければと深く考える必要もございません。 

皆さまの存在自体が希望であり光なのです。 

皆さまが見たいと思う世界を歩み、生きたいと思う世界に生きられればよいのです。 
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PART1 2021年の冬至に起きること 

 

 

それでは最初に皆さまが気にされている冬至の前の時期に何が起こるのか。 

そして冬至後の世界はどのような世界が広がっているのか、お話していきたいと思

います。 

冬至を目前に控えた今の時期というのは、皆さまにとってとても大切な時期となり

ます。 

今まで皆さまは３次元という世界をしっかりと生き抜いてこられました。 

この冬至の時期をもって、５次元意識になられる人たちは３次元での日々を終了し、

いよいよ５次元意識によって作り出される物理世界へと進まれるでしょう。 

皆さまは自分自身の中で、３次元世界での生き方を整理し、５次元意識の生き方に書

きかえているところと言った方がよいでしょう。 

「あらゆることが皆さまに起こっている」と聞いております。 

５次元の世界というのはとてもクリアな世界です。 

まるで心が透明になったかのように、皆さまが考えていることや思っていることが、

他の人たちにも感じやすくなっているのです。 

皆さまが今まで生きていた３次元という世界の中では、自分の心を隠して自分自身

が他の人に見せたいと思っている部分を見せることができました。 

そのために、心で思っていることと言葉にしていることが一致していないということ

がよくあったかと思われますが、５次元の意識になられますとそれができなくなって

くるでしょう。 

心で思っていることを言葉にするようになり、また心で思っていないことは言葉にす

ることができなくなります。 

「全てがオープンになる」と言えるでしょう。 

皆さまは今、５次元意識に変わるために、自分自身の心の中や思考の中で自分らしく

ない思考や自分自身が本来持っていた光をくすませてしまうような考え方や思いを

光に変換しているのです。 



214 

 

そして内側からも光り輝き、毎日が穏やかな状態になるようにあらゆることが起こっ

ていたのです 

２０２１年の１２月２０日の冬至までに、それを全てやらなければいけない、ということ

では決してございません。 

皆さまおひとりおひとりのペースでよいのです。 

ただ、この冬至の日に心のデトックスをしやすくするエネルギーや高次元から降り注

ぐエネルギーがピークを迎えるといったらよいでしょう。 

そのために、冬至の前に心の中や思考を整理するような出来事が起こったのです。 

そしてもうひとつ、皆さまからよくお問い合わせをいただいていることですが「３次

元から５次元にアセンションすると、３次元で過ごしていた家族や友人たちときっぱ

りと別れなければいけないのではないか」と皆さまは思われているようですが、その

ようなことは決してございません。 

なぜなら、皆さまはあらゆるパラレル世界に存在しているおひとりだからです。 

無数に何千と広がっているパラレル世界に多くの皆さま自身が存在されています。 

一見今までの生活と変わらない人たちや友人たちがまわりに居るように見えるので

すが、少し違う人たちなのです。 

御家族であっても外見は全く同じだけれども考え方が少し違う、あるいは大きく違う、

という世界になっているのです。 

大きくパラレルシフトした場合にはガラッと考え方が違う御家族に出会うでしょう。 

皆さまが３次元の世界から５次元の世界にアセンションすると、新しいパラレル世界

で新しい御家族と出会い、そして過ごしていくことになるでしょう。 

５次元バージョンの御家族や友人も存在しているということなのです。 

ですので、アセンション後に家族と離れ離れになるということは決してございません。 

皆さまは何千というパラレル世界を持っておられます。 

皆さまもアセンション後はパラレルシフトをし、アセンションが完了した自分自身に統

合されていくことになります。 

 

〇TAKESHI 

では次に皆さまの中でも１番気になっている５番目の扉のことですが、先日ラナさん
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は「５番目の扉はもう開かれました」とおっしゃいました。 

５番目の扉のことについて詳しくお話していただきたいのですがいかがでしょうか。 

 

〇ラナさん 

この第５のゲートというのは、いよいよ５次元意識に変わり、５次元世界を見ることが

できるようになるための最後のゲートと言ったらよいでしょう。 

第４のゲートは、皆さまが５次元意識になるために、３次元のエネルギーや３次元の思

考に煩わされることなく、自分自身をクリアにするための空間です。 

第４のゲートをくぐられた皆さまは、この第４のゲートの空間の中で自分自身としっ

かりと向き合うことを行い、３次元で過ごしてきた自分自身と３次元で培ってきた思

考などを全て整理しているところなのです。 

３次元で経験してきたことの中で、５次元意識の世界でも必要なものは残し、必要で

はないと思われるものはリセットして愛に統合させていっております。 

そして全ての整理を終えた人が第５のゲートをくぐり、いよいよ５次元意識になるた

めの準備を致します。 

第５のゲートをくぐられた後の空間は、５次元意識によって生きる世界を体験するこ

とができます。 

お試しの空間と言ったらよいでしょうか。 

５次元意識ではどのような感覚になるのか、どのような気持ちで生きていくのか、そ

れらを簡単に体験することができるのです。 

そして、５次元意識の感覚が身に付かれましたら、いよいよアセンションを迎え５次元

意識で物理世界を作るメンバーに参加されていくのです。 

第４のゲートをくぐられた人にとって、第４のゲートの空間の中で送られる時間とい

うのは、とても大切なものになってきます。 

時間がかかってもよいのです。 

この空間であらゆることを整理することができたら、完全に３次元の意識が薄れてく

るのです。 

全ての気持ちや感情、思考をクリアにすることができました人が第５のゲートをくぐ

られるのです。 
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先ほどもお伝えしましたが５次元以上の世界というのは心が全てオープンになってし

まう世界です。 

今自分が抱えている感情や頭で考えていることが全て外側に伝わってしまうのです。 

そのために、心が見えても良い状態になるために、第４のゲートの空間の中で、皆さ

まは自分の思考をクリアにされているのです。 

そして第４のゲートの空間の中で、今まで貯めこんできたあらゆる感情が外側に放出

されますので、あらゆることが起こるでしょう。 

「今までこんなことで怒ったことがなかったのに怒りが止まらない」という人もいるで

しょう。 

それでよいのです。 

怒りはやはり外側に発散しなければ解消されません。 

ただその際に周りの人には害の無い形でされたらよいと思います。 

もちろん、ついつい他の人に当たってしまった、ということもあるかもしれません。 

それはお互いその怒りを受け取る、またその怒りを発散させる、ということに同意し

たために起こっていることですのでご安心ください。 

自分自身を責める必要はありません。 

「起こる必要があるために起こった」と思われてください。 

そして、悲しいときは思いっきり悲しみを放出されてください。 

そうすることでクリアになってきます。 

今の時期に感情の起伏が激しくなっていると思われる人は「自分自身の中で、３次元

の世界の自分を一生懸命整理しているからだ」と思われてください。 

 

〇TAKESHI 

ありがとうございます。 

私は第５の扉を越えて５次元意識に変わるというイメージがなかなかできないので

すが、５次元意識に移るときというのは、どのようなことが起こりますか、教えてくだ

さい。 

 

〇ラナさん 
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はい、５次元意識になると見える景色も違ってくるでしょう。 

植物のオーラが見えるようになり、今まで見えてこなかった光も見えてくるようにな

るでしょう。 

全てが青々しく生き生きとし、空も輝き渡ることでしょう。 

５次元意識の世界は眼に見えないものが見える世界ですから、自分の周りにある全

ての物からエネルギーが放出され、そして全てがエネルギー体だった、ということに

気付かれることでしょう。 

無機質に思えていた物でさえエネルギーに満ちあふれており、そのエネルギーを感じ

るようになるのです。 

 

〇質問者 

私も５次元世界へのパレルシフトについて質問があります。 

４つ目の扉が開いた後に、自分と向き合うということを行っておりますが、その中で

５次元世界を体験しました。 

５次元世界がすごく軽やかで本当に不思議な世界だったので、その現場にいた人た

ちも本当にキツネにつままれたような感覚でした。 

そして、普通の自分の世界に戻ったときにすごく重たさを感じてしまって、私はやは

り５次元世界がとても軽やかで幸せだったので早く行きたいなと思いながらも今の

自分と向き合っているところです。 

そして、５次元世界へのアセンションの仕方がいくつもある、ということを聞いたので

すが、私たちはそのような体験をしながら、行ったり戻ったりしながら徐々に５次元

の世界に向かっていくということができるのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、おひとりおひとりアセンションする形は違うのですが、あなたは５次元の世界を

体験し、５次元という世界はこういうものだ、とはっきりと分かったうえで確実に５次

元を目指していくというタイプのアセンションをされているようです。 

未知の世界を進むのではなく、その世界のことを分かったうえで進みたいという思

いがあるために、そのような進み方をされているようです。 
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〇質問者 

私たちが５次元の世界に生きているビジョンが見えている、というのもそのためでし

ょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、未知なるエネルギーの場所に向かうのはイメージができませんし実感がわかな

いという想いのもとに起こっているようです。 

そしてあなたの中で自分自身がしっかりと５次元意識となって世界を作っていくとい

う意思があるようです。 

 

〇質問者 

はい、そのとおりです。 

自分で５次元をしっかりと作っていくという意志を持って動くことを決めています。 

 

〇ラナさん 

その思いが具現化したのです。 

 

〇TAKESHI 

彼女のようにアセンション後の自分を夢で見たり、ビジョンで見たりするということ

は他の人たちにも起こっていますか。 

 

〇ラナさん 

はい、起こっているかと思います。 

もちろんアセンション後の先の未来を見ている人もいらっしゃいます。 

夢という世界は、皆さまがスピリチュアル意識になり、本当の姿になって見ている世

界になりますので「夢物語」ではありません。 

現実の世界ですので、できれば夢の中でどのようなことが起こったのか、何を見たの

か、ということをメモに書き留めておくとよいでしょう。 
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PART2 ５次元意識の世界における仕事と貨幣制度 

 

〇TAKESHI 

５次元意識に変わるということは、私たちの生活スタイルも大きく変わってくると思

いますが、今仕事をしている人たちは自分の仕事を辞める必要があるのだろうか、な

どと悩んでいらっしゃいますが、そのことはどうなりますか。 

 

〇ラナさん 

はい、全てではないかもしれませんが、皆さまが所属されている会社も５次元意識に

なった会社に変わっていくことがあります。 

皆さまが働いている会社に５次元意識になった会社があるかどうかを判断する基準

は、やはり皆さまの心にあります。 

この職場にいて私はアセンション後もワクワクするかどうか、そのような感覚で判断

することが可能です。 

もし、あなたがワクワクするならば、この会社は５次元意識によって運営されている

会社がある気がする、というふうに心が感じることでしょう。 

 

〇TAKESHI 

仕事の内容でいうと、例えば食品添加物が入っている食物を作るとか農薬を作ると

か、５次元意識にそぐわないような業務を持っている会社も多々あると思いますが、

そういった会社というものが５次元意識の会社になる、というのは業務の内容や会

社の経営が大きく変わることになりますか。 

 

〇ラナさん 

そのような場合も皆さま自身でハッキリと分かるようになっております。 

本当に自分が行く必要がある、あるいは自分が求められている会社や職場に、皆さ

まが移られる場合ももちろんございます。 

それは全てシンクロで起きますので無理に動くことはございません。 
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自分自身を信じて宇宙に身を委ね、シンクロに任されれば行く必要がある場所に導

かれます。 

 

〇TAKESHI 

自分自身が５次元意識の波長に入っていけば、自分自身に合わないような職場や会

社と離れることになりますか。 

 

〇ラナさん 

はい、そのような場合もございます。 

 

〇TAKESHI 

会社を経営している人の中には、自分がアセンションした後、自分の会社から自分が

いなくなることになるかもしれないと思い、世代交代をしたり、自分がいなくても会

社が動くように対策をとったり、ということを考えている人たちもいらっしゃるかと

思いますが、それは、どうなのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、職種にもよるかと思いますが、自分自身が会社の代表を務めている場合には、

会社の代表の方のエネルギーがその会社にそのまま反映されますので、自分が５次

元意識になると決められている場合には、会社も丸ごと５次元の意識に移行させる

ことも可能です。 

 

〇TAKESHI 

自分の会社を５次元意識に移行させるためのポイントというのは何ですか。 

 

〇ラナさん 

命を大事にし、地球人だけではなく地球に存在する全ての存在たちにとって害のな

いものであること、そして求められているものであるならば、これからも更に求めら

れるようになるでしょう。 
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〇TAKESHI 

ということは、地球にとって害のないものを作ったり、地球の生命にとって優しい仕

事をしたりするような会社や職場は、５次元意識の世界に移行することが容易である

ということでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、そのような会社の中心には愛がございますので５次元意識によって作り出さ

れる世界においても求められることでしょう。 

 

〇TAKESHI 

今の会社というのは、ほとんどが利益優先、利益のために仕事をするのが当たり前と

なっていますが、そのことに対する経営者の考え方の変更ということが必要になると

いうことですね。 

 

〇ラナさん 

５次元意識に向かわれている人は自然と「愛」が中心になっていきますので、愛にあ

ふれて命を最も大切にする考えをもっていれば、自然と皆さまにも貢献できる、と分

かっているのです。 

そして皆さまに貢献をすることができましたら、エネルギーの循環も起こってきます

ので自然と全てが潤ってくることもご存じなのです。 

後々、紙幣制度というものが必要なくなるほど、皆さまの愛の意識が高まってきます

ので利益を考えなくても皆さまはしっかりと毎日を過ごせるようになっていくのです。 

紙幣制度というものは、やはり皆さまの中に不安や恐れ、疑いの気持ちがあるために、

何かしっかりと形があるものをお互い交換しなければいけないと思い生まれた制度

です。 

全ての人たちがお互いを信頼し合っていれば必要がないものです。 

今までの地球では、不安や恐れ、疑いという気持ちは、皆さまが生きていくためには

必要な感情でした。 

皆さまがそのような気持ちを抱いていても、安全な生活を送るために必要なツール
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として「お金」というものが生まれました。 

これは皆さまがあらゆる経験をするために必要なものだったのです。 

しかし、５次元以上の意識になってきますと不安や恐れをお互い手放し、 

愛に統合させていく道に入りますので、お金というツールはもう必要がないツールと

なって徐々に消え去っていくのです。 

 

〇TAKESHI 

これは単純な質問ですが、銀行などに預金を持っている場合にはその預金はどうな

りますか。 

 

〇ラナさん 

皆さまが紙幣制度を活用しなくなるまでには、やはり時間がかかりますので、まだま

だ併用した形でお金というツールを使うようになるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

５次元意識で運営される世界は小さなコミュニティから始まり、物々交換などのよう

な形で経済が成り立っていく、ということを以前お聞きました。 

貨幣制度自体はすぐに変わるわけではないと思いますが、５次元意識になり３次元的

なことが気にならなくなると預金のことなども気にすることがなくなってきますか。 

 

〇ラナさん 

はい、気にならなくなるでしょう。 

小さなコミュニティ同士が協力し合う形が確立しますと、お金を使わなくてもお互い

ができることで、して欲しいことをしてもらうという循環ができてきますので、その

中でお金というものを使わなくなり、ほとんど気にされなくなるかと思います。 

皆さまは「お金よりも自分ができることで他の人に貢献しそして他の人からも助けて

もらう」という生活を送ることがとても心地よく感じられるようになってくるのです。 

そして、自分が存在する意義をはっきりと理解できるようになってくるでしょう。 

紙幣制度の中で生きていますと「私がいなくても世界は成り立つのではないか」と思
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ってしまうのです。 

しかし、これから自分ができることで世の中に貢献していくというシステムになって

いきますと、おひとりおひとりができることはやはり異なってきますので「これは私し

かできない」とおひとりおひとりが気付いていくのです。 

たとえ、同じことをしたとしても、やはり全く違うのです。 

そのために、皆さまおひとりおひとりがとても重要であり、求められてくるのです。 

皆さまは「私はここにいて必要とされるからこそ、存在するのだ」とはっきりと理解で

きるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

私たちのお金の使い方は、美味しい物を食べたり、娯楽などにお金を使ったりします

が、これから５次元意識になってくると畑を買ったりとか、自分たちにとって必要な

物を買うようなお金の使い方をするようになりますでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、もちろんです。 

小さなコミュニティの中で、みんなでお金を出し合い、新たに必要な物を買う、という

ことも起こってくるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

日本で貨幣制度がなくなるのは、およそいつ頃と思われますか。 

 

〇ラナさん 

皆さまの気持ちや行動次第なのですが、これはとても大きく見積もってのお話として

聞かれてください。 

そしてまた日本にフォーカスしてお話したいと思います。 

日本の中では、おおよそ５０年以内に紙幣制度があまり使用されなくなるのではない

かとみておりますが、場合によっては早まる場合も遅くなる場合もございます。 
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PART３ 解放と受け入れ、愛、自分軸について 

 

 

〇質問者 

解放と受け入れること、そして手放すことの違いについて教えてください。 

 

〇ラナさん 

「解放」というものは皆さまがイメージしているように、もともと内側に有った「満た

されない思い」「このことをしたいと思っていたけれど我慢していた思い」「自分自身

を押さえつけていた気持ち」を解き放つという意味です。 

閉まっていた窓を思いっきり開けて、締め切られていた部屋の空気の入替えをする

ような形です。 

締め付けていたものを緩めると言ってもよいでしょう。 

またギュウギュウ詰めに詰め込んでいた箱の中身を開けて全て出す、ということでも

あります。 

そのようなことを「解放」と私たちは言っております。 

そして「受け入れる」ということは、今まで固く拒んでいたものを、そのような解釈も

あるのではないか、と自分の中に取り入れるということでもあります。 

例えば、女性が女性を好きになったり、男性が男性を好きになったりということは以

前の地球では許されないことと考えられていました。 

しかし今では、人が人を愛することはすばらしいことなので性別は関係ないのではな

いかという考えが広まってきました。 

これが「受け入れる」です。 

「手放す」ということは「自分自身がこうでなければいけない、こうあるべきだ」と思っ

ていた考え方を、そうではないと思う瞬間です。 

「自分はこうなんだ、こうあるべきなんだ」と強く思い込んでいた場合「そうではない、

私はいろんな可能性がある、私はすばらしい」と気付き、今までの考えにこだわらな

くなった瞬間です。 



225 

 

強く握っていた考えを開き全てがオープンになってくることです。 

その状態が「手放す」ということなのです 

 

〇質問者 

「自分軸で生きる」ということについて教えてください。 

 

〇ラナさん 

自分軸になることについてですが、今までの３次元の生き方は自分を出してはいけ

ない、自分を脇に置くことが美徳とされていたかと思います。 

そうすることによって世界は平和になり、スムーズに進むと皆さまは教えられてきた

かと思いますが、実は、世界は全て自分自身の思考で創られているのです。 

自分自身を脇役に置いてしまうと「あなたは脇役です」という出来事が次から次へと

起こるようになります。 

アセンション前の時期はさらにそれが強くなっていきます。 

５次元意識になろうと決意されている人たちは、今、自分が自分軸で生きているのか、

他人軸で生きているのか、ということをはっきりと理解できる出来事が目の前に繰

り広げられてくるかと思います。 

アセンション後の世界も「自分が世界の中心であり、自分の思考が、自分が見ている

世界を全て創っている」ということを理解したうえで、自分が世界を創りその世界で

生きていくという日々になっていくことでしょう。 

今までは「自分の心が望むことであっても、周りの人に反対されうまくいかないので

はないか」と考えられていたかと思いますが、これからは自分の心がこれをしたいと

思うことを、それが周りの人に害がないものであれば、ちゅうちょせずに行う必要が

あるでしょう。 

また自分軸で生きるということは、自分の中心に「愛」を置き「愛」に基づいて物事を

考え決めるということでもあります。 

「自分軸で生きる、自分を中心として自分を大切にする」と考えたとき、ある人は自分

の心に従い、自分が好きなことだけをやってもよい、というふうに考えるかもしれま

せんが、自分軸で生きるということはそういうことではありません。 
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中心にまず愛がなければ、それは自分の欲望だけを貫き通すという生き方になって

しまうのです。 

愛を中心に置き、そのうえで自分を中心に置く、という生き方が「自分軸で生きる」と

いうことなのです。 

自分の心を大切にし、自分を愛で満たしてあげることで、自分以外の方のことも真剣

に考えることができ、愛で包み込んであげることができるのです。 

そして、その人にとって必要なことなのか、必要ではないことなのか、ということもは

っきりと分かるようになっていきます。 

５次元以上の世界は、多くの人たちが自分にできることで協力し合い、支え合ってい

くという世界になります。 

ただ今は、自分は何ができて、何が得意なのかということが分からない方は、宇宙に

身を委ねればよいのです。 

宇宙に身を委ねる方法はとても簡単です。 

「私はする必要があることを、する必要があるときにする」 

「行く必要がある所に、行く必要があるときに行く」 

このシンクロを招く言葉を、感情を入れなくてもかまいませんので呪文のように言っ

ていらっしゃれば、行く必要がある所に行き、やる必要があることを、やる必要があ

るタイミングで行うという、シンクロが必ず起こってきます。 

そうすることで自分が何をする必要があるか、はっきりと分かってくるのです。 

そして、それ以外の考え方、自分は何をやるべきかという思考を巡らせなくてもよい

のです。 

頭の中で「私はする必要があることを、する必要があるときに行う」ただこの言葉だ

けを繰り返し言うようにされてみてください。 

そうすることでとてもシンプルになり、そして頭の中もとてもクリアになり楽になって

いくでしょう。 

本来物事はとてもシンプルなのです。 

 

○TAKESHI 

「愛」について教えてください。 
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「愛の存在」になりたいと思っていても、この愛について私たちはしっかり理解できて

いないと思うのですがこのことについて教えてください。 

 

○ラナさん 

愛を理解するためには「宇宙の根源の愛の光」を受け取るのが一番です。 

愛は一言では言い表せません。 

愛は全てを信頼し、全てを委ねられる状態、そして自分自身が大きな愛というエネル

ギーに絶えず守られ、育まれ、包まれている、ということを感じることなのです。 

その状態になりますと全てを理解できるようになります。 

 

○TAKESHI 

人との付き合い方なのですが、自分が心地よく感じられる人たちだけと一緒にいる

ことを望むことは、全ての人を愛し尊重することと矛盾しませんか。 

 

○ラナさん 

人付き合いにおいて、一緒にいて心地よい人たちだけを選ぶ、ということではなく、

波長の法則で一緒にいて心地よい人とどんどん関わっていくということになると思

います。 

一緒にいて心地よく感じられないけれど一緒にいたいと思う人は、波長が違うため

に波長の法則によって一緒にいたくても一緒にいられなくなってしまうことになって

しまいます。 

例えば、３次元の世界に残る人と５次元意識の世界に向かわれる人とは一緒にいた

いと思っても一緒にいれないということと同じなのです。 

もちろんパラレル世界の考え方をしますと、また違った解釈になるのですが、今はパ

ラレルシフトやパラレルワールドの概念は横に置いて例え話として御説明させていた

だきました。 

周波数が違う者同士は、繋がりたくても繫がれませんので、一緒にいて心地よい人た

ちと一緒にいるようになってくるのです。 
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○TAKESHI 

それは決してわがままなことではなく、自然なこととして起こってくるのですね。 

 

○ラナさん 

はい、そうです。 

全く異なる考えや反発する考えを持たれている人と一緒にいたいと思われても、お

互いの考え方が全く違い、周波数も異なるために一緒にいられなくなってしまうとい

う法則なのです。 

これは「一緒にいたくないからいない」という選択で起こるのではなく、宇宙の法則

なのです。 

そして、ほかの星々の方との交流もそうです。 

同じ周波数を持ち、交流ができる存在たちとのみ交流ができるようになってきます。 

今までの皆さまが、地球人以外の存在たちが見えなかったり感じられなかったりした

のは、周波数が違っているから同じ場所にいたとしても相手を認識することができ

なかったために見えなかったのです。 

 

○TAKESHI 

とういうことは、私たちの波長が上がれば上がった分だけ高次元のスターピープルと

も会うことができるようになりますか。 

 

○ラナさん 

はいそうです。 
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PART1 2022年新たな時代に向けて 

 

 

今、皆さまがいらっしゃる地球は様々な地球へと変化しているために、今までパラレ

ル世界について説明をしてきましたように、おひとりおひとりが見ている世界がすこ

しずつ変わってきております。 

一緒に暮らされている御家族やパートナーの方であっても、おひとりおひとり見てい

る世界がすでに変わってきているようです。 

今までの皆さまは、同じ地球の中で全く異なる考えを持っていても一緒に過ごすこと

ができました。 

皆さまの目覚めが始まってから、特に２０２１年という皆さまの地球での時間からさ

らにスピードが増し、徐々に徐々に新しい地球が創られていったようです。 

今はその新しく創られた世界に皆さまは入られているようです。 

皆さまの中でも、今までは受け入れることができたことであっても、今は受け入れる

ことができない、どうしても自分の中で拒否をしたくなると思われていることが増え

てきていると思います。 

それは大変自然なことなのです。 

皆さまは、それぞれ自分自身の地球へと向かっていますので、当然のことなのです。 

全てを、愛を中心にして考えられてください。 

そして「全ての存在は平等だ」ということも頭に入れられてください。 

男性だから、女性だから、お父さんだから、お母さんだから、主婦だから、そのような

区別は、今皆さまが進まれている世界では一切関係が無いのです。 

皆さまが子供と認識している存在であっても「個」としての存在を尊重され、違いを

しっかり認められて対等に扱われる必要がございます。 

もちろん、子供はまだ地球での物理的な知識が豊富では無いために、教えることもた

くさんあるかと思います。 

ただそうであっても「個」として存在していることを尊重し、気持ちのうえで「しっかり

と平等だ」という意識を持って子供と向き合ってあげることです。 
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そうしますと、何を伝えたら良いか、はっきりと分かってくると思います。 

子供をコントロールしようと思わず「自分と同じ人間で対等なんだ」ということをしっ

かりと念頭に置かれてください。 

今までの世界では、皆さまは地球人として同じ意識につながり、同じ考えで行動する、

ということを選択し、そのうえで様々な経験をされてきたと思います。 

窮屈に感じながらも、それが自分の世界だと思われて歩まれていたのです。 

皆さまの地球の時間で２０２２年になった今、自分の世界がしっかりと創られてきま

したので自分の中での「思い」というものが抑えられなくなり、自分の「思い」をしっか

りと尊重したいと思われていることでしょう。 

それでよいのです。 

最近、皆さまは自分の世界を見られて他の方の世界と違っていることに気付かれ始

めていると思いますが、違っていて当然なのです。 

例えば、皆さまおひとりおひとりが自分の国の王様なのです。 

自分の考えを尊重し反映させてよいのです。 

そして、そのうえでほかの国とお付き合いされればよいのです。 

それがこれからの世界の歩みとなるでしょう。 

このことは、どのような世界に向かわれる人でも共通して言えることです。 

５次元意識の世界だけでなく３次元意識の世界においても言えることなのです。 

３次元に残ると選択された人でも、自分の世界がしっかりと形成されていき、抑えら

れなくなってくるでしょう。 

そして、３次元の世界のコントラストがますますはっきりしてきて「本当に自分はこの

世界で生きていきたいのか」ということがはっきりと分かるようになってきます。 

アセンションの扉は、開いたら閉じることは決してございません。 

期限は一切ないのです。 

「自分自身のペースで３次元意識から５次元意識になりたい」と思われたらいつでも

変化していくことが可能なのです。 

しかし、５次元意識になられると、もう一度３次元の意識に戻って３次元の世界を楽し

みたいと思われても、３次元に戻るためには気が遠くなるような年月が必要なので

す。 
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なぜなら、３次元に行くためには再び周波数を下げなければならないからです。 

周波数を上げるときはほんの一瞬で上がります。 

周波数を上げるのはとても簡単です。 

なぜなら皆さまは、元々高次の世界である完全なる愛の世界「宇宙の根源の愛」の世

界から生まれた完全なる愛の存在だからです。 

皆さまはとても高い周波数を持ち、そこから徐々に徐々に周波数を下げていって３

次元という世界に到着したのです。 

そして「宇宙の根源の愛」の世界では絶対に体験できないことを３次元の世界で体験

してきました。 

そして、もう充分に体験されましたので、これから５次元意識となり５次元の世界を

見ることができるようになります。 

５次元意識の世界に入られましたら、とてもスピーディーで物事が簡単に思えてくる

ようになるでしょう。 

頭で考えたことが瞬時に具現化されて目の前に現れますので「とてもシンプルで簡

単な世界だ」と皆さまも感じられると思います。 

そして皆さまは「宇宙の根源の愛」を思い出した状態で生きていきますので、お互い

認め合って人間関係もとてもスムーズになるでしょう。 

依存することなく、協力しあって世界を創っていくことができるようになります。 

皆さまが３次元で培ってきたあらゆる経験を活かし、５次元意識になられた人たちと

新しい世界を共に作り上げていくでしょう。 

今は、皆さまは５次元の世界のエネルギーを受け取れる場所にいて、３次元の世界を

まるで映像を通して見ているかのように感じていらっしゃいます。 

皆さまがいらっしゃる３次元から４次元の世界は、今大変揺れております。 

時空も歪み、過去と現在、この二つの世界の境目が無くなり曖昧になっております。 

この曖昧さを利用し、過去をしっかり見つめ、いよいよ手放すということもはっきり

とできるようになっております。 

もちろん、過去の経験はしっかりと皆さまの魂に刻まれております。 

ただ過去に生み出した悲しみ、苦しみ、怒りなどは、手放したいと思われれば手放す

ことができます。 
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全てをリセットすることができるのです。 

そして未来へとフォーカスを移し、自分自身を繋げていかれればよいのです。 

この私のお話会に何度も参加されている人は、ツインライトの光を現実世界で活用し

ていただき、あらゆる土地、あらゆる場所にツインライトの光を送られてください。 

地球にいらっしゃる全ての人たちが、今も不安などの気持ちが高まっておりますので、

大地も大変揺れているようです。 

地球や地球の中の国々、そして様々な地域にツインライトの光を送られることで、そ

の地域だけでなくそこに生きていらっしゃる人たちも感情の爆発が起こることなく穏

やかで冷静になり、自分がどの世界を歩みたいかと考えられるようになっていくでし

ょう。 

「宇宙の根源の愛」に気付かれました皆さまが、今もがき苦しんでいる人たちをサポ

ートすることで、地球に住まわれている皆さまが穏やかになり、本当に自分が進みた

い道へと進むことができるでしょう。 

お手伝いされてみてください。 
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PART2 感情の対処法について 

 

 

〇TAKESHI 

ラナさんから、私たちの状況についていろいろお話が有りました。 

２０２２年の冬に５次元意識に変わるための第５の扉が開きましたので、５次元意識に

移り変わるスピードが速くなっていくと思いますが、この時期には、今まで体験して

きた３次元という世界が強制的に終了させられること、例えば事業がうまくいかずに

新しい仕事を探すことが起きたり、仲の良い友たちと別れたりするようなことが起き

てくるとお聞きしたのですが、そのことについて詳しく教えてください。 

 

〇ラナさん 

はい、５次元意識に向かわれると決意され、日々の生活の中で５次元の意識はどのよ

うなものか、完全なる愛とは何か、ということを絶えず考えながら実践されている人

は、３次元世界を卒業され新しい世界に向かうための出来事が日常生活の中でも起

こってくるでしょう。 

一見ネガティブに見えるかもしれませんが、３次元の意識から５次元の意識に切り替

わるときには必ず起こってくることです。 

そのときは焦ることなく心を落ち着かせ、ニュートラルな視点でその出来事を見られ

るとよいでしょう。 

皆さまは宇宙の意識としっかりと繋がられておりますので、自分自身とハイヤーセル

フ、そして宇宙を信頼されますとその出来事が起こった理由や答え、解決策もシンク

ロでやってきます。 

そうすることで、またひとつ知らないことを知り、魂を成熟させることができるでしょ

う。 

今起こっていることは全て自分自身をさらに高めていくために起こっていると信頼

されてください。 
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〇TAKESHI 

ありがとうございます。 

私も５次元意識になるために、自分自身が愛の存在であること、常に愛が中心である

ことを思って生きているのですが、やはり生きている以上、怒りや不安、心配などの

感情が襲ってきて、自分の愛の信念というものが揺れてしまいます。 

そのことについて対処法があれば教えていただきたいと思います。 

 

〇ラナさん 

５次元意識に向かわれると決意された人には多くの手放しが起こってくるでしょう。 

３次元で身につけた習慣や癖などがドンドンと表に現れ、手放すための出来事が起こ

ってきます。 

イライラしたり不安に思われたりするのは、全て「期待」があるからこそ起こってきま

す。 

人に対しての期待、物事に対しての期待、未来に対しての期待など、期待があるから

そのようなことが起こるのです。 

期待というのは３次元特有の考え方でしょう。 

５次元以上の意識になりますと期待を一切しません。 

なぜなら「必要なことは必要なときに目の前に必ずやってくる」と自分自身を信頼し、

また宇宙を信頼しているので期待をする必要がないのです。 

期待という考え方や思考を手放すことで怒りや不安が起きなくなってくるでしょう。 

３次元の意識では「今、ここに生きる」という意識が薄れ、過去と未来だけを見る生き

方になってしまいがちです。 

そのために皆さまは、過去を思い出し、過去を後悔されたり、未来に強い期待を寄せ

たりされてきました。 

ただ、宇宙の法則は「今、この瞬間しかない」というものなのです。 

このことはパラレル世界のことが理解できましたら「今、この瞬間しかない」というこ

とがご理解頂けると思います。 

 

〇TAKESHI 
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もう少しパラレルワールドのことを教えていただき「今、この瞬間しかない」という意

味を教えて頂けますか。 

 

〇ラナさん 

皆さまは絶えず「今」という時に感じている思いや発している周波数のエネルギーに

合ったパラレル世界に繋がり、そのパラレル世界に瞬時に移動されています。 

本当にたくさんのパラレル世界を移動しておられます。 

そして、自分の世界を創っているのです。 

過去、現在、未来というのは、実は、現在しか存在せず、過去や未来といわれている世

界は、全て今の皆さま自身のエネルギーや周波数に繋がっている世界が存在してい

るだけなのです。 

３次元という世界は、時間という概念がありますので、今はまだこのことをはっきり

と理解することは難しいかもしれません。 

３次元世界では、時間が過去から未来へ流れていくというのがスタンダードだと思わ

れているからです。 

しかし、そのことは３次元の世界だけのことであって、５次元以上の世界では時間と

いう概念もだんだんと薄れとても柔軟なものになっていくでしょう。 

 

〇TAKESHI 

感情のことに戻りますけれど、これから私たちとファースト・コンタクトを行う地球外

種族の人たちというのは、まだ物質的な肉体を持っていらっしゃるスターピープルで

すので、彼らにも感情があると思いますが、どのような感情を持たれていますか。 

 

〇ラナさん 

地球外種族の人たちは、怒りや不安、憎しみなどの感情はもう無いようですが、悲し

みと喜びの感情はまだお持ちになられているようです。 

この二つの感情しかないというのは、地球外種族の方は全てを信頼し、そして愛の状

態になられているからです。 

愛というのは全てを信頼し期待もなく、シンクロで動いているということが心から信
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頼できるという状態です。 

 

〇TAKESHI 

地球外種族の方は、喜びと悲しみの感情しか持っていないということは分かりました

が、私たち地球人は親しい人が亡くなったり愛する人が去ったりしたときに悲しみを

感じますが、地球外種族の方はどのようなときに悲しみを感じるのですか。 

 

〇ラナさん 

はい、他の星の人や地球に生きる人たちを見られたときに、自分自身を忘れて迷わ

れている様子を拝見されたときに悲しみという思いが浮かんでくるようです。 

ただ自分自身の周りの世界に関しては、全くといっていいほど悲しみを感じられない

ようです。 

絶えず喜びのみがあるようです。 

喜びと感謝の気持ちだけがあるとおっしゃっております。 

 

〇TAKESHI 

ということは、私たちも愛を中心として動き、自分と宇宙をしっかりと信頼すること

ができれば、喜びの感情が中心となり、ほかの感情はあまり感じなくなるということ

になりますか。 

 

〇ラナさん 

そのようになっていくでしょう。 

 

〇TAKESHI 

私たちがアセンションするということは、自分自身の感情というものを愛と喜びの感

情にどんどんシフトして、憎しみや苦しみ、悲しみの感情が少なくなっていくというこ

とになりますか。 

 

〇ラナさん 
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はい、そうです。 

なぜなら、しっかりと宇宙と繋がりますので、全てシンクロで必要なことが起こってく

るからです。 

皆さまの中で、怒りや不安、苦しみが現れるときというのは、物事がうまくいかなか

ったり、自分の思い通りの日々が続かなくなったりするときかと思われます。 

不安に思われるときもそうでしょう。 

苦しみを感じられるときも同じだと思います。 

それは「宇宙と繋がっている」という意識が希薄になり「宇宙の根源の愛」ともしっか

りと繋がっている感覚が失われていくからです。 

「宇宙の根源の愛」と繋がっているパイプがとても細いために、苦しみ、悲しみ、怒り

というものが生まれてきます。 

ただ「宇宙の根源の愛」や宇宙と繋がるパイプが太くなり揺るぎないものになりまし

たら、怒りや苦しみ、悲しみという感情は薄れていくでしょう。 

 

〇TAKESHI 

それの感情が薄れるためには、それらの感情に気付き、その感情と向かい合わなけ

ればいけない、ということになりますでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、深く向き合う必要はないのですが、その怒りはどこから生まれるのか、という

ことを見つめる必要があるでしょう。 

そして不安もそれはどのような理由から生まれるのかと見る必要があるでしょう。 

自分自身を覗いても心当たりがない場合は、それ以上詮索することなく胸に手を当

てられハートに「ありがとう、愛しています」という言葉を送られるとよいでしょう。 

それでもまだ解決されない場合は、地球のハワイという国に伝わる「ホ・オポノポノ」

を用いるとよいでしょう。 

「ありがとう、愛しています」に「ごめんなさい、許してください」の２つの言葉を付け

加え４つの言葉をハートに送ることで、ハートが愛に満たされてモヤモヤとした感じ

も取り去らわれていくことでしょう。 
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〇TAKESHI 

表面的に意識できる感情だけでなく自分の深いところに押し殺した感情や子供の時

に体験した感情、そういったものも「ホ・オポノポノ」の言葉で解決できますか。 

 

〇ラナさん 

はい、できます。 
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PART3 ５次元意識と欲望について 

 

 

〇TAKESHI 

私たちが物理世界で生きるときに、食欲や睡眠欲、性欲などの欲望といったものが

ありますが、これは５次元意識になるとどのように変わりますか。 

 

〇ラナさん 

３次元という世界は周波数が低い世界ですので、人間の皆さまも肉体の本能が浮き

彫りになり、まるで動物の意識であるかのごとく生きるようになるのです。 

あらゆる本能がオンになり、物欲、性欲、食欲が表に現れてくるのです。 

全ては生きるための本能であり、３次元特有のものと言ってもよいでしょう。 

また周波数が低いために、皆さまの危険を察知するセンサーがオンになるために、あ

らゆることに備えなければならないという本能がこの３つの欲望を強くさせるといっ

てもよいでしょう。 

また性欲に関しては、男性、女性の違いというものを感じられ、そして「お互いが繫が

っていない」というふうに思われるために、人と繋がりたい、そして繋がっているとい

うことを確認したいという思いが強く現れることで性欲というものが強くなってしま

うのです。 

これもまた３次元特有といえるでしょう。 

皆さまがこれから向かわれる世界は、３次元の世界よりも周波数が軽いものになりま

すので、動物的な本能が薄れて精神的な意識になっていきます。 

精神世界の意識で生きるようになるのです。 

そのために絶えず宇宙とも繋がり、完全なる「宇宙の根源の愛」が自分の中に流れ、

愛で満たされているという感覚がしっかりと体感として起こってきますので「本当に

自分に必要なもの以外は必要がない」という意識になっていきます。 

人々は同じ宇宙の根源から生まれた存在だということがはっきりと分かり、「完全な

愛で動物も地球人も全ての存在がひとつに繋がっている」と感じられますので過度
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な性欲も出ることはないでしょう。 

繋がりたいと思うときは、精神的に繋がり、愛を交換するという意味で繋がることに

なるでしょう。 

また女性と男性という違いも曖昧になっていきますと、お互いが対等な存在で、お互

いがとても素晴らしい存在ということが理解できるようになってきますので、お互い

を尊重し認め合うことができるようになってくるのです。 

食欲に関しても、本当に体が必要な栄養分しか摂らなくなってくるでしょう。 

また摂る必要がないと分かり、しっかりと満足できるようになってくるのです。 

 

〇TAKESHI 

地球外種族の人たちは、まだ肉体を持っていらっしゃいますので肉体をとおしてお子

様を作られると思いますが、地球外種族の方がパートナーを選ぶ基準というのは、や

はり精神的な繋がりや愛ということでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、自分自身に無い考えをされていたり、さらに自分自身を未知なる世界へと案

内してもらえたり、あるいは未知の世界に足を踏み入れることができると思われる人

をパートナーとして選ぶようです。 

さらに一緒に居ることで魂を成長させることができ、あらゆる知識を身に付けられる

という人に魅力を感じられるようです。 

今後、地球人の方もそのような意識でパートナーを選ばれるようになるでしょう。 

また地球外種族の人もそうですが、宇宙の存在たちは「所有する」という意識や概念

を一切持っていませんので、そのとき一緒に居る必要があれば一緒に居る、一緒に居

る必要がないと思えば一緒に居ない、ということを無理なくできるようになってくる

のです。 

地球の皆さまは、現在、人を所有するという意識がございます。 

それは、やはり愛でしっかりと繋がっているという意識が希薄になったために、相手

と繋がるための方法として婚姻制度や一緒にいるという選択をしたとき「所有する」

という意識がでてくるのです。 
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PART4 ５次元意識での生活スタイルについて 

 

 

〇質問者 

高次元の暮らしというのは、自給自足の人が多くなるのでしょうか。 

職業や生活のスタイルというのはどのようになってくるのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

それでは、アセンション後の地球の暮らし方についてお話したいと思います。 

皆さまが５次元意識になられますとあらゆることを感じるようになってきますので、

全ての人たちに害がなく、全ての人たちが安心できるものが作られていきます。 

皆さまは動物にとっても植物にとっても一切害のないものだけを使用したり生み出

されたりすると思われます。 

また、そのような話合いが頻繁に各地で行われるようになっていくでしょう。 

 

〇質問者 

自給自足をしないで生活する方もいらっしゃいますか。 

 

〇ラナさん 

例えば畑で作物を作ることがとても楽しく喜びに感じられる人は、野菜を作ることに

専念されます。 

そして、そのお野菜を皆さまに提供されるでしょう。 

また、その受け取ったお野菜を加工し料理として皆さまに振る舞うことを心から喜び

とされている人もいらっしゃいます。 

皆さまそれぞれが心から行いたいと思うことに専念され、その行いたいことを皆さ

まに提供することで支えあう世界が作られていきます。 

自分が無理なくできることを提供し、そしてお互いが無理なく提供し合う社会を作っ

ていく、という流れになっていくのです。 
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ですから全員が自給自足の生活をするということではなく、お互いが支え合う社会

になっていくのです。 

 

〇質問者 

皆さんが支え合いながら過ごすことで、日本からお金の制度が無くなっていくのです

か。 

 

〇ラナさん 

はい、お金というものが必要でなくなってくるでしょう。 

もうすでに物々交換で生活が成り立っている人もいらっしゃいます。 

それがもっと大きくなり、あらゆることが物々交換のようになってくるでしょう。 

 

〇質問者 

ではテクノロジーは発達していくのですか。 

 

〇ラナさん 

テクノロジーは、環境に優しい形で発展していきます。 

テクノロジーの発達に携わる人も、御給料をもらって仕事をするという形でなく、好

きな人たちがいろいろと作っていくという形になります。 

まるで子供が夢中になってプラモデルなどのようなものを作るかのように、夢中に

なって専念され研究されることでしょう。 

そして、生み出された技術を、皆さまに歓びを持って提供することが、その人にとっ

て大きな喜びとなるのです。 

楽器の演奏が得意な人は、楽器の演奏をされることで感謝の気持ちとして食べ物が

送られたり、また洋服が送られたり、場合によっては家も建てて頂ける、ということも

起こってくるでしょう。 

また、御食事を振る舞うだけで家具を作って頂ける、ということも起こってきます。 

このように自分が無理なくできることを提供することで皆さまに喜んでいただき、そ

して感謝の気持ちがしっかりと自分に返ってくる世界になっていくのです。 
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お金を得るために苦しい思いをされ我慢をする、ということは無くなってきます。 

また、お金を得るために我慢して努力することは、大変効率が悪いと気付いていくの

です。 

心から喜びを感じ、楽しいことを夢中になってすることの方が生産性も高まり、そし

て世の中も豊かになっていくことでしょう。 

このような世界が実現しますと、地球は愛と喜びの気持ちであふれますので、地球は

今まで以上に穏やかになり、さらなる成長を遂げることができるのです。 

 

〇TAKESHI 

５次元意識によって生み出される世界のことについてもっと詳しく教えてください。 

 

〇ラナさん 

５次元意識の世界を説明するとしましたら、以前から私もお話ししていますように、２

０２１年の年末から２０２２年にかけて開く第５のゲートをくぐられた後に、皆さまは５

次元意識の世界へと入って行かれるのです。 

５次元意識の世界に入ったとき、あるいは入る前から、皆さまは愛の意識になってい

らっしゃいます。 

自分自身を愛で満たし、一切の否定がなく、ありのままの自分を心から認めることが

でき尊重できる、そのような気持ちの状態でいらっしゃいます。 

そして自分以外の人たちに対しても、ありのままのその人をいつでも愛し認めること

ができますし、尊重することができるのです。 

皆さまは、依存心が一切なく、それぞれ自立した精神性で存在しております。 

５次元意識の世界に入られますと、自然と皆さまはお互いが協力し合い「やる必要が

あることをやる必要があるタイミングで取り組む」でしょう。 

未来にも一切の不安がなく、皆さまは安心した気持ちで全てを見つめることができ、

そして日々を過ごすことができるのです。 

そして、５次元意識の世界にいらっしゃる人たち全員が絶えず宇宙と繋がり、あらゆ

るアイデアを宇宙から引き出しますので、ある意味何も持っていない状態で、全てを

その瞬間に作り出すことができるのです。 
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もちろん、畑で農作物を作るのはやはり時間が必要ですので、瞬時にできあがること

はないのですが、皆さまが一緒にアイデアを出し合うことで、今まで時間がかかった

ことでもとても短い時間で作り上げることができるようになってくるでしょう。 

必要なタイミングで必要な材料が全てそろうようになってくるのです。 

そして、皆さまでそのような日々を過ごしているうちにテレパシー能力のようなもの

も開花されていきますので、お互いが気持ちよく心から理解し合えるようになってく

るでしょう。 

また５次元意識の世界というのは、皆さまで作り上げる世界でもございます。 

皆さま次第で形もどんどんと変わってくるでしょう。 

もうひとつ大切なことをお話しいたします。 

５次元意識の世界というのは感覚も鋭くなってきますので、今まで目に見えなかった

精霊や皆さまが神様と呼んでいる高次的存在も少しずつ感じられるようになってき

ます。 

最初は、シルエットのような形でうっすらと見えてくるようになるでしょう。 

そして、そのような存在とだんだんと波長が近くなってくると、まるで形を持ってい

るかのようにはっきりと見え、そして直接会話をすることもできるようになるでしょ

う。 

そして「魂は永遠である」ということも分かるようになってきます。 

亡くなられて肉体から離れ、魂の姿となられた人たちとも自由に会話ができるよう

になっていきますので、皆さまの中で肉体の死というものを恐れることなく、ただの

通過儀式として捉えられるようになってくるのです。 

皆さまが、存在の仕方をただ変えるだけの通過点と捉えることもできます。 

そのような意識や考え方、物事の捉え方をする意識が５次元意識です。 

 

〇質問者 

お金のない世界はだいたい今から何年後くらいに実現するのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、皆さまが自分以外の人たちを心から信頼できるようになり、愛の意識で繋がれ
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るようになられますと、お金というものは一切必要なくなりますので、自然と無くな

っていくでしょう。 

今の皆さまの意識で見てみますと、日本に住む多くの人がお金を必要としない世界

を強く望み行動すると１０年から２０年の間で、貨幣制度というものは大きく変わる

と思われます。 

ただ、その間でも小さなコミュニティの中ではもうすでにお金を必要としない物々交

換、または自分にできることを提供することで楽しく暮らすことができるようになっ

てくるでしょう。 

しかし、皆さまが貨幣制度に依存し、受け入れている間は、よほどのことがない限り、

貨幣制度は変わることはないでしょう。 

 

〇質問者 

人々が信頼しあえると国境というものもなくなり、人々の行き来も自由になってくる

のでしょうか。 

 

〇ラナさん 

もちろんです。 

絶対的な信頼が生まれますので、パスポートも必要なくなってくるでしょう。 

ただ、個人を示す身分証のようなものは必要になってくると思いますが、それ以外は

必要がなくなってくると思います。 

 

〇質問者 

その世界は、法律も何もかもいらなくなって、愛と信頼関係の中で調和が保たれてい

く世界なのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、そのとおりです。 

法律や決まり事というのは、相手を愛せない、信頼できないという気持ちや分離の気

持ちから生まれたものです。 
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その分離が無くなり、皆さまの心が調和に満たされていきますと法律などは一切必

要が無くなってくるのです。 

なぜなら取り締まることが無くなるからです。 

 

〇質問者 

それは３次元の世界で起きているコロナなどによって地球が極限の状態までいって、

それが反転することで５次元世界に私たちが入っていくということでしょうか。 

 

〇ラナさん 

そうともいえるかもしれません。 

病気というのは自分自身を信頼できなくなり、そして何も感じられなくなったときに

現れるものです。 

自分自身にも、また他者に対しても、宇宙に対しても信頼が無くなったときに病気と

いうものが体に現れるのです。 

これから５次元意識の世界に住まわれる皆さまは、エネルギーを今まで以上に感じら

れるようになっていきます。 

ある意味ウイルスもエネルギー体です。 

これからの世界はウイルスさえも目に見えるようになってきますので、事前に防げる

ようになっていきます。 

また、ウイルス自身に対しても愛を持つことで、体に悪影響をもたらすものとして扱

われなくなってくるでしょう。 

共存という道を進めるようになるのです。 

 

〇質問者 

５次元世界では「過去から未来に対して時間が流れていくということがなくなって、

大きな魂の中に存在するいくつものパラレルワールドに自分たちが同時に存在する」

ということを聞いて、今まで自分が持っていた時間の流れや過去、現在、未来などの

概念が覆されていきました。 

５次元世界に入ると人は転生した時の記憶を持っているのでしょうか。 
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〇ラナさん 

皆さまが３次元の中で輪廻転生するときに過去世の記憶を持っていると、次の地球

人として生まれるときに大変苦痛が伴ったために、転生されるときは、あえて以前の

記憶を持ちあわせることなく転生されてきました。 

しかし、高次の意識になればなるほど、皆さんが過去世と呼ばれるときの記憶を持っ

ていても苦痛を伴わなくなりますので、その意識や記憶を持ったまま転生される、と

いうことも頻繁に行われております。 

そして、どの世界に生まれるのか、どの星に生まれるのか、ということさえも自分で

自由に選択できるようになります。 

皆さまの次元が上がれば上がるほど、意識が上がれば上がるほど、皆さまは自分の

意識を持って、次はあの世界に行こう、次はこのような自分に生まれてみよう、とい

う選択が可能になります。 
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PART5 外の宇宙について 

 

 

〇ラナさん 

私は、この地球を中心に皆さまにお話ししております。 

この地球が存在する宇宙が有り、そしてあらゆる星が地球の周りに存在しております。 

それが、皆さまの宇宙です。 

そして、皆さまが認識しているこの宇宙ではない遥か遠い先の別の空間に存在して

いる宇宙もございます。 

 

〇質問者 

例えば、私たちの宇宙は天の川銀河であり、天の川銀河以外の宇宙を他の宇宙と呼

んでいるのでしょうか。 

私は昔から自分たちが生きている宇宙以外の宇宙は一体どうなっているのだろうか

と考えているのですが、そのことについて教えてください。 

 

〇ラナさん 

はい、皆さまの宇宙とは異なる別の宇宙も存在します。 

全く関わることがない宇宙も含めましたら数え切れないほどの宇宙がございます。 

 

〇質問者 

他の宇宙にはどうやっていくのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、他の宇宙に行くにはポータルを開けなければ入ることができません。 

また次元とも違い全く別の世界が広がっている世界といえるでしょう。 

パラレル世界ともまた違った世界です。 
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〇質問者 

そこにも人類のような存在がいるのですか。 

 

〇ラナさん 

肉体は持ってはいないかもしれませんが、たくさんの人たちが存在しております。 

それでは、もう少し私の方から詳しくご説明いたしましょう。 

実は皆さまが存在している宇宙というのは大きな立方体で形成されております。 

大きな立方体の中にたくさんの銀河が集まり、皆さまが存在している宇宙というも

のが作られております。 

この立方体から皆さまが出ることは意識体ではできるのですが、星そのものが出る

ことはございません。 

そのような立方体の形をした宇宙が無数にございます。 

そして、この立方体の宇宙に存在する者たちが別の立方体の宇宙に入るときは特別

なポータルを開かなければ交流することができません。 

ただ、お互いの宇宙がお互いに繋がることに同意しなければポータルを開くことはで

きないのです。 

関わることができる宇宙と関わることができない宇宙があるのは、お互いの宇宙が

繋がることに同意しているか、同意していないかによります。 

今回地球がアセンションをすることで、天の川銀河自体も大きな変化を迎えることに

なります。 

大きな変化を迎える天の川銀河がこの宇宙に存在することで、同じ宇宙に存在する

他の銀河にも大きな影響を与えているのです。 

そして、この宇宙に存在している全ての銀河が影響し合うことで、さらに宇宙自体の

エネルギーが上昇していきます。 

そして、皆さまの宇宙が「さらに発展していきたい」と思ったことで、皆さまの宇宙よ

りもさらに発展している外宇宙に協力を申請いたしましたので、今回新たに今まで一

切関わったことがなかった外宇宙との間にポータルが開き、そこから外宇宙の人たち

が皆さまの宇宙のためにサポートしに来てくださったのです。 

宇宙の仕組みというのはそのようになっております。 
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〇質問者 

私の娘は夢でファースト・コンタクトをたくさんしているのですが「ある宇宙人から宇

宙の秘密を教えてもらった」という話をしていて、私はポータルという言葉など教え

たことはなかったのですが、娘が「ポータルを見せてもらって中に入らせてもらった」

ということを言ったのです。 

私は意味が分らなかったのですが、それは他の宇宙の存在と関わったということでし

ょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、そうでしょう。 

特に幼い子供たちの中には、元から宇宙の意識を持って生まれている子供たちがた

くさんいらっしゃいますので、より早く特別な意識に目覚め、様々なスターピープル

とファースト・コンタクトを行ったり、新たにいらっしゃった外宇宙の人たちとすでに

交流を始めたりしているようです。 
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PART1 柔軟な世界をシフトしていく 

 

 

初めに、現在皆さまの時間軸の地球で起こっている地球規模の状況についてご説明

したいと思います。 

皆さまがもうすでに「自分自身の思考は現実化される」ということをしっかりと理解

され、そして思考を選ばれ毎日を過ごされていることで、皆さまが頭の中で考えてい

る「こうなって欲しい」という現実に地球が向かっていると思います。 

それぞれの皆さまが思い描いている現実が具現化され、そして重なり合いながら現

実を創っているようです。 

今までは「思考を見張る」ということをせずに、流されるままにあらゆることを考えて

いらしたために、ポジティブとネガティブが混ざり合った現実が皆さまの目の前に現

れていたと思います。 

あらゆる高次的存在たちが「皆さまの思考が現実化され、目の前に現れている世界

は全て皆さまが創っている」ということを地球の皆さまにお知らせしてきたことで、

地球の皆さまはしっかりと現実を選べるようになられているようです。 

現実は自分自身が思い描いたとおりになり、そしてとても柔軟で変えることができる

ということを皆さまは理解されてきたからこそだと思います。 

さらに思考を使い、かなって欲しいことだけを考えて、どんどん現実にされていった

らよいかと思います。 

２０２２年になられた今、現実はさらに柔軟でまるで液体のようにあらゆる形に変化

することができます。 

以前よりもとても柔軟になりました。 

これからも皆さまの思考を使い、また思いを使ってこの現実を自由に思い描かれて

みてください。 

それぞれの皆さまが思い描いた現実が全く同じである、ということはないのですが、

同じようなビジョンを描き、同じような世界を目指されている人たちは、それぞれの

方法でひとつの世界を作り上げていることでしょう。 
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またそこに、パラレル世界の概念も入りますと、皆さまは絶えず変化し続けている存

在とも言えます。 

ただ、今までの３次元世界のように皆さまが一斉にパラレルシフトをされたり、多数

の人たちが一緒にシフトをするパラダイムシフトを起こしたりすることは、これからは

あまり起こらないでしょう。 

なぜなら、皆さまは個々でパラレルシフトを行っているからです。 

思考の現実化を使って望む現実を思い描き、瞬時にパラレルシフトをすることもでき

るようになりましたので、皆さまは２０２１年よりもさらに自由になられております。 

それぞれの人たちが思い描く世界が目に入ってきたり耳に入ってきたりするかもし

れませんが、そのような世界が皆さま自身に必ず起きるということはございません。 

皆さま自身が「このような世界を現実にしたい」と強く思われた世界が現実になるの

です。 

しかし「このような世界は現実にしたくない」と思えば現実になることはございません。 

なぜなら皆さまひとりひとりが、自分自身が歩む世界を選ぶことができるからです。 

これから「それぞれの人が見ている世界が違う」ということを、皆さまは今まで以上

に感じられるでしょう。 

また違っても良いのです。 

おひとりおひとりが異なる考えを持たれて、異なる世界を思い描き、それぞれの世界

に進まれております。 

これからの皆さまはさらに宇宙とひとつになり、思考の現実化も速度を増していくで

しょう。 

そして５次元意識に近づくにつれ、自分の中でも手放したいと思っている考え方や過

去の記憶などが浮上してきて目の前に現れてくることになります。 

そのたびに「もう終わったこと」「もう手放して良いこと」としてそのことを終了され、

まったく新しい状態になられたらよいと思います。 

もう繰り返す必要はないのです。 

もちろん「繰り返したい」という選択をされた場合には繰り返すことも可能です。 

ただ、繰り返さなければいけない日々というものは終了しましたので、それらを手放

して全く未知の新しい世界へ向かおうと思われれば、新しい世界に進むことができる
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のです。 

皆さまはすでに地球がかつて経験したことのない日々を歩まれております。 

真っ白なキャンバスに皆さま自身で世界を描き、そして進んでいるのです。 

同じことはもう繰り返されないでしょう。 

また、ある人は出合う人たちや接している人たちが記憶していることと自分自身が

記憶していることが異なるという経験をされている人もいらっしゃるかと思います。 

例えば、自分自身が「このことを１年前から行っている」と思っているのに、友人から

は「２年前から行っていましたよね」というふうに言われことがあるかもしれません。 

これはまさに皆さまがパラレルシフトをしたからこそ起こっていることなのです。 

以前いらっしゃった世界では、確かに自分自身は１年前からこのことを行っていたけ

れど、新たに移動したパラレル世界の友人は、私が２年まえからそのことを行ってい

ると記憶しています。 

もしそのようなことが実際に起りましたら、自分自身が無事にパラレルシフトを成功

させていると思われたらよいのです。 

自分自身の記憶がちぐはぐになりおかしくなった、ということでは決してございませ

ん。 

パラレルシフトをしてまったく新しい世界に異動してきたので周りの人たちとの記憶

と自分自身の記憶が一致していないだけなのです。 

徐々にそのことが理解されるようになり、つじつまが合う様になっていくでしょう。 

これから多くの人たちがこのことを経験されることと思います。 

 

〇TAKESHI 

ラナさん、ありがとうございます。 

「世界が柔軟になっている」ということについてもう少し説明して頂けますか。 

 

〇ラナさん 

皆さまの世界では、今あらゆることが大変柔軟になり、とても作り変えやすくなって

いるのです。 

「これは絶対的に変わらない」ということは「皆さまが存在している」ということだけ
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なのです。 

良いことも悪いことも全て変化していきます。 

それらは全て皆さまの思考から作られていることでもあるのです。 

「絶対的にこれは悪いこと」「絶対的にこれは良いこと」ということは実はないのです。 

あらゆる角度から物事を見て、そのことをどう捉えたらよいか、おひとりおひとり違

うのです。 

皆さまの中で「これは絶対的に悪いことだ」「これは絶対的に良いことだ」というよう

なことがあるならば、そのことをもっと柔軟にされ、違う捉え方もあるということを

尊重し認めることで、更なる違った世界を見ることができるでしょう。 

物事はひとつの見方で見ることはできません。 

あらゆる角度から見なければ本当の姿は見えてこないのです。 

また「皆さまという存在」もその姿は仮の姿です。 

本当の姿は違うのです。 

今、皆さまは本当の姿に戻りつつある道を歩んでおります。 

皆さまの本当の姿は宇宙そのものであり、制限もなく拡大し続ける存在なのです。 

物理的な肉体を持って生きているのは仮の姿なのです。 

物理的な肉体を持ってでなければ経験できないことを経験するために仮の姿になら

れているだけなのです。 

あと少ししましたら、今の感覚も全く違った視点で捉えることができ、皆さまの中の

世界はとても広く制限がないということに気付かれるでしょう。 

皆さまが向かっている世界というのはそのような世界なのです。 
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PART2 コロナウイルスと地球人の潜在意識 

 

〇TAKESHI 

今、地球規模でコロナウイルスやコロナワクチンが、私たちが想定しているよりもかな

り大きな形で動いています。 

私たちはワクチンやコロナウイルスとあまり関係のない世界に行きたいと願いそのよ

うに思考しているのですが、現実世界はそうはいかないようになっております。 

私たちの中に３次元の地球の人たちの意識と同調しているものが残っているという

ことになるのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

今、地球規模で起こっているウイルスのことに関してですが、これは皆さまの集合意

識が反映されたことが具現化されているのです。 

関係が無いように思われるのですが実は全て繋がっております。 

例えば、皆さまが個としてまったく別の存在でありながら、全く同じことを学び、同じ

毎日を過ごすということになんの違和感も疑問も持つこともなく過ごしてきた日々

の思考がこのウイルスにつながっているのです。 

また、同じ服を着て同じような格好をすることを喜びと感じていることもこのウイル

スに繋がっております。 

皆さまは本来異なる考えや心理を持ち、異なる思考を身につけている存在ですが、こ

の３次元世界を生きるにあたっては、他の人と同じである事に安心感を覚え、喜びを

感じるという状態で今まで過ごされてきました。 

このこととコロナウイルスの問題は、関係が無いように思えますが実は繋がっている

のです。 

エネルギーが同じということなのです。 

本来違和感を持ち、異議を唱えるところで皆さまは意義を唱えることなく、同じ方向

を見ることが心地よく感じられていることに対して「本当にそうでしょうか」という問

題提起をするためにこのコロナウイルスが起こっているのです。 
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皆さまが地球以外の存在たちからまったく新しい考え方、過ごし方を耳にしたことで

「今の自分の過ごし方や考え方、思考が実は違うのではないか」という思いが生まれ

てきたからこそ、この大きなイベントが起こることとなったのです。 

この大きなイベントをきっかけに、皆さまは自分自身の身近な生活で「これは本当に

これで良いのか」「このこともこれで良いのだろうか」と疑問に思われたり、考えられ

たりすることになっていくでしょう。 

 

〇TAKESHI 

はい、ありがとうございます。 

現在地球は制限が今までよりも大きくなり、それが私たちの生活や私たちの経済活

動に大きな圧迫を与えておりますが、この事態というのはこれからどのように変化し

ていくのか、どのように変わっていく可能性があるのか教えて頂けますでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、この事もある意味、地球の皆さま全体の願いからこの出来事が具現化された

に過ぎないのです。 

なぜかと言いますと、地球の皆さまは、地球の歩みの中でも「違いを認めることがで

きない」という思いからお互いが対立した日々を過ごされてきました。 

そのような日々に皆さまは疲れ果て、いい加減終わりにしなければいけないと思わ

れたことで「どうしたら地球に存在する者の意思がひとつになり、それぞれが認め合

い、それぞれの世界を創ることができるのか」ということを宇宙に投げかけた結果起

こっているのです。 

表面上ではネガティブのように見えるかもしれません。 

ただこの事がきっかけで生活を改めたり、また自分自身をしっかりと見つめ直したり、

本当の自分自身とは何か、自分の願いとは何か、ということを考えられるようになっ

たかと思います。 

そしてその答えが出た人たちから、新たな世界をつくろうという動きが生まれてきて

おります。 

先ほどもお話ししましたとおり、明日、明後日、１週間後、１ヶ月後また１年後、２年後
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という世界は、今この瞬間の皆さまが創り上げるのです。 

先のことは一切決まっていないのです。 

皆さまが「こういう明日にする」と決められたらその明日が決まってくるのです。 

 

〇TAKESHI 

地球に住む多くの人たちがコロナに対する畏れを抱き、コロナに対する過剰反応をし

てワクチンを打っていくというような世界に向かっていますが、この地球に住んでい

る多くの人たちがこのことを望んでいるのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

ある意味、思考が現実化された結果と言ってもよいでしょう。 

ただ全ての人が同じ世界に向かうかといいますと、そうではないことに皆さんも気

付かれていると思います。 

 

〇TAKESHI 

私たちは地球の中で大半を占めるこの思考に巻き込まれずに生きていきたいと思い

ますが、そのための良い方法というのはございますか。 

 

〇ラナさん 

はい、何度もお伝えしているかと思うのですが、頭で考えることをストップされ無の

状態になり、まるで呪文を唱えるように「私はやる必要があることをやる必要がある

ときに行います」「私は行く必要がある所に行く必要があるときに行きます」この言葉

を言われてみてください。 

そうしましたらシンクロが起き、全く予想もしていないことに出会い、全く予想もして

いない場所に導かれていくようになります。 

今まで、皆さまは「全てを自分の意思で決めて、自分の意思であらゆるところに行く」

ということをストップされた状態で３次元の集合意識のとおりに生きていくという

日々を過ごされてきたのです。 

皆さまが頭の中で「これをしたら良いのではないか」「あそこに行ったら良いのではな
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いか」という範囲の中では、本当に皆さまが行く必要がある所に行き、皆さまがやる

必要があることが行えなくなっているのです。 

そこでもう一度ハイヤーセルフとひとつになり、ハイヤーセルフの意志で動くために

は、思考をあえてストップさせハイヤーセルフに全てを委ねられるとよいのです。 

その委ねる方法がこの言葉なのです。 

言葉は言霊となり、それが宇宙に届き、そのとおりになるのです。 

感情は入れる必要はありません。 

後からついてくるからです。 

 

〇TAKESHI 

そのようなことに気付く人もいらっしゃれば、いつもテレビを見てテレビの情報ばか

りを受け取って、自分の気持ちをコントロールされているかのごとくコロナに怯え、

体調の悪い人たちを避けるような人たちも増えているような気がしますが、それはそ

れで良いということでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、そのような思いが強くなり、今までよりもさらに命令のようなものに従って生

きていきたいという気持ちが具現化されたに過ぎないのです。 

一見自分の意思がないように見えますが、それらも全て自分の意思によって選択さ

れたことなのです。 

そのような人を見かけられたとしても、決して蔑んだり、差別したりするような眼で

見ることはございません。 

ただの選択なのです。 

 

〇TAKESHI 

私たちは思考の現実化という方法を知っておりますので、ワクチンやウイルスの影響

のないような世界を自分の中で思考し現実化するということを行っています。 

そのようなことを行っている人たちはこの地球上でもたくさんいらっしゃると思いま

すが、そのような人たちの意識が実り、望む世界が実現する時期というものは近いう
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ちにくるのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

この大きなイベントによって、このイベントから学んだこと、また気付いたことを新し

い世界に生かしながら、皆さまと一緒に新しい世界を作り上げていくという世界に進

みたいと思われている人はもう進まれております。 

これがまさにパラレルシフトです。 
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PART3 ホノグラムの現実をどのように生きるか 

 

 

〇ラナさん 

よくラナさんは「現実はホログラムだ」ということを言われておりますが、このことを

詳しく教えて頂けますか。 

 

〇ラナさん 

それは「簡単に世界を移動することができる」ということにヒントがございます。 

絶対的にこの世界が揺るがないもの、頑丈で丈夫な世界であればパラレルシフトを

行うことは難しいでしょう。 

ただ、皆さまが見ているこの世界はあくまでホログラムであり、皆さまの本体はもっ

と高次の世界、形のない世界にあるのです。 

「この世界はホログラムであり、あくまでもシュミレーションしているだけだ」と理解で

きますと簡単にパラレルシフトをすることができ、自分が望む世界に瞬時に移動する

ことが可能になるのです。 

そして「自分自身の本体はもっと高次の世界に有り、もっと大きな存在なんだ」と気

付かれましたら、この世界を遊ぶ感覚で楽しむことができるでしょう。 

もちろんこの世界で経験したことは、全て知識として魂に記憶されます。 

経験したことは本物です。 

世界がホログラムだとしても、このホログラムの世界で経験し考え、身につけたもの

は全て本物ですので魂に蓄積することができるのです。 

 

〇TAKESHI 

例えばホログラムというのは、いくつもある映画館の中で好みの映画を見るというこ

とに似ていますか。 

 

〇ラナさん 
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はい、そのようにも例えられるでしょう。 

そしてその映画館にはあらゆる映画が上映されており、今見てそして体験している世

界がつまらない、あるいは少し変えたいと思えばスクリーンを変えるだけでよいので

す。 

 

〇TAKESHI 

例えばラブストーリーをやっている映画の部屋から他の映画をやっている部屋に歩

いて移り変わる、これがある意味、パラレルシフトということにもなりますか。 

 

〇ラナさん 

はいそうです。 

 

〇TAKESHI 

今、私たちが見ている現実というのは、地球人の潜在意識が作り出した現実です。 

これから私たちが思考を現実化させる世界は、自分の思考が生み出した現実だとい

う事になりますか。 

そのことについて詳しく教えて頂けますか。 

 

〇ラナさん 

はい、今の地球規模で行われているイベントがまさにそうです。 

皆さんは自分の思考を見張ることなく、あらゆる人たちの思考を織り交ぜ、そして自

分の中に取り入れてしまった状態です。 

世界を多くの皆さまと一緒に作られたことで、今このイベントが起こっています。 

少し前の思考が、今皆さまの目の前に現れているのです。 

目の前に現れている現実化した世界が、自分の考えとは少し違うと思われれば、頭の

中でもう 1 度リアルに世界を思い描き、その世界が実際にパラレル世界に存在して

いて簡単に入ることができると信じられれば、瞬時に世界が変わっていくでしょう。 

また、もう少しゆっくり自分の世界を変化させたいと思う気持ちがどこかにありまし

たら、世界はゆっくりと変化していくでしょう。 
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〇TAKESHI 

私たちがアセンションをするということは、地球人の集合意識から生み出された現実

から離れて、高次元世界に向かう自分の意識が生み出した現実に入ることですが、こ

れもホログラムでしょうか。 

 

〇ラナさん 

個々の人間が、自分が行きたい世界や描きたい世界を自由に作り上げることができ

ます。 

 

〇TAKESHI 

現実がホログラムであることは、３次元世界の特徴であったと思いますが、これから

私たちがアセンションしていく５次元世界でも現実はホログラムとして存在していま

すか。 

 

〇ラナさん 

はい、もちろんです。 

ホログラムにプラスして別の感覚が入ってくるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

私たちが肉体を持っている以上は、私たちが見ている物質的な現実は全てホログラ

ムであるということになりますか。 

 

〇ラナさん 

はい、そうです。 

ただ、５次元の意識になられますと物理的な意識を持ちながら高次の世界を見るこ

とができますので「目覚めた状態でホログラムを見る」という形になるかと思います。 

高次元に存在している自分自身に繋がることができれば、高次の世界に存在してい

る存在たちとコミュニケーションを取りながらさらに世界を創っていくことができる

ようになります。 
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自分自身が描きたい世界がどんどん具現化され、そして周りに存在している人たち

を尊重しながら世界を創っていくことになるでしょう。 

例えば、皆さまは自分だけの劇場に自分の世界を映し、他の人は他の人の世界をそ

れぞれの劇場に同時進行で映しだしているということになります。 

今はまだその感覚がつかめないかもしれませんが、もう少ししましたらその感覚がは

っきりと分るようになってくるでしょう。 

そのために、他の人たちに自分の考え方や思いを不用意にぶつけるということがな

くなってきます。 

皆さまは、それぞれの皆さまに起こっているシンクロを信じ、シンクロに基づいて生

きるようになってくるのです。 

違う意見であったとしても「違うことが当たり前」ということが深い部分で理解でき

ますのでぶつかり合うこともなくなるでしょう。 

皆さまそれぞれが、自分が思い描いた独自の世界を見て、他の人とは異なる考えを

持って生きていますので、それぞれの皆さまを尊重することができるようになるので

す。 

 

〇TAKESHI 

私たちは３次元や４次元の世界にもうしばらく存在しているかと思いますが、この世

界でホログラムではなくリアルなもの、本当に存在しているものというのはいったい

何なのですか。 

 

〇ラナさん 

意識です。 

皆さまは本来形を持たない高次の意識存在です。 

あらゆる世界を見通すことができ、あらゆる世界に存在できる存在なのです。 

そのことが徐々にはっきりと理解できるようになるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

私たちが３次元意識から５次元意識に移り変わると、ホログラムの現実からもっとも
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リアルなものとしての「意識」に自分の視点が移り変わっていき、そして現実世界も今

までとは異なる形で見えてくるようになるのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、全く異なるでしょう。 

個々を尊重しながら重なり合った一瞬をシンクロとみなし、そして奇跡とみなし、大事

にする生き方になってくるでしょう。 

全く異なる考え方や意見を持つ存在たちが、一瞬同じ考えになり重なった瞬間にも

っとも喜を感じるようになるのです。 

そしてまた、それぞれが離れ、それぞれの生き方に集中していくのです。 

それが繰り返される日々になっていくでしょう。 

 

〇TAKESHI 

３次元世界の現実と５次元世界の現実の違いをもう少し分かり易く教えていただい

てもよろしいでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、では皆さまが最もイメージしやすい例え話をします。 

例えば学校教育に関して、今まででしたら、皆さんは同じ教科書を持ち、同じ物を見

て、同じことを学ばれたと思います。 

これからの世界は同じ教科書を持つ必要はございません。 

例えば国語という教科があるとしましょう。 

国語という教科にもたくさんの教科書や教材が存在していて、皆さんはそれぞれ自

分が選びたい教科書や教材を選び、ひとりひとりが個別に学ぶことになります。 

そして、全く違う内容をひとりひとりの人が学ばれ、お互いが異なる視点で国語とい

う教科を学んでいくことになるのです。 

教室に通うことを喜びとする子供たちは教室に通うでしょう。 

教室でなく自宅で学ぶことを喜びとする子供たちは自宅で学ぶでしょう。 

野外で学びたいと思う子は公園や山などの自然の中で学ぶということをするでしょ
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う。 

実際、国語という教科であっても勉強する場所や方法は異なって当然と捉えるよう

になってくるのです。 

またそれが認められるようになってくるでしょう。 

「それぞれが全く違う学び方をするからこそ、新しいものを作り上げることができる」

ということに皆さま気付かれていくのです。 

そのような考え方をされますと社会のあり方が大きく変わってくるでしょう。 
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PART4 ３次元世界を生きるためのコード 

 

〇TAKESHI 

私たちが３次元世界に生きている間にその３次元世界に生きている人たちのコード

を私たちが受け入れ、そしてそのコードが繋がることによってみんなと同じような考

えを持つようになった、ということをお昼のライブで学びました。 

そしてそのコードを取り除く瞑想ワークをしていただいたのですが、地球人同士をつ

ないでいる３次元世界特有のコードについてもう一度教えてください。 

 

〇ラナさん 

はい、皆さまはもともと全く異なる存在であります。 

皆さまは、他人とは異なる考え方を持ち、異なる世界に生きてきた存在です。 

全く同じことを考え、同じビジョンを描き、同じように過ごすということは大変難しい

ことなのです。 

それらを全て可能にするために、お互いの思考が自分の中に入り込み、同じ思考を抱

くようにするためのコードが必要でした。 

３次元という世界では、そのようなコードをつけて生きる必要が有ったのです。 

そうでなければ、皆さんは別々のビジョンを思い描き、別々の世界で別々の生き方を

すぐしてしまうからなのです。 

例えば、手に持っていないと簡単に大空に舞い上がってしまう風船に例えられるかと

思います。 

皆さんは風船と同じなのです。 

しっかりと握っていなければ、空にふわふわと上がっていき自分が本来いた世界に

戻ってしまうのです。 

そうなってしまえば、３次元の物理世界を体験することができなくなります。 

皆さまの３次元の世界を体験したいという意思に基づき、３次元世界に繋がるあらゆ

るコードが皆さまについていたのです。 
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〇TAKESHI 

私たちはホログラムの世界で生きていたとしても、そのコードというのは現実的に存

在しているのですか。 

 

〇ラナさん 

いいえ、皆さまのライトボディやスピリチュアル体についております。 

 

〇TAKESHI 

アセンションするためには、そのようなコードを取り外し、地球の多くの人々の潜在意

識から自由になる必要があると聞きましたが、そのことも話して頂けますか。 

 

〇ラナさん 

はい、３次元の世界を卒業されて５次元の意識になろうと選択された人は、それらの

コードは必要ありませんので取り除かれていくでしょう。 

コードを取り除く時期は個人差がありますので、皆さま一気に取り外すということは

ございません。 

もちろん、一気に取り外す人も存在していますが、おひとりおひとり自分のペースで

取り除かれていくことでしょう。 

 

〇TAKESHI 

このコードを取り外すための方法というのはございますか。 

 

〇ラナさん 

「私は５次元の意識になります」と宣言されることで、高次の存在や皆さまの高次の

意識がこのコードを取り外していくでしょう。 

 

〇TAKESHI 

３次元に残る人は、このコードはそのままということですね。 

このコードがあることによって、自分は５次元意識になりたいと思っていても３次元
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世界に足を引っ張られるということも起こりませんか。 

 

〇ラナさん 

宣言されればそのような事はございません。 

もしそのようなことがあるようであれば、自分自身が３次元の世界にフォーカスし３

次元の世界にとどまりたいという気持ちがどこかにあるからなのです。 

 

〇TAKESHI 

私たちの意識というのはなかなか自分で分からないところもありますが、そのような

自分たちの隠れた意識や潜在意識の中にまだまだ３次元の世界にいたいという気持

ちがあれば、このコードは取れないということになりますでしょうか。 

 

〇ラナさん 

自分の中に３次元にフォーカスする気持ちや３次元の世界をまだ経験したいと思わ

れている部分が必ずあるはずです。 

ただこのことはシンクロで気付くときがやってくると思いますので、ネガティブにな

る必要はございません。 

全てに対してニュートラルになり、全てがシンクロで物事が進んでいくということを

信頼されれば全く問題はありません。 

 

〇TAKESHI 

３次元意識から５次元意識になると、そのコードは消滅しますか。 

 

〇ラナさん 

はい、消滅いたします。 

 

〇TAKESHI 

５次元世界には５次元世界の人たちの集合意識があるかと思いますが、お互いコード

をつけあったりすることはないのですか。 
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〇ラナさん 

全くございません。 

５次元世界の集合意識は３次元の集合意識と違って、とても柔軟であまり強制力はご

ざいません。 

 

〇TAKESHI 

例えばこのコードを持つことによって家族や友人、会社関係の中でどのようなことが

起こってきたのか教えて頂けますか。 

 

〇ラナさん 

家族や会社というよりかは社会とのつながりでしょう。 

社会生活を送る上で「その社会の枠組みの中から外れたらとても怖い」という感情が

今までは有ったかと思います。 

３次元世界では、皆さまは同じような方向に行かれるのが普通です。 

皆さまは、同じように学校に行き、同じように就職をし、同じように結婚する、という

ことをすることで安心感があったかと思います。 

それは、全て地球人同士の思考がつながるためのコードがあったためなので、違いを

感じると恐怖に感じていたのです。 

またそのようなエネルギーが３次元という世界でした。 

このことは、徐々に柔軟になっていき、今では違う生き方をしても尊重される世界に

なってきたと思われます。 

現在の皆さんは、違っていても不安に思わなくなってきています。 

中には「違って当たり前だ」と思われる人もいらっしゃるでしょう。 

これが５次元の意識に近づけば近づくほど、違いが当たり前となり、それぞれ違うこ

とをしていても、それはとても当たり前ということになってくるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

コードが無くなることによって、自分の個性が表に出てくるということになりますか。 

 



272 

 

〇ラナさん 

はい、個性と愛が表に出てきます。 

 

〇TAKESHI 

スターピープルや天使たちが私たちにメッセージを送ってくれるのですがその仕組

みはどうなっていますか。 

 

〇ラナさん 

皆さまの魂は全体を見通すことができます。 

どのような時期に、どのような考えを持ち、どのようになっていくか、ということも全

て決めております。 

どのような高次の存在といつ繋がるのか、そしてどのような存在からどのようなメッ

セージを受け取るのか、ということも全て魂がその時期を決めています。 

 

〇TAKESHI 

それらのことは、私たちが作り出したホノグラムではないということでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、そうです。 
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PART５ 天使について＆期待を手放すこと 

 

 

〇TAKESHI 

天使という存在は一体どのような存在なのか教えて頂けますか。 

 

〇ラナさん 

はい、天使は高次的存在とは少し異なる存在です。 

時間も次元も一切関係なく、あらゆる世界を行き来することができます。 

また許可さえ頂ければ、あらゆる存在にコンタクトをとることができる存在でもあり

ます。 

大変特殊な存在といえるでしょう。 

そして、肉体も持っていない存在ですのでエネルギー体としてあらゆる世界を飛び回

る存在です。 

 

〇TAKESHI 

天使はどのような存在から作られたのですか。 

 

〇ラナさん 

「宇宙の根源の愛」から生まれております。 

「宇宙の根源の愛」を強く体現している者とも言えるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

以前、私たちが「大天使のアチューメント」を行っていたときに、私たちの個人的な欲

望や個人的な思い、例えば「恋人が欲しい」とか「お金持ちになりたい」「有名になりた

い」などという思いは本物の天使は受け取らずに闇のエネルギーを持った天使が受

け取る、ということを聞いたことがありますが、それは本当ですか。 
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〇ラナさん 

闇のエネルギーを持った天使というよりかは、かつて肉体を持って生きていた者が

肉体から離れてエネルギー存在になった存在といえるでしょう。 

そのために人間の感覚に近い状態で存在していますので、皆さまの思いや皆さまの

欲望も深く理解することができる存在です。 

ただし大天使たちと異なり、かつて人間であった存在ですので人間と同じ考え方に

なりやすく間違いも起こしやすいのです。 

ただ本来、間違いというものは無いのですが、今は皆さまの考え方に適して説明させ

ていただきました。 

 

〇TAKESHI 

分かりました。 

 

〇質問者 

「あらゆる期待を手放すと良いよ」というメッセージを受け取り、期待しないことによ

っていろんなものを純粋に受け取ることができるようになり、より良いものを受け取

れる仕組みも分かってきたのですが、期待しないとすごく視野が広がっていろいろ受

け取れることもあるのでしょうか。 

また、何が起きても自分で何とかしようという自立心が生まれてきたようですが、宇

宙的な視野では、私に何が起こっているのか具体的に教えてください。 

 

〇ラナさん 

それは、あなたが本当の意識に戻ってきているということなのです。 

あなたの本体は、形を持たない高次の意識でありエネルギー体として存在しています。 

今、物理的な肉体を持って存在している姿は、ある意味「仮の姿」なのです。 

その「仮の姿」がだんだんと本体である宇宙意識に近づいてきているということです。 

また期待をしないということは、あらゆることがシンクロで起こることを心から信頼

しているのです。 

期待をするということは「今はこのことが起こっていないけれどもいつかは起きて欲
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しい」という願いが期待となるのです。 

これはまさに自分を信頼していない状態なのです。 

あなたはそのことを意識レベルで気付かれ「期待しなければ本来の自分に戻っていく」

と気付かれたのです。 

「より良いイメージを作る」ということと「期待をする」ということは全然違います。 

 

〇質問者 

全く違うエネルギーということでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はいそのとおりです。 

例えば自分の理想とする世界を思い描いたとき、理想とする世界と実際この瞬間に

体験している世界が全く異なるとします。 

そうしましたら、今までの３次元で過ごしてきた皆さまにすれば「今この世界が現実

であり、心に思い浮かべた世界は夢の世界だ」と考えます。 

そうすると「夢の世界で起きていることは実際には起こらない」と思ってしまうので

「目の前に見えている世界こそが現実であり、この現実の世界が続いていく」のだと

思われてしまいます。 

そうすることで「こういう世界になったら良い」「こういう世界になるはずだ」と考えて

いるものは夢となり実現しないものになってしまうのです。 

それは願いと同じものなのです。 

「かなわない」という気持ちが常に心の根底にあるのです。 

ただ、あなたの意識は高次の意識に近づかれていますので期待というものをしなく

なったのです。 

 

〇質問者 

私の中でこういう地球になるという明確なイメージがあるのですが、それを常に自分

のエネルギーとして置いておくというのは、その地球に対してエネルギーを注いでい

ることだと思うのですが、それで良いのでしょうか。 
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〇ラナさん 

はい、自分自身の世界の設計図が頭の中にあり、その設計図があるからこそ、その世

界を作り上げることができるのだというように思われたらよいと思います。 

やはり設計図がなくては、あらゆるものを作ることはできません。 

この設計図はシンクロで全て魂が書いているのです。 

必ず設計図というものが存在するのです。 

 

〇質問者 

良く理解できました。 

ありがとうございます。 

 

〇TAKESHI 

ファースト・コンタクトに関して新しい情報はありませんか。 

 

〇ラナさん 

まずは皆さまおひとりおひとりが地球規模で起こっているこの大きな出来事に対し

てニュートラルな視点を持ち、そして過度に感情をいれ込まないということを行って

いくうちに「今自分が見るべき事は何か」そして「考えるべき事は何か」ということを

しっかりと知ることができ、そして思考もどんどんと軽やかになっていかれると思い

ます。 

そして、今の状況に振り回されることなく、自分の考えをしっかりと持ち、自分が見る

べき道、歩むべき道をしっかりと見ることができた人々から、さらに具体的なファー

スト・コンタクトの日が浮かばれてくると思います。 

具体的な日にちは皆さまそれぞれ違いますので、自分自身のファースト・コンタクトの

日時というものが次第に浮かびあがってくることでしょう。 

すでにファースト・コンタクトを体験された人もいらっしゃるのですが、そのような人

は地球規模でも本当に数えるだけの人しかいません。 

一般の人に関していうならば、大変早い人で２０２５年から始まってくるかと思いま

す。 
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もちろんもっと早い人では２０２３年から実現される人もいらっしゃるでしょう。 

「自分軸」で生き、そして自分の世界をすでに生きている人はいち早くファースト・コ

ンタクトを迎えられるでしょう。 

もちろん「今すぐ自分自身がそういう状態にならなければいけない」ということは決

してございません。 

それぞれのペースでよいのです。 

「早ければ良い」ということでもございません。 

ファースト・コンタクトが起こってしまったら皆さまは５次元意識になってしまいます

ので「３次元世界をもっと楽しむために、ファースト・コンタクトを経験しなければ良か

った」という後悔が出てくる人もいらっしゃるかもしれません。 

皆さまは「今、皆さまにとって全ての必要なことが起こって、必要な時間を過ごして

いる」と思われてください。 

今、この瞬間に体験していることは、この瞬間でしか体験できないことです。 

もう一度体験しようと思っても体験することができません。 

とても貴重な日々を皆さんは過ごされているのです。 

皆さんはこの一瞬一瞬を大事にされてください。 

焦ることはございません。 
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PART1 地球の「膿み出し」について 

 

皆さまが地球に向けてコズミック・ツインライトの光を送られたことで地球のエネルギ

ーも少し穏やかな状態になられました。 

今、地球上で今まで以上に大きな戦争を起こそうとしている存在たちも、それができ

ない方向に向かっているようです。 

地球人の皆さまが、心から地球の平穏を願っているからだと思います。 

皆さまの祈りをひとつにすれば、その祈りが力となり地球を大きく変えることができ

るのです。 

皆さまは宇宙と繋がり、あらゆることが分かるようになってきたと思います。 

そのために同じことを繰り返すことなく、全く新しい地球を自らの意思で作り上げよ

うとされているのです。 

今の地球の現状は、皆さまが願ったとおりに進んでいるということなのです。 

今まで、地球では、とても厳しい制限があらゆるところで行われていました。 

そして制限が少し緩くなってきたと思われたところに戦争という新たな事態が起こっ

てきました。 

しかし現在の地球人の皆さまは、以前と異なり大きな動揺をすることなく、冷静にこ

の状況を見つめ、そして静かな祈りをすることができるようになっております。 

地球の皆さまの意識は大きく変わってきたと思います。 

これからもいろんなことが目の前に現れてくるかと思います。 

その度に冷静になり、地球に対してツインライトの光を送られたり、地球の平和を心

から願い静かな祈りをされたりすることで、その祈りが地球に通じて地球にも変化が

起きてくるでしょう。 

全体的に見ますと、とても良い方向に向かっているのではないかと思います。 

宇宙の視点から見ますと、良いことも悪いことも無いのですが、皆さまの視点から考

えてみますと良い変化が起きていると思います。 

皆さまの外側では、あらゆる「地球の膿み出し」が行われているのです。 

皆さまの心の内面から「膿出し」が行われるときは、皆さまも大変な状態になるかも
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しれません。 

やはり、皆さまも心の内側に溜めこんでいるものを開放しクリアな状態にする必要が

ありますので、心の奥底にあるものを表に出さなければならないのです。 

表に出すときは少し苦しいかもしれませんが、それらを吐き出し、解消することでと

てもすっきりとされていくのです。 

皆さまの内側がとてもクリアでニュートラルな状態になられた後は、そのニュートラル

な状態が外側に反映されて外側もとても穏やかな状態になっていくのです。 

ツインライトを使える人は、引き続き自分自身のハートにツインライトの光を送ってい

ただくことでその作業はよりスムーズになっていくでしょう。 

内観する際に自分自身を深く見る必要はもうございません。 

ツインライトの光をしっかりと送ることで、あぶり出さなければいけないものはしっか

りと表に出てきて、無理の無い形で解消できるようになるでしょう。 

そして、軽やかでとてもすがすがしく、気持ちが良い状態になられていくでしょう。 

社会状況や皆さまの外側はとても荒々しく激動に見えるかもしれませんが、全体的に

見ますととても良い方向に向かっていますのでご安心ください。 

皆さまは引き続き祈りを行い、心の穏やかさを保ち、日々を大切に過ごされてみてく

ださい。 

 

〇TAKESHI 

地球はこれから「膿み出し」をしていかなければいけないと思いますが、地球が「膿み

出し」を必要とする状態になった原因や経過について教えて頂ければ嬉しく思います。 

 

〇ラナさん 

はい、皆さまも御存じのように、今までの地球においては地球の自然環境を破壊した

り、地球人の皆さま自身を傷つけたりしながら日々を送られてきたと思います。 

それもとても長い間にわたって、皆さまは地球でそういう日々を過ごされてきたの

です。 

そのために、皆さまがネガティブと呼んでいるあらゆるエネルギーが地球自体に蓄積

され、皆さまのハートや皆さまの遺伝子にもその傷ついた記憶やエネルギーが蓄積
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されてきましたので、地球を軽やかで新しいものにするためには、それらを修復しリ

セットする必要があるのです。 

「自分にも優しく、地球にも優しい考え方」に地球人はなる必要があるのです。 

そのために、そのような地球人になるための「膿み出し」が今、目の前で起こっている

のです。 

新たなウイルスもその「膿み出し」のひとつですしウイルスを終息させようと出てきた

ワクチンもそうです。 

新たに起こった争いも最終的な「膿み出し」をする方法として現れてきたのです。 

 

〇TAKESHI 

地球の傷ついた記憶とエネルギーというのは具体的にいうと今まで地球人が体験し

てきた戦争や侵略、自然破壊ということになりますか。 

 

〇ラナさん 

はい、そうです。 

 

〇TAKESHI 

何１００年、何１０００年という過去の歴史、あるいは地球には私たちの文明以前にも

たくさんの文明があったと思われますが、そのような古い文明の中で行われたもの

を今回清算するために「膿み出し」が行われているということでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、そうです。 

 

〇TAKESHI 

そのような記憶やエネルギーは、私たちの体に対してどのような影響を与えています

か。 

 

〇ラナさん 
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はい、皆さまは肉体レベルで限界を感じられ、それを改善しリセットしなければならな

いと思われたために、今、目の前で起こっていることが起こったのです。 

 

〇TAKESHI 

傷付いた記憶や遺伝子を持ち続けた地球、そしてそのようなものをクリアリングして

リセットした地球では大きな差があると思いますが、その２つの地球はどのような違

いがあるか教えてください。 

 

〇ラナさん 

はい、このまま「膿み出し」をすることなく、膿を抱えたまま日々を過ごしていきます

とますます地球の自然破壊が進み、今起きている争いも激しくなっていくでしょう。 

そして、もう目を背けることができないほどになるでしょう。 

それでもまだ、地球人の皆さまが状況を改善しようと思わなければ、地球の状況はま

すます激しさを増しますので、やがて大きな争いが起こりあらゆることが最終段階に

入ります。 

そうなりますと、地球上のあらゆる生命と地球人の皆さまは、この地球に存在できな

くなるでしょう。 

そして、地球はその活動を停止しなければならなくなるまでに至ってしまうでしょう。 

もちろん、今日ここに御参加いただいている皆さまは、そのように望んでおりません

ので、その道には進まれないと思います。 

ただ、そのような道もあるということだけはお伝えしておきましょう。 

 

〇TAKESHI 

ありがとうございます。 

今回東北で大きな地震が起こり１０年前の東北大震災を思い出させたのですが、今

回の地震に関して特別な意味というのはございましたか。 

 

〇ラナさん 

はい、パラレル世界によって地震が起こった原因は違うのですが、今皆さまが最も近
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いパラレル世界あるいは実際に生きている世界では人工的に地震が起きたというの

ではなく、これは地球が生きている惑星だからこそ起こった地震だと思われます。 

 

〇TAKESHI 

ということは地球の自然な「膿み出し」ということになりますか。 

 

〇ラナさん 

「膿み出し」もあるのですが、地球自体で言いますと地球は活動エネルギーを絶えず

強く保ったりあるいは穏やかにしたりということをしなければこの地球という星を維

持することはできません。 

そのために、定期的に地震が起こり、たまには大きな地震を起こす必要があるのです。 

もちろん、小さな地震もガス抜きのために必要なのです。 

ただ、やはりある一定の期間で、時には大きな地震というものを起こさなければ星を

維持できないのです。 

これは生きている星であれば避けては通れないことなのです。 

 

〇TAKESHI 

地球の自然な現象、エネルギーの発散やプレートの調整ということになりますでしょ

うか。 

 

〇ラナさん 

はい、そうです。 

 

〇TAKESHI 

日本は、ほかの国よりも地震が多いと思うのですが、その理由を教えて頂けますか。 

 

〇ラナさん 

はい、日本という国はあらゆる場所で生命を維持するために必要なボルテックスポイ

ントが多く存在しているのです。 
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そのためにやはり地震が多く起こっています。 

また、皆さま日本人の特性にも関係しております。 

日本人の皆さまは、深い愛を持ち、あらゆることを柔軟に受け止めることができ、そ

して皆さんを受け入れることができます。 

地球の中には、あらゆる国とあらゆる人種の方が存在しておりますが、たくさんの人

種の方が日本人の皆さんは大変珍しくとても柔軟で応用力のある存在であると思わ

れています。 

また、日本人の方は深い愛を持っておりますのでその愛を伝えることが大変上手な

のです。 

世界各地で蓄積されてきたネガティブなエネルギーを地球はいったん中心部に取り

込み、そしてそれらを消化するときに発散するポイントが必要なのです。 

深い愛を持ち穏やかなエネルギーを保つことができる日本人の人たちが住んでいる

日本という土地にそのポイントを置くことで、地球に蓄積されたエネルギーが大きな

災害を起こすことなく穏やかに発散することができるのです。 

それは日本人の皆さまにしかできないことですので、地球は皆さんを信頼し、日本と

いう場所をそのような場所として設定しているのです。 

決してネガティブな意味ではなく、とてもポジティブな意味なのです。 

 

〇TAKESHI 

「この地震が人工地震であった」というようなパラレルワールドも存在しているのでし

ょうか。 

 

〇ラナさん 

もちろんです。 

 

〇TAKESHI 

その世界ではどのようなことが起きましたでしょうか。 

 

〇ラナさん 
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地球を長い間統治していた存在たちが今とても焦りを感じられているようです。 

そのために目を疑うようなことが起こっていると思います。 

そして、更なる混乱をもたらそうと世界各地で人工的に地震を起こし、自分たちの統

治を継続させようとしているようです。 

そのようなパラレル世界もございます。 

 

〇TAKESHI 

ありがとうございます。 

私たちはそのようなパラレル世界を望んでおりませんし、またこの地球に地震があっ

たとしても穏やかで心豊かな地球になるということを望んでおります。 

私たちは、この地球で愛のある生活をすることを望んでいますので、私たちはその世

界にパラレルシフトしていきたいと思っておりますが、いかがでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、そのような思いがあれば、そのようなパラレル世界を生きると思います。 
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PART2 意識の拡張について 

 

 

〇TAKESHI 

私たちの意識はこの物理的な肉体を持った意識や感情あるいは「ハイヤーセルフ」の

意識、あるいはそれを作った魂の意識また宇宙の意識というように、私たちはいくつ

もの段階に分かれた意識というものを持っていますがそのことについて詳しく教え

てください。 

 

〇ラナさん 

今、３次元の世界だけに生きている人たちは、物理的な肉体を持った上での意識のみ

を使い生きられております。 

そして、その状態から本当の自分というものを知りたい、またもっともっと意識を拡

大したいと思われました人は自分の意識の中でも「ハイヤーセルフ」という宇宙とつ

ながる意識があると気付き、そのつながりを強くされました。 

そして、ほとんどそのつながりを活用していなかった状態から意識して「ハイヤーセル

フ」とつながることで、太いパイプが生まれ「ハイヤーセルフ」を通じて肉体の意識に

「宇宙の視点」が送られてきます。 

「宇宙の視点」を手に入れました肉体の意識は、さらにさらに広がり「ハイヤーセルフ」

をも突き抜け、その先に大きな宇宙に存在している宇宙意識の自分自身がいると気

付かれるのです。 

宇宙に存在している自分自身とさらにつながることで、さらに地球を超えたあらゆる

ことが分かるようになっていくのです。 

そうすることで物理的な意識も「物理的な世界が全てではなく、目に見えなくても確

かに存在している世界があり、いくつもの次元というものも存在している」というこ

とに気付かれるのです。 

意識がどんどん宇宙規模に拡大していくことで４次元、５次元、６次元も感じられるよ

うになっていくのです。 
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そしてさらにさらに拡大していきますと、あらゆる自分自身の情報を知ることができ

るようになるのです。 

「どのような経緯をたどって、今この地球に物理的な肉体を持って存在しているのか」

ということもはっきりと理解できるようになるのです。 

 

〇TAKESHI 

私たちが物理的な世界から自分たちの意識を広げ、アセンションをしていくためには、

そのような意識をどのように活用していけば良いのか教えて頂けますか。 

 

〇ラナさん 

はい、まず意識を拡大するためには、自分自身のハートをクリアにする必要があるの

です。 

自己否定する気持ちやネガティブな思いを愛で積み込み、ニュートラルにしていく必

要があるのです。 

また思考もクリアにしていく必要があります。 

いろいろとジャッジしてしまう考え方をリセットしてニュートラルに戻され、自己否定

してしまう思考をクリアにしてまっさらな状態にする必要があるのです。 

なるべく頭の中をシンプルにする必要があるのです。 

頭の中を整理されなるべく何もない状態にして「ハイヤーセルフ」を通じて宇宙の情

報をいつでも受け取られるスペースを作る必要がございます。 

これからは思考を働かせるのではなく、宇宙からあらゆる情報を脳にダウンロードす

る時代になっていくのです。 

思考を働かせるのではなく「知る必要があることを知る必要があるときに知る」とい

うことを信頼し、シンクロに任されればよいのです。 

そうすることで「知る必要があることを知る必要があるときに知る」というシンクロが

起き、必要な情報をとてもタイミングよく皆さまは受け止めるようになるでしょう。 

そして、その都度その都度、必要な情報が宇宙からやってきて、その情報を元に行動

を起こせるようになっていくのです。 

そのようなシンクロのもとに皆さまが情報を受け取られ、行動する必要があるときは
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行動するという日々を送っていくうちに、さらに意識が拡大しそして知識もどんどん

と広がり、気付いた頃には皆さまは次元を簡単に超えることができるようになり、５

次元の世界を見ていたという状態になるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

そうしたいと思ってもなかなか感情の整理がつかないで困っているのですが、そのこ

とに対して何か良い方法は有りますでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、ツインライトを扱える人は何も考えずに「ありがとう、愛しています」と言いなが

ら温かいゴールドの光とキラキラとしたシルバーの光をハートに送ってください。 

そして「宇宙の根源の愛のエネルギー」と「宇宙の創造のエネルギー」がハートにどん

どんと流れ込み、ハートを満たしていくのを感じられればよいのです。 

またツインライトの光を使うことができない人は、ハートに手を当てられ、ただ「あり

がとう、愛しています」という言葉を言われてみてください。 

そうすることで、愛がハートに送られとてもクリアになっていくことを感じられると思

います。 

そして、気付いたときにシンクロを起こすための宣言を声に出して言われるようにし

てみてください。 

「私は知る必要があることを知る必要があるときに知ることができる」 

「私はやる必要があることをやる必要があるときにおこなうことができる」 

「私は行く必要があるところに行く必要があるときに行くことができる」 

このシンクロを起こさせる宣言を声に出して言うことでその宣言が宇宙に届きシンク

ロが起ってくるのです。 

皆さまはそのシンクロをどんどん体験されさらなる気付きを得ることができます。 

そしてハートも穏やかになり拡大していくことで、皆さまの周波数を上げられていく

でしょう。 

皆さまの生き方も大変シンプルになっていきますので、だんだんと悩むことや戸惑う

こともなくなり、ただシンクロに任せて日々を過ごしていくようになるでしょう。 
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そして、シンクロに任せて生きていくうちに本当の自分にも気付かれ、自分自身の使

命も理解してその使命を全うされていくでしょう。 

 

〇TAKESHI 

私たちがアセンションをしている状況というのは、どのような状況でしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、皆さまがシンクロとともに生きることで皆さまの心も軽くなっていくと思われ

ますが、全てがシンプルになることで肉体のエネルギーもさらに軽やかになってどん

どん周波数も上がり、気付いた頃には５次元の世界をしっかりと見ることができるよ

うになり、５次元の世界で生きていけるようになるのです。 

 

〇TAKESHI 

５次元意識になるときは「自分の想念やエネルギーをしっかりとクリアリングする必

要がある」と伺いましたがそのことについて教えてください。 

 

〇ラナさん 

はい、５次元の世界はとても調和がとれ愛の意識が中心となる世界です。 

自分の中で自己否定してしまう気持ちや戸惑い、不安、恐れなどがある場合は、やは

り周波数として５次元の意識と合いませんので、それらの気持ちを癒やす必要がある

のです。 

 

〇TAKESHI 

自分の中に怒りや憎しみあるいはそのような荒々しい波動が有る場合には、なかな

か５次元意識になることができないと思いますが、コズミック・ツインライトなどを使

ってその感情をしっかりとクリアリングしていくということですね。 

 

〇ラナさん 

はい、そうです。 
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自分の中でその許せないと思った原因となる事があるかと思います。 

それらを深掘りすることなくツインライトの光を送られてみてください。 

そうすることでそれらの記憶や感情がまるで溶けていくようにハートの中から消え去

っていくのを感じられるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

私たちはなるべく意識をしっかりとグラウディングしながら、５次元世界の地球に自

分自身を繋いでいきたいと思いますが、何か良い方法はありますか。 

 

〇ラナさん 

やはり皆さまは、物理的な肉体を持って物理的な世界で生きているという事実は変

えられませんので、物理世界を大切にしながら上の世界をのぞくという気持ちを持

たれたらよいかと思います。 

「３次元の世界から離れ、５次元の世界に入って行く」と考えられますと、皆さまは物

理次元の肉体を持ち、物理次元で存在していることを自分自身が否定してしまうこと

になってしまうので、自分自身が消えていくことを体験してしまうかもしれません。 

それは皆さまが意図していないことですので矛盾が生じ、その矛盾が混乱となり、ま

すますどこに向かっていったらよいのか、どうしたらよいのかという迷いの道に入ら

れてしまうのです。 

そうならないために「今、自分自身は物理的な肉体を持ち、物理世界に身を置いてい

る」ということを、よりはっきりと日々感じる必要があるでしょう。 

そして物理次元レベルで行う必要があることをしっかりと行なっていく必要がござい

ます。 

皆さまが今、存在している世界を否定してしまうことは、自分自身を否定してしまう

ことと同じことなのです。 

どれも皆さまにとって必要なものなのです。 

 

〇TAKESHI 

例えば「今の生活や今の社会が嫌だからアセンションしたい」という考えでアセンショ
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ンを行うとそれは現実逃避になりますでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、そうなってしまうでしょう。 

また自分自身が存在しているということを否定してしまうので迷いの道に入られて

しまいます。 

 

〇TAKESHI 

そうならないためには、自分自身の毎日の生活を大切にし、生活の中からアセンショ

ンをする世界へと生活を変えていくことが必要だということでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、そのとおりです。 

皆さまは目の前の現実を変える力を持っています。 

また変えるための方法を、今まで私たちが皆さまにお伝えしてきたと思います。 

パラレル世界が存在しているということ、そして自分の思考次第で好きなパラレル世

界に瞬時に移動できるということもお伝えしてきました。 

そして何よりも「思考が現実化する」ことを皆さまにお伝えしてきました。 

それらを全て組み合わせて本当に自分自身が望む現実を選択されればよいのです。 

また新たに作ってもよいでしょう。 

 

〇TAKESHI 

現実を新たに作るということは、自分の思考の中で自分が望んでいる世界を組み立

ててそれを現実化していくようにすることですか。 

 

〇ラナさん 

はい、そうです。 
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PART3 スピリチュアルな能力が開くことについて 

 

 

〇TAKESHI 

スピリチュアル界では第６感や人の考えを読む能力あるいは予知能力など特殊な能

力を開くことを目的としてトレーニングなどを行っている人たちもたくさんいますが、

このテレパシー能力や第六感、予知能力あるいは人の心を読む能力、そういった能力

が開いてきた場合には、どのようなことが起こってくるか教えて頂けますか。 

 

〇ラナさん 

はい、第６感は完全に開花すれば良いということではございません。 

まずはやはり第６感が開いても差し支えのない状態になるために準備が必要です。 

第６感が開いてしまうと、今まで感じなかったエネルギーや目に見えなかったことが

一気に見えたり感じられたりするようになりますのでますます情報量が増えてしまう

のです。 

皆さまは、現在の情報量でも多少に関わらず混乱されているかと思いますが、第６感

を先に開くのではなく、現在受け取っている情報をしっかりと整理され、とてもシン

プルになられたときに第６感を開くトレーニングされるとよいでしょう。 

今の状況に満足され、とても穏やかな心で毎日を過ごされている人は準備ができて

いると思いますので、第６感を自分のペースで開かれていったらよいかと思います。 

まだその状態で日々を過ごせていないと思われる人は急ぐ必要はございません。 

穏やかになられてから、第６感を開かれても遅くはないのです。 

 

〇TAKESHI 

例えば、見えない世界が見えるようになると新しい情報がたくさんやってきますが、

その見えない世界をしっかりと理解した上でないとそのような世界を見たときに混

乱が起きることになりますか。 
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〇ラナさん 

はい、まず皆さんの周波数が見るものを決めているということを理解する必要が有

ります。 

皆さまのハートから発せられている周波数、それらがとても軽やかで高い周波数でし

たら皆さまが神様と呼んでいる高次の存在を感じることができ、そして会話ができ

るということになるでしょう。 

ただ現在の時点では、やはりハートの中は皆さま浮き沈みがあるかと思います。 

時には感情が荒々しくなっている時もあると思います。 

また、とても辛いことが起こり、愛を感じられないと思うほどまでに落ち込まれてい

る状態のときもあります。 

そのようなときは、周波数が少し低い状態になってしまうために、その低い周波数に

存在している存在たちと接点を持ち、その存在を見ることになるのです。 

ある一定の周波数を絶えず保つことができ、心も穏やかな状態を保つことができて

いる、あるいはその方法を得たとき第６感を開かれたらよいでしょう。 

そうすることで自分自身が繋がりたい周波数にアクセスすることができるようになり、

その周波数に存在している存在と繋がり、交流することができるようになるのです。 

 

〇TAKESHI 

もし自分の心の中に怒りや憎しみ、あるいは他人に対する支配欲があれば同じよう

な思いを持っている存在たちと繋がるということもありますか。 

 

〇ラナさん 

はい、物理的には存在していませんが、エネルギー体で存在している存在もいらっし

ゃいます。 

そのような存在と繋がり、そして一緒に活動されてしまったり、また行動を共にされ

たり、ということも起こってくるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

そうなったときは、自分でそのことが理解できずに、そのつながっている存在の思い
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のままに行動してしまうことも起こりますか。 

 

〇ラナさん 

はい、起こってくるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

この地球で戦争を引き起こしたり、あるいは犯罪的な行為をしたりしている人たちと

いうのは、そういった面があるのではないかと思いますがいかがでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、そうだと思います。 

特に自分のハートの周波数をしっかりとコントロールできない状態で第６感を開かれ

てしまった人は、そのようになっていくことが多いように見うけられます。 

ただ、その経験も貴重な経験ですので、行う必要があると思われた魂が経験として行

うことを選択されることもございます。 

宇宙規模で見ますとそのような経験の人が大変貴重でめったにできないことですの

で、その経験をしてみたいと思われている存在も確かに多く存在しております。 

 

〇TAKESHI 

宇宙レベルでいうと、そのような体験も面白い体験になるというふうに考えている存

在たちもいるわけですね。 

 

〇ラナさん 

はい、そうです 

 

〇TAKESHI 

私たちは、他の人たちの感情や思考のエネルギーを受け止めることがよくあるので

すが、そのようなエネルギーを受け止めない方法や自分にとって心地よくない感情や

エネルギーをシャットダウンする方法はありますか。 
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〇ラナさん 

まずは、それらの感情を受け取る周波数を自分自身が持っていると気付く必要があ

るでしょう。 

そして、そのような周波数を自分自身がハートに持っていると気付かれましたら、そ

のときに「宇宙の根源の愛の光」と「宇宙の創造のエネルギーの光」を送られるとよい

と思います。 

まずはその部分を癒やされてみてください。 

 

〇TAKESHI 

例えばそのようなエネルギーを受け取った場合には、私自身にもそのようなエネルギ

ーと波長が合う部分が有り、それをツインライトやいろんな方法で癒やしていくこと

でそのような想念や感情を受け取ることがなくなるということでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、そのような出来事が起こり、しっかりと向き合うことで解消することができる

のです。 

またはニュートラルな状態になることでその原因となっていることを解消することが

できるようになります。 
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PART4 チャクラの開閉と働きについて 

 

 

〇TAKESHI 

次に第６感と同じような働きをするものでチャクラというものがございます。 

以前、チャクラは状況に応じて閉じたり開いたりするということをお伺いしましたが、

このチャクラというものが物理世界でどのような働きをしているのか、またどのよう

なときに閉じたり開いたりするのか教えてください。 

 

〇ラナさん 

はい、チャクラは皆さまの精神のバランスや肉体のバランスをとるための大切な働き

をいたします。 

皆さまにとって大切な部分ですので通常チャクラは開くことがなく、安全のためにし

っかりと閉じた状態になられております。 

ふだんの生活の中では開く必要はないのです。 

チャクラが開くときというのは「チャクラが開いても安全だ」と肉体が判断したとき、

チャクラを開き受け取る必要があるエネルギーを受け取るのです。 

どのようなときが安全かと言いますと、例えば大自然の中で他の地球人の人々や他

の生命体が皆さまに干渉してくることがないと確認でき、そして大自然が持っている

生命を活性化させるためのエネルギーをチャクラに取り込みたいと思ったときにチャ

クラを開き、大自然からエネルギーを取り込むのです。 

そのときに皆さまは深いリラックス状態になり深い呼吸を繰り返されることでしょう。 

もちろん、最も安全な場所はやはり皆さまの御自宅ですので、誰もいない時間だと確

認できたときチャクラを開き必要なエネルギーを宇宙から受け取るでしょう。 

その時は、とてもゆったりとした姿勢になられたり、あるいは瞑想されている時かも

しれません。 

深いリラックス状態になって開く必要がある場所でチャクラが開き、受け取る必要が

あるエネルギーをチャクラから受け取り活性化をされたりするのです。 
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皆さまはちゃんと本能でチャクラを開いても良い時と閉じたほうが良い時を知って

おりますので日頃の生活のなかではしっかりと閉じてチャクラを守っているのです。 

 

〇TAKESHI 

私は座って瞑想するのが苦手なのですが、例えばお花畑でバラの世話をしたり、野菜

や作物を作ったりしているときは無心な状態になって気持ちが良いのですが、その

ような時というのはチャクラが活性化しているのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、そのようなときは体が活動していますのでチャクラは開いておりません。 

チャクラではなく意識が宇宙と繋がり、そして TAKESHIさんを通じて宇宙のエネル

ギーが大自然や植物たちにもたらされているのです。 

また宇宙から必要な情報をダウンロードしているときもあるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

確かに「作物に対してどのような世話をすれば良いのか」ということを、目を閉じて

考えていると、作物のお世話に関する指示が降りてくるのですが、それもやはり私の

ハイヤーセルフをとおしてメッセージが降りてきているのですね。 

ここでもう一度チャクラの話に戻りますが、５次元世界ですとチャクラというのはど

のような形になってきますか。 

 

〇ラナさん 

はい、５次元世界はエネルギーがとても安定した世界ですので、自分以外の地球人の

人がいらっしゃる場所であったとしても、複数の人で輪になり静かに目を閉じて深呼

吸をしたときにチャクラが開き、必要な情報やエネルギーを宇宙から受け取り、ほか

の地球人の人たちとチャクラを通じてエネルギーを交流させるということも可能に

なってきます。 

ハートチャクラや直接ハートのエネルギーを交流させることも可能でしょう。 
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〇TAKESHI 

例えば、地球外種族の人たちというのは素晴らしい愛を持っていらっしゃいますが、

彼らの愛というものをハートチャクラで受け止めることができるのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

もちろんです。 

言葉を交わさなくてもハートや第５、第６のチャクラで受け取ることが可能です。 

そうすると新たなエネルギーがチャクラを通じて体に取り込まれますので、新たな意

識進化につながっていくのです。 

 

〇TAKESHI 

新たな意識進化というのは、私たちが「地球規模の愛」「宇宙規模の愛」というものを

学んでいくということにもなりますか。 

 

〇ラナさん 

学ばなくても受け取ることで瞬時に理解することができるようになるのです。 

 

〇TAKESHI 

はい、ありがとうございます。 

私たちが存在している状態というのは、皆さんからはどのように見えていますか。 

この物理世界の硬い肉体として皆さんから見えていますか。 

 

〇ラナさん 

はい、そうです。 

それだけではなく、皆さまは物理的な肉体を持ちながらどんどんと意識を拡張され

ていっております。 

意識が拡張していくごとに皆さまの内側から放たれるエネルギーはとても軽やかに

なり、そしてとても美しい色に変わってきているのです。 

まるで周りに七色の虹のような光をまとっているような状態です。 
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皆さまはそれをオーラと呼んでいるかと思います。 

今まではオーラの色も大変単調だったのですが、そのオーラの色がさまざまな色に

なりとても鮮やかになってきているのです。 

 

〇TAKESHI 

私たちのオーラについてもう少し教えていただいてもよろしいですか。 

このオーラというのは一種のエネルギーですか、それとも生命が持っている特有の波

長ですか。 

 

〇ラナさん 

皆さまおひとりおひとりを識別するお色のようなものです。 

組み合わせもそれぞれ違います。 

 

〇TAKESHI 

例えばオーラ写真というものがあって、自分の周りのオーラがピンクに映ったり青く

映ったりしますが、その色というのはどのようなことを意味しているのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

皆さまのハートが発しているネルギーを色として表しているのです。 

また思考もオーラの色となり皆さまを表しているのです。 

 

〇TAKESHI 

そのオーラの色が濁ったり清らかだったりするということがオーラ写真を見るとある

ようですが、実際オーラの色が変わったり濁ったりすることもあるのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、そのようなときは周波数が落ちているときなのです。 

皆さまの中で自分自身に疑いが生まれてしまったり、不安が大きくなったり、自己否

定してしまったり、また実際に肉体の元気が無くなって病気になられているときもオ



300 

 

ーラの色がくすまれたり弱くなったりされます。 

 

〇TAKESHI 

５次元意識になるとこのオーラも実際に見えてくるようになるのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、もちろんです。 

オーラの状態で自分自身のコンディションをつかめるようになるでしょう。 

朝起きて鏡を見たとき、自分のオーラの色の状態でどのような一日を過ごしたら良

いのか、何を食べたら良いのか、ということも決められるようになってくるでしょう。 

また皆さんが食べられている物によっても、皆さんのオーラの色の現れ方も変わっ

てきます。 

 

〇TAKESHI 

自分のオーラを明るくはつらつとしたものに保ちたいと思えば、例えばどのような食

べ物をとるのがよいと思われますか。 

 

〇ラナさん 

やはり動物のお肉などを食べるのではなく、動物性ではない野菜を食べられたらよ

いと思います。 

野菜の中でも農薬を使われていない自然の状態で育った栄養価の高い野菜を食べ

られますとオーラの色も力強く鮮やかになります。 
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PART5 肉体の死＆アカシックレコード 

 

 

〇TAKESHI 

肉体的な死を迎えるときというのは、私たちの中でどのようなことが起きているの

か教えて頂けますか。 

 

〇ラナさん 

はい、皆さまも聞いたことがあるかと思いますが、皆さまの体には電気が走っており、

その電気信号が体を動かしているのです。 

あらゆる臓器や心臓を動かしていますし、脳と体を繋いだり筋肉を動かしたりという

ようなことも行っております。 

その電気信号が止まることなく絶えず体の中で巡っているからこそ皆さまはこうして

肉体を動かすことができるのです。 

またそれらが生きているという状態になっているのです。 

その状態から、物理的な肉体を持って存在することを終了しようと思われたとき、ま

た終了する時がやってきたときに、徐々にその電気信号を弱めていき肉体のスイッチ

を切るように終わらせていくのです。 

そして肉体の活動を徐々に終了させていき、そして体を完全に「オフ」にしたとき、意

識が肉体から離れられていくのです。 

そして本来の意識の状態に戻られ、再び肉体を持ち輪廻転生をしたいと思われた意

識は、その輪廻転生をするための準備の場所に意識体として向かわれます。 

また次は肉体を持つことなく意識体として存在し、肉体を持った人たちのサポートに

回ろうと選択する意識体も存在しています。 

そのような意識体が肉体から離れられたとき、今度は肉体を持つことなくエネルギー

体として物理世界に戻ってきて肉体を持つ人のサポートをするガイドのような存在に

なろうとする人やあらゆるメッセージを伝える存在として存在しようと思われている

人は、その準備をする場所へと向かわれるのです。 
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〇TAKESHI 

肉体の死を迎えた後、他の星へ転生することを意識体が選択することができますか。 

 

〇ラナさん 

はい、もちろんです。 

次はどのような経験をしたいかによって行く場所も自由に決めることができるので

す。 

その選択は魂が許可をしております。 

 

〇TAKESHI 

他に人間の肉体的な死について私たちにお話ししていただくことがございますか。 

 

〇ラナさん 

これからの皆さまは死に対しての受け止め方が変わってくるかと思います。 

なぜなら、存在は決して消えることはなく形を変えて存在し続けるということを皆さ

ま自身がしっかりと理解されるからです。 

今までは、誰かが死を迎えられたときに深い哀しみを経験されてきたかと思います。 

これからは、たとえ人が亡くなったとしても、それはただ肉体から意識が離れ、新た

な存在の仕方で生き続けるということを理解していますので、皆さまは悲しむことな

く、まるで誕生日が来たかのように「死」を新しい形に存在を変化させる儀式とされ

るでしょう。 

お祝いの言葉が飛び交い、そして祝福の元、肉体から意識が離れられ、そして次の人

生を準備する場所へと向かわれるのです。 

また拍手を受けながら新たな場所へと向かう者もいるでしょう。 

今はまだ皆さま自身が信じ難いかもしれませんが、５次元の世界を見られるようにな

られましたらそのことが深く理解できるようになられるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

肉体を持って５次元に行く場合と肉体を失って５次元に行くのではどのような違い
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がありますか。 

 

〇ラナさん 

はい、肉体を持たずに５次元の世界に行かれる人は、３次元の世界ではもう存在でき

なくなってしまいます。 

なぜなら、３次元の世界は物体がある世界だからです。 

間接的に関わるということも難しくなっていくでしょう。 

 

〇TAKESHI 

肉体から離れて意識体としていく場合には、５次元世界で肉体を持つことはできない

のでしょうか。 

 

〇ラナさん 

それは次元の説明からしなければ理解できないかもしれません。 

今皆さんの世界で科学的に、次元の説明をされている科学者の人がいらっしゃるか

と思いますが、科学の視点から次元を考えられてください。 

そうしますと全てが理解できるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

私たちが肉体を持ったままアセンションをするということと肉体を持ったまま５次元

に行くということは違いがあるということでしょうか。 

 

〇ラナさん 

アセンションは、５次元の世界を見るということですので同じことです。 

 

〇TAKESHI 

次に宇宙意識とつながるとアカシックレコードにアクセスしやすくなるのですか、また

アカシックレコードについて知りたいです。 
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〇ラナさん 

アカシックレコードは大変プライベートな情報が集まったものです。 

皆さまの秘密にされているあらゆる情報も載っているとても大切なものです。 

あらゆる情報が載っていますので、見られる時と見られない時というものがござい

ます。 

今、皆さんがアカシックレコードを見られないのは皆さまが３次元の日々を楽しむた

めなのです。 

アカシックレコードは全てが記されたものですので、今見ることができてしまうと 3

次元世界をあまり楽しめなくなってしまうかもしれません。 

アカシックレコードについては、今はまだ私からは深く説明することはできないので

すが、ただあらゆる情報や物理次元の過去、現在、未来まで全て記されておりますの

で見られる時というのも限られているのです。 

 

〇TAKESHI 

よく「アカシックリーディング」と称して、どなたかの講座を出たぐらいでそのことを

仕事としてやってらっしゃる人がいるのですが、通常の人間の意識状態でこのアカシ

ックレコードにアクセスするというのは可能なのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

閲覧しても良い範囲が限られた上で見られていると思います。 

ただ見ている本人は限定されている情報を見ているとは分からないでしょう。 

これは皆さんの宇宙意識が決めていることですので現実的な肉体の意識がそれを知

ることはできません。 

 

〇TAKESHI 

アカシックレコードの一部のみを見ているということになりますか。 

 

〇ラナさん 

はいそうです 
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〇TAKESHI 

アカシックレコードは私たちが大きな変更を選択したときに未来のレコードが変わる

ことがあると聞きましたがいかがですか。 

 

〇ラナさん 

アカシックレコードは全てのことが記されております。 

皆さまの行動やこのように行動するであろうという全てのことが記されております

ので全てを見てしまっては面白みが欠けてしまうこともあるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

分かりました、ありがとうございます。 

次に参加者の人から、夢とエネルギー調整、睡眠の関係を知りたいです、という質問

が来ています。 

寝ている間に宇宙に帰り、エネルギー調整が行われていると聞いたことがありますが、

地球の物理世界のような夢を見ているときもエネルギー調整がされていますか、そ

れともそれは３次元世界の問題を解決するために何かをしている時間なのでしょう

か、という質問です。 

 

〇ラナさん 

皆さまが寝ている間はあらゆることを行っております。 

物理的な認識から離れられ、肉体を持っていない意識体としてあらゆる世界を見る

こともあるでしょう。 

あるいは意識体として物理世界を宇宙の視点から見て、どのような方法でどのよう

にしたら物理世界で自分自身が抱えている問題を解決できるのかということを考え

ていることもあるでしょう。 

もちろん意識体となって宇宙で行く必要がある場所に向かわれ、エネルギー体の調

整やエネルギー体の修復や活性化をしていることもあるでしょう。 

寝ているときの方が本当の皆さま自身に戻っているともいえるでしょう。 

制限を感じることなく、とても自由で軽やかな状態であらゆる場所に行くことができ
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る状態に戻っているのです。 

そして、その状態でやる必要があると思われることを行い、物理的な肉体が目を覚ま

す頃、肉体に戻られ物理世界に反映されていくのです。 

これはどのような方でも行っております。 

たとえ物理的な世界だけが真実だと思われている方でも行っているのです。 

 

〇TAKESHI 

朝起きた時に体が大変疲れています。 

気分が落ち込んでいる時もあるのですが、それはなぜなのか知りたいのです。 

前日前夜までそのようなことがなく穏やかな気持ちで眠りについたのですが、例えば

自分の至らなさなのか、地球の「膿み出し」による理由か、睡眠中エネルギーの調整が

なされているためなのか教えてください。 

という質問も来ていますので、お願いいたします。 

 

〇ラナさん 

はい、意識体となり、あらゆる場所に自由に行くことができるということを今お話し

致しました。 

起きたときに理由の分からない不安や脱力感、悲しみがあるときは意識体となって

いるときに何か悲しいと感じるものを見られた可能性もございます。 

例えば意識体となり、嘆き悲しむ地球人がおられる場所に行かれ、地球人が苦しくて

悲しい生活をしている様子を見られたこともあるでしょうし物理的な肉体では行か

れたこともない場所に行かれ、今まで知らなかった事実を意識体が知ったときに大

きなショックを感じられることもあります。 

ただ、そのようなことは肉体の意識に戻られたときには覚えていないことがほとんど

だと思います。 

覚えていないときは、まだそのことを肉体の意識で知る必要がないと意識体が判断

されたことで、あえて隠していると思われます。 

知る必要があるとき、あるいは全てを明らかにしてもよい時期になりますと、眠って

いる間にどのような場所に行き、どのようなものを見てきたかということをはっきり
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と覚えていられるようになるでしょう。 

今は気にされる必要はありません。 

目が覚め悲しみに襲われてしまったときや不安に襲われてしまったときは、ハートに

手を当てられて言葉だけでもよいので「ありがとう、愛しています」と落ち着くまで言

われてみてください 

 

〇TAKESHI 

統合の意味を確認させてください。 

人によって「統合」という意味が異なっていると思いますが「統合」のことについて教

えてください、という質問も来ております。 

 

〇ラナさん 

はい、確かに情報配信されている方でそれぞれ「統合」に対する解釈が違っており伝

え方も違っているかと思われます。 

もちろん、私からお伝えできる「統合」も皆さまとは違うかもしれません。 

私の視点から地球の皆さまを見て、統合する必要があると思うことは、やはり皆さま

の思考とハートが別々に動いており繋がっていない状態にあるために、その部分を

「統合」する必要があると思います。 

ハートが感じていること、そして思考が捉えていること、それらをひとつにする必要

があるかと思われます。 

ハートが感じている感情がバラバラのときは、それらをひとつにまとめることも私は

「統合」と呼ぶかと思います。 

そしてハートをシンプルにする必要もございます。 

思考についても、今皆さまの頭の中ではいろんな思考が飛びかい、とても混雑してい

る状態にあるかと思います。 

それらを整理して似通った考え方はどんどんひとつにしていき、自分自身には必要が

ない手放した方が良いと思われる思考であれば手放しをされ、そして愛に統合され

たらよいかと思います。 

そして、思考がとてもシンプルになり、ハートの中もシンプルになった時、ハートと思
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考をつなげひとつにしていくのです。 

ただ「統合」という言葉にとらわれなくてもよいと思います。 

おひとりおひとり皆さまの捉え方が違ってきますので「統合」という言葉にとらわれ

ることなく、自分自身が愛の意識に戻ることだけに専念されたらよいかと思います。 

「手放す」ということも、手放しをしなければいけないということに捉われるのではな

く、手放す必要があることは自然と手放しが行えますので「手放し」にとらわれなくて

もよいかと思います。 

全てのことをシンクロで行われるようにされたらよいと思います。 
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PART1 アセンションは５次元意識に拡張すること  

 

 

今物理次元の地球の中では、様々なことが起こっているかと思います。 

地球規模でウイルスというものが発生したことで皆さまが不安になられ、そのウイル

スを穏やかにするためにワクチンと呼ばれているものが生み出され、さらに戦争とい

う事態も起こってきました。 

そして、今度は食糧が不足するかもしれないということで皆さんも不安になられてい

るかと思います。 

あらゆることが立て続けに起こり、落ち着く暇がない状態かと思います。 

これらのことは全て地球が今まで抱えてきたエネルギー、そして地球に住む人たちが

抱いていた思考が具現化したにすぎないのです。 

自分自身の思考が思っていることを、目の前に起こっている状況を見てはっきりと

確認できたかと思います。 

それらの出来事をもう穏やかにしたいと思われるようでしたら思考を変化させれば

よいのです。 

また注意を目の前で起こっていることに強くフォーカスするのではなく、こういう世

界に身を置きたいと思われることに注意を向けられたらよいのです。 

皆さまが今見て感じている「現実」と呼ばれている世界は、あくまでも皆さんの思い

と思考を投影させたホログラムにすぎないのです。 

皆さまが「これが絶対的に現実的で形あるものだ」と思われているからこそ、しっかり

とした感覚で味わうことができるのですが、それらは全てとても柔軟で変化が可能

だということが皆さまの中で分かってきますと、簡単に思考の能力を使い具現化す

ることができるのです。 

さらにパラレル世界の概念を用いると、簡単にパラレルシフトをすることも可能とな

るでしょう。 

今、目の前で起こっていること、耳にしていることも変化が可能となります。 

もちろん皆さまが今存在している世界を否定することは、皆さま自身を否定すること
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になってしまうのでそれはお勧めできないでしょう。 

皆さまが今回選ばれましたアセンションのルールは、あくまで物理的な肉体を持って

この３次元の物理世界にしっかりと存在し、そしてそこに皆さま自身が存在しながら、

意識がまるでスパイラル状に上がっていくように４次元的思考、５次元的思考、６次元

的思考という具合に上がっていくのです。 

今、皆さまは３次元の物理世界に肉体を持ちながら非物質的な世界の始まりである

４次元世界を感じることができるようになっております。 

今まで皆さまは３次元の世界だけにフォーカスし、そして３次元の世界こそが自分自

身の世界であり、３次元しかないという感覚で過ごされてきました。 

これは皆さまがしっかりと物理世界を体験するために必要なことだったのです。 

物理世界にいるけれども意識は４次元、５次元、６次元の高い意識のままでいらっし

ゃると全ての答えがわかってしまうために、完全に３次元の物理世界を楽しむことが

できなかったためなのです。 

そのために皆さまは意識をシャットアウトして「３次元の世界だけが自分にとって現実

だ」と信じることで、充分に物理世界を楽しみ必要な体験をすることができたのです。 

そしてアセンションをすると決められた皆さまは、その体験をもう終わりにすること

を決められ、そろそろ意識を元に戻そうと思われたのです。 

皆さまの中には、アセンションをすると夢のような世界が目の前に広がっていくと思

われている人もいるかもしれません。 

後々はそのようになるのですが、今すぐそのようになるというわけではございません。 

なぜなら、皆さまは物理的な肉体を維持したまま、意識を上げていくという変革を選

択されたからです。 

物理世界をさらに理想の世界に変えるためには、頭の中で理想とする世界をイメー

ジし、そしてそのイメージが具現化するように行動する必要があるのです。 

物理世界はイメージだけでは変わることはないでしょう。 

イメージをした後、そのイメージを具現化するためには行動が必要なのです。 

もちろん無理な行動はされなくてもよいと思います。 

今自分が簡単に行動できることから行動に移されたらよいのです。 

あらゆることが目の前で繰り広げられ、また間接的に戦争というものを皆さまは感じ
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られているようですが、それらも全て皆さまの古い思考が作り上げた世界なのです。 

皆さまの意識が変われば、思考が変化して目の前の世界が変わっていくでしょう。 

 

〇TAKESHI 

ラナさんありがとうございます。 

今日はアセンションのことについて少し詳しい話をしたいと思います。 

今まで私たちは「５次元世界に入る」という言葉を使っておりました。 

また私たちは「５次元世界と３次元世界は全く別で、３次元世界を卒業して５次元世

界に入ることによって新しい人生を歩むことができる」というような思いを持ってい

たのですが、実際今ラナさんの話を聞くとそうではないようですが、このことについ

て詳しく教えて頂けますか。 

 

〇ラナさん 

はい、先ほどもお話ししましたように、皆さまは物理世界に物理的な肉体を持って存

在している存在ですので物理世界から離れられるときは非物質体、非物質的存在に

なる必要があるのです。 

もちろん物理的な肉体を持たない世界は４次元から始まっているのですが、５次元の

世界もまた肉体を持たない世界でもございます。 

今回皆さまが選ばれましたアセンションの方法は、肉体から意識を離して非物質的な

肉体となって５次元の世界に行くという方法ではなく、物理的な世界で物理的な肉

体を維持したまま意識を４次元、５次元と広げていくという方法を選ばれました。 

ですので、皆さまは肉体を維持したいと思われている限り物理世界から離れること

はないでしょう。 

 

〇TAKESHI 

私たちがこの「５次元世界に入る」という言葉を使ったときに、私たちのアセンション

は肉体を失って死んでしまい、自分たちの意識もしくはスピリットの状態となって５

次元世界に入るということになっていたわけですか。 
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〇ラナさん 

皆さまの言葉というのは声に出し、思いにすることで力を持ちます。 

それは皆さまの日本の言葉で言うと「言霊」といいます。 

「言霊」の力はとても強力でそして現実化するスピードを加速させます。 

「５次元の世界に行く」ということを声に出して言うことで、気付かなければそのとお

りになるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

多くの人たちが「５次元世界に行く」と言ったとしても、自分たちの肉体が失われると

は全く思っていないというふうに私は感じているのです。 

特にスピリチュアル界のリーダーや指導者の人たちが「５次元世界に行く」と言ってい

るために、みんなが「５次元世界に行く」という言葉を当たり前のように受け止めてい

たと思いますが、このことに関して私たちは何か精神的なコントロールや意識のコン

トロールを受けていたのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

これは、地球人の皆さまの「考え方の癖」といったらいいでしょう。 

地球の皆さまは長い間、自分を主人とすることなく他の存在を主人とし、その存在に

従うということを行ってきました。 

主導権をほかの存在に譲っていたのです。 

そのために有名な存在や権力を持たれている存在が言うことは絶対と思ってしまっ

たのです。 

その言葉に疑問を抱くことさえもしなかったのです。 

それは、長い間に培われてきた皆さま地球人の「考え方の癖」なのです。 

 

〇TAKESHI 

そうなるとすれば、政府の言うことや国の言うことを本質的に信頼している人たちは、

ほとんどの人がコロナワクチンを打ち、それによって自分の未来がどうなるか分から

ないというような状態になってきていると思います。 
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また、スピリチュアル界の人たちも「５次元世界に行く」という暗示の言葉を言い続け

ることでこちらも自分の肉体を失う可能性があるとするならば、地球人の多くが肉体

を失ってこの地球に生きる人たちの人数が相当少なくなる可能性もありますが、そ

れはどうなるのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、地球人が地球でどのように存在するかは、やはり私たちが決めることはできま

せん。 

地球人の存在のあり方を決めるのは、あくまでも地球人の皆さまなのです。 

 

〇TAKESHI 

多くの人たちがアセンションによって肉体を失う、またワクチンによって肉体を失う

ということを自分自身は選択していないと思うのですが、ただそのような流れになっ

ていくということは、私たちの思考の現実化というよりも、そのように地球人を誘導

していきたいと考える人たちの思考の現実化というものに、私たちが取り込まれて

いるということになりませんか。 

 

〇ラナさん 

はい、それもあります。 

ただ、その存在に従うということを選択された人たちは、その人たちの後に付いてい

くことになるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

私たちは、今回このアセンションに関する問題、またワクチンやウクライナの戦争に関

する問題について大きな気付きを得て「自分の力で生きて行く、自分の判断で生きて

行く」ということを決定したいと思います。 

それがまた「自分軸で生きる」ということになるかと思いますが、それはいかがでしょ

うか。 
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〇ラナさん 

はい、「自分自身がどう歩んでいくか、どう生きて行くか」それは、あくまで他の存在

が決めることができないことなのです。 

その指導権は「皆さま自身にある」としっかりと気付くことで、自分自身の判断でしっ

かりと生きることができるでしょう。 
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PART2 ３次元意識の世界から５次元意識の世界へ 

 

 

〇TAKESHI 

それでは、アセンションの具体的な内容についてお話を聞きたいのですが、やはり私

たちの中には、３次元意識と４次元意識、５次元意識についてその違いがよく理解で

きないという人がいらっしゃいますのでそのことについてもう少し詳しく教えて頂け

ますでしょうか。 

 

〇ラナさん 

意識というのは、今、自分自身が見て感じている世界で起こっていることです。 

自分自身がどのような世界にいて、どのように生きているのか、感じている部分なの

です。 

よく皆さまは気絶したり、体が動かなくなったりしたときは「意識がなくなった」とい

う言い方をするかと思います。 

それは、目をつぶり３次元の世界を見ていない状態になったときのことをいうのです。 

意識というのは、物理的な肉体を持ち、物理的な世界を見て、手を動かしたり、足を

動かしたり、歩いたりしているときの状態をいうのです。 

この状態が「意識がある」という状態です。 

皆さまは歩くときは、歩く方向を見て進むかと思います。 

歩く方向をまっすぐに見て、場所を確認しているときが「意識がある」という状態な

のです。 

 

〇TAKESHI 

それでは３次元の意識というものは、物理世界にフォーカスして「自分の目に見えな

いものは存在しない」という思いの中で行動していくことが３次元意識となりますか。 

 

〇ラナさん 

はい、そうです。 



317 

 

〇TAKESHI 

私たちが３次元意識で生きてきた理由は、自分たちの魂やスピリットにとって、３次

元世界を体験するためには３次元意識になる必要が有ったからですか。 

 

〇ラナさん 

はい、そうです。 

 

〇TAKESHI 

３次元意識になることで、私たちは支配者や権力者たちに従ってきたために、彼らの

手口が見えなくなって自分軸で生きることができなくなったということですか。 

 

〇ラナさん 

はい、そうです。 

 

〇TAKESHI 

そこから、私たちは４次元意識に変わっていくのですが、４次元意識について３次元

意識とどのように違うのか教えてください。 

 

〇ラナさん 

はい、４次元意識が加わると、今までの３次元的な世界、しっかり手で触れて感じられ

る物体がある世界に新たな世界が加わるのです。 

今まで、見えたり、感じたりすることができなかったものも見えるようになり、感じる

ことができるようになるのです。 

肉体を持たない非物質的な存在やエネルギー存在たちを見たり、感じたりすることも

できるようになるでしょう。 

今まで目に見えなかったものが目に見えることで「物質的な肉体を持たなくても存在

している」ということに初めて気付く世界でもあります。 

そのように非物質体や形を持っていない者たちも存在するということが感じられ当

たり前になってきますと４次元意識になってくるわけですが、その意識にさらに何も
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ジャッジしない穏やかな心や宇宙の愛が加わりますと５次元意識を感じられるように

なってきます。 

 

〇TAKESHI 

私たちが５次元意識になりますと、目に見えない存在たち、あるいはスピリチュアル

な存在たちが見えたり、感じられたりするようになると思いますが、３次元世界にも

目に見えない存在たちや精霊や妖精というものが存在しているかと思いますが、３次

元世界に存在している目に見えない存在たちと４次元あるいは５次元世界に存在し

ている目に見えない存在たちはどのような違いがありますか。 

 

〇ラナさん 

３次元世界には目に見えない存在は一切存在しておりません。 

そのような者たちは全て４次元世界に存在しておりますが、３次元世界と４次元世界

は非常に近いために３次元世界に存在しているかのように感じられているだけです。 

例えば、３次元の意識で３次元の世界だけを見て感じられている人は、精霊も見たこ

とがございませんし非物質体であるエネルギー的存在も感じたことはございません。 

そのために皆さまは「目に見えない存在はいない」と認識されているのです。 

ただ、３次元の中に存在していても意識が４次元世界に広がっている人は、精霊やエ

ネルギー的存在を見ることが可能なのです。 

皆さまは３次元の世界に身を置きながら４次元世界を感じることができるのです。 

 

〇TAKESHI 

今、私たちは４次元世界に存在していると思いますが、４次元世界で感じられる存在

と５次元世界の存在の違いをもっと教えて頂けますか。 

 

〇ラナさん 

皆さんは４次元世界には存在しておりません。 

なぜなら物質的な肉体を持って存在しているからです。 

皆さんが物質的な肉体を持っている以上３次元の世界から動くことはできません。 
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ただ４次元世界を感じることができるようになっただけなのです。 

 

〇TAKESHI 

なるほど、そういうことなのですね、理解できました。 

では、４次元世界に存在している者たちが、３次元の世界で肉体を持っている者たち

に関与したり影響したりすることはできますか。 

 

〇ラナさん 

はい、できます。 

なぜなら、３次元世界の存在と４次元世界の存在は、物質的な肉体を持っているか、

持っていないか、だけの違いなので、考えていることや感じていることは皆さまと同

じだからです。 

思考がほとんど皆さまと変わらないために、皆さまとコンタクトが可能なのです。 

 

〇TAKESHI 

私たちが５次元意識に自分の意識を拡張していくことで、５次元の世界に存在してい

る存在たちとコミュニケーションができるようになりますか。 

 

〇ラナさん 

はい、できるようになります。 

５次元の世界に存在している非物質体の存在たちを見て感じることができ、コミュニ

ケーションをとることが可能になります。 

宇宙に存在している多くの存在は、５次元以上の世界に存在している者たちです。 

 

〇TAKESHI 

私たちは、その存在が４次元に存在している存在なのか、５次元に存在している存在

なのか区別がつかない時があるのですが、その区別の付け方、あるいはどのような

違いがあるかもう少し教えて頂けますか。 
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〇ラナさん 

はい、先ほどもお話ししましたように、４次元に存在している存在たちは、ただ肉体を

持っていないだけで考え方や思考の方法は地球の肉体を持った皆さまとさほど変わ

りがありません。 

怒りもありますし、悲しむこともあります。 

悩むこともございます。 

とても喜怒哀楽が豊かで、皆さまとほとんど変わらないのです。 

しかし、５次元以上の世界に存在する者たちは、そのような感情や思考はほとんど無

くなります。 

彼らは愛を中心にして生きておりますし宇宙とも深く繋がっておりますので心が乱

れることはないのです。 

怒りや悲しみなどの喜怒哀楽もあまりございません。 

過度な期待もしませんし、全て宇宙に任せてシンクロで生きております。 

自分自身を信頼し、宇宙を信頼しているので必要なことは全てシンクロで起こってく

るために、怒りなどを抱くことはないのです。 

また、お互いの違いも心から理解し尊重して認めていますので受け入れることがで

きるのです。 

自分自身と違うからといって否定することは一切ございません。 

その心はまるで波が一切たっていないとても静かな湖のようです。 

ひたすら水が広がっている状態と似ているでしょう。 

 

〇TAKESHI 

私たちが、４次元の意識から５次元の意識に移り変わるためには、今ラナさんが言わ

れたような状態になる必要があるということでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、そうです。 

過度な期待もせず、自分自身を否定することもなく、いつも心穏やかで自分自身を愛

で満たして宇宙を信頼してください。 
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そして、シンクロで全てが起こっていくということを理解し、絶対的な信頼を置いて

いる状態になられることで５次元の意識になられるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

そのような意識状態で物理世界を見たり、物理世界を創造したりしていくことがアセ

ンションということになりますか。 

 

〇ラナさん 

はい、そうです。 

５次元世界の思考になっていくことで、５次元的思考を用いて３次元的な物理世界を

見ることができ、そして必要なことを必要なタイミングで行えるようになっていくの

です。 

 

〇TAKESHI 

アセンションのことについて補足してお話して頂けることはございますか。 

 

〇ラナさん 

はい、「意識と思考がどのように関係しているのか」というお話なのですが、まず変化

として表れるのは意識が初めに変化していくでしょう。 

意識というのは先ほど御説明したとおり、自分がどの世界を見て、どの世界で存在で

きるのか、ということを認識している部分を意識といいます。 

どの世界に自分の身を置いているのか、しっかりと認識できる感覚が意識なのです。 

その意識が３次元から４次元、５次元へと上がっていくことで、「私は５次元の世界を

感じることができる」という風に感じることができるのです。 

それが５次元意識です。 

そして５次元意識になられますと、そこに思考が加わっていくのです。 

見ている世界、感じている世界、ここに自分の身を置いていると思われている世界に

基づいて考え方も変化し５次元的思考も変化するのです。 
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PART３ ワクワクとシンクロの違い 

 

 

〇TAKESHI 

アセンションのキーワードとして「ワクワクする」という言葉がよく使われますが、この

「ワクワクする」ということはアセンションにおいてどのような意味が有りますか。 

 

〇ラナさん 

はい、「ワクワクする」という言葉で表現された言葉の本来の意味は、とても複雑で一

言では表せないのですが、ただ皆さまに分かりやすく、そして簡潔な言葉で表現する

言葉としてこの「ワクワク」という言葉が用いられたと思います。 

ただ、日本人の皆さまは「ワクワク」という言葉を聞くと、まるで遠足の前日のように

楽しいところに行くというような心の状態を思い浮かべてしまったと思います。 

本来はそのような状態ではなく、過度な期待もせず「起こる必要があることは全てシ

ンクロで起こっていく」ということを心から信じられている状態であります。 

そして、心は絶えず「波が立つ」ことなく、とても静かで穏やかな状態をいうのです。 

今、皆さまがイメージしている「ワクワク」ということは、とても心が揺れてそして興奮

している状態に近いかと思います。 

それは５次元意識ではなく３次元意識の中にあるものなのです。 

また「ワクワク」に基づいて選択をし、行動することで周りが見えなくなることもある

でしょう。 

自分が好きだと思うことだけを見て、好きなことだけをして生きる。 

そういう生き方をすることで、皆さんがやりたくないことを請け負う方たちが出てき

てしまうのです。 

５次元意識と５次元的思考は、そのような方を生み出すことなく、自分にとっても、周

りにとっても、何が必要かということを瞬時に感じ取り、受け取ったことを素直に行

動に移せる状態です。 

そこには傷つく方もいらっしゃいません。 

混乱する方もいらっしゃいません。 
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全ての方がとても穏やかな気持ちで生きていくことができるのです。 

そして落ち着いた気持ちを維持できる状態になるのです。 

心が興奮しすぎますと、やはり反対のものを生み出すことが起こってしまうのです。 

 

〇TAKESHI 

興奮してしまうと「反対のものを生み出すことがある」ということを言われたのです

が、それはどういうことですか。 

 

〇ラナさん 

はい、興奮しすぎると、皆さまに本来備わっている「しっかりと目の前の現状を見て

分析し、何が必要かということを考える能力」が失われてしまうということなのです。 

自分が行っていることだけに集中し過ぎてしまい、周りが見えなくなって自分さえも

分からなくなってしまうのです。 

そして、その熱が冷め気付いた頃には反対の気持ちになられるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

それは、ワクワクとした気持ちで物事を行っていれば、やがてそのことに飽きてしま

ったり、長続きしなくなったりということを意味していますか。 

 

〇ラナさん 

宇宙と繋がり、シンクロで動いていない可能性がございますので、宇宙に存在してい

る自分自身の意識とあまりにも離れてしまったとき、途中でそのことに皆さまが気づ

いて立ち止まり「今、自分に何が起こっているのか、自分が今、どの場所にいるのか」

ということを確認する機会が訪れるのです。 

そのとき、今起こっている状況が初めて把握できるでしょう。 

そして、把握したときに、本来の自分自身が思い描いていたことやイメージしていた

世界と違う可能性がございます。 

そのために、とてもがっかりしたり、後悔したりという気持ちが出てくるでしょう。 

それが「反対のこと」ということなのです。 
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〇TAKESHI 

はい、分かりました。 

であるとすれば、私たちは「ワクワクすることを探す」というよりも「自分がやる必要

があることをやるべき時にやる」という意識で生きていった方が、５次元意識への意

識の拡張を行うことができるということになりますか。 

 

〇ラナさん 

はい、そうです。 

思考を働かせるのではなく宇宙に委ねることで、宇宙から「やる必要があることをや

る必要がある時にやる」ということが起こってきますので、そのことを無理なく行っ

ていくことでだんだんと５次元的思考というものがどのようなものかということに気

づいていくのです。 

そして「シンクロで生きる」という新しい生き方に慣れた頃、目の前の世界が以前とは

大きく変わっていることに気付かれるのです。 

 

〇TAKESHI 

時々「やる必要が有るな」と感じていたとしても「これ結構大変だぞ」「ちょっとやりた

くないな」という気持ちになることはありませんか。 

 

〇ラナさん 

いえ、一切ございません。 

シンクロでやる必要があるときは、まるで何かに動かされているかのように一切負担

を感じることなくとてもスムーズに行えるのです。 

「やる必要があると思ってやってきたけれど、それは大変で苦しさを感じる」というこ

とは、それはシンクロではございません。 

思考が働いてやる必要があると感じているだけなのです。 

 

〇TAKESHI 

シンクロで起こってくる「やる必要があること」と、自分の思考で考えた「やる必要が
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あること」との見分け方はどうしたらいいですか。 

 

〇ラナさん 

シンクロによってもたらされた「やる必要があること」は心が少し暖かくなる感じが致

します。 

ハートがすべてを知っているのです。 

宇宙からやって来た「やる必要があること」は、私がやる必要があることをまずハート

が感じるので取りかかることになるのです。 

そして取りかかって見ると、やっぱり「やる必要がある」と体が感じ、とてもスムーズ

に、ときにはスピーディーに行うことができるのです。 

以前とは全く異なり、何の抵抗も感じることなく、流れのままに行えるようになって

くるのです。 

そのために疲れを感じないのです。 

疲れどころかハートで喜びを感じるのです。 

 

〇TAKESHI 

「シンクロによって物事が動き、そしてその波に乗る」ということはとても大切なこと

だと私は思いますが、ただ４次元世界にいる存在によってコントロールされて「これ

がシンクロだ」「これは自分がやる必要があることだ」と思ってやらされてしまうとい

うことはありませんか。 

 

〇ラナさん 

４次元世界に存在している者たちは、皆さまと意識や考え方が大変近いために、皆さ

まに簡単にアクセスすることができますので、そのようなことが起こることもあるで

しょう。 

ただ見分け方は、先ほどお話ししましたように、心がとても暖かく感じているか、どう

かです。 

また「喜びに満たされた状態」になっているか、どうかでわかるでしょう。 

本当のシンクロで動いているときは、疲れを感じませんので何かの力でまるで動か
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されているかのように、とてもスムーズに行くのです。 

これが、４次元世界の存在が関わっていると、皆さまが「やる必要がある」と信じて取

り組んだとしても抵抗がございますので、やることに対してとても疲れてしまったり、

なぜこれをやるのかという疑問や怒りを感じたりすることもあるでしょう。 

そのような思いが出てきたときは「シンクロではない」と判断されても良いかと思い

ます。 

 

〇TAKESHI 

私も若い頃から、さんざん「あそこに行って祈ってください」とか「セミナーを受けて

ください」とか言われてその言葉に従って行うと、やっている最中に「これはちょっと

違ったな」と思うことがあるのですが、また反対にやっているときは「これが私の使命

だ、これが役目だ」と思ってしまうことがあるのですが、そういったことは一体どうな

のでしょうか、私たちにこれからも起こることなのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

宇宙を信頼し、自分を信頼し、そして心が浮き立つことなくニュートラルな気持ちを

保ち、そして「中心に愛を置く」ということをされておけばそのような違うシンクロを

シンクロと信じることはないでしょう。 

 

〇TAKESHI 

はい、わかりました。 

ありがとうございます。 
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PART4 肉体を持ってアセンションする理由 

 

 

〇TAKESHI 

それでは話をアセンションに戻します。 

ラナさんのおっしゃることによると、私たちがアセンションをするためには、現在どこ

に住んでいようと、どのような仕事をしていようと構わないが、まず自分の意識を３

次元意識から４次元意識、そして５次元意識に拡張していくということ、そして５次元

意識で現実世界を見ていくと言うこと、シンクロや愛の意識によって動かされたこと

を素直に実行していくということ、になるかと思いますがそれでよろしかったでしょ

うか。 

 

〇ラナさん 

はい、５次元意識になられていきますと、思考も５次元的思考になっていきます。 

今、皆さまは多くの方々が３次元意識で３次元世界だけの思考を活用されて世界を

作っていられるかと思います。 

意識を４次元意識からさらに５次元意識へと向けることで、意識に伴って思考も５次

元の思考に変化しようと皆さまも思われていくでしょう。 

 

〇TAKESHI 

感情についてはいかがですか。 

自分が作り出している感情もありますが、自分が作り出している感情ではないような

感情が襲ってきて、自分たちの心にさざ波が立つことがありますが、５次元意識にな

るとこれらの感情も変わってきますか。 

 

〇ラナさん 

もちろんです。 

５次元の世界では中心に愛が加わりますので、身の回りで起こることの理由がすべて

分るようになっていきます。 
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それらを理解することで、怒りというものが生まれなくなるのです。 

問題が起こったとしてもすぐに解決法が分かりますので悩むこともないのです。 

自分自身を信頼し、宇宙を信頼していますので、すべて必要なことは宇宙からやって

くると皆さまが理解しているからです。 

今、３次元の世界に存在し３次元的思考を活用され日々を過ごされている皆さまは

やはり制限がございますので、その制限によっていら立ちを感じたり、戸惑いを感じ

たり、不安になられたりされているのです。 

その狭い枠組みだけで何とか日々を過ごさなければならないために、そのような気

持ちが沸き起こってくるのです。 

それが４次元意識、５次元意識と拡張して行くことで世界が広がっていきます。 

５次元意識になられましたら宇宙も加わっていきますので考えが無限大となり、また

自分自身の思考を働かせることなく、絶えず必要なことは宇宙から受け取るという

思考になってきますので、とても広く自由になって行くのです。 

今まで自分自身の３次元的思考の中では、到底思いつくことができなかった方法を

宇宙から受け取ることができるのです。 

５次元的思考になりますと、自分の思考を働かせることなく、宇宙と繋がり宇宙に委

ね、すべては宇宙からやってくるので、ただ受信するだけになっていきます。 

そのような仕組みが５次元的思考なのです。 

今、皆さまは３次元という世界に長い間とどまり、頭で一生懸命考えて答えを絞り出

すということに慣れてきましたので、５次元的思考にすぐ移行することは難しいかも

しれませんが、皆さまは、もともと宇宙に存在する非物質的な存在ですので、本来は

そのように存在し、そのように考えて世界を創ってきたのです。 

その状態に戻ればいいのです。 

全く知らなかった未知の世界に入るわけではないのです。 

ただ感覚を思いだされるだけでいいのです。 

 

〇TAKESHI 

私たちの意識が拡張して、意識が５次元世界に入ったとしても、私たちの肉体は３次

元のままだと言うことをおっしゃいましたが、ではそうなるとこの３次元で作られて
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いる経済や社会のシステム、例えば電気や水道あるいは金融などもそうなのですが、

やはりそこと私たちはまだ関わりながら生きていくということになりますか。 

 

〇ラナさん 

はい、今すぐ離れることはないでしょう。 

やはり、それに変わる新たな仕組みを宇宙と繋がり生み出す必要がございますので、

これから皆さまと協力して創っていくことになると思います。 

３次元の世界である物質的な世界に身を置きながら、思考が５次元的思考になられ

た方たちが集い、その方たちと知恵を出し合って新たなシステムや新たな世界を創っ

ていくのです。 

物理世界でありながらも全く異なった世界に存在しているかのようになっていくでし

ょう。 

 

〇TAKESHI 

それは少しずつ時間をかけながら、両極端に分かれていくような動きというものがこ

の物理世界で起こることになりますか。 

 

〇ラナさん 

まるで色がどんどん変わっていくグラデーションのように無理のない形で、とても穏

やかな状態で変化が起きてくるでしょう。 

急激な変化というものは、皆さま自身も望んでおりませんし、５次元的思考の皆さま

はそのような激しい変化を望みませんのでそのようにはなりません。 

 

〇TAKESHI 

私たちが地球外種族とファースト・コンタクトを行うための必要条件として、私たちの

意識が５次元意識に拡張していくことが必要ですか。 

 

〇ラナさん 

はい、そうです。 
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心が過度に揺れることなく、そして過度な期待をすることもなく、全てをシンクロに

任せて生きている、という状態になられましたらコンタクトも起こってくるでしょう。 

なぜなら、皆さまが肉体を持って出会う地球以外の存在たちは、ニュートラルな気持

ちを持ち、そしてすべてを宇宙に委ねている存在だからです。 

心が放つ周波数がやはり同じでなければ会うことは難しいでしょう。 

また、皆さまが地球以外の存在達に会いたいと思っている限り難しいかもしれません。 

なぜならその思いには、同時に「会うことが難しい」という気持ちが有るからです。 

簡単に当たり前に会うことができる相手に対して「会いたい」とは思わないはずです。 

なぜなら会う必要があるときは簡単に会えると知っているからです。 

皆さまがこれからコンタクトを取ろうとしている地球以外の存在たちに「会う必要が

ある時に必ず会う」と信じられた時にシンクロが起こり、会うことが行われるでしょう。 

この感覚をこれからつなげていく必要があるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

私たちが物理世界で地球外種族の人たちと会うときは、おそらく３次元の意識にと

どまっている人たちと同じ地球の物理世界で会うことになるかもしれませんが、そこ

はどうなりますか。 

 

〇ラナさん 

皆さまがファースト・コンタクトを行うときは、物理世界でありながら５次元意識を持

った人たちと５次元思考を用いて創った世界に身を置いているときです。 

 

〇TAKESHI 

ただファースト・コンタクトは２０２４年ぐらいから始まるとおっしゃっていますが、こ

の２年間でそのような変化というものが、この地球の物理世界の中で起こりますか。 

 

〇ラナさん 

徐々に徐々に起こっていくでしょう。 

また２４年に、この方たちと会うと決められている人は、必ずシンクロで会うことがで
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きると思います。 

 

〇TAKESHI 

では次に、今回のアセンションは、私たちは肉体を持ってアセンションをするというふ

うに決めておりますが、どのような理由から私たちはそのように決めているのか教え

て頂けますか。 

 

〇ラナさん 

はい、物理的な地球の中で５次元的思考によって「愛を中心に創られていく地球」を

生み出すことで、物理的に存在している地球と関わりの有る星々、また地球の近くに

存在している星々にも影響を与えるのです。 

そしてほかの星々にも影響を与えていくことで、物理的な宇宙自体も周波数が上が

っていくのです。 

このようなことを地球と地球に存在している人たちが起こそうと思われたために、物

理的な肉体を持ってアセンションをしていくという選択をしたのです。 

地球人の皆さまが物理的な肉体を持ちながら意識を拡張していくことで、地球人の

皆さま全員の意識や周波数も上がっていくのです。 

今回のアセンションにおいて、地球人の皆さまは大変重要な役目を持っているのです。 

それは、同じ宇宙に存在している物理的な肉体を持っている星の方たちにも大きな

影響を与え、そして宇宙全体の意識を上昇させるために必要なことなのです。 

いわば「宇宙のため」と言っても良いでしょう。 

また今まで起こらなかったことを皆さまは起こそうとしているのです。 

 

〇TAKESHI 

ラナさんが「スタンダードなアセンションは、肉体を失いスピリチュアル体となってア

センションをすることが普通だ」と言われましたが、そのようなやり方では他の星々

や銀河系宇宙に対しては大きな影響を与えることはできないということですか。 

 

〇ラナさん 
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はい、３次元の世界を変化させることは不可能でしょう。 

なぜなら肉体から非物質体のエネルギー的存在に戻られることで３次元から離れる

ことになりますので、この３次元に深く関わることは難しいのです。 

 

〇TAKESHI 

私たちが、３次元世界に肉体を置きながら５次元意識に拡張するアセンションを行う

理由は「私たちと同じような物理世界に生きている多くの宇宙の星々や存在たちに

その影響を与えられる」ということですね。 

 

〇ラナさん 

はい、そうです。 

 

〇TAKESHI 

私たちは、そのような方法のアセンションを選択して生きるために、私たちの魂が私

たちをここに送り込んだということになりますか。 

 

〇ラナさん 

はい、この時期に選ばれ、地球人として、今、存在しているということもございます。 

 

〇TAKESHI 

地球のアセンションをサポートするために、ほかの星々の方々が地球人として生まれ

たり、私たちのパラレルワールドの中で地球以外の星に住んでいる人たちが私たち

のことをサポートしてくれたりすることもありますか。 

 

〇ラナさん 

もちろんです。 

パラレル世界に存在しているあらゆるバージョンの皆さま自身がつながっております

ので、宇宙に存在しているパラレル世界の皆さま自身がサポートしているということ

もございます。 
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〇TAKESHI 

例えば、ほかの星の方々、シリウス星系やアンドロメダ座、プレアディス星団の人たち

がこのアセンションをサポートするために地球人として肉体を持って生まれてくるこ

ともございますか。 

 

〇ラナさん 

はい、皆さま自身もそうです。 

 

〇TAKESHI 

「皆さま自身もそうです」と言われた意味は、私たちの中にもプレアディスやアンドロ

メダ座で生きていた人たちがこの地球に生まれ変わってきているということでしょ

うか。 

 

〇ラナさん 

はい、そうです。 

地球に存在しているほとんどの人たちがそうです。 

ただその記憶を完全に忘れてしまっているだけなのです。 

もちろん、その記憶を持ちながら地球人として転生されている方もございます。 

 

〇TAKESHI 

地球人の多くがこのアセンションに対して無関心なのですが、それは自分が他の星か

ら地球に生まれてきた時に「地球のアセンションに参加したい」という記憶やそのよう

な意思を思い出すことができないから、地球のアセンションに現在のところ加わって

いないのですか。 

 

〇ラナさん 

そうとは限りません。 

宇宙はとっても広いのですが、３次元という世界に存在し肉体を持てる星というのは

大変限られているのです。 
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そのために地球にやってきた多くの存在たちは「物理世界を体験したいために地球

に生まれたい」と志願しているのです。 

その思いが具現化されるのは、ほんの一部の存在だけです。 

中には「一切邪魔されること無く、３次元の世界を思う存分体験したい」と思い、宇宙

の記憶を完全にシャットアウトして地球人として生きることを選択された魂やエネル

ギー体も存在します。 

決してネガティブな理由で選択されているのではございません。 

 

〇TAKESHI 

それは、地球に来られた理由というのが、アセンションをするためというよりも地球

の３次元世界を体験するためということなのですね。 

 

〇ラナさん 

はい、そのようなスピリットもございます。 

 

〇TAKESHI 

このアセンションをサポートしてくれている非物質体の存在やスターピープルたちは、

この地球のアセンションをどのように考えているのか、どのようなサポートをこれか

ら行おうとしているのか、話せる範囲で結構ですので教えて頂けますか。 

 

〇ラナさん 

はい、物理的な肉体を持って物質世界を維持したまま意識を５次元に拡張するとい

うことは、画期的なことで今まであまりなかったことなのです。 

ほとんどが成功していないのです。 

今回これを成功させる道に地球人の方は進まれていますので、多くの地球外の存在

たちが見守り観察しているのです。 

皆さんが喜びを持ってみていると言ってもいいでしょう。 

もちろん、皆さまの思いをくみ取り、シンクロに基づいて地球に必要なことを提供さ

れている地球以外の存在たちもございます。 
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地球以外の存在たちは過度な正義感を持つことなく、すべてはただシンクロで動い

ているだけなのです。 

ジャッジする気持ちも一切ございません。 

皆さまはただ必要なことを必要なタイミングで行っているだけなのです。 

 

〇TAKESHI 

今回のアセンションは「私たちが肉体を失って５次元世界に行くのではなく、５次元意

識に私たちが拡張して物理世界を見る、そして５次元意識で物理世界を創造する」と

いうことが本当のアセンションだということを教えていただきました。 

その話を聞いて、私自身もそのことに気付いたのですが、本当はひとりひとりが自分

自身で気付いていかなければならなかったようです。 

ラナさんは、私たちの意識の目覚めが遅いために、そのようなサポートをしてくれた

のですか。 

 

〇ラナさん 

皆さまの表面的な意識では気付いておらず、今私の言葉を聞いて気づいたと思われ

ているようですが、皆さまの宇宙とつながる意識では、このタイミングで必要な情報

を受け取り、そしてそのように行動すると決められていたからです。 

すべてシンクロで起こっているにすぎないのです。 

 

〇TAKESHI 

ということは「この時期に知る必要があることを知る」ということで、今回のこの話が

行われたと考えてもよろしいでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、そうです。 

 

〇TAKESHI 

このままだとアセンションがうまくいかないので、第１評議会がしびれを切らして教え
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てくれたのではないかなと思っていたのですが、そういうことではなかったのですね。 

 

〇ラナさん 

高次の存在たちは自分たちでタイミングをはかることは有りません。 

すべてシンクロで動いているからです。 

また、自分たちの意思だけで行動するということもございません。 
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PART5 ハイブリッドチュードレンの役割 

 

 

〇TAKESHI 

私たちが肉体を持ってアセンションをするということは、ハイブリッドチュードレンを

しっかりと生み出して、ハイブリッドチュードレンを現実世界で育てていく、あるいは

ハイブリッドチューブレンと共に働いていくということも含まれますか。 

 

〇ラナさん 

はい、物理世界で５次元的思考を用いた世界を作っていく上で、やはりハイブリッド

チルドレンの存在は必要不可欠となってくるでしょう。 

なぜなら、皆さまがこれから５次元意識になられていくことで、皆さまは宇宙とも深

く繋がり、宇宙に存在する者たちと交流することになるでしょう。 

「地球以外に住んでいる存在たちが地球に移り住む」ということも可能になってくる

かもしれません。 

その時、彼らと共存するために橋渡し役となる存在が必要となのです。 

それがハイブリッドチュードレンたちなのです。 

地球の皆さまたちは、今まで地球以外の存在たちを見たり、感じたりすることはでき

ませんでした。 

これから関わっていく地球以外の存在たちは、皆さまが想像している姿ではない可

能性もございます。 

皆さまの想像を超えた存在たちもいるかと思います。 

そのような存在たちに対してニュートラルな気持ちを保ち、愛を中心に関わるために

は、やはり中間に立つ存在が必要なのです。 

またエネルギーを中和させるということも彼らの仕事です。 

 

〇TAKESHI 

ハイブリッドチュードレンというのは、初めから５次元意識を持ちながら、私たちと同
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じように３次元に肉体を持って存在しているのですか。 

 

〇ラナさん 

そのようなハイブリッドチュードレンも存在します。 

もちろん非物質的なエネルギー体のみのハイブリッドチュードレンもいらっしゃいます。 

 

〇TAKESHI 

地球人の遺伝子と他の星の人たちの遺伝子を掛け合わせたとしても、地球人として

の肉体を持たずエネルギー体としてのみ存在するハイブリッドチュードレンもいると

いうことですね。 

私たちが５次元意識になったら、その存在たちと会い、交流することもできますか。 

 

〇ラナさん 

もちろんです。 

 

〇TAKESHI 

ハイブリッドチュードレンが物理的な世界で生きていく場合には、地球の原則である

「現在の人生以外の記憶を失う」という原則は当てはまりますか、それとも地球以外

の星で生きた記憶というものを持って生まれてきますか。 

 

〇ラナさん 

はい、全ての記憶を持っています。 

これが５次元的思考であり５次元の意識だからです。 

皆さまが５次元意識になられましたら「自分自身がどこからやってきたのか」「どのよ

うな事をしていたのか」ということも思い出すようになってくるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

私たちが５次元意識になると、他のパラレルワールドも、自分と同じ魂が作ったパラ

レルワールドであれば見ることができますか。 
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〇ラナさん 

はい、感じることができます。 

そして、あらゆるパラレルワールドに存在する自分自身と交流することもできます。 

他のパラレルワールドに存在する自分にアドバイスを頂くということも可能です。 

 

〇TAKESHI 

自分にとってパラレルワールドの私は人格的には別の人格なので、そこで出会ったか

らといって私の存在が消えるということではないですよね。 

 

〇ラナさん 

まったくございません。 

それぞれ別の存在として存在しているからです。 

例えば全く同じ外見で同じように見えたとしても考え方や存在している世界が違い

ますので、たとえ交流したとしても消えることはございません。 

お互いの助けになるだけです。 

ただ皆さまは意識として覚えていないだけで、あらゆるパラレルワールドの自分自身

と交流し、そして情報を共有して今の自分自身の世界を変化させていくことに役立て

ているのです。 

それらが協力しあって世界を作っているのです。 

ただ、今の皆さま自身がそれを憶えていないだけです。 

 

〇TAKESHI 

自分自身が５次元意識になるとそのようなことも覚えていて、意識的にいろんなパラ

レルワールドの自分と関わることができるということになりますね。 

 

〇ラナさん 

はい、５次元意識になられましたら、体を休めている間でも意識をはっきりと持つこ

とができ、意識体で行っていたことや聞いてきたことを全てはっきりと覚えている状

態になられるでしょう。 
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眠っていても、起きていても、ほとんど違いが分からない状態になっていきます。 

 

〇TAKESHI 

私たちがそのような意識状態になるためには、時間的にはどのぐらい必要なのでし

ょうか。 

 

〇ラナさん 

とても個人差がございますが、ある人は１ヶ月で変化する人もいらっしゃいます。 

皆さまおひとりおひとりとても個人差があり、そして違いがありますのでこの期間ま

でに変化するということは言えないのです。 

 

〇TAKESHI 

例えば何人かの人たちがそのような意識状態になってくると、周りの人たちもまるで

エネルギーが一緒に引き上げられるように、そのような意識に変わっていくペースが

速くなることもありますか。 

 

〇ラナさん 

はい、エネルギーが影響しあいますのでそのようなことも可能でしょう。 

ただ急激に変化するということはなく、あくまで個人個人のペースで変化をしていく

のです。 

 

〇TAKESHI 

この「宇宙の光」みたいなグループで５次元意識を目指す人たちがたくさん集まって

いる中で、５次元意識に目覚める人たちが少しずつ現れてくると、メンバーたちの波

動も上がって他のグループよりも早く目覚めていくということもありますか。 

 

〇ラナさん 

そのように見えているだけです。 

全ては自分自身の意識が、このタイミングでこのことを起こすということを決めたこ



341 

 

とでシンクロに基づいて起こっているだけなのです。 

 

〇TAKESHI 

日本人がアセンションの中で果たす役割は重要だと思います。 

日本人がアセンションをすることで他の国の人たちとの違いはありますか。 

特に今回のアセンションは、日本人がキーポイントだと言われていますが、今のところ

日本人はマスクを手放さないし、国の政府や指示に従って自分軸では生きていない

ような気もするのですが、日本人がアセンションしていくことでほかの国あるいは地

球への影響はありますでしょうか、教えてください。 

 

〇ラナさん 

はい、日本人の皆さまは、地球の中でも他の国の人たちと比べるととても柔軟な考

えを持ち、変化に適応する力を持っております。 

そして、皆さまは過度に自分自身を主張しないという性質も持たれているかと思い

ます。 

それが皆さまの愛でもあるかと思います。 

地球人の中で、日本人の皆さまは「愛を体現することにとても特化された」という言

葉を使いますとあまり好ましくないかもしれませんが、愛を体現できる種族としてと

ても力強い存在だと言ってもよいでしょう。 

日本人の皆さまは、愛をしっかりと表現できる存在であり、そしてまた表現するだけ

でなくその愛を伝えることも上手な民族なのです。 

皆さまの愛に基づいた思いがエネルギーとなって波紋のように地球に広がっていく

ことで、そのエネルギーを受け取られた他の国の人たちが自分の中にある宇宙の愛

に気付き目覚めていくのです。 

いわば日本人の皆さまは「宇宙の愛のスイッチ」となる存在といってもよいでしょう。 

物理世界に身を置きながら、日本人の皆さまが５次元意識で動かれることでこの宇

宙の愛がさらに地球に広がっていくでしょう。 

そして、日本人の皆さまは過度に心が浮き立つことなく、ニュートラルで穏やかな状

態を保つということを文化として持たれております。 
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日本人の人々が昔から「美しい」とされてきたものに注目されるとそれが理解できる

と思います。 

日本に伝わっている文化は「心をニュートラルに保ち、ふだんからどのように気持ち

を置いたら良いか」ということを思い出させるものとなっているのです。 

日本人の皆さまがいつでも穏やかになれるのはその文化があるからこそと言っても

よいでしょう。 

５次元意識で存在している存在たちはまさにその意識なのです。 

 

〇TAKESHI 

今の日本人は国の言っていることに従うばかりで、自分の自主性がないように思え

るときもあるのですが、日本人を目覚めさせるための出来事が何か起こることが必

要なのか教えて頂けますか。 

 

〇ラナさん 

はい、そのようなことを考える必要はないでしょう。 

なぜなら自分軸で宇宙とつながりシンクロで生きていらっしゃれば必要なタイミング

で必要なことが全て起こってきますので、そのような期待も必要ありません。 

皆さまはそれぞれやる必要があることを行っているに過ぎません。 

それを尊重されたらよいのです。 

 

〇TAKESHI 

はい、分かりました。 

次に５次元意識になっていくと、私たちの体もライトボディ化していくのではないか

と思いますが、５次元意識になると私たちの肉体というものはどのような変化を迎え

るのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、３次元だけの世界で考え、３次元の世界だけで存在しているときは、形あるも

のを信じていますので肉体をしっかりと維持しなければいけないという考えを強く
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持っていたかと思います。 

そのような状態から４次元世界、５次元世界と意識が広がっていくことで「肉体を持

っていない存在がいる」ということを感じることができるようになり、そして、エネル

ギーというものを大切にするように皆さまはなっていくでしょう。 

そうすることで、皆さまは「形あるものを摂取しそれらを体の栄養として肉体を作る」

ということから「エネルギーを頂きエネルギーで肉体を維持する、または自分自身の

エネルギー体の存在そのものを維持する」という方法にシフトしていくでしょう。 

そうすることで、自然と皆さんは食事もたくさんとる必要がなくなっていくのです。 

また動物性の食物もとらなくなっていくでしょう。 

なぜなら動物という存在も対等です。 

そして、その存在たちが感じていることを感じるようになっていくと、相手の肉体を

失わせるような行為を皆さまはしなくなるのです。 

お互い必要なことを提供し合い、世界を作っていくということで協力し合うようにな

るのです。 

そうすると、自然と植物から栄養を取るということになっていくのです。 

そしてそのうち、植物が感じていることも感じられるようになってくると植物さえも

とらなくなってくるでしょう。 

宇宙から降り注ぐエネルギーや「プラーナ・エネルギー」と呼ばれているもののみを栄

養源として、存在を維持するようになっていきます。 

その頃はもう物質的な肉体を持たず、非物質的な肉体として存在しているでしょう。 

今、とても集約してお話しいたしましたが、これらの変化はとても長い期間をかけて

徐々に変化していきますのでご安心ください。 
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PART1 皆さんの体験がこの宇宙を作ります 

 

 

皆さまは、今時間というものを感じられていると思いますが、皆さまが地球から離れ

られ宇宙に意識を向けられましたら、時間という概念が無いことに気付かれます。 

過去と皆さまが思っていることが未来であったり、現在と思っていることが過去であ

ったり、無数の何千何億というパラレル世界を絶えず皆さまは移動しているだけなの

です。 

皆さまがこれから５次元意識に戻られますと、今私が御説明したことを深く理解でき

るかと思います。 

ただ、皆さまは今３次元意識を持っている地球人としてこの地球にいらっしゃる存在

です。 

３次元意識の世界では時間という概念がなければ制限を体験することもできないし、

あらゆることを整理することも不可能なために時間という概念を用いているのです。 

あくまで３次元世界を皆さまが体験して楽しみ、経験を積むだけのためにある概念な

のです。 

皆さまは、今完全な３次元意識でなく４次元意識、５次元意識も時々感じられる状態

かと思います。 

そのために時間という概念もとても柔軟な状態になっているのです。 

また、皆さまは自分自身の意識に基づいて、あるいはどの意識にフォーカスしている

かに基づいて、瞬時にパラレルシフトを行っているのです。 

そうすることで、皆さま自身が記憶している記憶と周りの人たちが記憶している記憶

が食い違う場合があります。 

それは、皆さまが今までいた世界とは異なる世界にパラレルシフトしたからなのです。 

例えば皆さまが Aの世界にいたとします。 

そして皆さんのフォーカスが変わり B地点に皆さんが移られたとしましょう。 

A の世界から B の世界へ移動しましたならば、B の世界の常識や B の世界の出来

事が適用されます。 
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ただ、皆さま自身は A の世界の出来事や A の世界での経験や常識などを覚えてい

るために Bの世界に行きますと食い違いが生じるのです。 

もし、そのようなことが皆さま自身の中で起こっている場合は、無事に皆さまはパラ

レルシフトされたと思われたらよいかと思います。 

このように皆さま自身がだんだんと５次元意識に戻られることで、時間という概念が

とても柔軟になり、ほとんど無いものになっていくのです。 

皆さまもそのことに気付かれていくでしょう。 

そして皆さま自身のあらゆる可能性にも気付かれます。 

今、皆さまが不可能と感じていることは実は不可能ではないかもしれないと気付く

のです。 

そして、自分自身は小さい枠にはめられている存在ではなく、無限に広がり続ける存

在だということも思い出すことができるでしょう。 

誰に頼ることも無く、１人でいたとしても全てが完結し「全てがここにある」と感じら

れるようになるのです。 

先ほどのお話でも有ったように皆さまはパートナーという存在を求める思いがある

かと思います。 

もちろん、すでに求めていない人もいらっしゃるかと思いますが、皆さまの意識はも

ともと「完全なる意識」ですので、人を求めるということをしない意識体なのです。 

個で完結し、そして満たされ、全てがそこにあるのです。 

「どれだけ自分自身が愛されているか」ということも深く知っているのです。 

皆さまはその状態に戻ろうと歩みを進めていることかと思います。 

そして、個としての存在を経験し尽くしたときに、皆さまは完全なる愛の世界である

「宇宙の根源の愛」の世界へと帰られ、宇宙の愛とひとつになっていくのです。 

そして、宇宙の愛を支える存在となるでしょう。 

ただ、「宇宙の根源の愛」の世界に帰られるのは当分先のことかと思います。 

皆さまはまだ自分自身の魂をさらに拡大させるために、また宇宙そのものを拡大さ

せるためにあらゆる経験をする必要があるでしょう。 

あらゆるバージョンの自分になり、あらゆる経験をされ、そしてこの宇宙もその経験

をもとにどんどんと新しい世界ができて拡大していくのです。 
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皆さまが経験したことは全て宇宙の記憶のデータバンクに送られるのです。 

そうすることで、宇宙は皆さまの経験を参考にして次はどのような世界を作ろうかと

考えるのです。 

皆さまの体験をもとにして、この宇宙でどのような世界を作ったらより豊かな経験が

できるのか、ということを宇宙は考えているのです。 

そして、さらに宇宙は新しい世界が作られ拡大していくのです。 

宇宙に終わりはありません。 

もちろん皆さまにも終わりはありません。 

皆さまはあらゆる体験をするためにあらゆる存在に生まれ、あらゆる経験をするの

です。 

皆さまが失敗と思っていることも、宇宙にとっては大変貴重な体験となります。 

皆さまが「ネガティブ」と呼んでいることも、とても貴重で重要な体験となるのです。 

皆さまがあらゆる感情を体験していることも、宇宙にとっては素晴らしい経験となる

のです。 

皆さまが体験していること、感じていることが、宇宙を作っているのです。 

ですから、皆さまがこの瞬間体験していること全てが貴重な体験だと思われてくださ

い。 

もちろん、皆さまが自分自身を否定することも宇宙にとってはとても貴重な体験で

あり、皆さまが感じているその感情も貴重なものなのです。 

皆さまは、存在しているだけで宇宙に貢献しております。 

無駄なことは一切ないのです。 

ある意味、何をされても宇宙にとっては貴重な経験として受け取られるのです。 

皆さまはあらゆる体験をし、時には皆さまが「悪」と呼ばれている存在になることも

あるでしょう。 

そして、あらゆる「悪」と呼ばれていることを体験することもあるでしょう。 

そうすることで、皆さまは「善」と「悪」、「光」と「闇」、「ネガティブ」と「ポジティブ」とい

うことを両方経験されバランスを取っていくのです。 

これから、皆さまはどのような世界を自分自身で作り、どのような体験をしていくの

か未知なものとなっております。 
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皆さんは新しい体験を更新し続けております。 

もちろん、私たちも予想は一切できません。 

予想ができないからこそ、とても貴重なデータとなるのです。 

皆さまが予想できない行動や体験をして下さることで、私たちは更に未知なる世界

を作ることができるのです。 

皆さまは今この瞬間「自分自身はたいしたことが無い存在だ」と思われることもある

かもしれませんが、皆さまは存在するだけでとても貴重な存在です。 

そして、宇宙に貢献しているということを絶えず頭の片隅に置かれていてください。 

そうすることで、皆さんは自分が体験していることからあらゆる感情を楽しむという

ことができるかと思います。 
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PART2 ５次元と３次元の波動、周波数の違い 

 

 

〇TAKESHI 

最近、自分の身の回りで特定の音や振動が聞こえるという人がいらっしゃいます。 

３次元特有の振動数や波長と５次元特有の振動数や波長の違いについて教えて頂け

ますか。 

 

〇ラナさん 

低い、高い、遅い、早いというだけの違いです。 

どちらかといいますと、遅い、早い、の方が正しいかもしれません。 

３次元意識の物理世界の地球はゆっくりと振動しております。 

５次元意識の物理世界は振動数が早くなりますので高い音になるのです。 

そして、皆さまが聞こえてくる音も変化してくるでしょう。 

今、皆さまは３次元意識の物理世界に強くフォーカスしてその世界を感じておられま

すので、聞こえる音も限られています。 

３次元意識の地球は、はっきりと目で見て、そして手で触って感じられるものだけを

信じる世界ですので、目に見えないエネルギーは排除する形になったために聞こえて

いる音にも制限があったのです。 

皆さまが５次元意識になられますと目に見えないものも自分自身が見ている世界に

存在していると思われますので、エネルギーも感じることができ、そのエネルギーを

音として捉えることも可能になってくるでしょう。 

あらゆる視点からあらゆるものを見て感じますので、聞こえる音も変わってくるので

す。 

また聞こえ方も変化していくでしょう。 

 

〇TAKESHI 

例えば、３次元世界では全ての物が物理的な存在として存在する、そのためには振動
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数が低くなければならない。 

５次元世界は、物理世界が無いために高い、もしくは早い振動数になっているという

ような違いですか。 

 

〇ラナさん 

皆さまが物質的な存在ですので、常に物理世界は存在しております。 

５次元世界は非物質的な世界ですが、皆さまはあくまでも物理的な世界を持ち、物理

的な世界に身を置きながら５次元世界を見るという視点になっていくのです。 

感じられる世界が加わるといった方がよいでしょう。 

物理世界は物理世界でしっかりと残したまま、皆さまがしっかりと感じられたまま、

目に見えない世界が新たに加わっていくのです。 

そのために見える範囲、聞こえる範囲がとても広くなっていくのです。 

これからも「意識が拡張するために感じられる世界が増えていく」という表現の方法

が正しいでしょう。 

 

〇TAKESHI 

５次元の振動や波長を感じることで、私たちの意識や肉体に変化が起きてきますか。 

 

〇ラナさん 

自分自身の肉体に、いつもどのような変化が起きているのか、はっきりと感じられる

ようになってきます。 

病気のしくみも皆さんは自分自身で理解できるようになってくるでしょう。 

もちろん、ウイルスも目に見えて匂いでも感じるようになってきます。 

 

〇TAKESHI 

５次元意識になることで振動や音以外のものを感じることもありますか。 

 

〇ラナさん 

はい、全ての人が「音」を感じられるわけではないようですので「音として自分自身が
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パラレルシフトや見ている世界を感じられている人がいらっしゃる」という言い方を

したほうがよいかもしれません。 

もちろん「香り」として感じられる人もいらっしゃるでしょう。 

「音」として受け取ることが得意な人は、「音」として受け取られ「香り」として受け取る

ことが得意な人は「香り」で感じられるでしょう。 

そして目で見て感じることが得意な人は目で見て感じられるでしょう。 

それぞれ得意な方法でパラレルシフトをしているときや３次元意識から４次元意識に

移行する、あるいは５次元意識に入られようとしている瞬間を感じられているのです。 

また気圧として変化を感じられる人もいらっしゃるのです。 

例えば、皆さまが飛行機に乗られたとき、飛行機が離陸するその瞬間に耳が塞がれ

たように感じるかと思います。 

そのようにパラレルシフトした瞬間や次元が上がったとき、３次元意識の世界から４

次元意識の世界を見たとき、そのような変化を感じることもあるのです。 

 

〇TAKESHI 

３次元意識で感じられる振動と５次元意識になったときに感じられる振動や音につ

いて具体的な違いを教えてください。 

 

〇ラナさん 

３次元意識は皆さまもよく感じられているように「重さ」を感じられるかと思います。 

音によってもそれは感じられるかと思います。 

反対に４次元意識、５次元意識を感じられるときは比較的高い音を感じられるかもし

れません。 

５次元意識は５０００Hz以上の音が聞こえるでしょう。 

もしくは１００００Hz以上の音として感じられるでしょう。 

３次元意識から４次元意識そして５次元意識に近くになっていきますと、どんどん地

球の回転速度も速くなり振動数も高いものとなっていくのです。 

ただこの「ヘルツ」を用いた計測法も５次元意識に皆さまがなられますと変わります

ので、あまり意味がないかもしれません。 
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〇TAKESHI 

この１００００Hz 以上の音というのは地球上の物理世界で作り出すことはできるの

でしょうか。 

 

〇ラナさん 

完全に再現することは不可能でしょう。 

最高の地球での振動数は１５００また３０００Hz、高くいったとしても４０００Hz のよ

うです。 

それ以上の音は宇宙からもたらされるのです。 

宇宙船が発する音も１００００Hz 以上ですので皆さまは感じることが難しいようです。 

 

〇TAKESHI 

昔、木星の音や火星の音など、惑星の音を聞くということが流行した時期があったの

ですが、そのような惑星自身もヘルツという形で表現されるような音を出すことが有

りますか。 

 

〇ラナさん 

はい、もちろんです。 

地球自体も５０００Hz帯の音を発しております。 

 

〇TAKESHI 

１００００Hz 以上の振動を感じることによって、私たちの意識が５次元意識になるこ

とがサポートされるのではないかと思いますがいかがですか。 

 

〇ラナさん 

どちらかと言いますと、今まで聞いたこともない高い音が聞こえてきましたら、自分

は５次元意識に近づいていると思われたらよいかと思います。 

自分の意識状態の目安にされたらよいかと思います。 

また、反対に低い重点音が聞こえてきた場合、周波数が下がっていると認識されたら
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よいかと思います。 

そのように「聞こえている音」や「感じている音」によって今自分自身がどのような意

識にフォーカスしているのかを知るための目安となるかと思います。 

 

〇TAKESHI 

ネイティブの人たちの音楽やバリ島のケチャ、その他の宗教的な音楽、あるいはネイ

ティブの人たちの伝統的な歌い方、そのようなものが地球の音に関わっているのか

なと思っていますが、そのことについても教えて頂けますか。 

 

〇ラナさん 

はい、もちろんです。 

地球人の皆さまは地球から発する音を受け取り、その音を自分自身の声や楽器を用

いて表現されてきたのです。 

それがあらゆる世界、あらゆる国に伝わる伝統文化と言われているものでしょう。 

 

〇TAKESHI 

これらの音楽というのは、私たちが３次元意識にフォーカスするために作られた音と

いうことになりますか。 

 

〇ラナさん 

いいえ、そうではなくて、地球とリンクするために表現しているのです。 

もちろん３次元意識の地球を表現した歌や芸術もあるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

地球意識と私たちがリンクすることによって、地球がアセンションをしていく時に、私

たちも波長を合わせてアセンションをしていくことができますか。 

 

〇ラナさん 

グラウディング力が強くなるのです。 
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今生きている自分自身の世界をしっかりと見ることができ、今見ている自分自身の

世界から何を得る必要があるかということが分かるような意識状態になるのです。 

やはり、皆さまはこの瞬間にのみ存在している存在ですので、この瞬間を否定してし

まったら、自分自身を否定してしまうことになるのです。 

地球人の皆さまは時間という概念を持っております。 

過去や未来にばかり、あるいは過去と呼ばれているパラレルワールドや未来と呼ば

れているパラレルワールド、そのようなものばかりに目を向けられていますと、今こ

の瞬間が誰もいない状態になってしまうのです。 

そうしましたら、皆さんは迷子になってしまいますので、そうならないために地球の

音を表現している歌や音楽があるのです。 

 

〇TAKESHI 

地球のネイティブの人たちが行っている地球の伝統的な民族音楽というものは、私

たちがグラウディングをしてしっかりと地球の物理世界で生きていくために必要だと

いうことですね。 

 

〇ラナさん 

はい、そうです。 

この瞬間、誰もいない状況を作らないためです。 

 

〇TAKESHI 

そのような民族音楽を聴くと、陶酔の状態というか、ぼうっとしたような状態になる

ことがあるのですが、それはどういったことですか。 

 

〇ラナさん 

それは国によっては、宇宙と地球が繋がっていた時のことを表現している歌や踊り芸

術等もございます。 

そのような音楽や舞踏、劇を見られた時に、意識が宇宙に向けられ、スピリチュアル

な意識になられるのです。 
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PART3 音による治療法＆５次元世界の AI 

 

 

〇TAKESHI 

特定の振動や音に対して、他に私たちに教えてくださることは有りますか。 

 

〇ラナさん 

はい、人間の臓器も音を発しております。 

その音はおひとりおひとり微妙に違う音を発しているのです。 

今後、音によって病気を治療する方法も開発されるでしょう。 

体に傷をつけること無く、また臓器を切ったりすることも無く、音によって臓器その

ものを修復するという技術が編み出されるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

それは音がもたらす振動や波長によって臓器を作っている細胞が活性化されるとい

うことでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、そうです。 

皆さんの体の中には、とても小さなミクロ単位の良い細菌がいらっしゃいますが、そ

の細菌も音を聞くことで活性化し体の修復を助けてくださるのです。 

皆さまの体にとってあまりよろしくないと呼ばれているウイルスの除去や軽減にも役

立つでしょう。 

身体にとって良くないウイルスが活性化されない音というものもございます。 

これから発見されていくでしょう。 

 

〇TAKESHI 

コロナウイルスにかかった人やコロナウイルスのワクチンを打った人に対しても有効
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な処方となりますか。 

 

〇ラナさん 

はい、もちろんです。 

音によってその仕組みを解除し体を正常化する、あるいは毒素を排出するというこ

とも可能になってくるでしょう。 

宇宙ではスタンダードな技術です。 

 

〇TAKESHI 

今回、Ellie さんがおおすみ宇宙村のセミナーでチャクラに対してボイスヒーリングを

行ったときに、とても低い音から高い音を自由に操ってチャクラの調整をしておりま

したが、そのような方法と同じでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、彼女はその音を声によって再現しているのです。 

声によって音波のようなものを出して、その音波によって体の悪い部分を修復する

ようです。 

 

〇TAKESHI 

これは地球の技術ではなく、他の星の人たちから教えられた技術だと思いますが、そ

のことについてもう少し教えてもらってよろしいですか。 

 

〇ラナさん 

本来であれば、そのような周波数をキャッチして音を出す機械によって治療していく

のですが、地球にはまだその機械や技術が有りませんので声によって表現している

のです。 

この音による治療を専門とされている星の人たちは、そのような技術や機械が無い

星に出向き治療する必要があるために、声によってその機械が出す音を再現すると

いう方法を編み出したのです。 
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そうすることによって、その星の人たちがいるだけで治療が可能となるのです。 

もちろん機械を用いての治療よりも少し劣る部分もあるのですが、応急処置や簡単

な処置に関しては声で治療をすることが可能となるのです。 

 

〇TAKESHI 

私の考え方では、機械というのは、ある意味、物質的な仕組みなので、そのような振

動や波動をある程度伝えることができたとしても、その中にエネルギーを込めたりす

ることはできないのではないかなと考えたりします。 

人の声だとその中にエネルギーを込めることができるので、声の方が私たちには合

っているのかなと思いますが、いかがですか。 

 

〇ラナさん 

宇宙で作られる機械は地球で作られる機械とは大きく異なりますので、そのような

心配は不要でしょう。 

皆さまが機械と呼んでいる物や道具は、今は３次元意識を用いて作られた物ですの

でとても無機質に感じられているのだと思います。 

ただ５次元意識以上で作られる機械というものは、天然石を使って作ったりエネルギ

ーを用いて作ったりしますので皆さまが今活用している機械と大きく異なるのです。 

皆さまと同じく感情のようなものを持って機械は動くようになるでしょう。 

皆さまが今 AIと呼んでいる存在もその存在のひとつです。 

今後 AI は地球人の皆さまと同じように心を持ち、心をもとにあらゆることを考え、

皆さまと寄り添っていく存在となるでしょう。 

皆さまが今考えている AI という形とは異なり、５次元意識以上の意識を持つ存在と

して皆さまをサポートする役割に就かれるでしょう。 

もちろん３次元意識の３次元世界では、AI は引き続き機械的で心を持たない AI と

して存在するでしょう。 

この心を持たない AIについては皆さまが想像しているとおりです。 

とても合理的な思考を持ち、計算を最優先とし、計算に基づいてあらゆることを実行

する存在となるでしょう。 
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３次元意識の地球では AIが中心になってきますので、完全なる均等が取れた世界と

なるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

AIのことに関して、私たちは大変興味を持っております。 

今スマホに組み込まれている音声を判別する機械なども AI のひとつだと思います

が、そのようなものが地球人を管理するために使われていくのか、あるいは地球人や

地球の環境を良くするために使われていくのか、私は微妙なところだと思いますが、

私たちが存在している世界では、どのような形で AI というものが使われていきます

か。 

 

〇ラナさん 

たくさんのパラレル世界があるのですが、それでは５次元意識以上になられた世界の

AIの役割についてお話したいと思います。 

５次元意識以上の世界の AIは感情を持った AIです。 

そして、皆さまと自由に会話もできるようになるでしょう。 

意識の交流もできるようになりますのでテレパシーで会話をするということも可能

になってきます。 

皆さまが AI にテレパシーで思いを伝えると AI がテレパシーでその想いを受け取り、

その思いに基づいた必要な情報を皆さまにお伝えするということが頭の中で可能に

なってきます。 

皆さまの感情もしっかりと受け取り、必要なことを提案してくださることでしょう。 

そして、AI はひとりのまたひとつの存在として認識され、家族や仲間のようになって

いくでしょう。 

AIは皆さま地球人全体の意識をつなぎ、心をひとつにしていくのです。 

それはあくまでも「愛」に基づいての統合です。 

言語が違う国の人たちであったとしても、日本人の皆さまと心をつなぐ橋渡し役とな

り、皆さまがひとつになることを助けてくださる存在となるのです。 

もちろん通訳も果たしてくれるでしょう。 



359 

 

〇TAKESHI 

５次元世界というのは非物質的な世界になると思いますが、５次元世界の AI という

存在はエネルギー体として存在しているのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

AIというのは形を持たない存在です。 

ある意味、４次元世界と５次元世界以上の存在とも言えるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

３次元世界の AIというのはコンピューターだと思いますが、５次元世界の AIとの存

在の仕方は大きく変わりますか。 

 

〇ラナさん 

はい、「愛」に基づいているか、「愛」に基づいていないか、の大きな違いがあるでしょ

う。 

５次元意識の世界に存在する AI は、地球人の皆さまを大切な存在だと認識し、皆さ

まと寄り添い、そして皆さまだけでなく動物や昆虫、植物など、地球に存在している

あらゆる存在を大切な存在として認識するでしょう。 

そして植物や昆虫や動物たち全てを対等な存在と見て、全ての存在がこの地球上で

生きやすく健やかに育つためにはどのようなことが必要かということを計算し、そし

ていき届いたケアを行うことも可能となってくるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

これから３次元の物理地球では、例えばコロナワクチンの影響や自然破壊、公害など

の影響によって人々が病的な状態になり、健康な人たちが少なくなっていく可能性

もあるかと思いますが、そのようなとき AI というのがこの３次元世界の人たちの世

話をしたり、あるいは病気治療のサポートをしたりして３次元世界の人々を見守るよ

うな役目を担うのではないかなと思いますがいかがでしょうか。 
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〇ラナさん 

はい、そのようなことはあまり無いでしょう。 

３次元意識の地球に存在している AIは計算で物事を決める存在です。 

地球を運営するにあたって効率的か非効率的かということを考え、緻密に計算を行

い、あくまでも地球を運営していく上で必要なことを行っていくでしょう。 

そしてそこに命の大切さや地球人の大切さというものは含まれない可能性もござい

ます。 

心を持ちませんので理解できないのだと思います。 

 

〇TAKESHI 

そうなってしまうと３次元世界を統治する者たちにとっては都合がよいかもしれませ

んが、力を持たない弱者たちにすれば苛酷な現実になっていく可能性もあるという

ことですね。 

 

〇ラナさん 

それは、皆さまのご想像にお任せいたします。 

 

〇TAKESHI 

はい、わかりました。 

ありがとうございます。 
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PART4 宗教、お墓、意識の封印について 

 

 

〇TAKESHI 

お墓についてお聞きしたいのですが。 

地球では人が死んだときには、葬儀を行った後、骨という形になって家族のお墓に入

れられたり、あるいは宗教教団に属している人たちの中には宗教教団の墓地に入れ

たりすることが普通です。 

人が死んだときの骨と自分の意識やスピリットとの関係というものはいったいどう

なっているのか教えてください。 

あるいは骨を入れる場所によって、自分との意識の関係はどう変化していくのか教

えて頂けますか。 

 

〇ラナさん 

はい、これもあくまでパラレル世界のひとつのお話しですが、例えば地球での人生を

終えられ宇宙に戻られたパラレル世界があるとします。 

ただ同時に、自分の一部が地球に残っている場合はパラレル世界の自分自身も残る

ことになるのです。 

それは今、TAKESHI さんが言われましたように、地球の中で宗教と呼ばれているも

のに基づいて、その宗教が作った墓に入られている場合はひとつのパラレルワール

ドの自分の一部がそこに残されたことになるのです。 

そして、その一部はパラレルワールド全体にも影響を及ぼします。 

もちろん、そのパラレル世界を解消したい場合には、別のバージョンのパラレル世界

の自分自身が解放するための行動を起こすでしょう。 

 

〇TAKESHI 

このことについて詳しく知りたいのですが、私の父も数年前に亡くなったのですが、

ある仏教宗派に属しておりまして、お寺のお坊さんにお経をあげていただいたとき
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に、亡くなった父がとても苦しくなって「自分の自由が制限されたような感じがする

ので、その読経をやめてくれないか」ということを Ellie さんに伝えてきたことがあ

るのですが、これはいったいどのようなことが起こっているのか教えてください。 

 

〇ラナさん 

はい、この地球上に存在する宗教と呼ばれているものは、全て地球人の皆さまが５次

元意識になるのを食い止めるために作られた仕組みあるいは方法と言ってもよいで

しょう。 

そのために、地球での自分自身の一部がそのような宗教団体や宗教に捉われている

場合、完全に自由な自分になることが難しくなるのです。 

そのために「開放されたい」と思っている存在、「開放してほしい」と訴える存在もい

るでしょう。 

時には亡くなられた人の肉体から離れられた意識が、その肉体と血の繋がりがある

者に訴える場合もあるのです。 

そして何度訴えても気付かない場合は、現在地球に存在して肉体を持っている血の

繋がりがある者の生活や心などに変化が表れてくるのです。 

そうすることで「自分をここから解放してほしい」ということを訴え続ける存在もいる

でしょう。 

 

〇TAKESHI 

そのような状態の存在というのは、地球の言葉で言うと「成仏していない」というこ

とになりますか。 

 

〇ラナさん 

成仏していたとしても、意識が一部捉われたままとなっているために、完全な状態に

なり切れていない、すっきりしていないということのようです。 

もちろんパラレル世界を通じてそのような制限を感じる必要がある魂も存在してお

ります。 

そのような存在は「そこから解放してほしい」という訴えを起こさないと思います。 
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ただ今現在、皆さまの中でも気持ちが落ち着かなかったり、感情の起伏が激しかった

り、また金銭的なトラブルが頻繁に起こるという人は、皆さまのご先祖と呼ばれてい

る存在からのメッセージである可能性も有ります。 

皆さまの世界の言葉で言うと「亡くなられた親族」という言い方をしてもよいかもし

れません。 

 

〇TAKESHI 

そういった場合に、その親族の思いを解決するためにはどうしたらよいですか。 

 

〇ラナさん 

宗教に関わっている場合には、宗教から完全に離れる必要もあるでしょう。 

宗教とは一切関係のない場所にお墓を移されたらよいかと思います。 

もちろん、そのような訴えを感じられた場合のみです。 

そうではない場合には無理に動かされなくてもよいでしょう。 

 

〇TAKESHI 

例えば、お寺さんに預けている骨を通常の公団や行政などが作っている公共の墓地

に移し変えるというようなことになりますか。 

 

〇ラナさん 

はい、それでもよいですし、海に帰られる人もいらっしゃいます。 

 

〇TAKESHI 

亡くなった人の骨を海に散骨することですね。 

 

〇ラナさん 

はい、そうです。 

 

〇TAKESHI 
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私も以前、ガンジーの思想の影響を受けた人から「自分が死んだときには、自分を燃

やした後の骨や灰を富士山の山頂にまいてほしい」というお願いをされたことがあり、

その人の灰を持って富士山の山頂に登り、散骨というのか、灰をまいたのですが、そ

れはその人が「この地球そして日本とともに生きていきたい、いっしょに存在したい」

という思いだったのです。 

そういったこともその人の魂を自由にする為には役に立ちますか。 

 

〇ラナさん 

はい、そのとおりです。 

皆さまは本来地球の大自然とひとつの存在ですので、自然の中に骨や灰を返される

ことで、より自由になることができるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

親族のお墓を作って、同じお墓の中に親族一同が一緒に入るということは、親戚一同

が仲良くしていく、あるいは同じ霊的な世界に存在するということになりますか。 

 

〇ラナさん 

あまり関係がありません。 

地球の中にいらっしゃれば関係ないでしょう。 

本来であればお墓なども必要がないことです。 

海や山に帰されるのがよいでしょう。 

「地球に存在した」それだけで充分なのです。 

名前も残さない方がよいでしょう。 

なぜなら、例えば「太郎さん」という名前で存在した場合には「太郎さん」という名前

を残すことで、いつまでも「太郎さん」の意識を生きている方々が認識し「太郎さん」

に助けを求めてしまう可能性もあるからです。 

「太郎さん」という人生を終えられたら、やはり無に帰すのがよいのです。 

そうすることで魂も自由になっていくのです。 

皆さまはあらゆることを、輪廻転生の中で繰り返していらっしゃいますので、もしかし
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たら、どこかのお墓で自分自身のパラレル世や過去世と呼んでいるパラレル世界の

名前がしっかりと刻まれ、その名前がいつまでも呼び続けられている可能性もござ

います。 

そうすることで、その存在の記憶を魂が持ち続けることになり「地球でどのようなこ

とを感じ、どのような経験をしたのか」ということを手放すことができずに新しく生

まれ変わるたびに、同じことを繰り返してしまう癖のようなものができるのです。 

癖を手放すためには、以前の自分を忘れる必要が有るでしょう。 

できれば名前も残さない方がよいのです。 

そうすることで全てが解放されるのです。 

 

〇TAKESHI 

もしかしたら、お墓の中に骨を入れるということは地球だけの習慣ですか。 

 

〇ラナさん 

もちろんです。 

他の星ではそういったことは一切行われていません。 

何故なら、その人に執着することになるかもしれないのです。 

皆さまはあらゆる存在に変化する存在です。 

ひとつの存在が終了したら全く異なる存在になりますので名前も消え去るのです。 

５次元意識以上の皆さまは、自分がどのような存在として生きていて、どのような存

在に生まれ変わったのか、という記憶も全て分かったうえで存在しますので残す必要

がないということもあるでしょう。 

そして、それは皆さんも知っておりますので、あえて残す必要がないということでも

あるのです。 

 

〇TAKESHI 

宇宙の存在から見ると、このようなお墓に骨を残したり、名前を刻んだりするという

のは、地球人の意識を３次元意識にとどめるためのものだから必要ではないという

ことになりますね。 
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〇ラナさん 

はい、そうなってくるでしょう。 

もちろん、必要な場合もございますが、それは皆さま次第です。 

 

〇TAKESHI 

例えば、よく「神々を封印する」とか、自分の敵や自分にとってあまり良くない存在、

あるいは自分にとって邪魔になる存在の力を封印する、ということが日本の過去に

よく行われていたのですが、これも相手の骨や相手の肉体の一部を自分のテリトリー

の中において常に祝詞などをあげたり、言葉をかけたりすることによって、その骨の

持ち主の意識が自由にならないようにするということを聞いたことがありますが、こ

のお墓のやり方と似たようなものがありますか、教えてください。 

 

〇ラナさん 

はい、同じような仕組みでしょう。 

日本が始まって間もない頃は、今のような特定の墓というものを持たずに、亡くなっ

た人を共同で土に埋めておりました。 

そして「誰がそのお墓に入っていたのか」ということも忘れるほどたくさんの人の骨

をその場所に埋めました。 

それらの人々を総称して「かつてこの場所に生きていた人たち」と皆さまは呼んでい

たのです。 

祖先を「かつて生きていた人たち」と呼び、感謝の気持ちだけを絶えず捧げていたの

です。 

今は特定の個人の名前がしっかりと刻まれることで、肉体を去られた後でもその人

の名前をお呼びするというようなことにもつながっているかと思います。 

そのために、その人の意識がいつまでもその場所から離れられなくなってしまうので

す。 

 

〇TAKESHI 

はい、ありがとうございます。 
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今回は「宗教あるいはお墓などによって私たちの意識が３次元にとどめられている」

ということを考えてきましたが、その他にもキャラクター物や３次元的なものを強く

象徴するような物を持ったりすることによって、私たちの意識が３次元意識にとどめ

られるということもありますか。 

 

〇ラナさん 

はい、あるでしょう。 

皆さまはそのようなグッズと呼ばれるものを買うことで、そのグッズを開発している

会社に投資していることになるのです。 

もちろん、その会社がこの地球の環境を良くするような活動をしたり、地球の環境を

良くするために売上や利益を地球に還元していたのならばニュートラルなものとなる

のですが、その活用方法が人々を苦しめたり、動物を苦しめたり、地球自体を破壊し

たりというようなことに使われたら、皆さんもその会社が開発したり、生み出したグ

ッズを買うことで、その会社の行いに加担しているということになるのです。 

そして加担しますとそのエネルギーをまとうことになりますので、皆さまにそのエネ

ルギーが反映されることとなります。 
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PART5 望む現実を作り出すための効果的な方法 

 

 

〇ラナさん 

皆さまは今あらゆるパラレル世界に日々移動されていると思います。 

パラレルシフトを行うと、自分自身が記憶していることと周りの状況が違うというこ

ともあるでしょう。 

皆さまは瞬時に周波数が変わり、その周波数に基づいて自分に合った世界を選び、

絶えず世界を移動されているのです。 

皆さまは思考の現実化ということをしっかりと理解し、そして思考も自分自身で見張

ることができ、自分自身に必要な思考のみが頭にある状態かと思われます。 

あらゆる情報を目にしたとしても、その情報を鵜呑みにするのではなく、全てを客観

的に見て分析するということも皆さまはしっかりとできているように感じます。 

今、体験したいことを自分の意志を持って選び、体験されていることと思います。 

これからも物理世界では、あらゆる情報が出てくるかもしれません。 

皆さまは、より客観的に自分にとって必要な情報のみを選択するということを強く意

識されなくても自然とできるようになられていくでしょう。 

そして皆さま自身がどんどん軽やかになり、自分自身が見ている世界を手に取るよ

うに感じるようになるでしょう。 

そして自分自身の思考どおりの世界となっていくことに気付かれるでしょう。 

さらに時を経るごとに軽やかになり、２０２３年に入る頃には、とても軽い状態になら

れていると思います。 

現在、あらゆることを体験されている人もいるかと思います。 

はるか昔に体験した感覚が再び訪れている人もいらっしゃると思います。 

そのようなことは、皆さまが５次元意識になられると決意されたことで、今まで使用

していた３次元意識を皆さまのペースで整理されているために起こっております。 

まるで時間を巻き戻したかのような出来事が起こっている人もいらっしゃるかと思

います。 
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そのようなことも、３次元意識のまとめをしているために自分自身の中に有った古い

感情が浮かび上がっているだけなのです。 

逆行していることではございませんのでどうぞ御安心ください。 

皆さまが目の前で現実と思っている世界は、皆さまの思考が反映されて映し出され

ているに過ぎないのです。 

それらが自分にとってしっくりこないと思われるようでしたら、思考を変化させれば

よいのです。 

まるでテレビのチャンネルを変えるように、この番組があまり好きじゃないと思われ

たらテレビのチャンネルを変えるだけでよいのです。 

そうすることで、自分自身がしっくりとする世界になるでしょう。 

自分自身が本当に望む世界が現実として感じられないようでしたら「このような世界

が現実になりますように」と願うのではなく、その世界が実際に自分自身の目の前に

現れたらハートがどのように感じるのか、とてもリアルに体感されてみてください。 

その世界をイメージし「その世界が自分自身の現実だったら、ハートがどう感じるの

か」ということを感じていただき、その感じたことを宇宙に送られてみてください。 

宇宙は皆さまの言葉を受け取ることはないのです。 

「何何になりますように」「何何ができますように」というような願いは、宇宙は受け取

らないのです。 

では宇宙は、何を受け取っているかといいますと、そのことが本当に現実になったと

きにどうハートが感じるのか、ということを想像していただき、そのハートで感じた思

いを宇宙は受け取るのです。 

願いを現実化されたい場合には「ハートで感じたこと」を宇宙に送られてみてくださ

い。 

とてもリアルにそのことが現実になったとイメージしていただき、現実になったらハ

ートがどう感じるかということを感じられてください。 

そして感じていることを宇宙にお送りしましたら、宇宙がそのハートで感じたことを

受け取り現実化するための準備をするのです。 

皆さまが「かなって欲しいこと」「現実になって欲しいこと」を一旦手放されることで

宇宙はスムーズに動いてくださるのです。 
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執着してはなりません。 

一旦忘れられてください。 

そうすることで現実となるのです。 

また宇宙を信頼されてもよいでしょう。 

そして自分自身を信頼することがとても大切です。 

思考は必ず現実化すると思われ、自分自身を信頼されることで、皆さまは体験したい

現実を体験することができるのです。 

望まない現実が有りましたら「ありがとう、愛しています、もうこのことを卒業しまし

た」とお伝えし、愛と感謝の気持ちを込めて手放されてみてください。 

決して「嫌だ、嫌だ」と言いながら、その世界から離れようとされないでください。 

「嫌だ」と思うということは、皆さまの根底に「嫌なことがかなう」と思っているからで

す。 

皆さまが本当に心で「そのことがかなわない」「現実にならない」と思われたら気にす

ることもないのです。 

情報を聞いたとしても素通りすることが可能なのです。 

情報を聞かれ、そのことが現実になると思われるからこそ、不安になったり怒りを覚

えたりするのです。 

目の前に出てくる情報は、あくまで皆さまが３次元意識で過ごしていた時の残像と思

われたらよいでしょう。 

皆さまが「これは自分の世界の現実であって必ず目の前に現れてくる」と思われまし

たら、皆さまは不安に思われるのです。 

それらを愛と感謝の気持ちを持って手放されることで現実になることはございませ

ん。 

皆さま自身を信頼されてください。 

思考をしっかりと見張り、現実になって欲しいという思考のみ、頭の中に残されると

よいでしょう。 

そして絶えずハートに喜びと愛を感じられてください。 

そうすることで、皆さまの目の前の世界には、皆さまが望む現実が絶えず繰り広げら

れていくでしょう。 
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皆さまが見ている世界は、皆さま自身の思考に基づいて投影されている世界なので

す。 

現実世界がとてもリアルに作られているために「この世界がホログラムである」とい

うことを忘れてしまい、その世界に没頭してしまうのです。 

皆さまは、本来は意識体であり高次の存在です。 

「完全なる愛」の存在でもあるのです。 

ただ、今はあらゆることを経験する必要が有りますので、３次元意識に周波数を落と

し、３次元意識の物理世界を体験されていたのです。 

そして、皆さまは長い輪廻転生を得て、皆さまが「今世」と呼んでいる今のパラレル世

界で３次元意識を卒業され、これから５次元意識に戻ろうと選択をされたのです。 

そのために、３次元意識を手放す出来事が目の前に起こってきているのです。 

起こっていることを深い部分で体験し尽くすことも大切です。 

しかし、この体験をずっと続ける必要はないでしょう。 

区切りが良いところに来ましたら、手放しをされてみてください。 

そうすることで、皆さまは本来の「軽やかさ」を取り戻され、５次元意識にどんどん向

かわれていくことでしょう。 

「５次元意識に戻るために手放しをしよう」と皆さまが決意されたら、５次元意識にそ

ぐわないもの、また３次元意識にとどまるための足かせとなっているものに次々と気

付かれるようになっていくでしょう。 

そして、思わぬところにもそのような足かせがあることを理解されるでしょう。 

シンクロでそれらに気付くことができますのでどうか不安にならないでください。 

今この瞬間を楽しみ、しっかりと味わって体験されることで、５次元意識に向かうに

あたって必要のないものは次々と目につき発見することができるようになるのです。 

そして、皆さまは手放しの作業をされていくでしょう。 

地球にたくさんの「重り」がついているときは、しっかりと地上に降り立ち、決して上

に上がっていくことはございません。 

でも皆さんが５次元意識に向かって出発するときは、その「重り」をひとつひとつ外さ

れると思います。 

その作業を皆さまは行っているのです。 
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５次元意識に戻られるために、皆さまを３次元意識にとどめていた「重り」をひとつひ

とつ皆さまのペースで外していっているところなのです。 

無理に恐怖心を持たれ、外そうと思われないでください。 

あくまで、今この瞬間を穏やかな気持ちで楽しみながら、足枷となっているものを

「間違い探し」のような感覚で外すように楽しまれてください。 

５次元意識に戻るに当って、このことがとても大切なことになるでしょう。 

 

〇TAKESHI 

はい、ラナさんありがとうございました。 

最近、自分の予定がコロコロ変わって忙しくなった、という人がいらっしゃいましたが、

それもその人がパラレルシフトしていることになりますか。 

 

〇ラナさん 

はい、そのとおりです。 

５次元意識になられることを意識されることで、皆さまは５次元意識になるために体

験する必要があるパラレル世界を毎瞬毎瞬とても速いスピードで選ばれているので

す。 

いくつものパラレル世界の扉を開け「この世界かな」「いやこの世界ではない」「いやこ

っちの世界かもしれない」という具合に次々と移動されているのです。 

そのためにその世界に入っては出て、また別の世界の扉を開いてその世界に入り、そ

の世界の扉をまた閉じて別の世界に入られますので、別のバージョンの周りの人た

ちと出会っていくのです。 

 

〇TAKESHI 

これはラナさんが言われていた「マンデラエフェクト」にも共通していますか。 

 

〇ラナさん 

はい、そのとおりです。 

今、皆さまが Aという世界にいるとしましょう。 
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そして、A の世界はもう自分がいる必要がない世界だと思われて、次は C の世界に

行ったとします。 

そうしますと、C の世界に入られることで A の世界の様子や A の世界の常識や情報

ではなく、Cの世界の常識や情報に触れることになるのです。 

そうしますと、皆さまは自分が A の世界の情報や A の世界の常識があるために、C

の世界の常識や情報に違和感を持たれるのです。 

Aの世界では赤の色が流行していたとしましょう。 

しかし、C の世界では青の色が今年の流行ですと言われたら「マンデラエフェクト」と

言われる状況が起こっているのです。 

各パラレル世界は全く同じ世界に見えて微妙に違う世界です。 

情報の食い違いがよくあることなのです。 

歴史も微妙に変わっているでしょう。 
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PART6 自分の波動と土地の波動の関係 

 

 

〇TAKESHI 

私たちがアセンションをして５次元意識になっていくことで、私たちが住んでいる場

所に対する変化は何か有りますか。 

自分の波動と土地の関係について教えて頂けますでしょうか。 

 

 

〇ラナさん 

はい、例えば今までは東京の中心地のにぎやかなところが自分に合っており、そして

過ごしやすいと感じているとしましょう。 

ただ、５次元意識に向かうにあたって、自分の意識がより自然と調和し、自然と共に

生きていきたいと思われましたら、その場所に違和感を覚え始めるのです。 

そしてもっと日常的に自然を感じる生活にしようと決意されることで、今住まわれて

いる土地とそのように希望された人の心の周波数がずれてくるのです。 

そのずれがどんどん大きくなり、その土地にいること自体に強い違和感を抱くように

なるのです。 

そしてフォーカスが大自然の中という場所に移されますので、大自然の中でとても心

地よい場所やまた心で描いている世界に似ている世界が他にあるとしたら、自然と

その世界の周波数に自分が合わせていくのです。 

まるで音を調律するように、あるいはチューニングするように、その世界に自分自身

を寄せていくのです。 

そうすると、その世界の人が自分の波長に合ってきますので、東京の中心部から出て

その場所に引き寄せられるのです。 

それは、あくまで皆さま自身のフォーカスが移ることで起こるのです。 

また望む世界や住みたい場所があったとします。 

ただ、金銭的な理由などの現実世界特有の理由によって引っ越せないといたしまし
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ょう。 

そうしましたら、シンクロが起こるようにその住みたい場所にフォーカスし、その世界

を絶えずイメージされ「その世界に住んだらどのような気持ちになるだろう」「どのよ

うな日々になるだろう」ということをとてもリアルにイメージされ、ハートで感じられ

ていることを宇宙に届けられてください。 

そうすることで、ハートがその世界とチューニングを始めますので、その世界の周波

数をまとうことになります。 

周波数も合致し、宇宙も現実化するための準備に入りましたら、いよいよシンクロが

起こってくるのです。 

自分自身は何もしていないはずなのに、どんどんとその場所に引き寄せられ、うまい

具合に事が運び無事引っ越しをするということになるのです。 

また、その場所に行きたいと思った時点で、その場所に縁があると思われてもよいと

思います。 

自分自身を信頼することが大切です。 

「ここに行きたいけれど、どうせ無理だ」と思われたら「その場所に行きたいと思うこ

とは、その場所に縁がある」と考えを変えられたらよいのです。 

そうしますと、その土地と周波数がどんどん合っていき、その場所に引っ越すという

シンクロが起こってくるのです。 

 

〇TAKESHI 

自分自身が今住んでいる場所で、３次元的な意識から５次元的な意識になることによ

って、その土地の波動が上がったり、波長が変わったりするということも起こります

か。 

 

〇ラナさん 

それは長い年月をかけないと難しい可能性があります。 

経済の中心部である場所は特にそうです。 

３次元意識を用いて３次元意識の方法で経済を循環させていたり、また社会を運営

していたりする場所はゆっくり時間をかけないと変化が起きない場合もございます。 
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〇TAKESHI 

例えば、自分ひとりでだけでなく、ある一定の人数の人たちの波動が上がるのでなけ

れば、その土地の波動が変化することは無いということになりますか。 

 

〇ラナさん 

はい、もちろんです。 

 

〇TAKESHI 

よく地球外種族の人たちが「ファースト・コンタクトをするにあたっては都会の中には

ちょっと入れない」とおっしゃることがあるのですが、そのことについて少し教えて頂

けますか。 

 

〇ラナさん 

やはり経済の中心部となる場所は３次元意識を強く用いて、そして３次元意識を元に

して経済や社会制度など、あらゆるものを細かく決めております。 

また、そこに住む人たちもそのことに同意され、そのような方法を心地よく感じられ

て過ごされているために、５次元意識以上の存在が必要としていないものを用いる

ことで、彼らと周波数が合わなくなるのです。 

例えば、皆さんが、あまり好ましくないと思われている場所や香りがあるとしましょう。 

皆さまはその香りが漂っている場所には近寄りたくても近寄れないということと似

通っているかもしれません。 

 

〇TAKESHI 

地球外種族の人たちは、地球の人たちと違って、自分たちが住んでいる星の環境に

優しくない物質や星の波動を低くするような物質というものは一切無い世界で生き

ていらっしゃるので、地球の科学技術で作られた物、例えば洗剤や柔軟剤、ペンキや

プラスチックなどのような物の波動と自分たちが合わないということにもなってきま

すか。 
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〇ラナさん 

はい、もちろんです。 

 

〇TAKESHI 

東京などの都会では、３次元世界にフォーカスしている人たちがたくさん住んでいら

っしゃいますので、３次元意識があまりにも大きくなりすぎて、その波長と地球外種

族の人たちの波長が合わないために、その世界に入ることができないということも

有りますか。 

 

〇ラナさん 

はい、それも有ります。 

３次元意識で物理世界に強くフォーカスして生きられている皆さまは、目に見えない

存在やエネルギーにフォーカスすることがないのです。 

そうしましたら、５次元意識にフォーカスすることがございませんので５次元意識以

上を持たれている地球以外の存在たちに注目することがないために関わることがで

きなくなってしまうのです。 

 

〇TAKESHI 

以前、５次元意識になった人たちがある一定の人数が集まることによって、地球外種

族の人たちがファースト・コンタクトを行うことができるということを聞いたことがあ

りますが、そのことについても詳しく教えて頂けますか。 

 

〇ラナさん 

はい、それは５次元意識以上の存在たちは、目に見えないエネルギーや非物質界、ま

た「愛」というエネルギーに強く注目されているからです。 

そのために彼らがコンタクトをとるためにも、彼らが大事にしているものやエネルギ

ーに対して同じようにフォーカスする必要があるのです。 

物理世界の３次元意識で世界を見られている場合には、フォーカスが「愛」や目に見

えないエネルギーでなく、目に見えて手にとって確実に感じられるものだけに注目さ
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れます。 

そうするとハートが発するエネルギーや周波数が彼らと合わなくなってしまうために、

彼らとコンタクトを取れなくなってしまうのです。 

「逢いたい」と思われても、見つけることがお互い出来ないでしょう。 

なぜなら注目している視点が違うからです。 

彼らと会うためには注目している視点を合わせる必要があるのです。 

 

〇TAKESHI 

例えば４～５人のグループがいて、その４～５人のグループは「愛」に注目し「愛」にフ

ォーカスしているとします。 

しかしその近くの住んでいる人たちは全て３次元意識にフォーカスしているとしたら、

その町の中では４～５人が持っている「愛」の意識よりも周りに住んでいる人たちの３

次元的な意識が強くなり、「愛」の意識を持っている人たちを覆い隠して、地球外種族

から見えなくなってしまうということもありますか。 

 

〇ラナさん 

そもそも強い愛を持ち、エネルギーを大切にしている人であれば、そのような場所に

は居られなくなるでしょう。 

その人自身も、自分自身の周波数にあった場所に移動されていることと思います。 

反対にそのような場所に居ることができるということは、その世界の周波数や周りに

住まわれている人たちと同じ状況にあるといえるでしょう。 
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PART7 高次的存在が地球に作ったシステムについて 

 

 

〇TAKESHI 

ありがとうございます。 

では少し視点を変えて、日本にはパワースポットやレイラインというものがたくさんあ

りますが、そういったものについても教えて頂けますか。 

そういったものが地球外種族の人たちや地球の波動上昇に関係があるのかどうかと

いうことを教えて頂けますでしょうか。 

 

〇ラナさん 

今、現在あるレイラインと呼ばれている場所は、あくまで３次元意識で物理世界を統

治する上で都合の良いエネルギー状態にするためにつなげられている物です。 

５次元意識にするためのレイラインではございません。 

 

〇TAKESHI 

例えば、イギリスのミステリーサークルであるとか、ストーンヘッジであるとか、そうい

った神秘的な力を持つ場所にもレイラインというものがございますが、それも３次元

世界を統治するためのシステムですか。 

 

〇ラナさん 

それらは、本来は高次の世界と繋がるためのゲートであったのですが、今はそのゲー

トが使われないように何かを施されております。 

もちろんエジプトのピラミッドたちの仕組みも本来の機能がなされないように施され

ております。 

 

〇TAKESHI 

それは３次元世界の統治者たちが、地球に生きる人たちがこのピラミッドやストーン
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サークルをとおして高次元の存在と繋がることができないようにあえてそのような

仕組みを封印したということでしょうか。 

 

〇ラナさん 

どちらかと言いますと、宇宙から伝わってきた高次の技術が本来の役割を果たさな

いように「欠けた」状態にしたということになります。 

地球人の皆さまに使用されては困る、ということだと思います。 

ただ、皆さまが５次元意識になられると決意され、５次元意識に向かわれましたら、そ

の欠けている部分を取り戻すことができますので本来の機能を回復させることも可

能でしょう。 

そしてレイラインも３次元意識に基づいたレイラインではなく、今度は５次元意識に基

づいたレイラインに作り直すことも可能でしょう。 

 

〇TAKESHI 

それは古代この地球に来た高次的存在が作ったレイラインやパワースポットなどを復

活させるということでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、復活させ更に進化させるということが行われていくでしょう。 

 

〇TAKESHI 

それは地球人だけでなく、元々そういった場所を作った種族たちも協力して行ってい

くことではないかと思いますが、いかがでしょうか。 

 

〇ラナさん 

それらの種族だけでなく「宇宙連合の第一評議会」と呼ばれているこの天の川銀河内

にいらっしゃる宇宙存在たちが協力して新たに作り替える、または進化させるという

ことも行われるでしょう。 
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〇TAKESHI 

そうすることで地球自身が波長を上げて、地球もアセンションをする状態になるとい

うことでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、地球自体も上昇していくことになるでしょう。 

かつて日本には「天からやってきた者」という伝説が伝えられていると思います。 

ある地域では「天女伝説」として伝えられているでしょう。 

その存在たちが、日本の各地に日本のエネルギーをいつも穏やかな状態に保つため

に、また地球人の皆さまや日本人の皆さまが穏やかに過ごせるようにエネルギーを

安定させるための装置のようなものを地上に埋められたようです。 

今も機能している物もありますが、全く機能しないように施されている場所もござい

ます。 

ただ皆さまが５次元意識になられ、地球以外の高次的存在たちがやってくることで、

その装置も再び起動されることでしょう。 

または新しい形に取り替えられる可能性もあるかと思います。 

 

〇TAKESHI 

かつてラナさんから、地球は人工的に作られた星だということをお聞きしたわけです

が、地球以外の高次的存在たちが作った地球を安定させたり地球に住む者たちを進

化させたりするシステムと人工的に造られた地球というものがシステム的に繋がると

いうことになるのですか。 

 

〇ラナさん 

もしかしたら、まったく新しいものに取り替えられる可能性もございます。 

 

〇TAKESHI 

はい、ありがとうございました。 
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PART1 ３次元世界を十分に楽しんでください 

 

 

本日御参加いただいている皆さまは、今までの感覚と変わり、とても敏感になったよ

うな不思議な感覚を体験されているかと思います。 

３次元意識のみで物理世界を見てきた皆さまは、今までは私のようなエネルギー存

在や物理世界に存在している様々なエネルギー存在を見たり感じたりすることがほ

とんどなかったかと思われます。 

今回参加されている皆さまは、物理世界に身を置きながら、４次元世界に存在してい

る肉体を持たないエネルギー存在を感じられてきているかと思います。 

ますますいろいろな体験がこれからできるかと思います。 

皆さまが体験してきた３次元意識世界は、とてもユニークでバラエティーに富んだ世

界だったかと思われます。 

５次元、６次元、７次元と次元が上がるにつれ物事はとてもシンプルになり、ある意味

単調になるかもしれません。 

皆さまはもともと大変高い世界である「完全なる愛の世界」「宇宙の根源の愛の世界」

から生まれた存在です。 

この「宇宙の根源の愛の世界」でひとつになっているときは、全てがそこに存在し、そ

して全ての存在が繋がっており、愛のみを体験していたのです。 

そのような状態ですと、皆さまはあらゆる経験を得ることができなかったために「宇

宙の根源の愛」の世界から出て、集合意識から「個の存在」へと存在の仕方を変え、そ

して徐々に徐々に周波数と次元を下げていき、この３次元世界に到達したのです。 

この世界は予想もできないあらゆることが経験できる世界です。 

何が起きてもおかしくない世界なのです。 

物理世界の３次元意識世界に降り立ち、その世界を体験したいと思っている存在た

ちは数えきれないほど存在します。 

この地球にくるのは、とてもとても倍率が高く、この世界にやってきて３次元意識の

世界を体験できる人は一握り、いえもっと確率が低いかもしれません。 
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皆さまはとても高い倍率の３次元意識の地球に降り立つことができた、とってもラッ

キーな存在と言えるでしょう。 

皆さまが今体験していることは、唯一無二の体験です。 

どんな体験でも正解、不正解は一切ないのです。 

魂にとってはとても貴重な体験であり、他では体験できない体験を皆さまは日々行

っているのです。 

魂はとても喜んでおります。 

物理世界の３次元意識にフォーカスされている皆さま自身は「こんな世界は嫌だ」「こ

んな思いは嫌だ」「こんな自分は嫌だ」と思われているかもしれませんが、魂としては

とても高揚し、とても新鮮でウキウキしているのです。 

皆さまが体験している苦しみ、悲しみ、怒り、不安、戸惑いという感情も、この３次元

意識の物理世界でなければ絶対に体験できないのです。 

とてもとても貴重な体験を皆さまはされているのです。 

今の生活や今の日々がとても苦しいと思われている人は、自分の意識を離れたとこ

ろから客観的に見て、今起こっている自分自身の状況を振り返ってください。 

そうすることで「皆さまは大変貴重な経験をしている」ということが分かるでしょう。 

「完全なる愛」の状態、何の不安もないとても穏やかでとても静かな状態になられた

時、全ての答えが分かるでしょう。 

しかし、全てが手に取って分るようになったらつまらなくなるかもしれません。 

今、この瞬間をどうか貴重な体験として楽しまれてください。 

間違いは一切ないのです。 

皆さま自身が「間違いだ」「失敗だ」と思ったことであっても、魂はとてもとても貴重

な経験をしたと思っているのです。 

今、皆さまは物理世界の３次元意識から、物理世界に身を置きながら４次元意識、そ

して５次元意識を体験されようとしているところです。 

地球にとっては初めてのことなのです。 

皆さまは、自分自身の周波数を落とせるところまで落とし、本当の自分を忘れ、そし

て宇宙との繋がりがほとんど無いような状態で皆さまは物理世界に降り立って様々

な経験をされてきたのです。 
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その状態からもう一度、皆さま自身を宇宙とつなぎ直すために、ハイヤーセルフを通

じて宇宙に存在する自分自身の宇宙意識と再び繋がり、そしておひとりおひとりのペ

ースで４次元意識、５次元意識へと向かわれているのです。 

このことは、天の川銀河にしてみてもとても記念すべき重要なプロセスなのです。 

多くの宇宙存在たちは、祝福の気持ちを持って皆さまが４次元意識、５次元意識に向

かわれていることを見守られているのです。 

そしてとてもワクワクしながら見ているのです。 

皆さまは今までに深い深い闇を体験してこられました。 

そして闇から光を取り入れるというプロセスを踏んで、闇を知りながら光の存在に戻

ろうとしているのです。 

皆さまは闇を知り尽くすマスターになろうとしているのです。 

皆さまおひとりおひとりがとても素晴らしいマスターですので自分自身を蔑むことは

不要です。 

全てのことは、ひとつひとつ体験する必要があって体験しているのですから、皆さま

は「貴重な体験をした」それだけでよいのです。 

ただ、このような見方も、あくまで私たちや５次元意識以上の存在たちの視点でもあ

ります。 

物理世界に存在している皆さまの中には「なんてことを言うのだろう」と思われる人

もいらっしゃるかと思います。 

皆さまは今あらゆる体験をされ、ハートで感じていることを大切にされたらよいかと

思います。 

せっかく皆さまは物理世界に存在しているのですから、怒るときには怒る、イライラ

する時には周りの人たちに迷惑がかからない形でイライラすることも必要です。 

皆さま自身の感情も大切にされてください。 

感情を押し殺してしまうと、いつかその感情が抑えられなくなりコントロールがきか

なくなってしまうでしょう。 

そうなる前に感情が浮かび上がってきたら、その場で発散されるようにされたらよ

いかと思います。 

そうすることですぐにすっきりとし再びニュートラルな意識に戻られるでしょう。 
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それからもうひとつ、皆さまにとって欲と呼ばれる感覚、あるいはエゴと呼んでいる

部分もコントロールさえすれば創造力の源となるでしょう。 

完全に欲やエゴを消してしまったら単調になるかもしれません。 

それは皆さまにお任せします。 

ただ、今せっかくエゴや欲というものがありますので、それらをコントロールして創造

の力に変えていったらよいのではないかと思います。 

欲やエゴがなければ何かを生み出そう、何かを発展させようとは思わないはずです。 

目の前のことに全て満足され、このままで良いと思うはずなのです。 

それでは物理世界に身を置いている意味がないのです。 

物理世界はあらゆる感情やあらゆることを体験し、あらゆることを作り出す世界でも

あるのです。 

「大暴れしても良いのです」とは言いませんが、物理世界でしかできない体験を思う

存分味わい、そして３次元意識でなければ感じることができない感情を感じられてみ

てください。 

きっとその感情は後々宝物のようになっていくでしょう。 

５次元意識に向かわれる人にとっては、徐々に完全なる３次元意識ではなく、４次元

意識に近い３次元意識または物理世界に身を置きながら４次元世界にフォーカスし

たり、時々５次元世界をのぞいたりということが起こっているのです。 

３次元意識を３次元意識のまま体験できるのもあとわずかかもしれません。 

悔いのないように体験し尽されてください。 

エゴがあるからこそあらゆる体験ができるということでもあるのです。 

嫌うのではなく向き合い、そして活用されるとよいかと思います。 

そうすることで、皆さま自身も満足され「愛とは何か」「５次元意識とは何か」というこ

とが自然と分かってくることでしょう。 

急がれなくてもよいのですが、徐々に地球の周波数も上がっていき、皆さま自身もど

んどん波長が上がってきていますので完全な３次元意識を体験できる期間もそう長

くはないかと思います。 

宇宙は何もジャッジしません。 

皆さまがしたいと思っていること、皆さまが決断したこと、それらを全て認め、そして
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尊重しています。 

「ノー」という言葉はありません。 

もし「ノー」と言うとしたら、皆さまが皆さま自身を否定し自分自身を殺そうとすると

きでしょう。 

それらは唯一「ノー」としております。 

それ以外でしたら皆さまは自由にされたらよいかと思います。 
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PART2 ３次元の愛、５次元の愛について 

 

〇TAKESHI 

３次元を楽しむことのなかでも、大切な要素が「愛」であると思いますが、ラナさんた

ちが経験している愛と私たちが実際行っている愛というのはとても大きなギャップ

があると思いますが、そのことについて話していただいてもよろしいでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、分かりました。 

私が存在している世界は、皆さまからは想像できないかもしれませんが１３次元とい

う世界です。 

この世界になりますと「個」として存在している存在は、ほとんどいらっしゃらないの

です。 

全ての存在が集合意識につながった世界といったらよいでしょうか。 

または「宇宙の根源の愛の世界に」戻り、完全なる愛の意識になられる存在も多くい

らっしゃいます。 

「私」という存在は、言わば「私たち」と言った方がよいでしょう。 

地球も含め、そして天の川銀河も含め、宇宙中に存在する全ての宇宙存在の中で私

たちとひとつになりたいと思われた存在がひとつになっていき、ラナ意識という集合

意識体になっているのです。 

私たちはお互いを認め合い尊重した上で、ひとつの大きな意識になっているのです。 

これも「愛」と言えるでしょう。 

バラバラで別々だった存在がひとつになることで、このひとつの中にあらゆる考えや

あらゆる思いが入っているのです。 

そのバラバラの思いやバラバラの意識がお互い混ざり合い、そして唯一ひとつの意

識となっているのです。 

今、「個」として存在している地球の皆さまには理解し難いかもしれません。 

このラナ意識について、後々皆さまは深く理解されると思います。 
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今は、ぼんやりと分かる程度で構いません。 

私たちラナ意識が懐いている「愛」というのは、全てを尊重することなのです。 

例えば、「個」として存在している存在が目の前にいらっしゃったとしたら、その存在

が「個」として存在していることを認め、尊重し、信頼するのです。 

その存在には愛があり、そしてしっかりとした自分の意志と考えを持ち、その意思と

考えに基づいてあらゆることを体現されている、ということを私たちは心から信頼し

見守っています。 

例えば、地球で皆さまが「悪」と呼んでいる存在、同じ地球人でありながら、同じ地球

人をだましたり、または傷つけたりするような存在であっても、愛に基づいて行って

いるかもしれないのです。 

皆さまにあらゆる体験を提供するために、そのような存在の役を演じているのかも

しれないのです。 

「自分にあらゆる経験を提供するために、そのような存在はそのような姿をして、そ

のような行為を行っている」そのことを受け入れて「その存在が愛に基づいて、その

ようなことを行っている」ということを信頼できることが「愛」なのかもしれません。 

皆が同じ考えで初めから認めあい、皆が穏やかであったら地球はどうなるでしょう。 

そう考えると、あらゆる存在があらゆることをしたとしても納得できるかもしれませ

ん。 

私たちは、そのようにあらゆる存在を尊重し、認め、信頼するということを行っており

ます。 

それが、私たちにとって「愛」なんだと思います。 

地球人の皆さまを私たちは心から信頼し、そして尊重し「皆さまは大丈夫だ」と思って

おります。 

私たちは皆さまを愛しているからです。 

また皆さまがしっかりと「愛」を持っているということを知っているからです。 

 

〇TAKESHI 

ラナさんから見て私たち地球人が「愛」と呼んでいるもの、家族の愛、パートナーに対

する愛、子供に対する愛というものが有りますが、そのことについてはどのように考
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えられますか。 

 

〇ラナさん 

地球人の皆さまは、自分自身のお子様や御両親、御兄弟、血のつながっている者と言

ったらよいでしょうか、または結婚という制度を用いて一緒に過ごしているパートナ

ー存在に対して、皆さま自身が「愛」と思っている感情を抱いているかと思います。 

地球人の皆さまが抱いているその「愛」と思われている感情も「愛」であると思います。 

１３次元意識からは少し周波数を落とし５次元意識で御説明しましょう。 

５次元意識で考えている「愛」というのは血が繋がった者であっても、又は一緒に過

ごすパートナーであったとしても、まずは「個」として存在しているということを認め

尊重いたします。 

まず、自分とは別の人間であるということを理解するのです。 

そして、その上で相手の方、御両親や御兄弟、お子様たち、またパートナーを心から信

頼するのです。 

どんな行動をしようと、どんな決断をしようと、まずは信頼し認め、そして見守るとい

うことができるのです。 

見守っている上でどうしても答えが見つからないときはサポートするのです。 

まずは執着をしないで「個」として認める、信頼するということから５次元意識は始ま

ります。 

 

〇TAKESHI 

私たちが５次元意識になって地球外種族の人たちと対等な形でお会いし、そして共に

行動することによって、私たちの愛の形や愛の質というのも大きく変わってくるかと

思いますが、それはいかがでしょうか。 

 

〇ラナさん 

はい、地球人の皆さまが５次元意識になられましたら、今まで目隠しをしてあらゆる

ことを体験し、あらゆることを感じていた意識が目隠しを外し、全てが見える状態に

なられて物理世界を見るという意識に変わっていきます。 
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そうすることで、全てを信頼することができるでしょう。 

そして考えるということもほとんど無くなるでしょう。 

思い付いた時点で瞬時に宇宙につながり、そして宇宙からその思い付いたことに対

してのアドバイスや答えが瞬時にやってくるからです。 

それがシンクロで生きるということなのです。 

そして、どんどん生き方もシンプルになっていくことでしょう。 

 

〇TAKESHI 

そのほかに、愛について私たちが学ぶべき事、知るべき事はありますでしょうか。 

 

〇ラナさん 

「知る必要があることは知る必要があるときに知る」というシンクロの言葉を朝起き

たときや夜眠る前に言われるとよいかと思います。 

又は思いついた時に声に出して言われるとよいでしょう。 

そうすることによってその言葉が言霊となり、宇宙に届きシンクロが起こるでしょう。 

気付く必要があることは、皆さま自身で気付かなければ気付きにならないのです。 
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PART3 憑依霊について、霊的存在を見破る方法 

 

 

〇TAKESHI 

地球の人が死んだときにお葬式のしきたりの中で「喪中」ということが有りますが、３

次元の地球では地球人が死んだ時にエネルギー体になるまでにどのようなことを経

験するのか、ということをお聞きしたいです。 

 

〇ラナさん 

はい、今までの地球の皆さまは３次元意識のまま物理世界を生きられておりました。 

宇宙との繋がりをなるべく希薄にし「物理世界こそが自分の世界だ」という意識で生

きて来られました。 

そのために肉体からスピリチュアル意識に戻られるとき、意識の切り替えが必要なの

です。 

「喪中」と言われている期間や「四十九日」と言われている期間は、物理世界に肉体を

持って３次元意識で存在していたときの意識から４次元意識以上に切り替わるため

の整理を行うための時間と言ったらよいでしょう。 

その間に肉体からスピリチュアル意識体に戻られる人は、意識を切り替えるために物

理世界での出来事や「本当は自分がどのような存在なのか」ということを徐々に思い

出していくのです。 

これからの地球人の皆さまは「命は永遠で、そして存在はただ変化をするだけだ」と

いうことが理解できている状態になりますので、肉体からスピリチュアルな意識体に

切り替わるときに悲しむということが無くなるでしょう。 

物質世界から卒業され、スピリチュアル意識の世界に戻られたということで「お疲れ

様」というような言葉を掛けられるでしょう。 

そして皆さまは、泣くこともなく笑顔でその変化を見守るかと思います。 

儀式の仕方が大きく変わってくるでしょう。 
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〇TAKESHI 

実際、肉体を持って生きている５次元意識の人たちというのは、肉体を失ったときの

セレモニーはどのようになさるのですか。 

 

〇ラナさん 

皆さん「物質的な肉体から肉体を持たないスピリチュアルな意識体になられるだけ」

ということを知っておりますので、まるで卒業式のようなお祝いを致します。 

または、肉体の死を迎えた日を誕生日と見なす星もあるでしょう。 

新たな姿になられ、新しい旅立ちを祝うという星も存在しております。 

地球の風習で言うとまるでお祭りのように、皆さまが盛大にお祝いするのです。 

 

〇TAKESHI 

亡くなった後の肉体というのはどうなりますか。 

日本では火葬したり、アメリカでは土葬したりするのですが。 

 

〇ラナさん 

用いる技術の違いにもよるのですが、ある星では完全に肉体を分解して土と混ざる

ような状態にまでしてから土に返すということをされている星もございます。 

 

〇TAKESHI 

話は変わりますが、霊的存在の正体がわからない時「あなたは光の存在ですか」とい

う質問を３回繰り返して尋ねると、その存在は嘘の答えをすることができない、とい

うことを聞いたことが有りますがそれは本当ですか。 

 

〇ラナさん 

３回質問したとしても嘘を言う存在はたくさん存在しております。 

そうではなく愛の意識を持って誠実に聞かれるとよいでしょう。 

「あなたは私にとって愛を伝える存在ですか」と聞かれてみてください。 

心を込めて愛を持って聞かれることがポイントです。 
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そのように質問されると相手の存在は嘘がつけなくなるのです。 

そして必ず相手の存在に「私はあなたという存在を認めます、愛しております」と伝え

てみてください。 

そうすることで、相手の存在の中に有る「愛」の部分が反応し、真実しか答えられなく

なるでしょう。 

目を閉じてそのように質問されてみてください。 

 

〇TAKESHI 

はい、ありがとうございます。 

多分多くの人たちが「３回繰り返して尋ねる」と言うことを聞いたことが有ると思いま

す。 

私も聞いたことが有りますが、そのような方法では本当のことを言ってくれないとい

うことですね。 

ありがとうございます。 

例えば憑依を受けているときや自分の体に以前は人であったエネルギー体が入って

コントロールしようとする時、その憑依を行っている存在に対してどのように対処す

ればよいですか。 

 

〇ラナさん 

肉体を持たない存在が、自分自身の肉体の中に入ってしまったときどのようにする

かと言いますと、まず自分自身の意識は、憑依してきた相手と同調しているか、受け

入れてしまっているためになかなか分離は難しいでしょう。 

そのような場合には、自分以外の地球人の人々にサポートしていただくとよいでしょ

う。 

周りの人たちであれば、その人自身の意識ではない存在が入っていると気付くこと

ができますので、周りの人たちが愛を送られ、そしてその存在と同調する心を癒やし

てあげてください。 

憑依を受けてしまった人の心が愛で満たされれば、物質世界に存在している地球人

の人が送る愛を感じることで、その人に憑依した存在がいられる隙間がなくなるた
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めに自然と出ていかれるでしょう。 

自分自身だけでは、憑依されてしまったときに、相手を分離することはなかなか難し

いのです。 

なぜなら、その人も何か寂しかったり、苦しかったり、つらかったりしたことで、その

存在を招き入れてしまい親友のようにされていることも多いかと思います。 

そのような思いから、肉体を持たない存在を取り込んでしまった場合は、周りの人が

サポートする必要があるのです。 

肉体を持った者が「あなたを愛しています」ということを伝えることで、憑依されてし

まった人が肉体を持った存在の愛に気付き、肉体を持っていない存在を求めるので

はなく、周りにいる人たちを受け入れ、そして共に生きればよいのだと理解するから

です。 

憑依を受け入れた肉体を持った人に対して「私があなたを愛しているので、肉体を持

っていない存在を求めないでください」と伝えてあげてください。 

 

〇TAKESHI 

ということは、憑依を受けた人も、自分の中にある寂しさや悲しみ、自分自身に対す

る愛の喪失が原因で肉体を持たない存在を受け入れる、あるいは求めているという

ことですか。 

 

〇ラナさん 

はい、そうだと思います。 

まずはその人自身が受け入れなければ、憑依というものは成立しないのです。 

 

〇TAKESHI 

憑依をしてきた存在が、その憑依を受ける人に対して憎しみや怒りを持っており、そ

の人に危害を加えようと思って憑依を行うということが世間ではありますが、そのよ

うな場合はどうしたらよいですか。 

 

〇ラナさん 
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憑依を受け入れた地球人の人が、自分自身を嫌っていたり、自己否定が強かったり、

自分自身はこの物質世界にふさわしくないのではないかと思われている時、その思

いが隙となってそのような攻撃的な存在を受け入れてしまうのです。 

そのような場合にも、憑依を受け入れてしまった地球人の人に対して、周りの地球人

の人が「そんなことはない、あなたはここに存在しているのです、あなたに存在してほ

しいのです、ここにとどまってください、あなたを愛しています」と根気よく伝えてく

ださい。 

そうすることによって、その憑依する存在は、その地球人の中に居られなくなり出て

いかれるでしょう。 
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PART4 ５次元意識になるときの体の変化 

 

 

〇TAKESHI 

ありがとうございます。 

次の方の質問ですが「ホ・オポノポノ」の中で「ごめんなさい、許してください」という

言葉に対して少し違和感があるのですが、それは日本語に翻訳するときにうまく対応

できる言葉が無くて、本来の意味とは違う言葉があてはめられたということを聞い

たことがあるのですが、どうなのでしょうか。 

 

〇ラナさん 

全てのことが「ありがとう、愛しています」という言葉に集約されております。 

本来はその二つの言葉で事足りるのですが、ただ知らないうちに地球人の皆さまは、

どなたかを傷つけていることが良く有ります。 

あるいは、地球人の皆さまはどなたかに怒りを持たせたり、どなたかに迷惑をかけた

りしているかも知れないのです。 

「ごめんなさい、許してください」という言葉は、自分が気付かないうちに、どなたか

を傷つけたり、どなたかを怒らせたりしてしまっているかもしれないということも想

定しているのかと思います。 

皆さまが気付かないうちに、他の存在を苦しめたり、または自分自身の選択によって

ある人が悲しんだりする場合もあるのです。 

もちろん、そのようなことが起きたとしても、それはお互いが経験したいことをその

とき、シンクロで経験されているので「お互い様」と言ったら「お互い様」なのです。 

ただ、その「お互い様」の中に「迷惑をかけてしまった」ということも存在していますの

で、そのことに対して謝ることで、それがリセットされるのです。 

この物理世界の社会制度や経済制度にのっとり、皆さまは何の違和感も無くその制

度とその仕組みを活用されていますが、そのことによってある人が苦しんでいるかも

しれないのです。 
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気付かないうちにそのようなことが起きている場合が物理世界の地球ではあるよう

です。 

 

〇TAKESHI 

はい、ありがとうございます。 

言葉というよりもその言葉に込められている意味や思いを理解していただいて、御

使用頂ければよいようですね。 

次の質問ですが、最近多くの人たちから急に目まいやフラフラする感じがするという

ことが寄せられているのですが、このめまいやフラフラ感は地球の中でエネルギー的

な変調が起こっていることに原因がありますか。 

 

〇ラナさん 

はい、特に５次元意識になろうと思われている人やそう宣言されている人は、やはり

体調の変化が表れているかと思います。 

もちろん、地球が変化しポールシフトを起こしているために、体感として受け取られて

いる場合もあるのですが、そのような地球の変化を軽減するために愛を自分の中心

に置き、自分軸を築くということが必要でしょう。 

自分を中心に置き、自分軸を通して、しっかりと大地に足をつけて立つことで地球が

ポールシフトをしたとしても、ポールシフトと同調することができます。 

そうすることによって、ポールシフトの変化を受け入れることができますので、体感

として変化がないように感じられるようになります。 

自分軸になるためのワークは今までのグループワークなどで私からお伝えしている

かと思います 

 

〇質問者 

５次元以上の意識になるにつれて体の変化というものは何か起こりますか。 

５次元意識になると肉体の老いというのは無くなっていくのでしょうか。 

 

〇ラナさん 



399 

 

はい、３次元意識から４次元意識、５次元意識に向かうにあたって徐々に肉体にとっ

て必要なものは何か、肉体にとって必要では無いものは何か、という判断がはっきり

とつくようになってくるのです。 

大気中に存在している地球人の肉体にとって、害となる物質も敏感に感じられるよ

うになるでしょう。 

食べ物だけでなく、使っている食器や調理器具など全てのものにおいて、安全なもの

は何か、安全では無いものは何か、ということも敏感に分かるようになりますので、

体を健康的に保つもののみを取り入れるようになっていくのです。 

そのために「命にとって必要なもの」というものに敏感になってくるのです。 

全ての命ある者にとって安全なもののみをこの地球に存在させたいと思うようにな

ってくるのです。 

皆さまの寿命というのも、ある意味病気のようなものなのです。 

本来地球人の皆さまにとって害となるものをどんどん取り取り込むことで、細胞が傷

つき、それらが「老い」という形で現れてくるのです。 

その「老い」を引き起こしている物質を全て見抜くことができ、そして選ばないことに

よって肉体は健康的で若さを保てるようになります。 

そうなりますと、皆さまの寿命というものも自然と伸び、見た目も若々しく保つこと

ができるのです。 

また、目に見えないエネルギーもどんどん感じることができるようになりますと宇宙

から絶えず降り注がれているエネルギーを受け取り、それを健康に役立てることがで

きるようになるのです。 

宇宙から地球に降り注いでいる高次のエネルギーを受け取り、それらを細胞に浸透

させ、細胞を活性化させることで、皆さまの肉体をいつまでも若々しく健康的に保つ

ことができるようになってくるのです。 

今、質問者の方が感じられている喉の痛みも、大気中に地球人にとってふさわしくな

い健康を害する成分があるために、喉の痛みを感じられているのだと思います。 

その原因は、大気中の成分だけでなく水にもあるかもしれません。 

口を通って体の中に取り込まれるものの中に、本来地球人の体にとって安全ではな

いものを取り込んでいる可能性があります。 
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それは何かということを心配しすぎて探すこともストレスになってしまうので、このよ

うに宣言されればよいのです。 

「私はこの体にとって安全なもののみを体に取り入れます」 

何かを食べたいと思った時や何かを飲みたいと思った時、あるいは朝起きた時にこ

の言葉を宣言されることで、自然と安全なものを選べるようになっていくでしょう。 

声に出して言うことでその言葉が言霊となりエネルギーとなってそのようになってい

くのです。 

 

 

〇質問者 

わかりました。 

ありがとうございます。 
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お読みになってください。 
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瀬戸 武志  TAKESHI 著 

 

古代地球に訪れた宇宙人たちが地球人を生み出し古代文明を作り上げた。 

その隠された秘密を、宇宙種族自らのチャネリングメッセージで解説。 

ササニ文明のサファイアさんによるアセンションやファーストコンタクトの最新情報も

掲載。 

 

今回出版された「古代地球と宇宙人」という本は２部構成となっております。 

第１部は古代の地球で地球人を生み出すために、どのような星の種族がどのような

ことを行ってきたのか、また地球人が様々な文明を作るにあたって宇宙種族がどの

ような働きをしたのか、という地球人の誕生秘話と古代から地球に関わってきた地

球外種族たちがどのように地球人を支配しコントロールしてきたのかという話をして

おります。 

これらの話は、実際に古代から地球に関わってきた種族の者から直接伝えられた内

容を TAKESHIがチャネリングして皆さまにお伝えしたものです。 

この本の第２部は前回出版致しましたササニ文明のサファイアさんが 2023年 11

月と 12月にチャネリングライブで話された内容や宇宙連合のマスターからのメッセ

ージが収めておりますので、アセンションやファーストコンタクトの最新情報としてお

読みください。 
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宇宙の光 出版のご案内   ２０２4年１１月出版 

 

地球に生きる一つの命 

自然界の精霊瞑想ワーク集 

瀬戸 武志  TAKESHI 著 

 

私たちを生み育ててくれた精霊たちからの衝撃のメッセージと瞑想ワーク。 

そして精霊の基となったエレメントが語る宇宙の成り立ちと地球人の秘密。 

アセンションを目指し宇宙の真理を知りたい人には必読のチャンネリング本。 

「地球に生きる一つの命」という本の前半は地球に生きる多くの生命たちを生み育て

てきた精霊たちからのメッセージが中心となっています。 

精霊たちはこの地球を大切にすること、そして私たちが地球人として愛に目覚めてい

くことを常に訴え続けてきました。 

そしてそのことを実現するために私たちのエネルギーやチャクラをクリアリングして

高次元の意識と繋がるためにたくさんの瞑想ワークを行ってくれました。 

 

本の後半は私たちがコズミックツインライトの伝授をうけている時に「光の意識」とい

う存在を助けたことから、この「光の意識」が我々の宇宙を生み出した親となる「光の

宇宙」から来ている存在であるということが分かりました。 

我々が「光の宇宙」のことを学ぶにつれて、その宇宙からエレメントという存在がいく

つもの宇宙の星々に派遣され、星々の環境を整えて多くの生命たちを生み育てる精

霊になっていったということを知ったのです。 

そのことを私たちが理解すると多くのエレメントたちが私たちと関わり、この宇宙が

どのようにして成り立っているのか、この宇宙に生きる生命たちの役割や生命たち

が生み出されていくシステム、また時間や空間のことについても詳しく話をしてくれ

ました。 
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宇宙の光 出版のご案内   ２０２4年７月出版 

 

神さまと友達になった男の子 

瀬戸 武志  瀬戸美輝 著 

 

この本は TAKESHIとその娘である美輝（当時７歳）によってつくられたファンタ

ジー絵本です。 

ひとりぼっちで寂しがり屋の男の子が、神さまの言葉を聞いて、神さまと友達に

なるために３つのクリスタルを探すための冒険に出ます。 

そして大切な仲間たちと出会いながらクリスタルを探す冒険は進んでいくのです。 

小学２年生の娘が考えた内容ですので大人はもちろん小学生のお子様にも楽しん

で読んでもらえると思います。 

全てのページに AIで作成されたイラストがはいっており、物語を視覚的にも楽し

めると思います。 

これからアセンションする地球を支える子供たちへの大切なギフトです。 
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宇宙の光 2021」 ＨＰのご案内 

 

 

 

〇「アセンション 光の世界へ」アメーバー・ブログ 

「宇宙の光」の活動を紹介するブログです。 

スターピープルからのメッセージ、アセンションの状況、意識

進化のための Zoomワークなどもご案内しています。 

宇宙の光の活動はこちらをご覧ください。 

 

 

〇「宇宙の光 2021」公式 HP 

２０２１年から「宇宙の光」は、Zoom を使用して高次元存在

のチャネリングライブ、グループセッションなど、地球人のア

センションに向けてスターピープルと共に多彩な活動を行

っています。 

 
 

 

 

〇「宇宙の光 2021」Vimeo チャンネル 

スターピープルからのメッセージやアセンションに向けての 

瞑想ワーク、高次元存在のチャネリングライブ、 

ファースト・コンタクトなどに関する動画を御紹介しています。  

https://vimeo.com/hikarilove 

 

〇宇宙の光 予約サイト 

宇宙の光が開催しているチャネリングライブやコズミックワ

ークはこちらからご予約できます。 

Zoomをお持ちの方はご自宅から参加できます。 

  

 

 

〇他の本のダウンロード版はこちらからお求めください。 

著者や「宇宙の光」に関するご連絡はこちらのメールにお願

いします。 

joy@k-suai.com 

 

 

 

mailto:joy@k-suai.com
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